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巻頭図版 1

1 川内・三ノ坪調査区 旧河道2の橋脚列

2 旧河道2出土の広鉗未製品 3. 旧河道2出土の石斧柄



巻頭図版2

1. 丸田調査区 〈10-13C・D区〉 弥生時代後期の遺構 （北西から）

2. 丸田調査区弥生時代後期の竪穴住居1 (北東から）



巻頭図版3

1. 丸田調査区 〈21----24C・D区〉 弥生時代後期の水田 （北西から）

2. 川内 ・三ノ坪調査区 弥生時代後期の水田（南東から）



巻頭回版4

3. 丸田調査区 土壌34遺物出土状態（北西から）

1. 丸田調査区弥生時

代後期の井戸2

遺物出土状態



巻頭図版5
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1 . 丸田調査区弥生時代後期の炉1 (北西から）

2. 丸田調査区 出土遺物 〈（左）鉄剣形銅剣・ （中）銅鏃・ （右）石包丁〉



巻頭図版6

1. 丸田調査区 溝13〈溝9との合流部〉（北東から）

2. 溝13出土の土器



巻頭図版7

1 . 丸田調査区古墳時代の竪穴住居8 (南西から）

2. 丸田調査区井戸11出土土器



巻頭図版8

1 . 丸田調査区 d0-13C・D区〉

2 丸田調査区 中世の土壌墓1 (東から）



序

承応3年 (1654)7月、ときの藩主池田光政、城下の惨状をみて、「われ等一代の大難」と悲嘆し死

を賭して天の加護を祈った。

強気の光政をしてこのように言わしめた洪水は、荒廃田畑11,660石、死者156人、城下の流出家屋

1;455軒という大被害でありました。この洪水を契機として、頻繁に起こる旭川の洪水から岡山城下

を守ることを目的として築造されたのが百間川であります。

百間川の洪水調節機能により、その被害程度は百間川築造前に比べ大幅に軽減されました。しか

し、明治維新以降、山林の伐採と砂鉄採取の振興により、士砂の河床堆積が進行し、度々水禍に見舞

われるようになりました。特に明治26年10月の洪水は旭川下流部へ特に甚大な被害をもたらしまし

た。その後、百間川の改修は、昭和元年より内務省直轄改修事業として着手され、戦争による中断を

はさみ、戦後、建設省が事業を引き継ぎ、地元の方々をはじめとする関係者のご協力を賜り、昭和49

年より抜本的な改修工事を進めてまいっております。今年度におきましては、百間川と平面交差する

道路の橋梁化のうち最後の橋となります中島•竹田橋が開通する運びとなっております。

建設省では、昭和51年より岡山県教育委員会に委託し、改修上事に先駆けて遺跡の発掘調査を行っ

てまいりました。その結果、住居跡や水田跡、多くの出土品が発掘されました。それらは、縄文時代

から中世まで幅広い時代にわたっていることが確認されております。これらは、この地が古代から

営々と連なる人々の活動の場であったことの証であり、人間活動に適した豊かな風土であったことを

雄弁に物語っております。

本書は昭和57年から平成2年に実施された百間）II原尾島遺跡の調査結果の一部をまとめたもので

す。本書が学術および文化の振興に寄与することを期待します。

最後に、発掘調査並びに本書の編集に当たられた岡山県教育委員会を始めとする関係各位に対し、

深甚なる謝意を表します。

平成6年 9月

建設省岡山河川工事事務所

所長益倉克成



序

江戸時代に岡山城下を洪水から守るために築造された百間）IIは、岡山平野を南北に貫流する旭川の

東岸から東に分岐し、操山の東端で南に大きく曲がって児島湾に注いでいます。この百間）IIの中流域

は古くからの穀倉地帯であり、とくに緑豊かな自然が残された操山の北側から河川敷にかけては、動

植物の宝庫としても知られています。そして、その地下には多くの貴重な遺跡も残されています。

昭和50年、かねてから建設省が計画していた旭川放水路（百間川）の改修工事が、本格的に着手さ

れることが決まりました。岡山県教育委員会は、建設省岡山河川工事事務所と百間川遺跡の取り扱い

について協議を重ね、やむをえず破壊される部分については記録による保存処置をとることとなり、

昭和51年度の確認調査に引き続いて昭和52年度から発掘調査に着手しました。

百間川遺跡群の発掘調査は本年で18年をむかえています。その間、縄文時代後期の集落や弥生時代

中期の大形掘立柱建物、さらに弥生時代前期から後期の水田など、縄文時代から中世にいたる貴重な

遺構・遺物が発見され、全国的にも非常に注目されています。

これらの調査の成果は、これまで調往報告書として順次刊行し、本書で10冊目となりますが、百間

） II原尾島遺跡の報告書では4冊目にあたります。本書に掲載した調杏区からは、弥生時代前期の橋脚

列とそこから出土した多くの木製品、弥生時代後期の集落と水田、溝で囲まれた中世の集落など、注

目される遺構・遺物も多く発見されています。

この報告書が文化財の保證・保存、さらに今後の研究の一助となれば幸いです。

発掘調査の実施および報告書の作成にあたっては、旭川放水路（百間川）改修工事に伴う埋蔵文化

財保護対策委員の先生方から種々の御教示と御指導を得、また建設省岡山河川工事事務所をはじめ関

係各位から多大なご協力をいただきました。記して厚くお礼申し上げます。

平成 6年 9月

岡山県教育委員会

教育長森崎岩之助



例 ロ

1 . 本報告書は、旭川放水路（百間川）改修工事に伴い、建設省中国地方建設局の委託を受け、岡山

県教育委員会が1982(昭和57)年度から1990(平成2)年度に発掘調査を実施した、百間川原尾島

遺跡の発掘調査報告書である。

なお本書は百間川原尾島遣跡の報告書としては4冊目にあたる。

2. 百間川原尾島遺跡は、岡山市原尾島に所在する原尾島遺跡のうち、百間川河川敷に係る範囲をさ

す。

3. 発掘調査は1984年10月以前を岡山県教育庁文化課が、 1984年11月以降についてほ岡山県古代吉備

文化財センターが担当し、その総面積は6,000面である。

4. 発掘調在および報告書の作成にあたっては、旭川放水路（百間川）河川改修工事に伴う埋蔵文化

財保護対策委員会を設け、下記の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは終始有益なご指導と

ご助言をいただいた。記して深く感謝の意を表す次第である。

池葉須藤樹（元岡山市犬島中学校校長） 鎌木義昌（岡山理科大学教授）

近藤義郎（岡山大学名誉教授） 〈1993年2月まで〉

出宮徳尚（岡山市教育委員会文化課） 角田 茂（元岡山市岡輝中学校教諭）

山本悦世（岡山大学埋蔵文化財調査研

究センター助手）

〈1993年4月から〉

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

5. 報告書の作成は、岡山県古代吉備文化財センター職員平井 勝・高田恭一郎が担当し、 1993年度

に行った。

6. 本文の執策は調荏担当者である平井 勝• 岡本寛久• 高田恭一郎が分担し、文責は各文末に示し

た。

7. 本報告書に係わる自然遺物のうち、一部のものについて鑑定・同定および分析を下記の諸氏・機

関に依頼し、有益な教示を得るとともに、そのうちのいくつかについては報文をいただいた。記し

て厚く御礼申し上げる次第である。

橋脚列の樹種 能城修一（農林省森林総合研究所木材利用部）

棗玉・勾玉の産地分析 藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

土城墓出土の中世人骨鑑定 池田次郎（九州国際大学）

溝出±の人骨鑑定 浜田穣（岡山理科大学理学部）

ガラス玉およびガラス滓 苅谷道郎（株式会社ニコン相模原製作所）

種実同定 パリノ・サーヴェイ

木器樹種同定・種子同定 パリノ・サーヴェイ

鉄剣形銅剣の分析 平尾良光•鈴木浩子・榎本淳子

（東京国立文化財研究所保存科学部）

土器の胎士分析 白石純（岡山理科大学自然科学研究所）



鉄滓の分析

赤色顔料の分析

赤色顔料の分析

和鋼博物館

本田光子（福岡市埋蔵文化財センター）

魚島純一（徳島県立博物館）

獣骨の鑑定 松井草（奈良国立文化財研究所）

8. 本書の編集は乎井勝が担当した。

9. 出土遺物ならびに図面・写真類は岡山県古代吉備文化財センター（岡山市西花尻1325-3)に保

管している。



凡例

1 . 百間川原尾島遺跡は小字名で調査区を分けているが、これとは別に遺跡全体に20m方眼を組んで

いる。上流（北西）から下流（南西）へのびる軸線にはA、B、C等とアルファベットを、それに

直行する軸線には6、7、8等と数字を付しており、軸交点の南側の桝目を軸線名に区を付して 8

C区、 25D区等と呼ぶ。

2. 本報告書の遺構全体図および各遺構図の北方位は基本的に磁北であり、遣跡付近の磁北は西偏

6°30' を測る。なお、 1 /1000遺構全体図の北方位は真北である。

3. 本報告書の土層断面図や遺構実測図の高度はすべて海抜高度である。

4. 土層図の土色は農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準士色帳』によっているが、

数字等記載のない色名はこの限りではない。

5 . 本報告書の遺構ならびに遺物実測図の縮尺率は下記のとおり統一しているが、例外については縮

尺率を明記している。

遺構

竪穴住居・建物 1/80、井戸•土城・士痰墓•溝断面 1/30

遺物

土器 1/4、土製品・石製品・金属製品 1/2、木製品 1/3、玉類 1/1

6. 土器実測図のうち、中軸線の左右に白抜きのあるものは、小破片のため口径推定が困難なもので

ある。

7. 遺物番号は、土器以外のものについては材質を示すため、下記の略号を番号の前に付した。

石製品 :s、金属製品 :M、土製品： C、木製品:w、玉類 :J

8. 写真図版のうち、遺物写真の（ ）内に番号があるものは、実測図が掲載されていないもので、

遺物一覧（観察）表の整理番号（実測図番号）を付している。

9. 本報告書に掲載した地図のうち、第2図は国士地理院の 1/25000地形図、和気• 西大寺• 岡山北

部・岡山南部を複製・縮小したものである。

10. 本報告書で使用した弥生時代から古墳時代前半期の時期は「百間川原尾島遺跡 l」『岡山県埋蔵文

化財発掘調在報告』 39において採用した、次頁に示す土器編年に基づいている。



編年対比表

遺跡
百 間 JI I 雄 町（註1) 上東・川入（註2)

時代

津 島 百間川前期 I
即ヽ,.

-. 凰●一ニー一―---T• -----------------•• •• 

百問川前期 II 雄 町 1 

門 田 雄 町 2 

期 百間川前期 m

弥
船 山 3 

·---··········~·--冒• 一 r•-•• 一鍼•一―.......

高 田
南 方 百間川中期 l

雄 町 3 
中 一●晶・・'-----~ ~------------------------

船 山 5 

生 菰 池 百間川中期 II 菰 池

雄 町 4 
---―疇一 ••~~~-----•r•-•-•----•-••••••

IJヽ,I」•• 山 東

期
即ヽ,. 山 II 

百間川中期 III 雄 町 5 
時 ----------------------------~------

仁 伍 雄 町 6 上東・鬼川市 0
------~ —---―冒T冒.---------------一---

雄 町 7 

後
百間川後期 I 上東•鬼川市 l

雄 町 8 
上 東

代 雄 町 ， 
憂

百間）II後期 n 上東・鬼川市 II

雄 町 10 
&&~---•T·-------------------------• 

期
グランド上層 百問川後期 III 十 上東•鬼川市 m
・・一● -~ ―------~ -~ -------------------

酒 津： 百間川後期 N 雄 町 11 才 の 町 I 

才 の 町 II ------------------● 一··~·一―------・・-

雄 町 12 

古 月ヽ,I」• 百間川古墳時代 1 下 田 所

雄 町 13 
墳

亀 JI I 上 層王 泊 ノ.. 冒,一ヽ 層 百間川古墳時代 II
----------------一こ—---儡------・-----時 雄 町 14 ＋ 

代 期
百間川古墳時代11I 雄 川入・大溝上層町 15 

註1 正阿睦夫他「雄町遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 1 岡山県教育委員会 1972年
註2 柳瀬昭彦他「川入・上東J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 16 岡山県教育委員会 1977年
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第1章地理的・歴史的環境

第 1章地理的・歴史的環境

百間川の位置する旭川東岸の平野は俗に旭東平野と呼ばれ、岡山市街地が広がる西岸平野とは異な

り、穀倉地帯となっている。この旭東平野は西を旭川、北は竜の口山丘陵、そして南は操山丘陵、さ

らに東は芥子山および山王山丘陵によって区画され、地理的にはまとまりのある地域である。

現在の地図で旭川東岸を見ると、実に広い平野部が認められる。しかし、中世まで操山丘陵の南側

は海であり、それ以前の可耕地は操山丘陵の北側、南北約 3km、東西約4kmの範囲となる。

さて、中世の旭東平野には操山丘陵の東端と芥子山の間から海が少し入りこんでいたと推定される

ものの、ほぼ現在の地形は出来上がっていたものと思われる。ではそれ以前はどうなっていたのであ

ろうか。

百間川河川敷内のボーリングデーターを見ると、地下9m以下には円礫が認められることから、河

原であったと思われ、更新世には旭川の一部が岡山市中原付近から南東方向に向かい、操山丘陵と芥

子山の間を南に流れていたものと推定される。その後、この上に士砂が堆積しており、約6000年前と

される百間川原尾島遺跡や沢田遺跡の微高地下の砂層上面の腐食物層が海抜50cm前後であることか

ら、旭東平野の微高地の基盤は出来つつあったものと考えられる。ところで、この微高地下の砂層は

縄文海進最盛期の三角州堆積物であるとされている（註 1)。これは旭川が岡山県中・北部で丘陵を

深く削りながら多くの士砂を運び、岡山平野で一気に吐き出すことに起因する。すなわち、岡山市中

原で一気に吐き出された土砂は、中原付近を頂点とし、東南方向へ緩く傾く扇状地を形成する。その

末端は国府市場、雄町、清水付近で、さらに南側は三角州低地となる。この二角州地帯が弥生小海退

に伴う浅谷の開削作用を受けて分断されたものが微高地になったとされる（註 2)。ただ、微高地は弥

生時代以前に形成されていることなど、発掘調査の所見と罰齢をきたすことも少なくなく、今後さら

に検討を要するものと考えられる。ともあれ、弥生時代の微高地はさらに洪水などの河川の堆積作用

によって高くなるとともに、微高地を分断していた小河川や低位部も埋没し、時代を経るとともに生

活の舞台は広がっていった。

旭東平野およびそれを取り巻く丘陵には多くの遺跡が所

在するが、先土器・縄文時代の遺跡はなお少ない。このう

ち先上器時代の遺物は操山丘陵でナイフ形石器などが採集

されている（註 3)ものの、遺跡の実態は不明である。

縄文時代の遺跡はすべて平野に存在する。もっとも古い

遺物は百問川沢田遺跡の1日河道から出土した中期後半の士

器であるが、量はわずかである（註4)。これに対して、後

期になると質量ともに増加することから、平野部への進出

が盛んになったことがうかがえる。特に百問川沢田遺跡で

は後期から晩期を通じて遺物が認められる。•その一つは操

山丘陵から北に向かって派生した丘陵裾部から微高地にか

けての集落である。時期は後期の後半で、多量の士器など

-1-

第1図遺跡の位置



第 1章地理的・歴史的環境

1. 百間川原尾島遺跡 2. 百間川沢田遺跡 3. 百間川兼基•今谷遺跡 4. 百間川米田遺跡
5. 備前車塚古墳 6. 磨人塚古墳 7. 賞田廃寺 8. 井寺廃寺 9. 山王山古墳 10, 乙多見遺跡
11. 雄町遺跡 12. 幡多廃寺 13. 赤田遺跡 14. 沢田大塚古墳 15. 金蔵山古墳 16. 旗振台古墳
17. 操山103号墳 18. 湊茶臼山古墳 19. 網浜茶臼山古墳 20. 操山109号墳 21. 網浜廃寺
22. 一本松古墳 23, 中井•南三反田遺跡 24. 備前国府推定地

第2図 百間川周辺遺跡分布図 (S: 1/50,000) 
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第 1章地理的・歴史的環境

とともに地床炉やドングリ貯蔵穴などが発見された（註 5)。さらに、晩期後半の遺物は微高地全

体で認められるが、このうち太形蛤刃石斧や石包丁形石器の存在は、すでに水稲農耕を行なって

いたことを思い起こさせる（註 6)。晩期における拡大は一遺跡内だけでなく、遺跡数にも見て取

れる。百間川遺跡群においても原尾島遺跡、今谷•兼甚遣跡、米田遺跡で遺物が出土し、さらに

雄町遺跡（註7)など平野全体に広がっている。

弥生時代の遺跡は平野部で多く発見されている。この内の多くは縄文晩期から続くものが多い

が、これまでのところ前期のもっとも古い時期が欠けており、ここに断絶が認められる。百間川

遺跡群では原尾島遺跡、沢田遺跡、今谷・兼某遺跡、米田遺跡で遺構遺物が発見されているが、

沢田遣跡では環濠集落が認められた。環濠はおよそ90X100mの規模で、その内側には竪穴住居

4軒、円形周溝遺構2基等が検出された（註8)。こうした防禦施設の存在は、旭束平野において

も緊張関係が顕在化しつつあったことを物語っている。

弥生時代中期の遺跡は百間川遺跡群に加え、赤田遺跡（註9)、乙多見遣跡（註10)などが知ら

れている。百間川兼基• 今谷遺跡では、大形の掘立柱建物を始め多くの遺構や遺物が出土してお

り、旭東乎野における拠点集落のひと•つと考えられる（註11)。この遺跡の南側に位置する操山丘

陵の谷部からは 3個の銅鐸が出士しており（註12)、さらに丘陵上には今谷貝塚があり、これらと

の関係が注目される。

弥生時代後期の遺跡は、遺構や遺物がわずかに認められるものを含めると、かなり増加してお

り、また規模の拡大も著しい。とりわけ百問川原尾島遺跡では多くの住居址が検出されており、

中核的集落の一つであったことが窺われる（註13)。こうした微高地上の集落の間には広大な水

田が広がっている。水田は小規模であるが前期から認められ、中期には前期の水田を拡大してい

るもののなお小規模であると思われる。しかし、洪水の砂でおおわれた百間川遣跡群の後期の水

田は、原尾島遺跡から今谷遺跡まで約 3kmにも及び、中期までとは比較にならないほど飛躍的発

展を遂げている。この水田は旭東平野全休に広がっている可能性が高く、こうした豊かな生産力

を背景として、古墳時代の幕開けを告げる備前車塚古墳が出現したのであろう。

旭東平野を取り巻く丘陵には多くの古墳が築造されている。その多くは後期に属する小規模な

円墳であるが、大形の前方後円墳なども少なからず認められる。竜の口山丘陵には三角縁神獣鏡

等13面の鏡を出土した備前車塚古墳（註14)、山玉山丘陵には特殊器台形埴輪をもつ宍甘山王山

古墳（註15)など、初期の古墳が所在する。操山丘陵にも特殊器台形埴輪をもつ網浜茶臼山古墳

や操山109号墳（註16)、湊茶臼山古墳（註17)、金蔵山古墳（註18)の継続的築造が認められる。

これら操山丘陵の古墳は旭東平野を基盤とする首長墳であるが、同時に海に面した位置にあり、

海上交通との関わりも無視できない。

さて、この地域の古墳はこれまですべて丘陵上に所在していたが、中井・南三反田遺跡では平

野で古墳が確認されている（註19)。墳丘は削平されているが、残存する周堀から小規模な古墳が

群集していたことが窺われ、今後はこのような古墳も視野にいれた検討が必要である。

古代には備前の国府がおかれていたといわれているが、現在の所それを証明する遺構遣物の出

土はない。ただ、官衛関連施設と考えられる倉庫群が検出された百間川米田遺跡（註20)、そして

「祓」の鍛式を執り行った場所ではないかといわれる溝が検出された百問川原尾島遺跡（註21)

の成果からは、国府とあわせて考えたほうが理解しやすい。寺院址は壇上積基檀で整備された賞
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田廃寺（註22)や幡多廃寺（註23)にくわえ、井寺廃寺が知られている。

中世の集落は百間）II原尾島遺跡や米田遺跡で認められる。原尾島遺跡では溝で囲まれた屋敷と

普通の建物とが検出されている（註24)。これに対して米田遺跡は海浜の集落で、立派な建物や井

戸とともに、運河と思われる大渦が検出されている（註25)。また今谷遺跡ではハイガイを主体に

した貝塚も発見されている。

註

註 l 藤原健蔵• 白神宏「岡山平野中部の沖積層と海水準変化」『瀬戸内海地域における完新世海水準変

動と地形変化』 1986年

註 2 註 lの文献に同じ

註 3 鎌木義昌「第 1編 原始時代」『岡山市史・古代編』岡山市 1962年

註4 岡田博他「百間川沢田遺跡2. 百間川長谷遣跡2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 59 1985年

註5 平井勝•岡本寛久他「百間川沢田遺跡 3 」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 84 1993年

註 6 註 5の文献に同じ

註7 高橋護•正岡睦夫他「雄町遺跡」『埋蔵文化財発掘調査報告』 1 1972年

註 8 註 5の文献に同じ

註 9 出宮徳尚・根木修他『幡多廃寺発掘調査報告』岡山市遺跡調査団 1975年

註10 正岡睦夫「岡山市乙多見における満改修丁事に伴う出士土器」『岡山県埋蔵文化財報告』 3 1973 

年

註11 正岡睦夫他「百間川兼基遺跡 1・百問川今谷遺跡l」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 51 1982 

年

註12 鎌木義昌「岡山県兼基遺跡」『日本農耕文化の生成』 1961年

註13 正岡睦夫他「百問川原尾島遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 56 1984年

平井勝・宇垣匡雅他「百問川原尾島遺跡 3」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 88 1994年

註14 近藤義郎・鎌木義昌「備前車塚古墳」『岡山県史』第18巻 1986年

註15 宇垣匡雅「吉備の前期古墳ー II 宍甘山王山古墳の測量調査一」『古代吉備』第10集 1988年

註16 宇垣匡雅「竪穴式石室の研究ー使用石材の分析を中心に一」『考古学研究』第34巻第 1 号• 第 2号

考古学研究会 1987年

註17 近藤義郎「湊茶臼山古墳」『岡山県史』第18巻 1986年

註18 西谷真治•鎌木義昌『金蔵山古墳』倉敷考古館 1959年

註19 桑田俊明「中井•南三反田遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 92 1994年

註20 井上弘他「百間川当麻遺跡2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 52 1982年

註21 『所報吉備』第 6号 岡山県古代吉備文化財センター 1989年

註22 出宮徳尚•伊藤晃ー•水内昌康『賞田廃寺発掘調査報告』岡山市教育委員会 1971年

註23 註10の文献に同じ

註24 註14の文献に同じ

註25 柳瀬昭彦他「百間川米田遺跡 3」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 74 1989年
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第 1節発掘調査の契機

第2章調杏および報告書作成の経緯

第 l節発掘調在の契機

岡山平野を南北に貰流する旭川の東岸に所在する百間川遺跡は、国道2号線の百間川橋をほさんで

A地点とB地点の 2箇所が周知されていた。 1968(昭和43)年、建設省が旭川放水路（百間川）の改

修工事を計画していることを知った岡山県教育庁文化課は、建設省岡山河川丁事事務所に対し、以下

の要望を行った。第 1に、改修工事計画予定地には文化財保護法に甚づく、周知の遺跡である「百間

川遺跡」が所在すること、第2に、事業者である建設省は、文化財保護法に基づく措置、特に1957

（昭和32)年6月11日閣議了解になった「文化財保護に関する関係官庁間の連絡強化について」の趣

旨にそって、事前に文化財の保護に遺漏のないように計らうこと、の大略二点である。これに対して

建設省は、河川内の土地買収交渉及び工事施工の調査計画を進める段階であるとの回答であった。

その後建設省は、計画にそって地元耕作者と上地買収交渉に入り、難航の末1974(昭和49)年に決

着をみたことから、 1975(昭和50)年10月には河川敷に工事用道路を施工するなどして、本格的工事

に入る姿勢を示した。

岡山県教育委員会は、このような改修事業の状況をふまえ、直ちに協議を申し入れ、実情の聴取

と、改修事業に伴う百問川遺跡の取り扱いについて協議した。その結果、基本的には埋蔵文化財包蔵

地の範囲が確定したならば、当該地は発掘調府が終了した後に改修工事を施工することで合意した。

1976 (昭和51)年4月には、建設省中国地方建設局岡山河川工事事務所長名で、文化財保護法第57

条の 3に先立つ事前協議の文書が提出され、これに基づいて協議を重ねた。そして1976年9月 1B付

けで、中国地方建設局長より確認調査の依頼文書が提出され、同年11月 1日から確認調査を実施する

に至った。

確認調杏（第 1次調在）は、低水路部分の遺跡の確認および古地形の復原と新田サイフォン部分の

一部発掘調査で、 1976年11月 1日から1977(昭和52)年3月31日まで実施した。その結果、岡山市原

尾島（第 l 微高地）、同沢田（第 2 微高地）、同兼塞•今谷（第 3 微高地）の 3 箇所に微高地が広が

り、そこに遺跡が所在することが判明した。

1977年からは、確認調査の成果を基に建設省の工事計画にそって発掘調査を進め、現在も継続中で

ある。この間、調背の進展とともに各微高地間にも弥生時代後期水田など遺跡の広がりが確認され、

また確認調在では面ではないかと考えられていた岡山市米田（旧当麻遺跡）一帯も、遺跡であること

が判明するなど、発掘調脊対象範囲は著しく増加した。これに加え、縄文時代の遺構・遺物が発見さ

れたことから、調在探度もさらに増すこととなった。 （平井）
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第2章 調査および報告書作成の経緯

第2節調在および報告書作成の体制

発掘調査は、岡山県教育委員会が建設省中国地方建設局から委託を受け、昭和52年度から実施して

おり、現在も継続している。調査開始から発掘調壺の主管は岡山県教育庁文化課であるが、昭和59年

11月からは発掘調査の実施については岡山県古代吉備文化財セソターが担当している。

今回報告する原尾島遺跡は、昭和59・62・63・ 平成元・ 2年度に実施したものである。調脊員は昭

和59年度は 8名4班であったが、昭和60年度からは 6名 3班体制となり、さらに昭和62年度からは 3

名 l班となり現在に至っている。また、報告書の作成は、調査員2名で平成5年度に行なった。

発掘調在と報告書の作成にあたっては、遺跡の保護・保存ならびに調査の専門的な指導および助言

を得るため、岡山県遺跡保護調査団の推薦を受けた方々に「旭川放水路（百間川）河川改修工事に伴

う埋蔵文化財保護対策委員会」の委員を委嘱している。

旭川放水路（百間川）河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員会

池菓須藤樹元岡山市犬島中学校長 鎌木義昌 岡山理科大学教授

岡山県文化財保護審議会委員

（平成5年2月まで）

角田茂 元岡山市岡輝中学校教諭近藤義郎 岡山大学名誉教授

岡山県文化財保護審議会委員

出宮徳尚 岡山市教育委員会文化課

山本悦世 岡山大学埋蔵文化財調査研究セン

ター助手

（平成5年4月から）

発掘調査

昭和59(1984)年度 (4月 1日,..__,10月30日）

岡山県教育庁文化課

課長

参事

課長代理

課長代理

松元昭憲

梱本泰夫

逸見英邦

吉本唯弘

文化財主幹 佐々木清

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱）河本 清

主任 古瀬宏

主任 遠藤勇次

文化財保護主在井上弘

文化財保護主査柳瀬昭彦

水内昌康 元岡山市桑田中学校長

岡山県文化財保護審議会委員

文化財保護主事平井勝

文化財保護主事 岡本寛久

文化財保護主事江見正己

主 事 楢原充二

文化財保護主事平井泰男

文化財保護主事 山本明雄

主 事 宇垣匡雅

昭和59(1984)年度 (ll月1日,.._,3月31日）

岡山県教育庁文化課

長

事

課

参
松元昭憲

橋本泰夫
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第2節調査および報告書作成の体制

課長代理 逸見英邦 調査課

課長代理 吉本唯弘 調査第一課長 河本清

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱） 河本 清 第二係長 柳瀬昭彦

主任（兼） 遠藤勇次 文化財保護主任乎井勝

岡山県古代吉備文化財センター 文化財保護主任 岡本寛久

所長（兼） 松元昭憲 主 事 高田恭一郎

次 長 楯本泰夫 主 事 阿部泰久

総務課

課 長 佐々木清 昭和63(1988)年度

主 任 古瀬宏 岡山県教育庁文化課

主 任 遠藤勇次 課 長 吉尾啓介

主 事 楢原充二 課長代理 河野衛

調査課 課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱）伊藤 晃

課 長（兼） 河本清 主 査 藤川洋二

文化財保護主査井上弘 岡山県古代吉備文化財センター

文化財保護主杏柳瀬昭彦 所 長 水田稔

文化財保護主事平井勝 総務課

文化財保護主事 岡本寛久 課 長 佐々木清

文化財保護主事江見正己 総務主幹 藤本信康

文化財保護主事平井泰男 主 任 花本静夫

文化財保護主事 山本明雄 主 任 岡田祥司

主 事 宇垣匡雅 主 任 片山淳司

主 事 杉野正

昭和62(1987)年度 主 事 嶋田慶彦

岡山県教育庁文化課 調査課

課 長 高橋誠記 (12月15日まで） 調在第一課長 河本清

課 長 吉尾啓介 02月16日から） 第二係長 柳瀬昭彦

課長代理 河野衛 文化財保護t任平井勝

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱） 伊藤 晃 文化財保護主任 岡本寛久

主 省 藤川洋二 主 事 高田恭一郎

岡山県古代吉備文化財センター 主 事 阿部泰久

所 長 橋本泰夫

総務課 平成元 (1989)年度

課 長 佐々木清 岡山県教育庁文化課

総務主幹 藤本信康 課 長 吉尾啓介 (11月30日まで）

主 任 花本静夫 課 長 鬼澤佳弘 (12月 1日から）

主 任 岡田祥司 課長代理 河野衛

主 事 片山淳司 課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱） 伊藤 晃
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第2章調査および報告書作成の経緯

主査 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 長瀬日出明

次 長（第一課長事務取扱）河本清

総務課

課長 竹原成信

課長補佐（総務係長事務取扱）藤本信康

主 任 岡田祥司

主 任 平松郁男

主 任 片山淳司

主 事 杉野正

主 事 嶋田慶彦

主 事 大西治郎

主 事 渡邊徹也

調在課

課長補佐（第一係長事務取扱）柳瀬昭彦

文化財保護主査平井勝

文化財保護主杏藤田耕平

文化財保護主事高田恭一郎

平成2 (1990)年度

ー一・『岡山県教育庁文化課

課 長 • 鬼澤佳弘

課長代理 光吉勝彦

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱） 伊藤 晃

主査 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 長瀬日出明

次 長（第一課長事務取扱）河本清

総務課

課 長 竹原成信

課長補佐（総務係長事務取扱）藤本信康

主 任 平松郁男

主 任 坂本英幸

主 事 杉野正

主 事 嶋田慶彦

主 事 大西治郎

主 事 亀山幸治
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主事

調査課

渡邊徹也

課長補佐（第一係長事務取扱）柳瀬昭彦

文化財保護主査平井勝

主事 村田秀石

報告書

平成5 (1993)年度

岡山県教育庁文化課

課長 渡辺淳平

課長代理 松井新一

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱） 高畑知功

主査 時長勇

岡山県古代吉備文化財センター

所長 横山常賓

次長 葛原克人

総務課

課 長 北原求

課長補佐（総務係長事務取扱）小西親男

主 査 石井茂

主 査 石井善睛

主 任 三宅秀吉

主 事 宮森久彰

主 事 山崎貴彦

主 事 滝澤幸隆

主 事 山下恵子

調査課

第三課長 柳瀬昭彦

第二係長 平井勝

文化財保護主事高田恭一郎



第2節 調査および報告書作成の体制

最後になりましたが、酷暑• 厳寒のなか日々発掘調査・整理作業に従事されました下記の方々に、

厚くお礼申し上げます。

赤城久夫尾松代吉佐々木和勲松本友彦笹田誠松本包房橋本基藤本順一伍賀芳子

坂本由美子西崎宏子藤田光子難波靖代中野鈴子赤木輝吉遠藤明雄大森菩太郎

岡本汎小西修籠井英夫畑本敏男石田芙美子入江美代子国塩志保里中村初子

服部勝得兵藤きよ子服部美登利大前仁介佐野雅男新開清永井巳之介服部弘

松本三郎成本和繁出原喜美子新名定子津島健子原年子原住子明坂善美

加藤勢津子石浜常夫国重正武西郷安夫藤原勝治山田道夫鈴木順一吉永京市

楠見静子四崎知子野崎千珠子藤田球江岡本喜代子榊原末美熊本チヨ子富田孝行

内田賢二真重貞ー大窄暢毅岩上太郎那須鉄雄河田要二郎

事務所・センター

田中純子坂本恵里香長曽律子青山洋子窪田浩子森小代子土井原弘子湯浅育子

松本悦子門田寿子山本千恵子井上弘子大山知子三垣佐知子東秀己遠藤七都子

阿部典子 田中淑子中野晴美富士智恵子出原万千恵大林洋子横田多美r C高田）
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第 2章調査および報告書作成の経緯

第3節調杏の経過

岡山市原尾島に所在する百問川原尾島遺跡は、百間川の河川敷内にある遺跡群としては最上流部に

位置し、ほぼ国道2号線の百間川橋付近から北西側の上流部約800m間に広がっている。百間川遣跡

群の発掘調査は1976(昭和51)年度から開始され、現在まで継続している。このうち原尾島遺跡につ

いては、 1977年の新田サイフォン•新田樋門等の建設に伴う調査を皮切に、 1981 (昭和56)年度まで

は、低水路掘削幅80mのうちの右岸側の幅40mを主に調査した。この低水路の調査区は終了後掘削さ

れ、現在は幅40mの低水路として通水している。

1982 (昭和57)年度からは低水路掘削幅80mのうち、すでに調査を終了した幅40mの左岸側の幅20

mを主に、藤原橋の橋梁部やその護岸部、あるいは左岸用水路部、そして高水敷護岸部などを調査し

た。このうち本報告書に掲載する調査区は表 lに示すとおりであるが、これは1982年度から1990年度

までの調査（調査面積17767面）を面積や遣物数を勘案して 3分割したうちの一つで、すでに一つは

「百間川原尾島遺跡3」として1993(平成5)年度に刊行され、もう一つは「百間川原尾島遺跡5」

として1995(平成7)年度に刊行が予定されている。

本報告書掲載の調査区は8箇所に分かれている。これらの調査は工事工程に沿って進めているため

連続性がなく、近接する調査区であっても調査年次が異なり、また細切れにならざるをえなかった。

調査は1986(昭和61)年度までは 1班2人の調杏員で2班が、 1987(昭和62)年度からは 1班3人

で1班があたった。調査員 1人の 1月あたりの調査面積は130出であるが、表 1の番号 1,,.._, 5の微高

地上にあたる調杏区は遺構密度が高いため55,,.._,95出となり、低位部となる 6・_7では130111となる。

特に 1の調査区では遣構・遺物ともに多いことから、また 8では旧河道内の橋脚列の処理に多くの時

間を費やした。

調査地区の呼称は、まず小字名を付し、ついで低水路掘削部、高水敷護岸などの工事名称を、さら

に遺跡全体に組んだ20m方眼の名称を付して表している。 （平井）

表 1 百間川原尾島遺跡調査一覧

番号 地 区 名 担当者 期 間 面積 遺物数

1 丸田、低水路 10,....,_, 13C・D 平井勝•藤田・高田 1989.9.1,...,_.11.15、 1254 464 

12.26,.....,1990.5.24 

2 丸田、低水路 13,.,__,15C・D 平井勝•藤田・高田 1989.4.1,,......,9.18 972 84 
3 丸田、低水路 19・20C・D 平井勝•藤田・村田 1990.5.9,....,_,,6.18 422 11 
4 丸田、低水路 20・23C・D 平井勝•岡本・高田 1988.4.1,...._,8.19 1178 80 

• 阿部

5 丸田、低水路 23• 24C・D 柳瀬・高田• 阿部 1988.3.4"'-'3.31 200 

゜6 丸田、高水敷護岸（左岸） 平井勝• 藤田• 高田 1989 .12. 12"" 12. 27 190 5 
19,.....,21A 

7 従来下、高水敷護岸（右岸） 平井勝•藤田・高田 1989.11.18,.....,12. 7 184 13 
18・19H 

8 川内・三ノ坪、低水路 岡本・山本 1984.4.2""-'1985.1.22、 1600 21 
33,,...__,36C・D 3. 12"'-'4. 16、5.l "'-'30 

計 6000rrf 678箱

-10-



ー ll_

／
＼
 

冒
龍
冒
今
回
報
告
部
分
冒言
冒言
月発
掘調
査報
告
39
じ□
□□
汀発
掘調
査報
告
56

（百
間
川
卿
尾
島
遺
跡
1
)

(
百
間
川
原
尾
島
遺
路
2
)

第
3
図
グ
リ
ッ
ド
の
設
定
と
調
査
区
(
S
:
 1/
4,
00
0)
 

〈図
中
の
調
査
区
番
号
は
表
1
の
番
号
に
対
応
す
る
〉

一
発掘
調査
報告
BB

（
百
問
川
原
尾
島
遺
跡
3
)

遠 3 啓 涸 冷 a 際 函



第2章 調査および報告書作成の経緯

第4節報告ほの作成

百問川原尾島遺跡の報告内は、 1977(昭和52)年度から1981(昭和56)年度調在地区で2冊、そし

て1982(昭和57)年度から1990(平成 2)年度に調介を実施した地区を 3冊に分けて刊行する予定の

うちの 1冊がすでに刊行されている。 本報告書は 3分冊のうちの 2冊目にあたり、通算で 4冊目とな

る。ちなみに旭川放水路（百間川）改修 L事に伴う百間川遺跡群の報告古としては10冊目である。

報告占の作成は担当者 2名で1993(乎成5)年度に行なった。対象地区は第 3図に示すとおり、丸

田開介IXの10.....,15 C・D、19.....,24C・D、19"-'21A、従来下罰在区の18・19H、川内 ・三ノ坪調在区

の33.....,36C·D で、その面積は6000rrlになる。遺構は怒穴住居• 井戸 ・ 渦 • 土壌• 水田を中心に約

550、出七遺物は七器が678箱あり、これに石製品 ・七製品・木製品 ・金属製品など452点が加わる。

出t追物の水洗・注記は発掘調査時にすでに終了しており、 4月からただちに幣理・復几作業を開
始した。遺物量が多いことから、遺物の選別、復元作業を効率的にすすめる必要があり、遺構に伴う

ものを優先させた。しかし、それらすべてに十分な時間をかけて完了させる見込みがたたなくなった

ため、さらに優劣をつけざるをえなかった。そのため遺物の内容をできるだけ詳細に把握できるよう

努めたものの、遺構によってはやや不十分であったという感じは否めない。ともあれいちおう全資料

の検討も行ない、 12月には終rした。なお、金属器については脱塩処理の後保存処理を行なった。
幣理 ・復元作業に平行して L器以外の遺物についても、台転の作成と実測の必要なものの選定作業

を行なった。

また、 4月からは遺構のトレースを進めたが、関在終rから相叶の年月が経過しているため、遺構
図面の幣理 ・検討は容易でなく、図面の調整に時間を要することもしばしばであった。遺物のトレー

スは遺物の実測と逍構のトレースがかなり進んでから開始し、 2月に終了した。

遺物の実測は復尤作業の終rしたものから順次進めていったが、遺物の総観が膨大であるため、遺
構も絞られ、かつ完形品を中心にせざるをえなかった。したがって梱、巳廣、 t器溜り、包含屈の遺
物についてはその一部を掲載するにとどまった。なお、実測点数は前年度の 「百間川原尾島遺跡3」

の作業火績とほぼ同じで、 t器812点、石器その他の遺物199点であった。

遺物の実測は 2月中で終rしたが、乎行して 1月から遺物写真の撮影と、写真の必要な土器の色塗
りを行なった。遺物の写真は実測遺物からさ

らに選定され、 L器を中心に300点撮影して

2月中に終rした。
3月から割り付け及び原稿の執筆にかかっ

た。 本年度から報告NをA4版の体裁にする

ため、割り付けに少し手間取った。原稿の執

筆は各担当者が分担しておこなったが、幣理

作業が遅れがちであったことから、執管に十

分な時間を割くことができなかった。

（平井）

実測風景
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1. 丸田調査区の概要

第3章調査の概要

第 l節丸田調杏区

1 . 丸田調査区の概要

本報告書に掲載する丸田調行区の調査地区は6箇所である。このうち低水路掘削部は5箇所で、 10

,._,_, 13 C・D区と13,.....__,15C・D区は連続しており、また19・20C・D区とzo,...__,z3c・D区および23・24

区も連接してひとまとまりになるが、高水敷護岸（左岸）部の19"-'21A区は少し離れている。

丸田調査区は百間川原尾島遺跡の中心部を占めており、とりわけ西北側から上流側にあたる三股ケ
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2m 
3. 黄灰色 (2.5Y 4/1)微砂土 4. にぷい黄色 (2.5Y6/4)砂質土（オリープ黒色土混り）

5. 黄灰色 (2.SY 5/1)微砂土 6. オリーブ黄色 (5Y 6/3)微砂（洪水砂） 7. 灰色 (lOY5/1)粘土（弥生後期水田層）

8. 明掲灰色 (7.5YR7/2)粘土（弥生後期水田層） 9. 黄灰色 (2.5Y5/1}粘土 10. 褐灰色 (1OY R 5/1)粘土 11. 

オリーブ褐色 (2.SY 4/3)土 12. 灰色 (7.5Y6/1)土 13. 灰色 {5Y5/1)土（鉄分沈漬） 14. 灰黄色 (2.5Y6/2)微砂

15, 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘質微砂 16. 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘土 17. 灰色 (7.5Y6/1)粘土 18. 灰色 (5Y6/1)粘

土 19. 灰色 (7.5 Y 5/1)粘土 20, 灰色 (10Y4/1)微砂粘土 21. 暗青灰色 (5BG 4/1)粘土 22. 灰色 (lOYS/1)粘

土 23. 灰色 (5Y6/1)粘土 24. にぷい黄色 (2.5Y6/4)微砂 25, 灰オリーブ色 (5Y5/3)土 26, 黄灰色 (2.5Y6/1) 

粘質微砂 27. 灰黄色 (2.5Y6/2)粘質微砂 28. 灰黄褐色 (lOYR6/2)粘質微砂 29. オリーブ黄色微砂粘土 30. 緑灰

色 (7.5G YS/1)粘土 31. 緑灰色 (10GY6/l)粘土（縄文晩期土器含む）

第4図 10-15C• D区の北壁土層断面 (S: 1/60) 
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第3章第 1節丸田調査区

調脊区の北東側に広がる微高地には遺構が密集する。この微高地の東側、 14から18ラインまでは一旦

低位部となるが、 22ラインまで再び微高地になる。しかし遺構は少なくなる。 22ラインから東側は低

位部が広がり、 400mあまり東側の百間川沢田遺跡の微高地まで続く。

丸田調査区の標高は現地表で4.5mあまりを測る。現地表は水田耕土ないし盛り土であるが、これ

以下の層位をみると地区によって様相が異なる。微高地である10"-'13C・D区では表土を除去すると

古墳時代の遺物を含む灰黄色砂質士になるが、場所によってはほとんど削平されていることもある。

この層の下には弥生時代の遺物を含む暗灰黄色士ないしにぶい黄褐色士層があり、その下は弥生時代

の甚盤層である明黄褐色土層になる（第4図、図版2)。

低位部となる14・15C・D区では表土の下に中世の遺物を含む灰色士やオリーブ灰色±層があり、

その下は古代と推定される灰黄色微砂層、そして古墳時代と考えられる暗灰黄色粘質微砂層と暗灰黄

色粘土層へ続く。さらにこの下は弥生時代後期末の洪水砂であるオリーブ黄色微砂層になるが、 14ラ

イン付近では古代から古墳時代と考えられる層は無いか、あっても極めて薄い。洪水砂の直下には弥

生時代後期の水田層があるが、同じような灰色粘士層が14ライン付近では二層、 14ラインから東へ10

m付近では三～四層認められ、これらも水田層と考えられる。この水田層以下は、 14ライン付近では

弥生時代の基盤層となるにぶい黄色微砂になり、 14から15ラインの旧河道に向かって徐々に下がる

が、その上には何層にも堆梢が認められる。なお、 15ライン付近では緑灰色粘士層から縄文時代晩期

の土器が出土した。

2如

2
2
-
`
i
2
8
 -―--:_ - - ---

21 
. -.. ・一 ..... .. . .. 一—.... ,. 0 • C ' • 一

360cm 

221ine 
I JlOcm 

。
2m 

1. 淡白灰色粘質土（古墳後期包含層） 2. 淡黒灰色粘質土（古墳前期包含層） 3. 淡黒灰色粘質土（上層より灰色•砂
質強い）（古墳前期包含層） 4. 淡黄灰色粘質微砂（下層より粘性強い）（洪水砂） 5. 淡褐灰黄色粘質細砂（洪水砂） 6. 
暗灰色粘土（弥生後期水田暦） 7. 暗白灰色粘土 8. 褐灰色粘土 9. 暗褐色粘質土（鉄分沈藩顕著） 10. 暗黄灰褐色
粘質土（鉄分沈漬顕著） 11. 黄灰褐色砂質土（炭・焼土粒少含） 12. 灰褐黄色土（炭・焼土粒少含） 13. やや暗い灰褐色
土（やや粘質炭・焼土粒少含） 14. 暗黄茶灰色粘質土（マンガン沈董顕著） 15. 黄褐色粘質土（マンガン沈溢） 16. 灰
褐色粘質土 17, 淡暗灰色粘質土（弥生後期包含暦） 18. 灰黄褐色 (10YR5/2)土（弥生後期包含層） 19. 灰褐色 (7.5
YR 4/2)土 20. 褐色 (7.SYR 4/3)土 21. 灰褐色粘質土 22. 灰黄褐色 (10YR6/2)土（弥生前期包含層） 23. 明淡
褐黄色粘質土 24. 灰黄褐色 (lOYR 5/2)粘質土 25. 淡褐色粘質土 26. にぶい黄色 (2.5Y6/3)土 27. 淡黄灰色粘質
砂 28. にぷい黄色 (2.5Y6/3)土 29. 明灰黄色粘質土 30. 暗褐灰色粘質土 31. 灰黄色粘質土 32. 暗灰色粘土 33. 
淡灰黄色粘質土 34. 暗黒灰色粘土

第5図 19-24C• D 区の北壁•中央トレンチ南壁（下段右端）土層断面 (S : 1/60) 

-14-



39
0c
m 

竺．

-
• 

45
 

-―
--
--
. 
一'
'―
・-

-
~

. —
-
-
--
--
-

-
.
 
,
 
..
 ,
 
.
 

一
—
.
.
.
-

.
 
-
,
 
..
 ,
 .
 
一
，
 ー
一ー

-
..
. 
,
 ...
 ,
 ・----
- ー：

~. 一
-
ニ
-
-

|  1 5  |  

3
9
0
c
m
 

三 ==
=

=
=

=
=

=
=

—
-_

_ 
1
 --
3.
 
現
代
溝
4.
 
近
・
現
代
土
5
-
-
9
.
 
近
・
現
代
溝
10
. 
灰
褐
色
(7.
5
 Y
R
 6/
2)
粘
質
砂
11.
 
灰
白
色
(7
.
5Y
7/
2)
砂
（
近
世
溝
）
12
. 
灰
色
(1
0Y
6/
1)
砂
13
. 
灰
白
色
(N
7
)
粘
土
14
. 

灰
白
色
(2.
5
Y
7
 /1
)-
-
灰
黄
色
(2.
5Y
6/
2)
粘
質
微
砂
（
近
世
溝
）
（
炭
・
焼
土
粒
含
，
獣
骨
含
）
15
. 
明
緑
灰
色
(7
.
5
G
Y
7
 /1
)-
--
緑
灰
色
(1
0G
Y6
/1
)
微
砂
粘
土
（
炭
・
焼
土
粒
含
）
（
近
世
溝
）
16.
 
暗
灰
黄
色

(2.
 5
Y
 5/
2)
粘
質
微
砂
（
溝
）
17
. 
黄
灰
色
(2.
5Y
6/
1)
粘
質
微
砂
（
炭
・
焼
土
粒
含
）
（
溝
）
18
, 
暗
灰
黄
色
(2.
5
Y
 5/
2)
粘
質
微
砂
（
溝
）
19
. 
灰
色
(N
5
)
粘
質
砂
20
. 
灰
色
(5
Y
5/
1)
粘
質
砂
21
. 

褐
灰
色
(1
0Y
R
 6/
1)
粘
質
微
砂
22
. 
黄
灰
色
(2.
5Y
6/
1}
砂
質
土
23
. 
黄
灰
色
(2
.5
Y5
/1
)
砂
質
土
24
. 
黄
灰
色
(2.
5
Y
 4/
1)
砂
質
土
25
. 
灰
オ
リ
ー
ブ
(5
Y6
/2
)
粘
土
混
微
砂
（
炭
粒
含
，
洪
水
砂
）

26
. 
灰
黄
色
(2.
5Y
6/
2)
粘
質
微
砂
（
炭
粒
含
，
洪
水
砂
）
27
. 
灰
白
色
(5
Y
8/
2)
砂
に
黄
灰
色
(2.
5
 Y
 4/
1)
砂
質
土
混
入
（
洪
水
砂
）
28
. 
灰
白
色
(5
Y
8/
2)
砂
29
. 
灰
白
(1
av 
6/
1)
粘
土
（
弥
生
後
期
水

田
層
）
30
. 
灰
白
色
(N
7
)
粘
土
31
. 
灰
黄
褐
色
(l
OY
R
 6/
2)
粘
質
微
砂
32
. 
に
ぷ
い
黄
色
(2.
5
 Y6
/3
)
粘
質
微
砂
33
.
黄
灰
色
(2.
5
 
Y
 6/
1)
粘
質
土
（
炭
・
焼
土
粒
含
）
（
溝
）
34
. 
灰
黄
褐
色
(
1
0
Y
R

5/
2)
粘
土
（
炭
・
焼
土
粒
含
）
（
溝
）
35
. 
青
灰
色
(5
B
G
 6/
1)
粘
土
（
溝
）
36
. 
灰
色
(N
4
)
粘
質
土
（
溝
）
37
. 
緑
灰
色
(
1
0
G
Y
6/
1)
砂
質
土
38
. 
青
灰
色
(
1
0
B
G
5/
1)
粘
土
39
. 
灰
黄
褐
色
(
1
0
Y
R

5/
2)
粘
質
土
40
. 
灰
オ
リ
ー
ブ
色
(7.
5
 Y
 6/
2)
粘
質
土
41
. 
灰
黄
色
(2.
5Y
6/
2)
粘
質
土
42
. 
浅
黄
色
(2
.5
Y7
/3
)
粘
質
土
43
. 
灰
黄
色
(2.
5Y
6/
2)
粘
質
土
44
. 
灰
黄
色
(2.
5
Y
 7/
2)
粘
質
土
45
. 

緑
灰
色
(1
0G
Y5
/1
)
粘
質
土
～
粘
土

゜
2
m
 

第
6
図
1
9
-
2
1
 A
区
の
南
壁
土
層
断
面
(
S
:
 l
 
/6
0)
 

l ． 洪 田 渥 常 図 3 華 涸



第3章第 1節丸田調査区

19 ........... z4c・D区の層位も微高地と低位部で異なる。微高地である19........... 21C・D区では、表土下は弥

生時代後期の士器を含むやや暗い灰色粘質土ないし灰黄褐色士層となる。この下には遺物が認められ

ない層が二～三層あり、さらに弥生時代前期の上器を含む灰黄褐色土層へと続く。さらに下は弥生時

代の基盤層であるやや明るい褐黄色粘質土層になる（第5図、図版2)。

一方、低位部にあたるzz........... z4c・D区では表土直下は古墳時代後期の遺物を含む淡白灰色粘質土層

になり、その下に古墳時代前期の遺物を含む淡黒灰色粘質土層、そして弥生時代後期末の洪水砂層と

続く。洪水砂層は約30cm.前後の厚さで堆積しており、その下は弥生時代後期の水田層になるが、この

水田層は場所によっては二ないし三層に分かれる。水田層以下は厚さ10........... 15cmの層がほぼ水平に堆積

しているが、灰黄褐色士に弥生時代前期の遺物を含む以外は無遺物層である。 19........... 21A区の層位も微

高地と低位部で異なるが、その様相は19,....__,.z4c・D区とほぼ同じである。丸田調査区からは微高地を

中心に、縄文時代から中世に至る遺構・遣物が多く出土したが、中でも弥生時代および古墳時代、そ

して中世が主体をなす。縄文時代の遺構はわずかで、黄褐色を呈する弥生時代の基盤層中から焼士塊

を含む土城が検出された以外には、旧河道内から晩期の上器片が出土したにすぎない。

弥生時代の遺構は前期から認められ、溝 l条と士城2基のみであるが、旧河道内からは遺物がやや

まとまって出土している。晩期から前期の遺物を下層に含む旧河道は、中期以降急速に士の堆積が進

行し、後期には完全に埋まりその上に水田が形成されている。

中期の遺構はまったく認められないが、後期になると激増する。特に10........... 13C・D区の微高地には

土城やヒ°ットが密集する。これらの士城の性格については明確にし得ないが、焼士ないし焼土塊や炭

を埋土中に含むものが多い。また、多くのピットは建物の柱穴と推定されるが、建物としてまとめる

ことがでぎなかった。竪穴住居は2軒のみで、周辺からは井戸が多く出土している。

12・13C・D区は微高地の端にあたり、渦が数条掘削されているが、南西側は中世以降の河川の氾

濫によって大きく扶られている。

14・15 C・D区の低位部は水田となり、 19........... zzc・D区で再び微高地となるが、 10........... 13C・D区の

微高地に比べると遺構はずいぶん少ない。それでも微高地には建物、土城、井戸、溝、それに堅穴住

居と推定される溝などが検出されており、居住域として利用されていたことは確かである。

19"'-'22C·D 区の南東側にあたるzz,....__,.zzc~D 区は再び低位部になり水田が広がっているが、そこ

には島状高まりが認められる。さらに水田層を除去すると、島状高まりにそって浅い渦が掘削されて

し、た。

19"-'21 C・D区の北側へ少し離れて位置する19,....,__,21A区では、水田と微高地あるいは島状高まりの

一部が検出されており、さらに水田層直下には溝が認められた。

次に古墳時代の遺構・遺物を見てみよう。古墳時代の遺構も弥生時代同様10,..._,13C・D区の微高地

に多い。竪穴住居を主体に建物、井戸、渦、土城などが認められるが、いずれも削平が著しく、住居

などは床面までの深さは極めて浅い。この微高地の南東側、 14・15C・D区ないし22"-'24C・D区の

弥生時代には水田部であった場所は、数条の洞以外に遺構はない。また、弥生時代の微高地であった

19"-'21 C・D区でも遺構は少なく、建物4棟と諧などが認められるにすぎない。

古代の遺構はないが、中世には10,....,__,15C・D区に遺構が集中する。 10"-'15C・D区の遺構は溝で区

画された中に、多くの柱穴が認められるもので、おそらく建物が建っていたものと推定される。ま

た、井戸や土城墓なども認められた。 （平井）
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2. 縄文時代の遺構・遺物

2. 縄文時代の遺構・遺物

(1) 焼士土城（第7図、図版3)

lOC区において、黄褐色土層以下の遣構確認のためトレンチを入れた結果、断面に焼土が認められ

たので、約3mX4mの範囲を焼士面まで掘り下げたところ、不明瞭ながら土漿を検出した。その検

出面は黄褐色土層上面より20cmあまり下であるが、特に面が認められるわけではなく、焼士や炭の分

布密度が特に濃い深さで平坦にしたものである。

士壊は 6碁が集中しているが、検出面での上質の違いは僅かであるうえに、下部ではさらに不明瞭

となるため、形状についてはやや正確さを欠いているやもしれない。平面形は楕円形もあるが多くは

不定形で、大きいもので長さl.lm、幅0.8m、小さいもので長さ30cm、幅20cmを測る。断面の形状

は、底にむかって徐々に幅を狭めていくものと思われる。深さは浅いもので15cm、深いもので30cm.あ

まりと考えられる。

土城内には赤褐色に硬く焼けた塊や焼十

が含まれていた。焼土塊は大きいもので25

cmあまりもあり、全面ほぼ同じ色調で焼け

ていることから、炉壁のようなものとは考

えられない。胎士に砂粒を含まないが、粘

土という感じではなく、粘質の微砂を塊に

7 / 
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ー
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ー

焼土塊

第7図焼土土壌

して焼いたようである。なお、士猥内面が

焼けた状態は認められなかった。

土猥の周辺には焼土や炭が分布してお

り、その範囲はほぼ土壊を中心とするが、

東側は東に向かって広がっていく。この焼

土や炭の分布は土城と重なるものの、最大

10cm程度の厚みをもっており、土城検出面

よりさらに数cm下まで認められる。した

がって焼±の分布が面をもち、そこから土

城が掘込まれているという状況でないた

め、二者の関係はいまひとつ明確さを欠

く。

遺物は土城内および周辺からも出土して

いないため時期を確定しがたいが、黄褐色

士層はその上面に縄文晩期の土器を含むこ

とから、弥生時代の基盤層とされている。

したがって縄文時代にさかのぼるのは確実

である。 （平井）
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第 3章 第 1節 丸田調査区

3. 弥生時代前期の遺構・遺物
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(1) 旧 河 道

旧河道 1（第8・11"-'13

図、図版3・47・48・66・ 

69) 

調査区の東端で検出した

自然河道である。 これは、

15・16C・D区をほぼ南北

に流走し、 さらに調査区外

へ延びるもので、『百間川

原尾島遺跡 2』 では「河

道」（註 1) として報告し

(
0
8
/
 L
 :
 

S
)
~
g
;
J
睫
廿
痴
1
F
e
L摂
后
9
B
-
図
8
拙

ている。今回は15C・D 

区、すなわち河道の西半部

の状況について述べ、東半

部については調脊年次が異

なるため次回に触れる。

河道は幅17m以上、深さ

2mを測り、底の標高は

-30,...__, 0 cm前後で現在の湧

水層に達している。最底面

はほぼ平坦で幅2"-'3m、

そこから東はやや急斜と

なって肩に至る。一方、西

斜面は途中に段とテラス状

の平坦面を持ちながら緩や

かに立ち上がり、上幅2"-' 

3mの自然堤防をもって肩

としている。なお、 これか

ら西については幅13m前後

の浅い凹地が広がり、 さら

にその先で微高地になるこ

とを確認している。標高は

自然堤防上面が190cm、凹

地の最底面が170cm、微高

地上面が290cmである。
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第3章第1節丸田調査区

つぎに調査区の北壁断面を示した第 8図によると、 5層は弥生後期の洪水砂、 6層は弥生後期の水

田層である。 7..-.....10層は13........ 15C・D区の 6層下に一様に堆積する層で、弥生後期の水田耕作士と考

えられる。 11........ 14、17,..__,34層が河道の埋土であるが、大別すると上層 (11..-.....13、17層） ・中層 (18..-.....

22層） ・下層 (14、23........ 34層）の三層に区分することができる。まず上層は、先述の 7........ 10層と比べ

ると不安定な堆積で、 17層は粗砂層である。遺物の出土は少ないが、弥生中期の土器片が混じる。ま

た、この上面からは弥生後期の溝21・22が掘り込まれている。中層は、植物遺体を多く含んだ厚い粘

土層で安定した堆積をしている。出士遺物は多く、縄文晩期と弥生前期の士器片のほか、 S1の石器

やWlの木器、人為的に加工したシカやイノシシの獣骨などがある。下層は、砂と粘土を互層あるい

は複雑に入り組ませた不安定な堆積で中層同様に植物遺体を含み、 14層は西側の凹地上の堆積層につ

ながる。出土遺物は少量で、縄文晩期と弥生前期の土器片があるが、中層に比べると晩期土器片の出

上する割合が高い。また、下層とそれ以下との分層は、肩口では容易だったが、底ではいずれも類似

した層となり難しかった。なお、 16層からも縄文晩期の土器が出土している。

さらに以上の知見から河道の形成・埋没過程を大まかに復元してみたい。まず先行する縄文晩期の

河道が存在し、それを踏襲して弥生前期に本河道が形成された。河道の西に広がる浅い凹地も同じ頃

に形成されたと考えられる。その後、流水と滞水を繰り返しながら下層が堆積し、やや長い滞水で中

層が堆積する。西側の凹地もこの頃までに埋没したようである。上層は弥生中期の堆積で、洪水か流

水による粗砂が顕著である。河道がほぼ埋没した頃、その最終流路として弥生後期の洞21・22が形成

される。さらにその後、河道と凹地上の低位部を利用して弥生後期水田が拓かれるのである。

遺物は、縄文晩期と弥生前期の士器、石器、木器、獣骨や種子などで、その出土状況は既述のとお

りである。 1 ""-'6は縄文晩期の土器片で、いずれも深鉢である。 1ほ平坦な口縁端部に刻み目をも

ち、低い山形突起の内面直下に短い沈線を施す。また、頸部には突起から垂下す

る2条の爪形文、頸部と胴部の境には逆「C」字形の爪形文を施している。 6は

ロ縁端部と、端部から 1cm下に貼り付けた突帯上に刻み目を施している。 1 ........ 5 

は谷尻式に、 6は前池式に分類される。 7 "-'36は弥生前期の士器片である。壺の

頸や肩、胴部には、削り出し突帯を配したもの (16)、削り出し突帯上に沈線や斜

格子文を施したもの (12、13、16..-.....19、21、22)、沈線のみ施したもの (20)、貼

付突帯を配したもの (34、35)がある。また、 17、21は外面に黒色物を塗布し、

さらに14は内外面に、 15は口縁端部と外面に、 17は外面に、それぞれベンガラ系

の赤色顔料を塗彩している。甕は、口縁の下に 2........ 3条のヘラ描き沈線を施すも

のが多いが (26,..__,28、30)、1条のもの (31)、多条のもの (36)、施さないもの

(24、25)もある。 32は連続する波状の

ロ縁で、口縁外面直下に突帯を貼り付け

るもので、形態的には九州東岸部の下城

式の影響を受けたと考えられるが、その

製作技法は異なる。以上の前期の士器

は、百•前. IIに屈するものが多いが、

前・ I・illも若干含まれる。 （高田）

＇恢胃
S 1 Wl 

0 5cm O 5cm 
~ ~ 

第11図 旧河道1出土遺物 (1)

-22-



3. 弥生時代前期の遺構・ 遺物
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第3章第 1節丸田調査区
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3. 弥生時代前期の遺構・遺物

“゚血

、1///4んグ1////,グ//'

。」
ょ

1. 灰オリーブ (5Y42)土 （焼土含む）

2. 灰オリーブ色(5Y4/2)土（黄色土含む）

3. 焼土 4. 暗オリープ色 (5Y4 3)土

（黄色土含む） 5. 暗オリープ色 (5Y4 3) 

土 6 暗灰黄色 (2.5Y5/2)土 7. 黄褐

色 (2.5Y5/4)土 8. 暗灰黄色 (2.5Y42) 

土

(2) 土猥

土壻 1(第14図、図版48・70)

12D区の北宥りに位置し、明黄褐色土日面で検出した七壊

である。先述した1B河道 1の西側の微高地上では唯一の前期

邸 の遺構であり、調査区外でも『百問川原尾島遺跡2』報告の

文
"/"/'/""/',, 

゜
Im 

38 

0 10cm 

第15図 土墳2・出土遺物

三一

~' 0 2cm 一第14図 土墳1・出土遺物

37 
O 10cm 一

数甚の巳廣が検出されているにすぎない。

七凛の規模は径165cm、深さ90cmを測る。底は平坦で、避は

ほぽ垂直に立ち上がり、一部では袋状をなす。底の標高は

345cmである。埋土は l、2----6、7・8層の 3つに大別でき

る。 2------6層は人為的にブロックで埋めた層と考えられ、中

でも多羅の焼卜を充狽した4層は特徴的である。

出土遺物には士器と石器がある。 L器は少駐の小片と、胴

張りが強く頚部に 2条のヘラ描き沈線を施す37の壺である。

また、石器はS2のサヌカイト製の削器である。

-25-



第3章第 1節丸田置査区

以 I::のことから、遺構の時期は、百• 前 .nに属するものと考えられる

土壌2 (第15図）

21D区の西辺中央部に位置し、前期の基盤層の明掲黄色土上面で検出した土猥である。その周辺で

の前期の遺構の密度は低く、士壊の北部に柱穴が点在するのと、西部に渦 lがあるのみである。これ

は22ライン付近から束側にやや低くなることと関係し、 巳廣の周辺が微高地舷辺部にあたるためであ

る。 い廣は東隅を弥生後期の禍23に切られているが、その規模は、長さ150cm、幅70cm、探さ 7cmを測

り、長軸線を南北からやや西に振っている。底は平坦で、埋土は灰妓褐色粘質上である。詳細は明ら

（高田）

かではないが、その平面形態から慕披の可能性もあるC

出t遺物には少贔の日器片がある。38は甕で、口舷部を 「く」'/状に緩やかに折り曲げ、端部には
刻みHを施し、口舷部と胴部の境には 2条のヘラ描き沈線をめぐらせる。

以 Lのことから、 t城の時期は弥 • 前.nと考えられる。 （高田）

(3) 渦

溝 1 (第16図、図版3)

C・D区の22ライン日こ位置し、弥牛後期の水田附を除去して検出した洞である。凋代区を東北か

ら南西方向に一直綜に貫通し、両端は調在区外に延びている。その規模は幅100cm、探さ55cmを測る。

底は平坦で、壁は底から一度垂直に立ち Lがった後、逆「ハ」字状に広がっている。埋Lは7-----8層

に分かれ、徐々に埋没した状況を示している。また、出 t遺物は少贔の上器片のみである。
渦の時期については、その流走方向や形態が周辺の弥牛後期の遺構と大きく異なることから、それ

らよりも遡るものと考えられる。 （裔田）

l. 褐灰色粘質土 2 褐色黄色粘質土

3. 灰褐色粘質土 4. 灰褐色粘質土（灰色・粘質強い）

5. 褐灰色粘質土 6. 灰黒色粘土 （炭多く含む）

7. 黄灰褐色粘質土 8. 暗灰色粘土

w E
 

~ 1. 淡黄灰色粘質土 2. 暗淡黄灰色粘質土

3. 灰色粘土 4. 暗灰色粘土 （炭を多く含む）

5 灰色粘土 6. 淡黄灰色粘土

7. 淡灰貧色粘土

'/_ 50cm 
--- - ~ 

第16図溝1
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4 . 弥生時代後期の遺構・遺物
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4. 弥牛時代後期の遺構 ・遺物
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第21図 丸田調査区 〈10----lSC・D〉 弥生時代後期の遺構全体図 (S: 1/250) 
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物
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第22図 丸田調査区〈19-24C・ D. 19 • 20A〉 弥生時代後期の遺構全体図 (S: 1/250) 
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4 . 弥生時代後期の遺構・遺物

4. 弥生時代後期の遺構・遺物

(1) 水田

弥生時代後期末の洪水砂で埋没した水田は、丸田調査区の 3 箇所で検出されている。 13~15C·D

区の水田は、原尾島遺跡の中心をなす北西側の微高地と、南東側に広がる微高地との問を、ほぼ北東

から南西方向に細長く延びる水田の一部である。

21.--......24C·D 区の水田は、原尾島遺跡の東南限にあたる 19,...._,21C·D 区の微高地の東南側に•広がる

低位部に形成された水田の一部をなすもので、南東側に広がる沢田遺跡の微高地まで続く。なお、 21

~24C·D 区の水田の北東側に位置する 19~21A区の水田も、原尾島遺跡から沢田遣跡問に広がる水

田の一部をなすものである。

13-15C・D区の水田（第20・23図、図版4)

13~15C·D 区で検出された水田で、北西側は微高地となるが、その他は調査区外へ広がる。水田

は低位部に堆積した厚さ60cmあまりの洪水砂を除去すると検出される。水田の区画は、微高地からほ

ぼ東へ向かって延びる大畦と、それに直行するように設けられた小畦によって、整然とほぼ田の字状

になっている。区画された水田の規模は、小さいもので40rrl、大きいものでlOOrrlを測る。水利を見る

と、微高地と微高地に沿って設けられた畦畔との間が浅い溝になっており、下流へ水を送るととも

に、大畦と小畦の接する場所に作られた水口から水田へ水を引くこともできる。

水田面は16ライン付近の直下に旧河遣があるため少し低くなるが、ほぼ標高2.8m前後にあり、微

w 
390cm 
t 

大畦畔
小畦畔

Mi 
w 

290cm 

゜
lm 

l. オリープ黄色 (5Y6/3)微砂（洪水砂） 2. 灰色 (10Y5/1)粘土（水田暦） 3. 明褐灰色 (7.5

YR7/2)粘土 4. 灰黄色 (2.5Y6/2)粘質土 5 黄灰色 (2.SY4/1)粘質土 6. 禄灰色 (lOYR

5/1)粘土 7. 黄灰色 (2.5Y 5/1)粘土 8. 褐灰色 (lOYRS/1)粘土 9 黄灰色 (2.SY 5/1)粘

質微砂 10. 灰色 (N4/1)粘質土 11. 明褐灰色 (7.5Y R7 /2)粘土 12. 灰色 (5Y6/1)粘土 14. 

灰黄褐色 (10YR6/2)粘質微砂 15. 灰黄褐色 (10YR5/2)微砂粘土 16. にぷい黄褐色 (1OYA 5/3) 

微砂粘土 17. にぷい黄色 (2.5Y6/4)微砂

第23図 13r..., 15C• D区の水田土層断面 (S: 1/30) 
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第3章第 1節丸田調査区

w 

14 

1. 淡灰白黄色粗砂 2. 淡白灰色粘質土 3. 淡黒灰色粘質土（百•古• I) 4. 淡黄灰色粘質微砂
5. 淡褐灰黄色粘質砂（洪水砂） 6. 暗灰色粘土（弥生後期水田層） 7. 暗白灰色粘土 8. 淡灰褐
色粘質土（下層水田層） 9. 灰褐色粘質土 10. 黄灰褐色砂質土 11. 灰褐黄色土 12. 淡暗灰褐色土
13. 暗黄茶灰色土 14. 黄褐色土

，一—•w ~ 

＼＼  

-----一'~-→ ← --'一— ・ ・ー・＇ 一' -- . . --・ 一~. ・-. ' 

水田面

島状高まりー大畦畔縦断面

鮎
t

310cm 
s 

小畦畔横断面

N ... ~ 

一大畦畔横断面0 lm 

第24図 21-24C• D区の水田土層断面 (S: 1 /30) 

高地との比高は約 lmを測る。検出された水田の耕作土となる水田層は、厚さ 5cm前後の灰色粘土で

あるが、その直下には第23図のように場所によって 2ないし 3層の水田層が認められる。いずれも後

期に属するもので、ほぼ後期全般にわたって水田として利用されていたことがうかがわれる。

21-24C・D区の水田（第20・24・25図、図版4・5)

21,,...__,z4c・D区で検出された水田は、北西側は微高地に接するが、その他は調査区外へ広がってい

る。田の字状に整然と区画された13,,...__,15C・D区の水田とは異なり、水田内に形成された島状高まり

に規制され、やや不規則な区画となっている。しかし、水田を方形にしようという意識は強く、北西

側の微高地も水田の形を幣えるためかなり削り込まれている。畦畔は、ほぼ北東から南西方向に細長

い島状高まり間および微高地間を結ぶように南東から北西方向に設けており、さらに一部はそれに直

行させている。このうち大畦は、微高地から南東方向に延び、島状高まり 1に取りつく 1条のみで、

他はすべて小畦である。畦畔の規模は大畦が幅70cm、高さ12cmあまり、小畦は幅20cm、高さ 4cm前後

を測る。水口は大畦に2箇所、小畦は明確ではないが、島状高まりとの接続部に少し認められる。

水田は標高2.9,,...__,3 m前後にあり、微高地との比高は50cmを測る。水田層は厚さ 8cmあまりの暗灰

色粘土層が一層であった。なお場所によっては暗白灰色粘土層（第24図7)の下に下層水田とされる

淡灰褐色粘質土が認められるが、畦畔は確認できなかった。下層水田の時期は中期とされているが、

ここでは時期を明確にする資料は得られなかった。

水田の規模は小さいもので30111、大きいもので80面以上である。

島状高まりは 3 箇所認められた。このうち島 3~ま今回の報告では一部であるが、『百間川原尾島遺
跡3』ですでに続きが報告されており、それと合わせて見ればいずれも細長い形状をしている。士層

断面（第25図）を見ると、島状高まりの土は基本的に微高地と同じであり、また、ほぼ水平な堆積状
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4 . 弥生時代後期の遺構・遣物
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況を示している。また島状高まりに接する水田層直下には浅い禍がめぐっている。

19-21 A区の水田（第20図、図版5)

19,...__,21A区で検出された水田であるが、調査範囲が狭いため全体の状況は明確ではない。調脊区の

北端と南端には微高地ないし島状高まりがあり、その間を結ぶように小畦を南北方向に設けている。

（平井）

-39-



第3章第 1節丸田調査区

(2) 竪穴住居

竪穴住居 1(第26図、図版6・49・71)

llD区の中央やや東寄りで検出した竪穴住居で、その北側には井戸 lがある。また南西の一部は調

l
C
 

＜
 

...... -
1
9
1
 

| g 

1. オリープ褐色 (2.5Y 4/3) 

土

（溝9,炭・焼土含）

2. 黄褐色 (2.5Y5/3)土

（炭多含，地山土・焼土含｝

3. オリーブ褐色 (2.5Y4/6) 

土

4. オリープ禍色 (2.5Y6/4} 

土

5. 黄褐色 (2.5Y5/6)土
（焼土含）

6. 黄褐色 (2.5Y5/4)土

（炭・焼土含）

7. 暗オリ・-ブ褐色 (2.5Y

3/3)土

『`
＜
 
,＇ lco 

一こ

。
2m 

39 

41 
第26区l

40 

:：
44 

属
73g

-
，
icm 

□
彎
l

-

o

 

46 

゜
10cm 
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370cm 

＾ 二量~
B 

~ 
B 

讐
2m 

1. 黄褐色 (2.5 Y 5/4)土（炭含） 2. 黄褐色 (2,5Y5/3)土（炭・焼

土粒・地山土含） 3. 暗灰黄色 (2.5Y 4/2)土（炭・焼土含） 4. 黄

褐色 (2.SY5/4)土（地山粒多含） 5. 暗灰黄色 (2.SY4/2)土（炭・

焼土多含，地山土含） 6. オリーブ褐色 (2.SY 4/6)土（炭含，地山土

多含）

7
 
4
 

竺
唸

葎
困

g
`
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ー
1
.
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48 

第27図 竪穴住居2・出土遺物

10cm 

4. 弥生時代後期の遺構・遣物

査区外となる。平面形は円形で

住居の拡張があり、その最終規

模は径5.4m、床面までの深さ

25cmを測る。なお、住居廃絶後

に後期の溝 9が横切っており、

第26図の 1層に該当している。

最初の住居の柱穴は4本で、

南東の 1本は楕円形、他は隅丸

方形を呈する。規模は長径80,..__,

90cm、床面からの深さ60cmで、

北東の柱穴では川原石を礎石と

していた。壁体溝は内側のもの

で、径4.5m前後を測る。

拡張後の住居は5本柱と考え

られる。北東と北西の柱穴は、

最初の住居の柱穴と同時に掘り

上げたため明らかではないが、,'

他はほぼ円形で径50,...__,60cm、深

さ35,..._..,50cmを測る。中央穴は 2

段に掘られ、当初から踏襲した

ものと考えられる。上段は75X

55cm、探さ 7cmの浅い隅丸方形

で、さらにその中央を径40cm、

深さ50cmの円形に掘りくぼめ

る。また、その南に近接して65

X30cmの不定形の範囲に焼士面

がみられた。床面は黄色土の貼

床で、その貼床と 3層上面には

薄い炭層が認められた。

遣物には士器と石器、土製品

がある。 39、42、46、S3は最

初の住居の柱穴から、他は拡張

後の住居の埋士からの出土であ

る。これらの土器の特徴から

百・後.IIに住居を拡張し、最

終的な廃絶は百・後・皿と考え

られる。 （高田）

-41-



第3章第 1節丸田調脊区
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325~m 

攣
325~m 

冒 疇

゜
2m 

1. 黄褐色 (2.5Y5/3)土 2 にぶい黄色 (2.5Y6/4)土

3. 暗褐色 (10YR3/3)土（焼土多含，炭層含）

4. 褐色 (10YR 4/6)土

第28図竪穴住居3

竪穴住居2 (第27図、図版7)

11・12 C・D区で検出した竪穴住居であ

る。平面形は円形で、規模は径4.9m、検出

面からの深さ30cmを測る。住居内には壁に

そって溝がめぐるが、北東側しか検出でき

なかった。柱穴は4箇所あり、いずれもほ

ぼ円形を呈する。いずれの柱穴にも、底に

は柱にかかる重みで沈み込んだ穴が認めら

れた。

住居のほぼ中央にほ円形を呈し、径25

cm、深さ40cmを測る中央穴が穿たれ、その

内部には炭や焼土が多く認められた。この

中央穴からは北東方向へ浅い溝が延びてお

り、壁体溝に接して終わる。また中央穴の

南西側には楕円形を呈する浅い凹みが認め

られ、これと重なりながら一部北西側にずれるように硬く焼けた焼土面がある。

遺物は埋士中から少量出±しており、いずれも弥生土器である。この士器の特徴から、住居廃絶の

時期は百・後.IIと考えられる。 （乎井）

竪穴住居 3 (第28図）

20D区の中央やや北寄りに位置し、後期の遺構面で検出した遺構である。北部と南部を近現代の溝

で大きく削平されているため、その詳細は不明である。壁体溝と中央穴の一部のみ検出し柱穴は認め

られなかったが、住居とすれば隅丸方形か円形と考えられる。

， 
Wl0L£~ 

／ 

~ 

攣夏~,S",I'~
。

2m 

1. 灰黄褐色 (lOYR 4/2)土（褐灰色砂混）

2. 灰褐色 (7.5YR 5/2)土（浅黄色土粒含）

第29図建物1

310cm 

D
 

2m 

1. 灰黄褐色 (lOYR 4/2)土（褐灰色砂混）

2. 灰褐色 (7.SYR 5/2)土（浅黄色土粒含）

第30図建物2
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物
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量
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320~IJI 

D
 

2m 

D
 

2m 

第31図建物3
第32図建物4

遺物はそれらの遣構から少量出士

しているが、いずれも細片である。

住居の時期は、検出状況から後期と

考えられる。 （高田）

冒Wlvllffvi

1 . 灰色粘質土

2. 黄茶灰色土

（炭・焼土含む）

3. 灰黄茶色土

4. 黄灰色土

5 灰黄色粘質土

6. 暗灰黄色粘質土

7. 灰褐色粘土

(3) 建 物

。
2m 

建物 1(第29図、図版10)

20D区の中央やや西寄りに位置す

るl間X 1間の建物である。柱の一

部を近現代洞で削平されている。建

物は軸線を北東ー南西にとり、長辺

344cm、短辺260cmを測る。柱穴は後

述する建物2と切り合っており、掘

り方の形状は不明だが、径45cm前後

のほぼ円形を呈するものと考えられ

第33回建物5
る。

出土遣物には後期の士器片があ

る。竪穴住居と一部切り合っており、検出面から先行すると考えられる。以上の状況から、建物の時

期は後期と考えられる。

建物2 (第30図、図版10)

建物 lの立て替えと考えられる建物である。四隅の柱穴は建物 lと同じ掘り方内で柱位置を替えて

（高田）

おり、両長辺間に柱穴2と5を新たに配している。その結果、 1間X 2間の建物となり、長辺349cm、
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第3章第 1節丸田調査区

340cm 

1. 黄茶灰色土 2. 灰褐色砂質土

第34図建物6

ヽ

~ 『~
1. 黄灰色土 2. 灰褐色粘質土

第35図建物7

短辺228cmを測る。柱穴 2と5の間はやや短い。柱掘り

方は柱穴 2が径70cmとなるほかは、径45cmのほぼ円形と

考えられる。底にはいずれも柱が沈んでできた凹みが検

出され、 3、4には柱痕跡が認められた。

土器は少量の細片が出士しており、時期は建物 lと同

様、後期と考えられる。 （高田）

建物 3 (第31図、図版10)

20C区の南西部で検出した 1間X 1間の建物である。

建物は軸線を北東ー南西にとり、長辺252cm、短辺196cm

を測る。柱掘り方は径40----...,60cmで、いずれの底にも柱が

沈んでできた凹みが検出された。

士器は少量の細片が出土しており、時期は後期と考え

られる。 （高田）

建物4 (第32図、図版10)

20D区の中央で検出し、建物 l、2の東側に位置する

l間X2間の建物である。建物は軸線を北西ー南東にと

り、北東側の長辺456cm、南西側の長辺424cm、北西側の

短辺292cm、南東側の短辺312cmを測る。柱掘り方は径50

,...__,75cmのほぼ円形で、柱穴 6を除いて柱の痕跡が検出さ

れている。

土器は少量の細片が出士しており、時期は後期と考え

られる。 （高田）

建物5 (第33図、図版11)

建物4の東側に平行する形で検出した 1間X 2間の建

物であるが、その軸線は一致しない。長辺416cm、短辺

280cmを測り、柱掘り方は径60,..,.__,80cmのほぼ円形である。

すべての柱穴で径20cm前後の柱の痕跡が検出され、断面

図でも明瞭である。また、底には柱が沈んででぎた凹み

が認められる。

遺物は士器片が出土しており、その特徴から建物の時

期は、百・後.IIと考えられる。 （高田）

建物6 (第34図、図版11)

建物5の西側に位置し、 20・21D区にまたがって検出

した 1間X 2間の建物である。軸線を東西からやや東に振っている。その規模は東辺が380cmで、ほか

は各辺とも324cmを測り、台形状を呈する。柱の掘り方は径50........,75cmのほぼ円形で、柱穴 2,,,..__, 6では底

に柱が沈んでできた凹みを検出している。

士器は少量の細片が出土しており、時期は後期と考えられる。 （高田）
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

建物7 (第35図、図版11)

建物6の南東に位置する l間X 2問の東西棟の建物である。北辺408cm、南辺392cm、西辺292cm、東

辺272cmを測り、周辺

の建物4、5とほぼ同

規模である。柱掘り方

は径50"-'70cmで、 P:1形

と長桁円のものがあ

る、 また柱穴 2を除

き、底に柱が沈んでで

きた凹みを検出してい

•— 

． 350an ． 

黄褐色 (2.5Y5/3)土

（浅黄色土斑• 炭・ 焼土粒含）

2 灰黄褐色 (10YR5/2)土

（浅黄色土斑多含．炭 ・焼土粒含）

3. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)土

（浅黄色土斑 • 炭 ・焼土粒含）

4. 灰黄褐色 (10YR5/2)粘質土

（浅黄色土斑 •炭 ・焼土粒含）

I 

。
lm 

る。

±器は少昆の細片が

350~ 出土しており、時期は

ー 後期と考えられる。

（高田）

(4) 井戸

井戸 1(第36図、図

版11・49・70・71)

11D区のほぼ中央で

検出した井戸である。

平面形は径145cmのほ

5゚0 

O 10cm 

□1 

>ムしヽ/J 4 
第36図 J~1 ・ 出土遺物

， 口53
胄
54

＼
 

貞
:¾V 
57 58 
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第3章第 l節丸田調在区

ぽ円形を国し、探さは検出面から157cmを測る。底面の標高は181cmである。 断面は、井戸の中位まで

は逆「ハ」字形で、それ以ドはほぼ垂直になり、平坦で隅丸方形状を屋する底面に至る。埋土は4層

で、いずれの層にも炭・焼 t粒と基盤 tである浅黄色上をプロック状に含む。その状況は、人為的に

短期問で埋めたことを窺わせる。

出土遺物には弥生t器片がある。 50は井F中位の 3層中から出上し、口縁をやや Fに向けた横位の

~-----------

｀ 
一堕じ

0 Im 

第37図井戸2
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1. 暗黄褐色 (10YR6;6)砂

2. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂

3. 褐色 (10YR4,4)粘質砂

4. 灰黄褐色 (10YR42)粘質土（炭含）

5. にぷい黄橙色 (10YR64)粘質土（焼土含）

6 灰黄褐色 (10YR63)粘質土

7. オリープ褐色 (2.5Y6/3)粘質土

8 灰色 (5Y4t1)粘質土（炭含）

9 灰色 (JOY4 1)微砂粘土



4. 弥生時代後期の遺構・遺物

状態で検出した。これらの遺物の特徴は百 ・後 .IIに比定されることから、この時期に井戸は廃棄さ

れたものと考えられる。 （高田）

井戸 2 (第37,.._,43、図版12・49,.._,52)

llD区の竪穴住居 lの北西側で検出された井戸である。平面形はほぼ円形を星し、規模は径2.5m、

探さ2.75mを測る。断面形をみると、上部はLの方に向かって開きぎみに立Lるものの、 F部はほぽ

垂直な埋となる。底部は平坦というよりは中央部がやや深くなる。埋士はほぼレンズ状に堆栢してい

るが、底部近くでは灰色微砂粘士がF"!-くみられる。遺物は 1・2層には少なく、 3 ,.._, 5層に完形に近

いものも含めてまとまっているが、 6,.._, 8層ではまた少なくなる。 9層の遺物は完形品を主体にして

61 

/( 
63 

二

65 

0 10cm 
~ 

62 

第38図井戸2出土遺物 (1)
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,fi~ ーロ

68 

0 10cm ― 71 

第39図井戸2出土遺物 (2)
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物
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第40図井戸2出土遺物 (3)
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り三□〈

89 

94 

0 10cm 

96 97 

第41図 井戸2出土遺物 (4)
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物
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第42図 井戸2出土遺物 (5)
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125 

｀ 
129 

132 

~ 
135 

＆ 
S4 

~~ 
136 

~~ 

：ロロ廷
0 5cm 一

126 

130 

□三127 
131 

133 134 

ー心138 
0 10cm 

0S7 
第43図井戸2出土遺物 (6)

おり、上屑のような細片まで含むことはない。おそらく下層の遺物は井戸の廃棄に伴う祭祀行為の粘

果と推定される。これに対し上層の遺物は廃絶後井戸がかなり坪まった段階で廃棄されたものと考え

られる。
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4. 弥生時代後期の遺構 ・遺物

井戸内出士遺物は弥牛 L器を t体に、石器もわずかに品められる。士器は完形ないし完形に復元で

きるものが多い。器秤は壺、甕、 鉢、裔杯、器台などがある。壺のなかには62のように胴部に龍目を

残すものや、 59・60のように L下に拡張された口舷端部外面に記号状の刺突を加えるものがある。 ま

た聾にも93のように出号状の刺突を施すものがある。石器は板状の剣片の一側緑に調粘を加えた掻沿

状の石器や砥石、そして板状の石核、限みのある円礫に敲打による禍をめぐらす石錘が出 t:した。

井戸廃絶の時期は F府の遺物がぷす百・後 ・11に近いものと推定され、 ヒ層の L器は百 ・後 .mに

属する。 （平井）

井戸3 (第44・45図、図版13・52・53)

12C区の西部で検出した井戸である。後期の禍2,..._, 4の埋没後に掘られている。その平面形は220

cm前後のやや楕円形をJ_Jし、探さは検出面から115cmを測る。底面の標高は217cmである。 ll,..._,13C・

D区の後期の井戸底面の標高は、大別して

220cm前後と130cm前後かそれ以 Fに区分でき

るが、当井戸はその前者に属している。また

断面は、 い部が逆「ハ」字形で、それ以 fは

ほぽ軍面に蕗ち込んでいる。底は平坦で、

l67X 140cmの長楕円形を望す。埋十にはいず

れの層にも炭・焼土粒と基盤土のブロックで

ある桟黄色士を含んでいるが特に l層の下面

は顕著である。その状況は、井戸の人為的な

坤没を窺わせるものである。

出七遺物には七器片があり、 概ね百 ・後 ・

mに屈している。これは当井戸と溝2,..._, 4と

の切り合い関係とも整合している。よって、

井戸の廃絶も上器の示す時期に近いものと考

340cm 

一'
 

， 
令ノ

／ 
， 

・ 乙う~·-

゜

一
dm 

1. 灰黄褐色(10YR52)土

（炭 ・焼土粒多含下面に顕蕃な炭・ 焼土層）

2. 黄灰色(2.5Y51) 粘質土（浅黄色土斑• 炭・ 焼土粒含）

3. 暗灰黄色(2.5Y52)粘質土（浅黄色土斑多含．炭・焼土粒含）

4. 暗灰黄色(2.5Y52)粘質土（炭・ 焼土粒含）

5. 黄灰色(2.5Y51)粘土（浅黄色小斑多含．炭・ 焼土粒含）

6 浅黄色(2.5Y74)粘土 7. 暗灰貧色(2.5Y52)粘土

第44図 井戸3

えられる

井戸4 (第46図、図版13)

12C区のほぼ中央で検出し、先述した井戸

3の東南3.5mに位置する井戸である これ

も後期の料5,..__, 7の埋没後に掘られている。

その平面形は226X196cmの楕円形を屋し、深

さは検出面から103cmを測る、底面の標高は

225cmで、淵介区内の後期の井戸では最も浅

く、 井戸3に近い。また断面は、中位まで逆

rハ」字形で、それ以 Fはほぼ垂直に•落ち込

んでしる。 底は平坦で、 l70X149cmの長楕円

形を屯すn 埋七には炭と基盤土のプロックを

含み、その埋没状況は人為的なものを窺わせ

（高田）

るつ
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143 

10cm 一140 

第45図井戸3出土遺物

出士遺物は少昆の弥生t器片のみであり、図ぷした f::器は後期に属する。また、糀 5...__, 7との切り
合い関係から、井） iの掘削 ・廃絶は構よりも新しく考えられる。さらに形態、規模、埋土の状況等で

井戸 3との類似性が指摘できる。 （高田）

井戸 5 (第47・48図、図版53)

12C区のほぼ中央で検出した井戸である。北半を中枇以降の洪水に、南'I':を後期の渦12によって削

られているため、その平面形は不定形だが現状で径 lm前後を測る。探さは検出面から170cmを測り、

底面の探凶は131cmである。9恐の傾斜は急で、 I::.部で若「広がるものの、ほぽ底に向かって伯冷泉的に洛

ち込んでいる。埋 f::は上層ほど砂竹で、 5陪以 Fは粘買士～粘七となる。

出±遺物には弥牛七器片があり、時期は百 ・後.Ilと考えられな （励田）

井戸6 (第49・50図、図版13・53)

12D区で検出された井戸であるが、大部分は調在区外である。井戸の断而図は凋介[.){:北罪にかかっ

た状況であるが、それから規模を推定すると径I.Sm以 Lと推定される。坤いまいずれの附にも炭を

含むが、特に 11層は薄い炭,~で、その直Fの12附には多くの炭を含む。遺物は 9・10脳から集中的に

出七しており、断面では南東方向から廃棄されたような 七器片の流れが認められた。

遺物はすべて弥牛L器である。器神は壺、甕、鉢、 I均杯、器台、それに製塩士器が忍められる。

157の壺は口縁部をくの字状に外反させ、端部を丸く収めるもので、例は少ない。

出土遺物の時期は百・後 ・1と考えられ、井戸廃絶の時期もこれに近いものと思われる （平井）

-54-



4. 弥生時代後期の遺構・遺物

340cm 

1
 

ヽ

一
0 lm 

1. オリーブ褐色 (2.5Y43)土（炭・ 焼土含）

2. オリーブ褐色 (2.5Y43)土（地山土多含）

3. 暗オリープ褐色 (2.5Y33)土（炭含）

4. オリーブ褐色 (2.5Y46)土（地山土含）

5 暗オリープ褐色 (2.5Y33)土（炭含）

6 暗黄褐色 (2.5Y76)粘質土 （黄灰色土含）

。--1緬

0 50cm 一1. 褐灰色 (7.5Y4バ） 土2. にぷい黄色 (2.5Y6'4)砂質土

3. 褐灰色 (lOYR 4/1)粘質微砂

4. にぶい黄色 (2.5Y64)粘質微砂

5. 暗灰黄色 (2.5Y52)粘質土

6. 黄褐色 (2.5Y5, 3)粘土

7. 黄灰色 (2.5Y51)粘土

第47図井戸5

井戸7 (第51図、 図版14・53・68)

12・l3C・D区で検出された井戸である。平面

形は円形を星し、規模は径2.6m、探さ2.lmを測

る。断面形を見ると壁はほぽ垂値に立 Lがるが、

北東側の F部は外側に扶れ、上端より広くなるC

底は平坦で、中央よりやや北西寄りに井戸枠が半

分残存すなこの井戸枠は径75cmあまりで、丸太を半戟して内部を例り抜いたものである。

埋士は検出面近くまで大別丘層のJ早い層が堆積しており、このうち 5層には礫が認められた。上部

の北西側には凹地が形成され、焼土塊や焼土、およびt器の細片が廃棄されていた。

遺物は少なく弥生土器と石器が出卜した。石器は打製石包Tの破片で、短辺側には扶りが認められ

る。井戸廃絶の時期は土器から百 ・後 .lllと考えられる。 （平井）

井戸 8 (第52図、図版14)

14D区で検出された井戸で、おそらく微高地からわずかに離れた低位部にあたる場所と考えられる

ぐ ←ジ..,# 
144 145 

0 10cm 
~ 

第46図井戸4 • 出土遺物
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第48図井戸5出土遺物

が、中世以降に上部が削平されているため明確でない。平面形は桁円形を号し、規模は長径l.lm、知

径0.9m、深さ1.15mを測る。内部は底部にむかって徐々にすぽまり、底部はほぽ平坦である。

埋±しまサ曽に分かれる。遺物は少なく、 3層に弥'tl::_器がわずかに認められた。時期は後期前半と
考えられる。 （平井）

井戸 9 (第53.-._.,61図、図版15・53.-._.,57)

21C区の微裔地で検出された井戸である。平面形はやや角張る円形で、規模は径1.35m、探さ1.45

mを測る。断面を見ると、底は平姐で、下半部はほぼ車阻に墜が立 I--.るものの、 L半部は開きながら

-56-



A 弥生時代後期の遺構・遺物

立上る。埋±:.は大きくこ層に分けられる。 F層にあたる 5・6層は土器を含まないが植物遺体などが

認められ、井戸廃絶後のn然堆栢によるものと考えられる。これに対し中層から .l::J曽にかけての 2-

4層には炭や焼 Lとともに大量の士器が投棄されており、人為的な廃棄行為によって堆栢した屑であ

る。最上層の 1層には炭や焼土をわずかに含むものの、遺物は認められず、わずかな凹みに自然に堆

栢したものと考えられる。

遺物はすべて弥生土器である。器種は壺、台付壺、甕、 鉢、台付鉢、高杯、器台および製塩上器が

ある。壺は各種の形態が詔められ、長い頚部に沈線をめぐらし、その下端に突帯を貼付けるもの

(176・178)、やや長い無文の頚部 F端に突帯を貼付けるもの (175・177)、長い頸部に沈線をめぐら

すもの (179,..,_,183・185,...__, 187)、やや長い頸部に沈線をめぐらすもの (184)、長い頸部に文様をもたな

いもの (189・192)、やや長い頸部に文様をもたないもの (188・190・191・193"-'199)、頸部の立上り

はなく、頸部が細くしまるもの (201"-'203)、内湾する胴部から短いII縁が立上るもの (200)、外開き

のやや長い口縁をもち、脚台が付くもの (204・205)がある。なお199は胴部 I::.半に記号状の刺突が施

されている。

甕はいずれも倒卵形の胴部に、くの字状に外反する口縁部が付く器形である。口縁端部は上 Fに拡

張するものと、しないものとがあるが、いずれも端面は退化した凹線ないし強い横ナデによる凹部が

めぐる。 208は口縁部内面に 3個の刺突が認められる。

鉢は大型のもの (258・260)と、小型のもの (243"-'251・253"-'255・259)とがある。小地のものに

は口縁部がくの字状に外反するもの (247など）と、上方に立 Lったまま終るもの (255など）とがあ

る。またn縁下に円孔を穿つもの (243"-'245・254)や、底部に穿つもの (255) もある。

256は台付鉢で、口縁Fに円孔が2個 l対穿たれる。

高杯は緩やかに立上る底部に外反する口縁部が付く杯部をもつもの (261"-'263・265・267・275・ 

276)、浅い椀状の底部に短く立上る口縁部が付くもの (270・271)、そして椀状の杯部をもつもの

(257・268・269)とがあななお278は飾られた高杯である。

器台はいずれも鼓形にL卜が開くもので、 280は少し拡張された口縁部端面に枠状浮文と内部を斜

―̀ 
13hne 
w .. 

I 

-...r-. -

,-l, 

400~m 

, ...____ ' I ~:) (近世溝）

〕 士 3. 黄灰色(2.5Y6'1)砂質土

｀ 令;--- :;;. ――-:;,:,:/-M 4. 灰黄色(2.5Y6/2)砂質土）
（中世柱穴）

• 5. 暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土（中世土墳）

6 淡黄色(2.5Y8/4)砂（古墳時代包含層）

7. にぶい黄褐色(lOYR 5/3)砂質土（住9)

8 黄褐色(2.5Y6'4)土（弥生後期土墳）

9 褐色(10YR41)土（炭含）

10. 暗灰黄色(2.5Y512)粘質土（炭含）

11. 炭層

12. 黄灰色(2.5Y51)粘質土（炭多含）

13. 褐色(10YR44)土

14. 明黄褐色(2.5Y76)土

Jm 。』
第49図 井戸6土層断面
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線で埋めた山形文が施されている。

出L土器の時期は百・後.nと考えられ、井戸廃絶もその時期に近いものと推定される （平井）
井戸10(第62図、図版10)

21・22D区の微高地端部で検出された井戸である。平面形は円形を号し、規模は径1.65m、探さ

J
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第50図 井戸6出土遺物
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4. 弥生時代後期の遺構 ・遺物

1.75mを測る。断面形は、上端近くの壁が開きぎみに立1::るものの、それ以下は底部に向かって徐々

に幅を減じながら、ほぼ酢而に Fる。底部は平坦である。埋士はプ層に大別される。底部から上部近

くまで井戸の大部分を埋めつくす5層は淡灰色細砂であるが、遺物はほとんど含まない。 1::部の凹地

こ 〇 0 

~ ―-

゜

,.,- ~(( 

~, 

lm 

1 灰褐色 (7.5YR52)土 2 焼土塊 3. 灰褐色 (7.5YR5/2)土（焼

土粒含む） 4. にぶい褐色 (7.5YR53)土 5. にぶい黄褐色 (10YR53) 

土（浅黄色土含む） 6. 浅黄色 (2.5Y714)土（褐灰色土含む） 7. 褐灰色

(5YR5 1)粘質土 8. 浅黄色 (5Y7/3)粘質土 褐灰色粘土含む） 10・11. 

褐灰色 (10YR411)粘土 12. オリーブ黄色 (5Y63)粘土（灰色薇砂をブロ

ック状に含む）

170 

172 

゜
173 

10cm 一

SB 

O 2cm 

一第51図 井戸7• 出土遺物
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2{1Qan 

第52図井戸8・出土遺物

ヽ

J

174
 0 5tlll 一

1. 灰色 (1DY5/1)土

2. 灰色 (7.5Y 4/1)粘質土

（オリーブ色土填含む）

3. オリーブ黒色 (10Y3/1)

粘土

地に堆積した l,..__, 4層は微砂と粘上で、遺

物をわずかに含む。

遺物はすぺて弥生士器の細片で、後期に

属する。 （平井）

(5) 士 漿

土壕3(第63・64図、図版57)

lOC区の七器溜り 1の下から検出された

七凛である。乎面形は隅丸の長方形を唱

し、規模は長さ1.9m、幅 lm、深さ48cmを

測る。底部は北側が少し高くなるものの、

ほぽ乎坦である。壁は急依斜で立 I::る。埋

トは灰黄褐色 I::である。

遺物はすべて弥牛上器で、壺、 甕、鉢、

高杯などの器種が認められる。282はタマ

ネギ形の胴部になる壺で、 2条の突帯間に

は棒状浮文が施される。284の甕の口縁部

‘ --->,, 

34如
1. 黄褐灰色土（炭・ 焼土粒少含）

2. 暗灰褐色粘質土（炭・ 娩土粒含）

3. 暗灰褐色粘土 （炭 ・焼土粒多含）

4. 灰黒色～暗灰色粘土（炭粒少含）

5. 暗灰色～灰黒色粘土

（炭粒少含植物遺体・種子含）

6. 淡暗灰茶色粘土

7. 淡暗灰色粘土

8. 暗灰褐色粘質土

OL-
ょ

第53図井戸9
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

176 

175 

177 178 

182 

0 10cm 184 

183 

第54図井戸9出土遺物 (1)
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0 10cm ― 第55図 井戸9出土遺物 (2)
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物
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206 O 10t"1 一第56回井戸9出土遺物 (3)
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

,
＇
|
 

ー

k
 
'J,' 

II 
ー

＇ 
,＇ 
_

_

 

l
l
'
 

1
1
i
 

1
1ー

1
lー

h

lー
|

_
231 

230 
229 

232 

235 

□丁＼

239 

236 

234 

237 

＼
 

一
[

]

.

-

1

一l

al
'
,

241

こ
ピ
l
.
_
•
い
ー
E

¥E
"
.
h
 
．
 

"
,＇, 

0 10cm 一240 

第58図 井戸9出土遺物 (5)
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244 

:>
一

243 

252

ロ

256 

259 

0 10cm 
~ 

第59図 井戸9出土遺物 (6)
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

267 

=-272

□__273
/

274 第60図井戸9出土遺物 (7)
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275 

279 

277 

280 

10cm ― 278 

第61図井戸9出土遺物 (8)

外端面にはヒビ割れを補修した粘七が認められる。296は製塩 七器で、内面は刷毛調幣がみられる。時

期は百 ・後・ 11と考えられる。 （平井）

土壊4 (第65図）

lOD区の f:-.器溜り 1の下から検出された十城である。長軸の両端を他の遺構に切られているため、

平面形は明確ではないが、おそらく隅丸の長方形状を堪すると考えられる。規模は残存部での長さ

1.85m、幅68cm、深さ38cmを測る。底部の平面形はJ:::面の形状に沿うが、やや不整形になる。坤いま

にぶい黄褐色七である。

遺物は少なく、すべて弥生土器である，図示し得たのは甕が2点で、いずれも胴部からくの字状に

外反する口舷部をもつが、 297は口縁端部を少しJ:::下に拡張させ、その端面に退化した凹線をめぐら

し、 298は端部を横ナデによって丸く収める。時期は百・後.Ilと考えられる。 （平井）

土壊5 (第66図）

lOD区で検出された土城である。平面形は隅丸の長方形状を屋するが、北束側の隅は‘肖円状に突出

している。これはこの部分の底部に柱痕と考えられる円形の浅い穴が認められることから、切り合い

-68-



4. 弥生時代後期の遺構 ・遺物

Z90叩

lm 

1. 淡灰褐色粘質薇砂

2 灰黒色粘土

3. 淡灰黄色粘質微砂

4. 淡灰黄色粘土

5. 淡灰色細砂

関係が朋確でないまま両方の遺構を掘

り下げた結果とも考えられる。規模は

長さ2.26m、幅l.36m、探さ42cmを測

る。底部は凹凸があるが、全体として

はほぼ平坦である。競は急伯斜で立上

る。埋上は断面で四層に分けられる

が、 4附はブロック、 11£§ はわずかな

凹みのみに堆禎したもので、全体に認

められるのは2・3層である。

遺物は少題の弥生土器と上錘が出土

した。 299は頸部に接する胴上端に線

刻状の刻目をめぐらしている。 C2は

L錘で、端には紐通しの円孔が穿たれ

ている。

時期は百 ・後 ・Nと考えられる。

（平井）

第62図井戸10

( 
F=-

＼ 

350cm 

7―▼ 

。
lm 

土壊6 (第67図）

lOC区で検出された上城である。平

面形は大略長梢円形を場するが、底部

は長軸方向にあまり広がらないため楕

円形になる。規模は長さ1.32m、幅70

cm、探さ46cmを測る。底部はほぽ平坦

で、長軸側の賠はやや緩やかに立上る

が、短軸側は急傾斜で立上る。埋士は中央部がやや

凹むように三層の堆栢が認められるが、このうち 2

層は炭である。

遺物はほとんど出上していないが、検出面から後

期に属すると考えられる。 （平井）

土墳7 (第68-----71図、図版57-----59)

lO・llCで検出された土城である。平面形は大略

隅丸の長方形を堪するが、北側より南側の短辺が少

し狭い。規模は長さ1.66m、中央幅85cm、探さ52cm

を測る。底部はほぼ平坦で、準は急傾斜で立上る。

埋土はにぶい黄褐色七で、炭とともに遺物を多観に

含んでいた。

出土した遺物はすべて弥生土器で、完形に復元できるものもある。器神は壺、甕、 鉢、高杯などが

認められるが、なかでも甕が主体になる。壺はわずかで、甕に類似した器形を星する300・301と無頚

の322のみである。甕は倒卵形の胴部にくの字状に外反する口縁部がつくもので、その多くは口縁端

第63図 土墳3
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第64図土墳3出土遺物
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

部を拡張するが、丸く収めるもの (314・318)もある。 鉢は胴部が大きく開きながら立J:.り、くの字

状に外奴する口縁部をもつ大型のもの (320)と、小型のもの (323)、そして甕と類似した器形を号す

るもの (321)と、さらに脚台が付くもの (319)とがある。 320は口縁部外血にヒビ割れを補修した粘

土が認められる。高杯もわずかである。杯部と脚部の接合はいずれも杯部に脚部を差し込んでいる

その他製塩t器 (324)もある。

時期は百 ・後 .IIと考えられる。

土壊8 (第72図）

llC区で検出した土壊である。乎面形は隅丸の長方形を星すると考えられるが、北西端のピットと

切り合い関係が明確でなく、同時に掘り下げたため、本来の形状は明確でない。規模は長さ1.8!1}、幅

77cm、深さ26cmを測る。底部は北西端のヒ°ットを除けば平坦で、槌は急傾斜で立上る。埋土は炭や焼

士を多く含む灰黄褐色土で、 t器をわずかに含んでいた。

（平井）

遺物は少贔の弥生士器で、時期は百・後 .mと考えられる。

土壊9 (第73図、図版71)

llD区で検出した上城である。平面形は隅丸長方形を＇占する。規模は長さ 1.52m、幅66cm、深さ40

cmを測る。底部は中央部がわずかに凹み、壁は急傾斜で立上る。埋Lは炭や焼土を多く含む賠灰黄色

七で、遺物をわずかに含んでいた。

出 L遺物は石錘で、やや扁平な楕円形を呈する円礫の長軸中央に、敲打による溝をめぐらす。上漿

の時期は検出面から後期と考えられる。 （平井）

（平井）

ー西

仁~ベ

゜
lm 

297 

O 10cm 

一
第65図土墳4 • 出土遺物

298 

土壊10(第74図）

llC区で検出された士壊である。平面

形はやや不整形な長楕円形を呈すると思

われるが、南端は他の遺構に切られてお

り明確でない。規模は残存部長さl.22 

m、幅60cm、深さ47cmを測る。底部はほ

ぼ平坦で、壁は急傾斜で立上る。埋七は

灰黄褐色±::である。

遺物はほとんど認められなかったが、

検出面から後期と考えられる。 （平井）

土壊11(第75図、図版16)

11 C区で検出した土壊であ

る。平面形はやや不整形である

が大略隅丸の長方形を呈する。

しかし±::壊内は凹凸が著しく、

いくつかのピットが重なり合っ

たようにも見えるが、土円を見

ると一つの遺構である。規模は

長さ1.76m、稲91cm、深さ59cm

を測る。底部は平坦な部分が少
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0 IOc01 一
"''" •>

@ ~cm 

ょ
2. 黄褐色(2.5Y 5t4)土

4. 黄褐色(2.5Y56)土

第66図土墳5 • 出土遺物

ーぷ坦皿

1. 黄褐色 (2.5Y5/4)土 2 炭

3. オリーブ褐色 (2.5Y4/4)土

第67図土墳6

350"'1 

。
lm 

第68図土墳7
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

301 

300 

302 

305 

304 

308 

0 10cm 

306 307 

第69図土墳7出土遺物 (1)
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312 

314

＝渭
胃
舟

315 

319 第70図土墳7出土遺物 (2)

0 10cm ― -74-



4. 弥生時代後期の遺構・ 遺物

321 322 

冒
0 10Cffl 一

325 

第71図土墳7出土遺物 (3)

なく、ピッ トが4箇所穿たれている。朋は、急伯斜で立 1:::.る。埋土は大きくこ層に分かれる。日層にあ

たる I-----6層には炭や焼 I::.を多く含み、また 6層には多星の赤色頻料が混在していた。下層にあたる

7府には弥牛時代の基盤層である浅黄色士が混在しており、 礫も含んでいた。

遺物はいずれも弥生 I::.器で、どの層にも細片が含まれていた。 器種は甕、台付鉢、底杯がある。

329の甕は口縁部外面にヒビ割れを補修 した粘士が 2

箇所認められる。

-0 ＿ 時期は百・後 ・11と考えられる。 （平井）

“ 土壊12(第76図）

llC区で検出した U廣である。平面形は長方形を星

350cm する。底部は平坦で、準は急頼斜で立上る。埋Lは炭

を多く含む黄掲色上である。

遺物はすべて弥牛t器で、高杯と鉢が認めれる。高

杯 (334・335)は杯部が深く、短い脚がつく。 鉢

(336)は小さな脚がつく C

時期は酉・後・皿と考えられる。 （平井）

土墳13(第77図、図版59 • 60・70) 

11D区で検出した I::.城である。平血形はやや歪んだ

楕円形になると思われるが、南端は他の遺構に切られ

ている， ：つの遺構が切り合っているようにも見える

が、 L器の出土状況や I::.層からJici]一のものと判断し

た。底部は北側が桟く、南側はピット状に探くなる。

＼
 
l 
327 

O 10cm 

一第72回土墳8 • 出土遺物 規模は長さ1.02m、輻65cm、深さ34cmを測る。埋上は
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---1ヽ5呵
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第73図土墳9・出土遺物

35~ 

「/

0 lm 

第74図土墳10

焼土や炭を多く含むにぶい黄褐

色土である。

遺物は、弥生土器が北側の浅

い底部に接してほぽ完形で 1個

体、 そして一段底部が深くなる

境に完形が 1個体と破片が認め

られた。 338は胴部の肩に箆に

よる絵画様の線刻があるが、何

を描いているのか不明である。

なお七器以外に石器の破片が 1

点 (S10)出tしており、削器

ないし石包「の刃部と考えられ

る，

時期は百・後・皿と考えられ

る。 （平井）

土墳14(第78図）

llD区で検出したt城である。平面形はやや歪んだ

長楕円形を涅する。底部は東端に向かって徐々に高く

なるが、西側は平姐である。なお底部には 3箇所小さ

なビットが穿たれている。槌は緩やかに立ヒる。埋上

は炭や焼土を多く含むにぶい黄褐色tである。規校は

長さ1.32m、輻54cm、深さ15cmを測る。

遺物は出上しなかったが、検出面から後期と考えら

れる。 （平井）

土墳15(第79図）

llD区で検出したい腐である。平面形はやや歪んだ

楕円形を岩する。南側の一部は他の遺構に切られてい

る。底部はほぽ¥坦であるが、南岬に接して小さなビットが 1箇所穿たれている。規模は長さ l.67 

m、幅69cm、探さ21cmを測る。埋卜は浅黄色上を含む灰黄褐色 Lである。

遺物がないため詳細な時期は不明であるが、検出面から後期と考えられる。 （平井）

土壊16C第80図）

12C区で検出した土壊で、いくつかのピットが碩なり合っているようにも見えるが、調脊時に切り

合いの線は見えなかった。北端は他の遺構に切られている。底部にはビットが4箇所穿たれている。

坪士はオリーブ褐色士である。

遺物がなかったため詳細な時期は不明であるが、検出面から後期と考えられな （平井）

土壊17(第81図）

12D区で検出された巳廣である。平面形は隅丸の長方形を堪する。西側の一部を他の追構に切られ

ている。規模は長さ1.62m、幅61cm、探さ18cmを測る。底部はほぼ平印であるが、ビットが2箇所穿
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1. にぷい黄灰色 (10YR63)土

2. にぷい黄褐色 (10YR53)土

4. 弥生時代後期の遺構・ 遺物

たれている。限は急依斜で立1::.る。埋Lは黄褐色上で

ある。

遺物はすべて弥牛L器で、甕、 鉢、高杯、器台が認

められる。 343は器台の脚端で、外面には退化した凹

線がめぐる。時期は百 ・後 ・11である。 （平井）

土壊18(第82図）

l3C区の料15fで検出した日廣である。平面形は長

梢円形を呈する。煎は上端からほぼ華直に下がり、底

_ 32阿 部近くで外に広がるため一部袋状になる。底部は西側

徊

がやや深くなっている。埋Lは大きく 三層に分かれ

る。下層にあたる 5層が粘±である以外はいずれも砂

である。

遺物が出卜しないため詳細な時期は不明であるが、

検出面から後期と考えられる。 （平井）

土壊19(第83図）

3. にぷい黄褐色 (1QYR53)土に炭を多く含む 19D区で検出されたL壊である。平面形はやや楕円

形を里する。底部は中央がやや深く、準際が少し高く
4. 焼土塊 5. 灰黄褐色 (lOYR 5,2)土

6 赤色顔料 （ベンガラ）に炭を含む
7. 灰貧褐色 (10YR52)土に浅黄色土含む

328 

三三≪

331 

330 

J 可
329 

』
ll_ __ 10cm 

333 

第75図 土墳11・出土遺物
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第3章第 1節丸田凋査区

なる。陪は急煩斜で立上る。規

模は長さ91cm、輻74cm、深さ20

cmを測る。埋士は大きくこ層に

350cm 

〇↑一

分かれる。 L層は 1-3府で、

焼上や炭を多く含む。とりわけ

2層は薄い焼士面をなし、 3層

は厚く焼土が堆積していた。下

層は5層で、焼土や炭を含むが

ょ t層ほどではない。なお4層は

DI  
二 336 

0 10cm 一335 

第76図 土墳12・出土遺物

5層中にブロックで人ってお

り、全体に広がるものではな

し、

遺物は出 tしていないため詳

細な時期はイ屯明であるが、検出

面から後期と考えられる。

（平井）

こ~ ~ーs'
。」

lm 一
0 2cm 一

土壊20(第84図）

20D区で検出された上痰である。平面形は桁円

形を屋する。底は中央部が探く、墜際に向かって

徐々に浅くなる。陪は緩やかに立Lる。規模は長

さ1.34m、幅93cm、探さ26cmを測る。埋土は-:層

に分かれ、遺物は2層に含まれていた。

時期は出上した弥生日器片と検出面から後期と

考えられる。 （平井）

土墳21(第85図、図版16)

20D区で検出された巳廣で、北西側は側渦で削

られている。平面形は長桁円形を唱すると思われ

337 

丁

ti
liK、
.

338 

第77図土墳13• 出土遺物

0 339 
l~cm ― 
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

~ 

太 ク移笏鱈
‘’嘴

0 lm 
~ 

第78図土墳14

340cm 

、 ,.、

0 lm 

340cm 

~ ア

゜
二

tm 

第79図土墳15

350cm 

第80図土壌16 ,--------/二二三／
。

lm 

3409
343
 

342 

0 10cw, 

一第81図土墳17・ 出土遺物
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ーロー
_ llicm 

口
1. 緑灰色 (lOGY4 1)砂
2.'こぶい黄橙色 (10YR63) 
砂質土

3. 褐灰色 (10YR5/1)砂
4. 黄灰色 (2.5Y5,1)砂
5. 灰色 (N41)粘土

枷 1. 灰褐色 (7.5Y R4/2)土（焼土・炭含）

必煽儀旅
テ .T! ::~:-.~~·,~:~~ 

4. 黄褐色 (2.5Y5/3)土
0 50cm ~ 5. 灰褐色 (7.5YR412)土（焼土・炭含）

第83図土墳19

0 50cm 一第82図土墳18

330cm 

文~' "/

—- ~ 如
ー 、ア三

0 lm 

。
lm 

1. 灰黄褐色 (10YR5/2)土

2. 暗褐色 (lOYR 3/3)土

3. にぶい黄褐色 (10YR4/3)土

第84図土墳20

344 

0 10cm 一

345 

口
346 

第85図 土墳21・出土遺物
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第86図土墳22

Ji5cm 

~;, ク,.::.,; 1/ !:.. .,, <~ , 1/ /ん::---, 予~
O lm 

1. 灰褐色粘質土 2 褐灰色粘質土

□¥ 
-- - -

ロニ—'"
る。底部はほぽ平坦で、槌は緩やかに立上る。埋 Lは炭

を多く含む茶黄灰色土で、 上部には遺物を含む。規模は

長さ1.56m、現存輻66cm、深さ12cmを測る。

出±遺物はすべて弥生上器である。 344は甕で、底部

は高台状につまみ出している。また底部には焼成後の穿

孔がみられる。 345は台付鉢、 346は高杯である，

4. 弥生時代後期の遺構・遺物

ゞ_J:- I 

--.t::::J - __,,-
3 ヽ-. ． .., 

似')''"、一
勿

-~ 如

/ 

0 lm 

1. 茶黄灰色土 （炭含む） 2 灰色粘土（石英•長

石多く含む） 3. 茶黄灰色土 （炭 ・焼土多く含む）

4. 黄茶灰色土 5. 暗黄灰色土

0 10cm 一
＼ 

330~ 

~ 三 7 ヽん

0 lm 

1. 暗黄茶色土 2. 暗黄茶色土（炭・焼土多く含む）

3. 黄茶灰色土 4. 茶灰色土

第89図土墳25

士器の時期は百 ・後・ 11と考えられるので、土漿の時期もそれに近いものと思われる。 （平井）

土壊22(第86図）

20C区で検出された ±:.壊で、北東側は側渦によ って削られている。平面形は長方形を号すると推定

される。規模は現存長1.64m、現存幅44cm、探さ10cmを測る。底部はほぼ平坦であるが、南東側に向

かってわずかに高くなる。壁は急傾斜で立上る。埋土は焼土 ・炭を含む灰褐色粘質tである。

-81-



第3章第 l節丸田調査区

352 

0 10c● 一 353 

第90図土墳25出土遺物
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― 第91図土墳26• 出土遺物
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遺物がないため詳細な時期は不明であるが、検出面から後期と考えられる。

土壊23(第87図、図版16・60)

弥生時代後期の遺構・遺物

（平井）

20D区で検出した士城である。平面形はやや歪んだ長楕円形を呈する。規模は長さ1.67m、幅87

cm、探さ33cmを測る。土城は南北に長い楕円形の穴に、小さな穴が南端に取り付いたような形状で、

大きな穴の底部は平坦であるが、小さな穴の底部は明瞭でない。小さな穴の壁は底部から土城J::端に

向かって緩やかに立上る。大きい穴の壁は、北側から東側で垂直に立上るが、そのほかの場所ではや

や緩やかに立上る。埋士には炭や焼土を含み、遺物や礫も認められる。

出土遺物はすべて弥生土器で、図示

し得たのは甕と鉢である。 348の鉢は

ロ縁下に円孔が穿たれている。

時期は百・後.IIと考えられる。

（平井）
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1. 淡黄灰色土（焼土・炭含む）

2. 黄灰色土（焼土・炭多く含む）

3. 黄灰色土（炭含む） 4. 炭

5. 暗黄灰色土（焼土・炭含む）

土壊24(第88図）

20C杭の南隅で検出した土猥であ

る。平面形はやや歪んだ長楕円形を星

し、長軸を東北ー南西にもつ。その規

模は長径180cm、短径53cmで、検出面

からの深さは 3cmを測る。底は平坦

で、壁は急斜に立ち上がる。埋士は＝

層に分かれるが、壁際の 2層から遺物

は出土していない。

出土遺物はいずれも後期の土器片で

ある。中には、破片となった段階で二

次的な火を受けたと考えられるものが

ある。 351は高杯で、

的に広がり、

その杯部は直線

ロ縁端部を若干上向きに

第92図 土壌27

収めたものである。以上から、士猥の

時期は百・後・ 11と考えられる。

（高田）

土壊25(第89・90図）

20D区の西隅で建物6の北側に接し

て検出した土城である。平面形は長楕

円形を呈し、長軸を東西にもつ。その

規模は長径172cm、短径58cmで、検出

面からの深さは28cm.を測る。底はほぼ

平坦で、壁は急斜に立ち上がり、東側

がややきつい。埋±しま三層に分かれ、

遺物は各層から出土している。

-83-



第3章第 1節丸田調査区

こ-言~

354 

。
10cm 

土壌28• 出土遺物

遺物はいずれも後期の士器

片である。 352は長頸壺で、

肩部のやや上位にヘラ状工具 、

による沈線文が施される。土

城の時期は百・後.IIと考え

られる。 （高田）

土壌26(第91図、図版68)

21D杭の南側で検出した士

城である。平面形は不定形

で、長軸525cm、最も狭い場

所で58cm、広い場所で170cm

を測る。底面はほぼ平坦だが、東部に一段低い部分があり、その比高差約10cm、検出面からの深さ28

cmである。壁の傾斜は比較的緩やかで、埋士は炭と焼土を含む淡灰黄色士である。また底面のほぼ中

央には、径60cm前後の範囲に焼土を含む炭の面が検出された。

遺物には士器と鉄器があり、東部の一段低い部分を中心に出士している。鉄器は鏃で一段低い部分

の底面に接して出士した。土器は図示していないが、いずれも後期のものである。士壊の時期は百・

後.IIと考えられる。 （高田）

土壊27(第92図）

士猥26の南側に近接して検出した土城で、建物6に切られている。平面形は160X360cmのやや歪ん

だ隅丸長方形で、長軸を東西にもつ。底はほぼ平坦だが、西隅にBOX110cmの一段低い部分があり、そ

の比高差は12cmを測る。検出面からの深さは、東側で 7cm、西側の最探部で34cmである。壁は東側で

緩やかに、西側で急斜に立ち上がる。埋士は4層が最厚5cmの顕著な炭層で、一段低い部分のほぼ上

面に堆積する。この周辺の 1....__,3層も焼士と炭を含むことから、何らかの生産に伴う焼土と炭の廃棄
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

350~ 

n
 

Jm 

と焼土の薄い層を含んでいる。

遺物には土器片があり、その時期は百・後.IIに属してい

る。 （高田）

土壊29(第94図）

土城28の東 lmで検出し、不定形な平面形をもつ±城であ

る。その規模は、長さ297cm、最も広い場所で幅162cm、深さ 5

cmを測り、壁は急斜に立ち上がる。底面はほぼ平坦で東隅に一

段探い部分があり、その深さは17cmである。埋土は淡褐灰色士

で、上部ほど炭と焼土を多く含んでいる。

デ
358 

゜
10cm 

第94図 土壌29・出土遺物

場であった可能性が高い。

遺物はいずれも後期の土

器片で、炭層周辺からの出

士が多い。土城の時期は

百・後.Ilと考えられる。

（高田）

土壊28(第93図、図版

17) 

21D区のほぽ中央で検出

した士城で、溝26の北側に

位置する。また、溝23と切

り合いがあり、それよりも

新しい。乎面形は不定形

で、長さ355cm、最も広い

場所で幅160cm、深さ18cm

を測る。底面はほぼ平坦

で、壁は急斜に立ち上がる。埋土は黄褐灰色士で、部分的に炭

遺物には土器片があり、その時期は百・後.IIに属している。

土壊30

21C区のほぼ中央で検出した土城である。その北側を中世の溝100に切られるが、長さ122cm、幅45

cm、深さ12cmを測る細長いものである。底はほぼ平坦で壁は急斜に立ち上がる。埋士は炭・焼土を含

むやや暗い黄褐色土層である。

（高田）

遺物には土器片があり、その時期は百・後・ 11と考えられる。

土壊31・32・33(第95図）

21D区の中央やや東寄りに位置し、弥生後期水田層下で検出した士猥群である。士猥32は長さ345

（高田）

cm、幅180cmを測る不定形なもので、底が3段に落ち込む？各段の深さはそれぞれ2cm、10cm、15cmで

ある。 21・22C・D区の微高地と島 1に挟まれた水田層下には、土壊32のような深さ15cm前後の不定

形な士城が集中している。いずれも淡灰色粘質土を埋土とし、その検出状況から後期水田に近い時期

のものと考えられ、開田に伴う掘削跡の可能性がある。
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1. 暗灰色粘土

2. 黒灰色粘土

（炭多く含む）

3. 黄灰褐色粘質土

4. 淡暗灰褐色粘土

5. 暗灰色粘土 頭師l

。
1. 暗灰褐色粘土 2. 黄灰褐色粘質土（炭含む）

3. 淡暗灰褐色粘質土 4. 黒灰色粘土

5. 暗灰色粘土（炭含む）

士猥31・33は、検出状況から土城32よ

りも新しく考えられる。土城31は径54

cm、深さ53cmで、底面の標高228cmを測

る。 1層は後期水田耕作士が沈下したも

の、 2層は炭を多含し、 3・4層は甚盤

土を含む人為的な埋土である。土城33は

ほぼ円形を呈し、径80cm、深さ35cmで径

15cmの柱痕がある。

遺物は土城31から少量の弥生土器片が

出土している。以上のことから、いずれ

の士城もその時期は後期と考えられる。

（高田）

土壊34(第95,...__,101図、図版17・60,,..__,

62・68・71) 

21C杭の南隅、井戸9の附1.5mに位

置し、一部を土城35と接する士城であ

る。その上部は井戸9の上部とともに一

連の土器溜りを形成しており、それらを

除去して検出している。平面形は、東南

部を後期水田に削られて不明だが、歪な

卵形で長さ232cm、幅150cmを測る。底は

2段に掘られ、東南部分が浅くなり、検

出面からの深さはそれぞれ55cm、23cm

で、壁は垂直に近く立ち上がる。埋士は

大ぎく三層に分けられる。 1 ,,..__, 3層は

」細n 炭・焼土と大量の士器を含むもので、上

部の士器溜りに続く。 4、5層はいずれ

も焼土を多く含む炭層で、特に 4層は製

塩土器の胴部細片を多含する。 6層は土

器をほとんど含まないもので、一段低い

部分に堆積している。これらの状況は、

5層以上が人為的な埋土と考えられ、北

側からの投棄を窺わせるものである。

遺物は、土器と石器、鉄器が出土して

いる。大量の土器はいずれも後期のもので、その内容は井戸9に近似する。また、全面の半分以上あ

第95図土壊31・32・33

るいは一部にタール状の炭化物を付着した士器が図示したものの50%を越えている。この炭化物はほ

とんどが土器の外面に付着するが、内面に付くものも若干数みられる。さらに、二次的な焼成がみら

れるものも、約13%程度認められた。なお、 S11は花扁岩製の石錘、 M2は錨と推定される鉄片であ
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340切

0 lm 一1. 茶灰色粘質土（焼土・炭含む） 2. 黄灰褐色土（焼土・炭含む）

3. 黄褐色土（焼土 ・炭含む） 4. 炭（焼土多く含む）

5. 炭（焼土含む） 6. 淡暗黄灰褐色土（焼土・炭含む）

第96図 土墳34

る。時期は、土器の特徴から百 ・後.IIと考えられる。 （高田）

土壊35(第102図、図版17・71)

t-城34の西に接して検出した土城である。北側を古墳後期の糊61に削られるが、平面形は一方のや

や尖った卵形を呈している。その規模は、長さ295cm、幅170cm、最探部で53cmを測る。底は平坦面を

持ちながら数段に落ち込み、壁は急斜に立ちヒがる。埋しは、中位に焼土を多く含む顕著な炭層が認

められ、その他も炭、焼七を含んでいる。さらに 2層からは製塩t器片が大8に出七している。

遺物にはt器と石器があるが、土城35に比べるとその出土は少ない。しかし、糾塩 L器の出t割合

は約80%にも逹し、比較的残りの良い脚部で123個体を数えている。脚端部はヘラ状［具で切り取っ

たもの (420)と、上から押さえ付けたため乎坦面をもつもの (421)がある。それらの脚径は平均で

5.2cmを測る。

以上のことから、この U廣の性格は製塩活動に伴う廃棄場と考えられ、周辺の状況から井戸 9、士

猥34、35の東にその作業場が推定される。時期は、百・後・ 11と考えられる。 （高田）

土墳36

22D区の南部に位置し、土漿31-----33と同様、後期水田層卜で検出した上壊である，平面形はやや歪

な円形を涅し、径100cm、深さ45cmを測る，底は平坦で、兜は逆「ハ’字状に急斜となって立ち卜が

る。埋七は三層でいずれも粘土～粘質土であり、人為的に埋没させた状況をぷす。

出 L遺物はないが、その検出状況から後期と考えられる。 （高田）
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物
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410 
0 10cm 

~ 

□
4
1
3〗
4
1
4喜

□口＇
匹

第101固土墳34出土遺物 (5)

~ 

彎r~

O 5cm 一

土墳37(第103図、図版62)

22D区の北部に位脳し、後期水田層

下で検出した l::.披である。平面形は朽

形を足し、径90cm、深さ56cmを測る。

断面形はすり鉢状で、径25cmの平坦な

底にむかって屈曲部をもちながら急斜

に落ち込んでいる。

出±遺物は弥生士器片で、いずれも

底や準に接した状態での出上である。

422は計部近くで出土した台付直口壺

で、口縁端部を外方につまみ出し、や

やしもぶくれの胴部をもつ。口縁と胴

部の境の屈曲部には凹線を、胴部の最

大径よりやや下には沈線を施す。脚部

は柱状部から屈曲して裾部を広げ、円

孔を 5箇所に配している。遺物の時期

は百 ・後 .nと考えられる。 （裔田）

(6) 柱穴列

柱穴列 1(第104図）

21C区の調在区北東端で検出された柱穴列である。柱穴は北西から南束方向に4個が並ぶものの、

調査区内にはそれに対応する柱穴はない。調査区外へ対応する柱穴がれ:在する可能性もあり、現状で

は柱穴列として報告しておく。

柱穴列はほぽl.lm問輻で並ぶ。柱穴 lは柱痕跡が確認できなかったが、柱穴 2は日脅断面に明瞭

に認められた。また柱穴3・ 4には柱の痕跡と考えられる小さな凹みが認められた。

遺物が出 tしていないため詳細な時期は不明であるが、検出面から後期と考えられる。 （平井）
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

(7) 炉

炉 1(第105図、図版18)

llC区内で検出された炉である。平面形はやや歪んだ円形を昆する。底部はほぼ乎坦で、煎は急傾

斜で立上る。規模は径41cm、深さ 8cmを測る。炉の内面は全体が赤褐色に良く焼けているが、とくに

壁は数cmの厚さで焼けていた。埋上は灰褐色tで、上器の細片をわずかに含んでいた。

時期は土器の細片と検出面から後期と考えられる。 （平井）

(8) 構

溝 2・3・4・5・6・7

（第106・107図、図版71)

11・12C区にまたがって検出した溝群で、 12C

区北隅付近に扇の先を持つような弧状に流走をす

る。それぞれは複雑な切り合いをもつが、 検出状

況から溝6より渦4が新しく、さらに濶4よりも

息
、
~ 
S12 

0 2cm 一
三416 

~ 417 

゜
Im 

1. 淡暗灰色粘質土

2. 茶灰色粘質土
（焼土 ・炭•細膿• 土器多く含む）

3. 灰茶黄色粘質土（焼土・炭含む）

4. 淡暗茶灰黄色粘質土
（焼土•炭多< . 土器•細礫含む）

5. 暗茶灰褐色粘質土 （炭・焼土多く含む）

6 炭（暗灰色粘土及び粘質砂混る．焼土多

く含む）

7. 炭（焼土含む）
8. 淡暗灰茶色粘質土 （炭・ 焼土含む）

第102図土墳35・出土遺物

421 
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Z80~ 

0
』

~///NN 

1. 淡灰白褐色粘質土

2. 暗灰色粘質土

3. 灰黒色粘質土

4. 灰色粘土

5 黄灰色粘質土

一
lm 6. 淡灰褐色粘質土

D 10cm 一
第1 03図土墳37• 出土遺物

口四-;:竺a-
」甚担n

。」
2m 一1. 褐灰色粘質土 2. 灰色粘土 3. 暗褐灰色粘質土

4. 褐灰色粘質土 5 褐灰黄色粘質土 6 暗褐灰色土

第104図柱穴列1

渦5が新しいことを確忍している。埋 I:.に差異はほとん

どみられず、オリーブ褐色 I:.と黄褐色 I:.である。構の規

模は、幅25----80cmで30cm前後のものが多く、 検出面から

・ 一 340cm 

'~ 三二／
0 20tm 
~ 

1 . 黄橙色 (7.5Y R 7/8)焼土

2 灰褐色 (JOYR 6/2)土

第105図 炉1

の探さは20cm前後を測る。禍底の標高は296"'-'320cmを前

後し、その流走方向は不明だが、渦5のみ西から束への流水が考えられる。また断面形は、料 5が

「UJ字形を堪するほかは、低い逆台形状である。以J:.のことから、溝5は他の濶と件格を異し、悴

穴住居 2の東に端を発することと合わせ、その関連施設の可能性がある。

遺物には士器と石器があるC I:: 器は各構から出tし、いずれも後期に屈している。構5から出卜し
たS13はサヌカイト製の石録である。

構の時期は百・後.IIと考えられ、井戸 3との切り合い関係とも幣合する。 （高田）

溝 8

12C区の西隅で検出した洞で、竪穴住居 2の束に近接する。平面形は中ほどで折れ曲がり、その規

校は長さ370cm、幅35cm、探さ 7"'8cmを測る。埋tは黄褐色tで、その流水方向は不明である。
出土遺物には少籠の十器片があり、検出状況から後期と考えられる。 （経田）
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了ロク
423 

溝4・5 427 

424 
溝7

428 

溝2

~ 
429 

溝3

＼
 430 

『ハ〉溝5
~ 

S13 
0 2cm 一0 IQ ca, ― 第107図 溝2・3・4・ 5・7出土遺物

N S N 

｀｀ W E 

u 

溝 9 (第108・109・112図、図版18・68)

11-----13D区を西から東に流走する澗である。料は

11 D 12<-の竪穴住居 l上で後述の洞10と交社、合流す

る。さらに12D区で洞11と交差し、北西から南東に

やや方向を変えたのち、 13D区で澗13に注ぎ込んで

いる。また、その東は調倉区外に延び、『百問川原尾

島遺跡2』の―竪穴式住居16 の壁に接する I糀

15」に接続する可能性が高い。

構の断面形は、 11D区付近で「U」字形、 12区付
0 50cm こ—’’ ― 戸.--;;…---j 近で「V」字形を唱し、幅35cm、検出面からの探さ

3~0<m 
s 

第108図 溝9 〈上〉 ・10〈下〉 は20cm前後を測る。その標高は西端で320cm、憚11

との交差地点付近で314cm、洞13との合流部で300cm

となり、西から東への流水を裏付けている。また、洞13との合流部では約30cmの落差をもって洞13に
注ぎ込み、落水による凹みがみられる。埋士は炭・ 焼 l::.を含むオリープ褐色Lで、構10・11との違い
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

O 10cm 一
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(八い＇
M3 

0 2cm 

一432 

第109図溝9出土遺物

N
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-
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ロ

=-ニ
―

15 

0 10cm ― 436 

第110図 溝12・ 出土遺物

はなし 'o

遺物には土器と鉄器がある。 432は台付鉢で、

ロ縁部を上方に拡張して外面に擬凹線文を施

し、器壁は胴下半を薄く仕ヒげている。 433は

高杯で、内湾ぎみにゆる＜立ち J:.がる口縁をも

つ。裾部は、短い脚部からゆる＜屈曲して

「ハ」字状に広がり、円孔を4箇所に配す。ま

た、 M3は鈍の先と考えられる鉄器である。

洞の時期は百 ・後 .mに比定される。（高田）

溝10(第108図）

llD区のほぼ中央で検出した洞である。竪穴

住居 l上で禍9と交差し、さらに合流すると考

えられるが、住居と同時に掘り 1::.げたためその

切り合い関係と合流部の状況は明らかではな

い。陪はほぽ垂直で乎姐な底をもち、その断面

形は「U」字形を屋す。幅は25cmで、検出面か

らの深さは26cmを測る。埋 tはオリーブ褐色 t

で、少観の弥生t器片が出上している。なお、

濶は蛇行しながら調査区外に延びており、『百

問川原尾島遺跡2』の l竪穴式住居16」の壁に

接する―洞16ーに接続する可能性が高い。

時期は検出状況から、後期と考えられる。

（高田）

溝11

12D区で渦 9と交差する南北方向の洞であ

る。その南側は近現代用水と中世以降の洪水に
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第3章第1節丸田濃査区

削られているため不明だが、長さ 4mを検出している。幅は30cmを測り、探さは覇 9よりも若干桟

く、その断面形は「U」字形を星する。埋上は炭 ・焼 Lを含むオリープ褐色土である。

出士遺物はないが、その形態、埋上等の検出状況の類似から、濶 9と同時か、近接した時期に機能

したものと考えられる。 （高田）

溝12(第llO図）

12D区のほぽ中央を東西に流走する澗である。中世以降の洪水によって削平された平坦面で検出

し、長さは8.5mを測る。 断面形は逆台形を吊し、幅45cm、深さは検出面から38cmである。埋土はオ

リーブ褐色上で、弥生土器片が出土している。

時期は、百・後.Ilと考えられる。 （高田）

溝13(第111.......,115図、図版19・62・63・68・70・70

13C・D区を束北から南西に流走する洞である。構の北側は凋-ff_Lメ．．外に延び、南側は中世以降の洪

水によって大きく削平されている。また南半には西岸を大きく張り出してテラス状をした部分があ

り、渦9が合流している。その対作には後述する樅14が合流する箇所がある。渦の規校は輻4.4m、検

出面からの探さ135cmを測る。中央には、幅110cmで探さ30cm前後の一段探い掘削部分があり．準はそ

こから段をもって急斜に立ち I::.がる。南半のテラス部分は6X3.5mを測り、底には10......,15cmの原さ

w 

1 灰黄褐色 (10YR62)土

2. 灰黄褐色 (10YR52)土

3. 明黄褐色 (2.5Y616)砂質土

“゚Ot.. t 

2m 

4. Iこぷい黄橙色 (lOYR 7/3)砂 5. オリーブ黄色 (5Y64)微砂 6 灰オリープ色 (5Y62)微砂
7. 灰黄色 (2.5Y62) 砂（焼土 •練 を 多 く含む） 8. 灰オリーブ色 (7.5Y62)微砂 9 オリーブ責
色 (5Y63)砂 10. 灰色 (7.5Y6 1) 粘質微砂 11. 灰白色 (10Y81)微砂

第111図溝13
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

、___,__

＼ 
c
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~ 1. 灰色 (7.5Y5/1)

粘質土 O 
I-

第112図 溝9 と溝1 3 • 14の合流部

』m

に礫がある。その大きさは 1"-'35cmで、 10"-'15

cm前後の円礫が多い。なお、 礫を取り除いた底

は凹凸があり、澗底に向かって緩やかに似斜し

ている。

埋 Lは微砂と砂で、 5"-'8・10・11層と 9層

に大別できる。 5層は弥生後期末の洪水砂と考

えられ、他は流水時の堆栢の可能性が高い。ま

た9層は、洞の西肩とテラス上に堆栢してお

り、当初の構の堆栢と考えられる。

出七遺物には弥生土器と七師器、石器、 金属

器、 L製品がある。上器は流水による影響を受

け、鉄分を付着したものが多い。器種には壺、

甕、鉢、高杯、台付直口壺、器台、手捏ね土器

がある。 437は長頸壺でMから胴部にかけて

「籠目」をもつ。また、 451と452は褐色の胎L

に角閃石を含むものである。石器は花悩岩製の

敲石、石錘と、サヌカイト製の削器、石庖T、

石鏃である。また金属器には鈍、 上製品は士錘

である。

以上のことから、まずテラスをもつ渦が掘削

され、その埋没後ほぼ同一流路を踏襲して新た

な渦が掘削されたが、やがてそれも後期末の洪

水砂で廃絶したものと考えたい。出土土器の時

期幅も概ねこれを裏付けるものであろう。

（高田）

溝14(第112図）

13D区に位梢し、憫13と涸15との問で検出した濶である。渦はそれぞれの濶に直角に接し、その規

模は長さ 3m、幅1.9m、検出面からの探さ30------SOcmを測る。底の標高は澗13と接する部分で274cm、

禍15と接する部分で295cmである。また、濶13と接する部分は約20cmの格差をもって 2段に落ち込ん

でいる。埋Lはオリープ黄色微砂で、弥生後期末の洪水砂である。その性格は、中世以降の洪水によ

る削平を大きく受けているため不明な部分が多いが、禍13と禍15をつなぐ澗で、主に溝15から溝13ヘ

水を琉す役割を担ったものと考えられる。

出士遺物はないがその検出状況から、渦13、15と同時に機能し、弥生後期末の洪水で廃絶したもの

と考えられる。

溝15(第116図、図版19)

13・14C・D区を東北から南西に直線的に流走する渦で、禍13に平行する。 Dライン付近の西側で

は講14が接し、東側では溝18が接している D その北側は調雀区外に延び、南半の上部を中世以降の洪

水に削平されている。溝の規模は、調介区の北壁断面で幅380cm、深さ128cmを測り、斜面は3段に落

（高田）
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物
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457 

第114回 溝13出土遺物 (2)
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第115図溝13出土遺物 (3)
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0 10cm ― 第116図溝15• 出土遺物
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第3章第 1節丸田調査区

ち込む。埋士は、底に堆積した粘上層と、その上部の微砂層に大別できる。上部の微砂層は弥生後期

末の洪水砂で、断面図の 1層のように洞肩までを覆って堆栢している。なお5----8層は後述する構16

の埋 :I:::と考えられる堆梢である。

遺物には上器と土製品がある。濶の北半分を渦16とともに掘り 上げたため遺物の混入がみられる

が、 470 • 473の甕が渦の埋没時期を示していると考えられる。 473は強く屈曲する口縁部で端部に面

をもち、顕部恒下の内面には指頭圧痕を残す。その胎土は、角閃石を多く含むチョコレート色であ

る。この特徴は讃岐産の甕に類似することから、その地域からの搬人品と考えられる。

以 l:.のことから満の時期は、百 ・後 ・Nに比定される。

溝16(第117・119、図版19)

（高田）

13・14C・D区で検出した濶で、南半はその上部を中世以降の洪水で削乎されている。溝は、 Dラ

イン付近まで澗15との同一流路を東北から南西方向に流れ、そこで向きを変えて直線的に南流する。

ヽ
,, 

’‘’ • ~ 
1 

9 、/
． 

’咳笏卿多

゜

.,, 

, ‘ 

310¥:111 ,. 

lm 

1. にぷい黄褐色 (10YR6/3}微砂質土（炭・ 焼土含む）
2 灰褐色 (7.5YR5/2)粘質微砂（炭・ 焼土含む）
3. 褐灰色 (7.5Y R 6/1}微砂粘土（炭・ 焼土含む）
4. 黄灰色 (2.5Y41)粘土 (Iこぷい黄色微砂粘質土含む）

475 

476 

O 10cm 一第117図 溝16・出土遺物

その規模は、 Dライン付近で幅190cm、検出面

からの探さ62cmを測る。洞の斜面は、平坦な底

から垂直に立ち上がった後、 「ハ」字状に大き

く広がる断面形を居する。岬 Lは大別して、 l::. 

部の砂質 I:.(1・2層）と下部の粘質土 (3. 

4層）に区分できる。以上の検出状況から、渦

16の埋没後にその流路を一部踏襲して、 L百．線的

な洞15が掘削されたことが窺われる。

遺物には弥牛土器片があり、禍の時期は17• 

後.mと考えられる。 (r*j田）

溝17(第118・119図、図版20・63)

13・14C・D区に位樅し、その北半を微絲地

tで、 14D杭以南を後期水田附下で検出した渦

である。北部は調社区外に延び、南端は溝16と

接するが、 L部を中世洪水で削平されているた

め、切り合い関係は明らかでない。溝は北東か

ら南西に流れた後、 L3C区隅で南北に向きを変

え、さらに14D杭付近で流れを戻して南流す

る。それはあたかも濶16、濶19bと並流するか

のようである。その規模は調雀区の北陪断面で

幅285cm、探さ125cmを測る。斜面は3段に蕗ち

込み、最下段の断面形は底の平らな 1U」字形

を吊する。第118図の 3層は、料の廃絶後の凹

みに堆積した弥生後期末の洪水砂である。また

6層は顕著な炭層で、洞の埋没過程で大罰の炭

の人為的な廃棄が行なわれたと考えられる。

遺物には弥生上器片がある。図示した完形の
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4. 弥生時代後期の遺構 ・遺物

甕477は、 5・6層中から横位の状態で出士したもので、炭の廃棄との関連が指摘できる。

以上のことから構は、後期水田の開田前には廃絶し、後期末の洪水砂で完全に埋没したものと考え

られる。 （高田）

溝18(図版20)

13C区の南隅で検出した、北西ー南東方向に流走する渦である。他の濶と同時に掘りヒげた部分が

あるため不明な点が多いが、検出時の規模は幅70cm、深さ40cmを測る。断面形は「U」字形～逆台形

を呈し、埋土は灰黄褐色粘質微砂で、底面には浅黄色微砂が薄く堆積する。この澗は溝16、17の埋没

後に掘削され、 14D杭の北側では後期水田層下で検出することを確認している。

出t遺物は少量の弥生士器片のみである。その検出状況から、溝15の東岸から取水し、微高地端で

水田に給水した溝と考えられる。その機能は一時的なもので、洪水時にはすでに廃絶していたもので

478 

0 10cm — 
w 

゜

一蜘
I 

1. オリープ灰色 (2.5GY5/1)

2. 褐灰色 (10YR51)粘質微砂

3. オリーブ黄色 (5Y63)微砂

4. 灰オリープ色 (5Y6/2)粘質微砂

（炭・ 焼土含む）

5. 灰褐色 (7.5YR5/2)粘質微砂

（炭 ・焼土含む）

6 炭

7. 灰褐色 (7.5YR52)粘賣土

（炭 ・焼土含む）

8 褐灰色 (10YR41)粘土

lm 
（にぶい黄色土粒 •炭・ 焼土多 く含む）

第11 8固 溝17 • 出土遺物
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第3章第 l節丸田調査区

畦畔

w E
 

2m 

一1. 弥生後期水田層 5 褐灰色 (10YR51)砂質土 9. 灰色 (5Y5 I)土
2. 黄褐色 (2.5Y5/3)土 6 褐灰色 (10YR41)土 10. オリーブ褐色 (2.5Y43)土
3. 灰黄褐色 (10YR5/2)土 7. 褐灰色 (10YR51)砂質土 11. 灰色 (10Y51)土
4. 褐灰色 (10YR51)土 8 黄灰色 (2.5Y51)土

くご二＞

S19 
溝19b

◎ 
CB 

溝19a
0 2cm 一第119図 溝16・ 17・19・20・ 出土遺物

あろう。 （高田）

溝19a • 19 b I第119図、図版20・71)

14ライソ付近で検出した東北から南西に流走する柄で、 14C区では微高地に沿った後期水田の畦畔

トに位閻し、それ以南の渦19aは微高地と畦畔に挟まれた水田層下に位置する。禍は14D杭から 5m

北で分岐し、そのまま南流する渦19aと、大きく東に張り出した後に南流する渦19bの2条に分かれ

る。またそれらの南半は、渦16・17・20と複雑に切り合っており、渦17よりも渦19aが新しいことを

確品している。検出時の洞の規模は、船100cm、探さ20cm前後を測り、底の標高は19bが若 F低く、陪

はいずれも急斜に立ち Lがる。

遺物は、少量の弥牛士器片とサヌカイト製の石鏃、 t錘が各 l点出土している。祁の時期は、検出
状況から後期と考えられる。 （高田）

溝20(第119図、図版20)

14C・D区の水田層下で検出された浅い構である。渦は微高地に接する低位部に掘削されており、

w 
325cm 
E 

／
 ~o 

ほぼ南北に流走する。北側は柄19に切られている。規

模は幅50-----90cm、深さ10cmあまりである。百問川遺跡

群では、微高地や島状裔まりに接する水HJ層 Fには桟

い料が掘削されていることが多く、 本例もその一つで

｀ 
0 50,,. に一第120図 溝23 0 50,,. ― 第121図 溝25
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

481 

482 

488 

484 

489 

O 10cm 

486 487 

＠ 

。J1 
0 1cm 一第122図溝25出土遺物

n日
い
＞

S20 

゜
5cm ― 
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第3章第 1節丸田調査区

あろう。

時期は検出面から後期と考えられる。

溝21・22

（平井）

15C区の水田層下で検出した構で、 IB河道が完全に埋没した後掘削されている。2条の溝は平行し

て、ほぼ南北方向に流走する。規模は濶21が幅192cm、探さ36cm、溝22は輻60cm、探さ19cmを測る。

遺物がないため詳細な時期は不明であるが、 検出面から後期と考えられる。 （平井）

溝23(第120図）

19-----21C・D区の微裔地で検出した濶で、ほぽ南北方向に流走する。規模は輻34-----45cm、深さ15-----

25cmを測る。濶の断面はほぼU字形を号する。埋七は黒灰色Lである。

時期は検出面から後期と考えられる。

溝24

（平井）

20C区の微高地で検出された長さ 3mあまりの濶で、ほぼ東西方向に流走する。規模は輻34cm、深

さ26cmを測る。埋土は灰黄褐色土である。

時期は検出面から後期と考えられる。

溝25(第121図、図版20・63・64・68)

（平井）

21 C区内で検出された禍でほぽ南北に流走する。構の南端は立消え状態である。規模は輻50cm、深

さ10cmを測る。内部には遺物が多羅に廃棄されていた。埋 Lは掲灰黄色粘質七であるC

遺物は弥生士器とともに石器と Eが出土した。 t器は壺、甕、 鉢、高杯が認められる。479-----481の

壺は短い頚部に緩やかに外反する口縁部がつくもので、 479はさらに頸部に4条の沈線がめぐる。 484

の甕は底部に焼成後の穿孔が認められる。 489の鉢は口舷部に円孔が穿たれている。 482の属杯は口縁

部の外面に沈線が数条施されている。

石器は石包Tが 1点のみである。完形で、両短辺には扶りが施されている。 Eはガラス製の小 E

で、 l点出土した。

土器の時期は西・後.nと考えられる。

溝26

（平井）

21C区で検出した構である。禍は南東から北西方向へ流走するが、全長5mあまりで両端とも途切

れる。規模は幅50cm、深さ 8cmを測る。埋上は淡褐灰色 Lである。

時期は検出面から後期と考えられる。

溝27(第123図）

（平井）

21D区の微高地端部に接した低位部で検出された溝である。禍は微高地に接し、南西側では北東か

ら印西方向に流走するが、北東側は南束に大きく曲がる。この南東に向きを変えた部分の南東側には

杭穴状の小ピットが列をなしていた。澗の規模は輻35cm、探さ 8cmを測る。埋 卜は賠灰褐色粘質上で

ある。

時期は検出面から後期と考えられる。

溝28a・28 b (第124図、図版20)

（平井）

21・22C・D区の微必地から低位部にかけて検出された洞である。構はほぼ南北に流走するが、北

側は微高地上を酎北に掘削しており、微高地端部付近で少し東へ屈曲し再び南へ延びる この渦28a

が東へ屈曲するのは不目然であるが、それは本来ほぽ直線的に掘削されていた樅28bをそこで付け変
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

えたためと考えられる。規模は28aが幅45"-'60cm、深さ15,..,__,20cm、28bが幅30cm前後、深さ 5cm前後

を測る。埋土は28aが暗灰色粘士、 28b~ ま淡灰色粘土である。

時期は低位部の後期末の水田層下で検出していることから、それ以前でしかも後期の中に収まる。

（平井）

E , 
30Dtm 
w 

冒
。

50cm 

第123図溝27

溝29(第125図）

22C・D区の水田層下で検出された溝である。溝はほぼ北東から南西方向

に流走するが、北東端は少し東へ曲る。この溝は溝30とともに島状高まり 1

の下端に沿って掘削されている。規模は幅85,....__,95cm、深さ15cm前後を測る。

埋士は灰白色粘土である。

時期は弥生後期末の水田より古く、しかも後期の中に収まるものと考えら

れる。 （平井）

溝30(第126図）

22C・D区の低位部で検出された溝である。

満は溝29とともに島状高まり 1に沿って掘削さ
w 

290cm 
E 

w ・に

//-~ 二

゜
50cm 

第124図溝28a・28b

310cm 
W E 

w E 

。
50,m 

第125図溝29

れており、ほぼ北東から南西に流走する。規模

は幅55cm前後、深さ 6,...__,10cmを測る。埋土は灰

白色粘士である。

時期は弥生後期末の水田より古く、しかも後

期の中に収まるものと考えられる。 （平井）

溝31 (第127図）

22・23C・D区の低位部で検出された溝であ

る。溝は北東から南西方向に流走するが、南西

端は立消えになる。規模は幅40cm前後、深さ 5

cm前後を測る。埋土は灰白色粘土である。

時期は検出面から後期と考えられる。（平井）

溝32(第128図）

23C・D区の低位部で検出された渦である。

洞しま猜33と同様に、島状高まり 2に接して掘削

されており、水田層下で検出した。ほぼ北東か

ら南西に流走するが、南西側は少し蛇行する。

規模は幅65,...__,95cm、深さ 5cm前後を測る。埋士

は灰褐色土である。

時期は弥生後期末の水田より古く、しかも後

期の中に収まるものと考えられる。 （乎井）

溝33(第129図）

23C・D区の低位部で検出された溝で、溝32

とともに島状高まり 2の下端をめぐっている。

洞は北東から南西に流走するが、南西側は西に

-109-



第 3章 第 1節 丸田調査区

少し蛇行する。規模は幅2.4m前後、深さ 3cm前後を測る。埋七は暗灰色粘質士である。

時期は検出面から後期と考えられる。

溝34・35・36・37・38(第130,,..,__,,132図）

（平井）

19・20A区の微高地端部から低位部にかけて検出された溝群である。溝群はほぼ東西方向に平行し

て流走する。最も北側の微高地にそっているのが溝34で、規模は幅75cm前後、深さ 8cmを測る。埋士

は褐灰色粘質土である。 この澗のすぐ南側に乎行して流走するのが溝35で、規模は幅50cm前後、深さ

さらに南側には溝36・37が流走する。溝36は底部に8 cmを測る。
•一．．w 

310cm 
E 

w E 

小ビットが多く穿たれている。規模は幅65cm前後、深さ20cmを測

る。溝37の規模は幅45cm、深さ10cmを測る。碑38は最も南側に位

置する。規模は幅45cm、探さ12cmを測る。

時期は弥生後期末の水田層下で検出していることから後期と考

えられる。 （平井）

。
50cm 

第126図 溝30

溝39・40(第133図）

20A区の低位部で検出した溝である。洞は調査区内にかかって

いるのが一部であるため形状は不明であるが、蛇行しながら北西

から南東方向へ流走すると考えられる。溝40はほぼ東西方向へ流

走するが、東端近くで溝39と重なる。規模は溝39で64cm、探さ25

cm、溝40は幅27cm、深さ 7cm 

を測る。

w 
』

E
/
E
 w E 

。
50cm 

第127図 溝31

w . 

。

310cm 
E 

50cm 

第128図 溝32

300cm 
E 

時期は検出面から後期と考

えられる。

溝41 (第134図）

（平井）

20A区で検出した栂であ

る。溝は島状高まりに沿って

掘削されており、水田層下で

検出した。規模は幅70cm、深

さ15cmを測る。埋土中には炭

や焼土を含む。

時期は検出面から後期と考

えられる。

N 

（平井）

320Clll 
s 

。
第129図 溝33

0 50cm ― 第130図溝34
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

N 溝35

1. 褐灰色 (10YR4/1)粘性土

2. 褐灰色 (10YR 4/1)粘性土

3. 灰色 (lOY4/1)粘土 “
 

゜
1m 

,cqp,. 

S21 

゜― 
2cm 

第131図溝35• 36• 37• 出土遺物

Z
 

280cm 
s 

高含韮
謝
焼

含竺
5土

土粘
粘
、̀
l5
砂

5
O
G
 

り

i
nぃ

色

色

灰

灰

黄

緑
t

2

 ：` 
1

2

 ／
 

z
 

゜
50cm 

。
50cm 

第132図溝38 第133図溝39〈2〉・40〈1〉

s 

320cm w ·~ 
d 

゜
lm 

゜l. 褐灰色 (lOYR 6/1)粘質土（炭・焼土粒少含）

2. 灰色 (7.5Y6/1}粘土（炭・焼土粒少含）

3. 緑灰色 (10G5/1}粘土（炭・焼土粒少含）

第134図溝41

340cm 
N 

1m 

l . 黄灰色 (2.5Y6/1)粘質土（水田耕土，炭・焼土粒含）

2. 灰黄褐色 (lOYR5/2)微砂質土（炭・焼土粒含｝

3. 暗灰黄色 (2.5Y 5/2)粘質微砂（炭・焼土粒含）

4. 緑灰色 (10G5/1)粘土（炭・焼土粒含）

5. 灰黄褐色 (10YR6/2}粘質微砂（炭・焼土粒含）

第135図溝43

溝42

20・21A区で検出した溝である。溝は微高地に沿って掘削されており、ほぼ南東から北西方向に流

走する。規模は幅27cm、深さ 5cmを測る。埋士は暗灰黄色粘質微砂である。

時期は検出面から後期と考えられる。 （平井）

溝43(第135図）

20・21A区で検出した涸である。溝は微高地の下端に沿って掘削されており、ほぼ南東から北西方

向に流走する。規模は幅70cm、深さ16cmを測る。埋土中には炭や焼土を含む。

時期は検出面から後期と考えられる。 （平井）
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第3章第1節丸田調査区

(9) 土器溜り

土器溜り 1(第136図、図版21・69・72)

10・11 C・D区で検出された土器溜りである。耕作土を除去すると古墳時代の層になるが、この段

階ですでに大量の土器が覗いており、うず高く土器が積まれていることをうかがわせた。後期の遺構

検出面まで掘り下げた段階で、北西から南東方向に10m、北東から南西方向に15mの範囲に土器が広

がることが明確になった。なお士器溜りの下はとくに掘り込まれている状況は認められなかった。

土器溜りの士器は百・後.IIの土器を中心に、後期全般にわたっていた。これらの土器は二次的に

火を受けて赤褐色になったもの、あるいは被熱による剣離が認められた。また高温で焼けて形が変形

しているものなど、熱（火）による影響を受けているものが目立った。この士器溜りの場所は周辺に

比べて著しく遺構が少なく、百・後.II以後はもっばら土器廃棄場所として利用されたのであろう。

この土器廃棄場が後世になっても高まりとなって地表に現われていたことは、古墳時代や中世の遺構

が集中するこの地区にあって、全く遺構が認められないということから推定されよう。 （平井）

-, 

C9 

~ I 
I 

ClO 
~~ $22 

゜
ーロー
しlこ〗疇 I I 

S24 

Cll 

冒C12 

S23 
第136図土器溜り 1出土遺物
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5. 古墳時代の遺構・遺物
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第3章第 1節丸田調査区

5. 古墳時代の遺構・遺物

ー
ー
—

3
8
0g
 ，
 
。

2m 

1. 攪乱土 2. にぷい黄色 (2.5Y6/4) 
微砂（炭・焼土含む）

第140図竪穴住居4

(1) 竪穴住居

竪穴住居4 (第140図、図版21)

llD杭の北10.5mに位置する遺構である。その過半を調脊区

外にもつものと考えられ、検出規模は東西長3.2m、苗北長1.7 

m、深さ16cmを測るに過ぎない。また遺構の北部は後世の攪乱

を受けている。底面がほぼ平坦であることと、周囲に竪穴住居

を検出していることから、本遺構も竪穴住居の一部であると考

えられる。

1 . 灰オリーブ色 (5Y6/2)微砂（炭・焼土含む）

2. 黄灰色 (2.5Y6/1)微砂（炭・焼土多く含む）

3. 灰オリープ色 (5Y6/2)微砂（炭・焼土含む）

4. 焼土

5. にぶい黄色 (2.5Y6/3}微砂（炭・焼土含む）

6. にぷい黄色 (2.5Y6/3}微砂（炭・焼土含む）

7. 黄灰色 (2.5Y6/1}微砂（炭・焼土多く含む）

8. 浅黄色 (5Y7/4}微砂（炭・焼土含む）

9. 灰オリープ色 (SY5/2)微砂（炭・焼土含む）

10. 浅黄色 (7.SY 7/3)薇砂（炭・焼土含む）

A I! 

。
2m 

1. 灰黄色 (2.5Y6/2)粘質微砂
2. にぷい黄色 (2.5Y 5/3)微砂（炭・焼土含む）

第141図竪穴住居5

出土遺物には少量の士器片があるが、住居の時期を

決する資料はない。ここでは、その埋土と検出面から

古墳時代と考えておく。 （高田）

竪穴住居5 (第141図、図版21)

10・11 C区で検出し、 llD杭の北7mに位置する堅

穴住居である。平面形は長方形を呈し、先述の竪穴住

居4に東北辺の一部を切られている。規模は北西ー南

東問で494cm、北東一南西間で350cmを測る。床面はや

や凹凸があり、検出面からの深さは14cmである。柱穴

は2本で、それぞれの形態と規模が若干異なる。柱穴

lは不定形なもので、 60X 70cm.、床面からの深さ33

cm、柱穴2は円形を呈し、径25cm、深さ28cmを測る。

埋土はいずれもにぶい黄色微砂で、柱穴間の距離は

212cmである。東北辺の中央やや東よりにはカマドが

つくられている。カマドの上部構造は残存せず、燃焼

部の下部と住居外に延びる煙道の一部を確認した。燃

焼部の下部は85X 110cmの範囲に凹み、床面からの深

さは28cmである。この凹みと煙道の境には31X44cmの

範囲に被焼面が広がり、煙道の様は部分的に焼けて固

くなっている。

出土遺物は少量の土器片のみで、住居の時期を決す

る資料はない。ここでは、埋土と検出面、カマドの存

在から百• 古.III以降と考えておきたい。 （高田）

竪穴住居6 (第142図、図版21)

llC区の東隅で検出した竪穴住居で、竪穴住居5と

7の間に位樅するが、その軸線はいずれとも異なる。

平面形はやや隅丸の台形を呈し、その規模は西辺 3

-ll8-
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l . 暗灰黄色 (2.SY 5/2)粘質微砂

2. 炭（焼土粒含む）

3. 灰黄褐色 (10YR6/2)粘質微砂

（炭・焼土粒少し含む）

490 

。
10cm 

第142図 竪穴住居6・出土遺物

5. 古墳時代の遺構・遺物

m、東辺3.5m、東西3.7mを測る。床面はやや凹凸があり、壁は

急斜に立ち上がる。検出面からの深さはi"o,...__,15cm. である。埋土は

上下2層で、住居中央の上層下面には、 2 ,...__, 4 cmの厚さに炭層が

堆積する。なお、床面を精査したが柱穴や壁体栂等の施設は確認

していない。

出土遣物には少量の土器片がある。住居の時期は、埋土と検出

面等から百・古 ・ill前後と考えられる。

竪穴住居7 (第143・144図、図版22)

llC・D区に位置し、 llD杭の西2.5mで検出した竪穴住居で、

（高田）

溝44を切っている。また、その東側には溝45が、南1.5mには井戸

11がある。平面形は長方形を呈し、規模は北西ー南東4m、而西

ー北東5.3m、検出面から床面までの深さ20cm前後を測る。床面

は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がった後、その上部で外方に広

がる。壁体栂は壁に接してめぐるもので、床面からの深さ 5cmを

測るが、北隅に一部途切れる箇所があり、カマドが設けられてい

る。カマド本体は残存せず、その下部と煙道の一部を検出するの

みだが、いずれも被熱して変色している。床面に柱穴はなく、中

央やや東よりに25X35cmの範囲の被熱面を確認している。埋士は

上下2層で、下層と壁体溝の堆積は同一である。

出土遣物は土師器の甑 (491) と甕 (492)、須恵器の杯 (493)、

士錘 (C13)がある。住居の時期は、そ

の埋土と検出面、遺物の特徴等から 5世
A B 

; :：黄色 (2.5Y5/2)砂~言三亨畜芦
3. 暗灰黄色(2;5Y5/2)砂

50cm 一仁―—ーテ―――-,

2m 

1 . 暗灰黄色 (2.5Y 5/2)砂 2. 暗灰黄色 (2.SYS/2)微砂に

オリーブ褐色土混る

第143図竪穴住居7

紀の終わり頃と考えられる。 （高田）

竪穴住居8 (第145図、図版22)

12C区で検出された堅穴住居である。

平面形は方形を呈するが、東辺の中央よ

り北西側が外側へ80cm程度拡張されてい

るため、変則的な方形である。規模は北

東から南西間で 5m、南東から北西問で

4.2m、深さ 7cmあまりを測る。住居内

には醗に接して溝がめぐるが、東辺の南

東側や南側の隅には認められなかった。

柱穴は4本で、このうち 2と4には柱痕

跡が認められた。柱間隔は 1と2、3と

4の問が1.6m前後、 1と3、 2と4の

間が1.8m前後である。東辺の中央には

カマドがつくられている。カマド本体の

部分は残存していなかったが、楕円形に

-119-
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491 

493 

D
 

10cm 

第144図 竪穴住居7出土遺物

◎ C13 
lb_Jcm 

凹んだ燃焼部の底部が認めら

れた。この凹みに堆積した土

のうち 4層には焼土や灰を含

むが、底部に接する 5・6層

には全く含まれていなかっ

た。また、ほぼ中央には細長

い礫を立てて置いており、支

脚として使用されたものと考

えられる。煙道は先端部が他

の遺構で切られているが、残

存部分の壁面はわずかに焼けていた。

住居内には遺物があまりなく、また細片であるため詳細な時期については明確にし得ない。ただこ

の地域でカマドが出現するのは百•古. m以後であり、本住居の時期もそれに従っておく。 （平井）
竪穴住居9(第146図、図版23・68)

12C区で検出された竪穴住居で、竪穴住居10と一部重なる。また住居の北東側は調脊区外となる。

平面形は方形を呈する。規模は南北問が5.5m、東西間は5.6mを測る。検出面から床面までの深さは

20cm. あまりで、壁は急傾斜で立上る。南辺の中央からやや東寄りには壁に接して方形の土城が掘られ

ている。柱穴は床面を精査したが、検出することができなかった。

遺物は銅剣が床面から出土した以外には、鉄製品および土器の細片がわずかに出土した。鉄製品は

包丁状を呈し、身部と考えら
~ 

@2 

I ④4 

D
 

2m 

1. 暗灰黄色 (2.5Y 5/2)砂（黄色土含む） 2. 灰黄色 (2.5Y 6/2)砂質土

3. 黄褐色 (2.SY5/3)砂 4. 黄褐色 (2.5Y6/4}砂（焼土・炭多く含む）

5. にぷい黄褐色 (lOYR 5/3)砂 6. にぶい黄色 (2.5Y6/4)砂

第145図竪穴住居8

れる部分は明瞭ではないが、

刃部らしく仕上げられてい

る。銅剣は鉄剣形銅剣と分類

されるもので、短い茎に 1

孔、基端部に 2孔の円孔が穿

たれている。先端を少し欠く

が残存長20.7cm、幅3.1cmを

測る。

時期は明瞭にし得ないが、

竪穴住居10の下で検出された

ことから古墳時代の初頭頃と

推定される。 （平井）

竪穴住居10(第147図、図版

23・64) 

12C区で検出された住居

で、竪穴住居 9の上に重な

る。残存状況が悪く、検出面

から底面までの深さはほとん

-120-
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第146図 竪穴住居9・出土遺物
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どない。住居の平面形は方形を呈するが、北西辺に比べて南東辺が短く、少し台形をなしている。規

模はいちばん長い北西辺が3.7m、北東辺3.2m、崩東辺3m、南西辺3.3mを測る。住居内は精査した

が、柱穴などは検出されなかった。北東辺の中央からやや東寄りにはカマドが認められた。カマドは

焚口から燃焼部にかけてわずかに凹ませている。燃焼部の底部は良く焼けており、この奥側、凹みの

立上った場所には礫が置かれており、支脚と考えられる。この支脚から奥側はあまり焼けておらず、

煙道部は住居の端から外へ60cm張り出したところで緩やかに立上って終る。このカマドの構造を見る

かぎり、カマドに土器を置く位置は住居外になり、住居の壁ないし屋根はかなり外側に出さなければ

ならないであろう。

遺物はすべて士師器である。 479と498の甕は口縁端部をわずかに拡張し、その上端面は乎坦に仕上

げている。 497は口縁部外面に円形の刺突が 1個施されている。 499は甑で、把手が一対つく。胴部下

端近くには穴が一対穿たれている。士器の時期は百• 古 ・illと考えられる。 （平井）

(2) 建物

建物8 (第148図、図版24)

lOC区で検出された布掘りの 3間X2問の建物である。主軸を南東から北西方向にとる建物で、規

模ほ桁行5.25m、梁行4mを測るが、各柱間隔は不規則で、およそ1.6,...__,2-m間にある。柱掘方は桁行

の列が諧状に掘られた中にさらに一段長方形に掘り下げているのに対し、梁行の列は単独で長方形に

-121-
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1 . 灰黄色 (2.5Y6/2)砂質土 2. にぷい黄色 (2.5Y
6/3)砂質土 3. にぷい黄色 (2.5Y6/4)砂質土 4. 
灰黄色 (2.5Y6/2)砂質土（焼土含む） 5. 焼土 6. 
黄灰色 (2.5Y 6/1)砂質土（焼土と炭含む） 7. にぷい
黄色 (2.SY6/4)砂質土（焼土含む） 8. 黄灰色 (2.5
YS/1)砂質土（炭含む）

掘り下げている。柱掘方の底には柱の痕跡を残すもの

が多く、それから柱の太さを推定すると径約20cmと考

えられる。

柱掘方内からはわずかに須恵器が出土した。須恵器

は杯の口縁部破片で、天井部と口縁部の境には明瞭な

段がめぐり、口縁端部は内傾する面をもつ。

時期は 5世紀末から 6世紀初頭を前後するものと考

えられる。 （平井）

建物9 (第149図、図版24)

20C・D区にまたがって検出した 1間X1間の建物

である。その長軸は東北ー南西方向にとり、規模は南

北346cm、東西278cmを測る。柱穴の掘り方は楕円形

で、長径35cm前後、深さ20cm前後である。また柱穴 3

の底面には、柱の沈みによる凹みが認められた。埋土

はいずれも黄灰色粘質細砂である。

柱穴内からの出土遣物は少量の土器片のみで、弥生

496 
495 

494 

胃／
498 

10cm 

497 499 

第147図 竪穴住居10・ 出土遺物
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5. 古墳時代の遺構・遺物

土器片とともに士師器片がある。建物の時期は、検出面と柱穴の埋士等から、古墳時代と考えられ

る。 （高田）

建物10(第150図、図版24)

20C区の南隅で検出した 1間X1間の建物である。長軸線を東西よりやや北にとり、その規模は南

北282cm、北辺380cm、南辺402cmを測る。柱穴の掘り方は円形と楕円形で、径20"-'45cm、深さ 5""'15cm 

を測る。埋土は他の建物と同様、黄灰色粘質細砂である。建物10の柱穴3は、後述の建物11の柱穴2

と切り合い関係にあり、建物10の柱穴が新しいことを確認している。

柱穴内からの出土遺物は少量の士器片のみで、時期の判る資料はない。建物の時期は、検出面と柱

穴の埋土等から、古墳時代と考えられる。 （高田）

建物11(第151図、図版24)

建物10の南で検出した建物で、建物10とはその一部が重なっている。長軸線は東西にとり、その規

模は南北260cm、北辺250cm、南辺274cmを測る。柱穴の掘り方は円形と楕円形で、径30,...__,65cm、深さ

16,,..___,53cmを測り、柱穴2がやや深い。埋士は他の建物と同様、黄灰色粘質細砂である。

1間X 1間の柱穴の並びをもつ

ことと、その上部を後世の削平で

欠いていると考えられることか

ら、賂穴住居の主柱穴の可能性も

あるが、周辺に古墳時代の竪穴住

／
 

U' 

380mi 

居が存在しないことから、

は建物としておきたい。

ここで

柱穴内からの出土遺物は少贔の

士器片のみで、時期の判る資料は

ない。建物の時期は、検出面と柱

穴の埋土等から、古墳時代と考え

（高田）られる。

建物12(第152図）

20D区の東部で検出した 1問x

l間の建物である。長軸線を東南

ー北西にとり、 その規模は南北

1. 灰黄色 (2.5Y6/2)砂

2 にぶい黄色 (2.5Y6/4)砂

3. 黄褐色 (2.5Y5/3)砂（黄色土塊多く含む）

4. 灰色オリーブ色 (5Y6/2)砂（黄色土塊多く含む）

2m 

-~ 

?,,,,,]"m 

第148図 建物8 • 出土遺物

180cm.、北辺300cm、南辺284cm.を

測る。柱穴の掘り方は円形と楕円

形で、径20------35cm、深さ10cm.前後

を測る。埋土は他の建物と同様、

黄灰色粘質細砂である。

この建物は、建物10・11と軸線

が異なり、建物9とは長軸線がほ

ぼ90度振るものである。

柱穴内からの出土遣物は少量の

-123-
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,. 黄灰色粘質細砂

第149図建物9
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叩゚

゜
ヽ

＼ 

心
饂 ⑱ 

4 3痴

讐~゚~ 鵬疇3311冒2呵m 
~---珈，"'N/.グ1//~麟

〇 2m 

第150図建物10 第151図建物11

360叩

C15 
jcm . 

第153図 井戸11・出土遺物 (1)

1. 褐灰色(10YR 5/1)砂
2. 明黄褐色(2.5Y7/6)砂
3. にぷい黄橙(10YR6/4) 
粘質砂

4. にぶい黄褐色 (10YR
5/3)粘質砂（焼土含む）

5. にぷい黄褐色 (10YR
5/4)粘質土（炭含む）

6. 灰黄褐色 (10YR4/2)
粘質土（炭含む）

7. 黒褐色(10YR3/2)土
8. 黄灰色(2.5Y5/1)粘質

土（にぶい黄色土多く

含む，炭・焼土含む）

9. 暗緑灰色 (1OG 3/1)粘

質土（にぷい黄色土多

く含む．炭・焼土含む）

10. 灰色 (N41)粘質土（炭

含む）
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5. 古墳時代の遺構・遣物

土器片のみで、弥生土器片とともに士師器片があるが、時期の判る資料はない。建物の時期は、検出

面と柱穴の埋士等から、古墳時代と考えられる。

(3) 井戸

（高田）

井戸11(第153・154図、図版24・25・65)

llD区で検出された井戸である。平面形はほぼ円形を呈する。規模は径1.04m、深さ1.96mを測

る。井戸の底はほぼ平坦で、壁は垂直ぎみに立上るが、上部近くではやや傾斜が緩やかになる。埋士

は大きく二層に分かれる。下層は灰色の粘質土が厚く堆積しており、炭を含むものの、遺物はほとん

ど認められない。これに対し、九層に分かれて堆積する上層には、焼土や炭を多く含むとともに、土

器も多く出土した。士器は士師器と須恵器が認められる。士師器は壺 (501)と甕 (502"-'506)と羽釜

(507)がある。甕は口縁部がくの字状に外反するもの (503・505)と、くの字状に外反するが内湾ぎ

みに立上り、端部をわずかに拡張するもの (502・504・506)とがある。須恵器は杯と蓋である。いず

れも口縁端部に面をもつが、 511は丸く収めている。

~-F-ここーニロ

______ ,,, ____ _ 

505 

509' 

~ 
□? 

507 

。
10cm 

第154図井戸11出土遺物 (2)
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第3章第 1節丸田調査区

時期は5世紀の終わり頃と考

えられる。 （平井）

~"' 
井戸12(第155図、図版25・

65) 

＼ 
llD区で検出された井戸で、

東側は他の遺構に切られてい

る。平面形はほぼ円形を呈す

る。底部は上面に比べてずいぶ

ん小さく丸みをもつ。壁はやや

緩やかに立上るが、途中で段を

形成する。規模は径1.8m、深

375cm 
さ1.9mを測る。埋土は大きく

1 . 灰黄色 (2.5Y6/2) 二つの層に分けられる。下層は

粘質微砂 5・6層で、礫を少し含むもの
2. 褐灰色 (lOYRS/1)

の、遺物はほとんど認められな粘質微砂

3. 炭 い。これに対し、 1 ,....__, 4層から
4. オリーブ褐色(2.SY

なる上層は、砂質で遺物を含4/3)粘質土

5 暗灰黄色(2.5Y 4/2) む。また3層は炭の大量廃棄に
粘質土（明黄褐色土

よって形成されたものである。
多く含む）

6 黄褐色 (2.5Y5/4) 出土遺物は土師器と須恵器が

粘土
ある。 514vま鰭状のものが貼り

付けられており、カマドの破片

と考えられる。須恵器には杯、

゜
lm 

蓋、高杯がある。 519と520の高

□□¥ 
513 

こ 514 518 

519 

521 

522 

二
-U 

10cm 

520 
第155図井戸12・ 出土遺物
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5 . 古墳時代の遺構・遺物

1 . 暗灰黄色(2.SYS/2)土

2. 黄灰色 (2.5Y 5/1)土

3. 黄灰色 (2.5 Y 5/1)粘

質土（炭・焼土多く含

む，粘質砂混る）

4. 灰色 (lOY5/1)粘質砂

（炭・焼土多く含む）

5. 灰オリーブ色(5Y5/2)

土

6. 黄灰色 (2.SY 6/1)土

（炭・焼土多く含む）

7. 黄灰色 (2.5Y6/1)土

（炭・焼土含む）

8. 灰色 (SY5/1)粘土（炭

・焼土含む，にぶい黄

色土含む）

。
lm 

524 

0 525 
10cm 

527 
第156図井戸l3・ 出土遺物 (l)

杯は脚に長方形の透かしが上下2段認め

られる。時期は 6世紀の終わり頃と考え

られる。 （平井）

井戸13(第156・157図、図版26・71)

12C区で検出された井戸である。平面

形はやや楕円形を呈する。底部は平坦

で、南側の壁はほぼ垂直に立上るが、北

側の壁は中位で少し段が形成され、ここ

から上はやや外に開きぎみに立上る。規

模は長軸で1.15m、深さ1.98mを測る。

埋土は大きく二層に分かれる。下層は 8

層のみで、炭や焼土を含んでいる。上層

は1"'7層からなり、炭や焼土を多く含

む。なお遺物は上層に含まれる。

出土遣物は土師器と須恵器および石器

である。土師器は球形の胴部にわずかに

外反しながら立上る口縁部がつく甕

(524)と、口縁部より胴下半部の径が少

し狭まる筒状の甑 (525)である。須恵器

は杯 (526)と高杯 (527)である。

石器は楕円形の円礫の両端

に敲打痕が残る敲石 cs25) 
と砥石 (S26)である。

時期は 6世紀の後半であ

る。 （平井）

井戸14(第158図、図版

26・65) 

13C区の中央からやや南東

よりで検出した井戸で、微高

地の縁辺部に位置する。平面

形は、不整円形を呈し、その

規模は径125cm前後、検出面

からの深さ111cmを測る。底

面は径35cm前後のほぼ円形

で、その標高は232cmである。

壁の傾斜は急で、階段状になりながら平坦な底面に向って幅を狭めている。

出土遺物には弥生土器、土師器、須恵器の士器片がある。このうち量的には士師器が多いが、いず

れも前期に属するものである。須恵器は各層から出土しており、この特徴から井戸の時期を求める
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第3章第 1節丸田調査区

冒

゜
C16 

0 2cm 一第157図井戸13出土遺物 (2)

と、 6世紀末,,..._,7世紀初頭頃と考えられる。

（高田）

井戸15(第159図、図版27)

22D杭の南西2.5mに位置し、弥生後期末の

洪水砂上面で検出した井戸である。一部を古墳

後期の溝63で削られているが、その平面形は不

整円形を呈する。規模は径140cm前後、検出面

からの深さ130cmを測る。底面は長径35cmの楕

円形で、標高は198cmである。断面は上部が逆

「ハ」字形を呈し、下部はほぼ垂直に、平坦な

底面まで落ち込んでいる。埋土は大別すると、

上層 (1・2層）、中層 (3,,..._, 8層）、下層

(9 ,,..._,12層）となる。上層は井戸埋没後の上部

の凹みに堆積したもので、 1層は古墳後期の包

含層、 2層は同初頭の包含層の落ち込みと考え

られる。中層はいずれも炭や焼士を多く含んだ

堆積で、洪水砂と思われる淡黄色微砂斑がみら

れ、人為的な埋上と考えられる。また下層は

徐々に堆積した状況を呈し、 9層は賠灰色粘土

と淡灰色砂の互層の埋土である。

出士遺物には少籠の弥生士器と土師器

片があるが、いずれも小片であり、時期

の判る資料はない。よって、検出状況と

埋土のあり方から井戸の時期を求める

と、弥生後期末の洪水砂埋没後、おそら

く古墳初頭に掘削され、短期間に廃絶し

たものと考えられる。 （高田）

(4) 士城

345cm 
' ',  ワアア

1 . 暗灰黄色(2.SY4/2)土

2. 暗オリーブ褐色(2.5Y3/3) 

土

3. オリーブ褐色(2.5Y3/3)土
4. 灰オリーブ(5Y5/3)粘質土
5. オリーブ褐色(2.SY4/3)土

6. 黄灰色(2.SY 4/1)粘土

土壊38(第160図）

llC区で検出された土城で、北側の一

部は他の遺構に切られている。平面形は

隅の丸い五角形状を呈している。規模は

言
528 

。
lm 

。
10cm 

第158図井戸14・ 出土遺物 529 
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5 . 古墳時代の遺構・遺物

最も幅広いところで1.4m、深さ 5cm 

を測る。底部は平坦で、西寄りに浅い

小ビットが穿たれている。埋士しま灰黄

色砂質土である。

時期は検出面から後期と考えられ

る。

土壊39(第161図）

llD区で検出された土猥である。乎

（平井）

340cm 

゜

1 . 灰色微砂粘土

2. 黒灰褐色粘質徴砂

3. 暗灰色粘質微砂

4. 黒灰色微砂粘土

5. 暗灰色粘土（炭含む）

6. 淡暗灰色粘質砂

7. 黒灰色粘土（炭含む）

8. 淡暗灰青色粘質砂

9. 暗灰色粘土と砂の互層

10. 黒灰色粘土

11. 灰色砂

1 m 12. 暗灰色粘土

第159図井戸15

面形は不定形であるが、東西に長い。

規模は長さ1.69m、幅1.41m、深さ 8

cmを測る。底部はほぼ平坦で、壁はや

や緩やかに立上る。また底部に接して

礫が認められた。

時期は遺物がないため明確でない

が、検出面から後期と考えられる。

（平井）

——~ 

380cm 

疇~~冒~賣／

゜
lm 

第160図土壌38

黄灰色 (2.5Y5/1)砂質土

第161図土壌39

土壊40(第162図）

llD区で検出された土

猥であるが、北西端の輪

郭は明瞭でない。平面形

は細長い不整形な形状を

している。底部は丸みを

もち、整は底部とほぼ同

じ傾斜で、緩やかに立上

る。規模は長さ3.6m、

幅1.62m、深さ16cm.を測

る。埋土中には炭や焼土

を多く含む。

遺物はわずかで、土師

器が出土した。口縁部は

くの字状に外反するが、

やや内湾ぎみに立上る。

時期は出土した土器か

ら、 5世紀後半頃と考え

られる。 （平井）

土堀41(第163図）

llD区で検出された士猥である。平面形は隅の丸い長方形を呈するが、南東側より北西側が狭く

なっている。規模は長さ1.42m、幅94cm、深さ 9cmを測る。埋士は灰黄色砂質士である。
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｀
 

ヽヽ

＼ヽ
 

ヽヽ
ヽ

＼ヽヽ
―-

-
;
 ‘‘
 

／ 土壊42(第164図、図版27)

12D区で検出された土城で、西端は調査区外となる。

平面形は長方形を呈する。底部はほぼ平坦で、壁際には

幅15cm、深さ10cm前後の溝をめぐらす。壁はほぼ垂直に

立J::るが、どちらかといえば、上端より底部側が広くな

るようである。規模は現存長2.6m、幅l.lm、深さ75cm

を測る。埋土は下層に弥生時代の墓盤層となる黄色土を

多く含む層 (5層）が厚く堆積しており、その上に四層

認められる。

時期は検出面および士器の細片から古墳時代後期と考

えられる。 （平井）

土壊43(第165図）

12C区で検出された土城である。平面形は不定形であ

るが、東西方向に長い。規模は長さ2.6m、幅1.9m、深

さ10cmを測る。底部は士城の中心より西側よりがわずか

に凹んで最も深くなり、壁は緩やかに立ち上る。埋士は

灰オリーブ色微砂である。

時期は検出面から古墳時代と考えられる。 （平井）

土壊44(第166図、図版28)

12C区で検出された土漿であるが、南端は他の遺構に

切り取られ、また北端近くもビットにより切り取られている。全体の形状は明確でないが、細長い洞

380an 

~ 

＼ 

360cm 

事—―~

゜
lm l

 

7
c
m
 

1
2
 

c
 

◎
 。

第163図 土壊41・出土遺物

遺物は土錘が 1点出士した。

時期は埋土と検出面から古墳時代と考えられる。

（平井）

褐灰色 (lOYR 5/1)砂質土（炭・焼土多含）

。530 10cm 

第162図 土壌40・出土遺物

状を呈するものと考えられる。規模は現存長1.03m、幅27cm、深さ16cmを測る。土城は底部が平坦

で、壁は急傾斜で立上るが、長軸方向では底は南側が深くて、北側がやや浅くなる。壁は北端を除い

てよく焼けており、底部には敷かれたか、あるいはこの場所で焼かれたものかは不明であるが、多量
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5 . 古墳時代の遺構・遺物

―. ~~~'------- ¥ ＼
 

350cm 

a 
咳 1. にぶい黄色 (2.5 Y 6/3)砂

質土

2. 黄灰色 (2.5Y5/1)砂質土

3. 黄褐色 (2.5 Y5/3)土
4. 灰色 (5Y4/1)土

5. 暗灰黄色 (2.SY 5/2)土

（黄色土多く含む）

lm 

第164図土壊42

ベ~--—-,::.、/ I ------

’ヽ

ヽ 'I
', / ! 
', / ! ------- _______ _, I 

叉：、一______k ____』---口／一・____,__.-///// 

\、――-~
360cm 

二 0 lm 

ーニニ〗し二
370cm 

- -----------

“ 

第165図土壌43

0 50cm — 1. にぷい黄色 (2.5Y6/3)微砂

2. にぷい黄色(2.5Y6/3)微砂（炭多く含む）

3. 被熱による赤化

第166図土塘44

の炭が認められた。

時期は検出面ないし埋土から古墳時

代と考えられる。 （平井）

土壊45(第167図）

128区の竪穴住居9の南側で検出し

た士城である。平面形は隅丸長方形を呈し、規模は長さ137cm、幅65cm、深さ18cmを測る。底部は 2段

に掘り込まれ、南壁に接して一段高い面がある。最下部は南側が若干低くなり、その中央には径25

cm、探さ 6cmの円孔が穿たれている。また底面の匝上からは長さ20cmの角礫が出土している。埋土は

炭と焼士が多く含むにぶい黄色砂質土である。
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第3章第 l節丸田調査区

出土遺物には少量の土器片があるが、時期の判る資料はない。土墳の時期は、検出面と埋土から古

墳時代と考えられる。(高田)

土壌46(第168図〕

12C区の竪穴住居10の下で検

出した土境である。平面形はや

や歪な隅丸長方形を呈し、規模

は長さ85c皿、幅60個、深さ19咽

鉱物zz。 1m 。 国間

第168図土墳46第167図土墳45

¥¥ 

」血盟

ゑ働問物協繍脇被援多
。

第169図土墳47

を測る。底部はほぼ平坦で、壁

は急斜に立ち上がり、埋土は黄

褐色砂である。

出士遺物には少量の土器片が

あるが、時期を決する資料はな

L 、。土境の時期は、検出状況と埋土から、古墳

時代で竪穴住居10の百・古・皿より古いものと

考えられる。

土墳47(第169図〕

13C区の北部に位置し、中世以降の洪水で削

(高田)

平された後の平坦面で検出した土境である。平

面形はほぼ長方形を呈し、長軸を北西一南東方

向にもつ。その規模は長さ210c皿、幅83個、深さ

17佃を測る。底部はほぼ平坦だが、若干北西側

に傾いている。壁は急斜に立ち上がり、埋士は

暗灰黄色砂質土である。

出土遺物には少量の弥生土器、須

恵器片があるが、時期を決する資料

はない。土墳の時期は古墳時代後半

期と考えられる。(高田〉

土壌48(第170図)

13C区のほぼ中央に位置し、落ち

込み lの北に接して検出した土壌で

1m 

o 1m 

1.掲灰色(10YR4/l)土(幌土・畏多く含む)

2.灰オリーブ色 (5Y5/2)砂質土

第170図 土塘48・出土遺物

ヲ臼
丹
、

u

ミ主FY
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5. 古墳時代の遺構・遺物

又よこノ

1. 褐灰色 (7.5YR 4/1)砂質土

2. 褐灰色 (7.5YR 5/1)粘質微砂

3. 淡黄色 (2.5Y7/3)砂質土

笈
. 340cm 

勿~一;;.;- -

2m 

第171図土墳49

360cm 

第172図土壊50
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ある。平面形は歪な分銅形を星し、その規模は長さ200cm、幅99,...._,105cm、深さ18cmを測る。底部はほ

ぼ平坦で、南東側の壁は緩やかだが、他は急斜に立ち上がる。埋土は落ち込み lとほぼ同様の堆積士

である。

出土遺物には少量の弥生士器、士師器、須恵器片がある。土城の時期は、図示した須恵器の特徴か

ら6世紀末,..._,7世紀初頭頃と考えられる。 （高田）

土壊49(第171図、図版28)

14D杭の東側に広がる不定形な士猥で、弥生後期末の洪水砂の上面で検出した。その平面形態の違

いから南と北の 2種に分けられる。

北側の広く浅い土城は長さ 7m、幅3.3m、深さ15cmを測り、底面には顕著な凹凸がみられた。埋土

は褐灰色粘質微砂と淡黄色砂質土である。南側の櫛歯状に連続して並ぶ細長い落ち込みは、東端をほ

ぼ揃えた4mX5mの範囲にあり、幅25,-.....,40cm、深さ 3,...._,13cm、落ち込み間の幅20,..._,50cmを測る。ま

たそれらの方向は、弥生後期の微高地端と90度の位饂にあり、おそらく掘削当時の微地形と関係があ

ると思われる。埋土は褐灰色砂質土で、一部の下層には淡黄色砂質士が認められる。断面図をみる

と、北側の士猥と、南側のものとは切り合い関係にあり、後者の方が新しい。また北側の土城上にも

細長い落ち込みが続いていたことが判る。遣構の性格は、その形状から何らかの耕作痕とするにとど

めたい。

出土遺物には少量の土器片がある。士漿の時期は、その検出状況から古墳時代初頭に近いものと考

えられる。 （高田）

土壊50(第172図）

21D区の東北部で検出した上城である。周囲を近現代の用水路で削られている。平面形は不定形

で、残存規模は長さ340cm、幅160cm、深さ10cm前後を測り、底部は凹凸が激しく、数箇所に深みがあ

る。壁は緩やかに立ち上がり、埋土は暗灰色粘士である。

出土遺物には少量の弥生士器片がある。土城の時期は、検出状況と埋土から、古墳時代に属するも

のと考えられる。 （高田）

／ 

345cm 

賃 ―

゜

｀
 
lm 

1 . 褐灰色 (1OYA 6/1)砂質土 2. 褐灰色 (1OY R 5/1) 

砂質土 3. 灰黄褐色(10YR4/2)粘質微砂（焼土・炭多

く含む） 4. 被熱による赤化（炉壁） 5. 褐灰色(5YR
1/5)土（炭・焼土多く含む）

第173図鍛冶炉1

(5) 鍛冶炉

鍛冶炉 1(第173図、図版28)

13C区で検出された鍛冶炉で、落ち込み lのJ:.tこ

重なる。平面形は長方形を呈する。規模は長さ1.25 

m、幅96cm、探さ96cmを測る。ほぼ垂直に立上る炉

墜は 1,....__, 2 cmの厚さで良く焼けている。しかし平坦

な底部はわずかに赤化している部分もあるが、ほと

んど焼けた痕跡は認められなかった。横断面を見る

と、底面の下にさらに炭や焼土を多く含む褐灰色土

の掘り込みが認められたが、その底部は凹凸が著し

し、
゜
時期については検出面や、埋士中に含まれていた

土器の細片から古墳時代の後期と考えられるが、詳
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laDg 

＋
 

J
 

嘉伽履後

第174図落ち込み 1 (S : 1/60) 

2m 
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534 

535 

538 

--

539 

←ヨニ謬＞
540 

544 

543 
O-

10cm ゜毎J2 ゜一1cm 第175図落ち込み 1出土遺物

細な時期は不明である。

(6) 落ち込み

（平井）

落ち込み 1(第174・175図、図版65)

13C・D区に広がる浅い落ち込みである。これは、弥生後期末の洪水砂で埋没した溝13・14上の凹

みと考えられ、ほぼ渦幅内に収まるが、一部に周囲からの溝状の流れ込みをみる。落ち込みの範囲は

12mX 6 mで、北端は溝13とともに調脊区外に延びると考えられ、南側は中世以降の洪水に削平され

ている。底面は凹凸が激しく、検出面からの深さは15"'-'40cmを測る。底には所々柱穴状の円孔が穿た

れるが、新しい時期のものも含まれるようである。埋土は褐灰色粘質微砂で、これは後期の堆積土と

近似する。また、落ち込みのほぼ中央には、その埋没後に先述の鍛冶炉が築かれている。

出士遺物には弥生士器、士師器、須恵器片とともに、多数の鉄滓と滑石製の臼玉J2がある。遺物

はほぼ全面から出土しているが、東北部の凹みからは須恵器がまとまって出士している。図示した土

器は、土師器の甕 (533) と直口壺 (534)、須恵器の甕 (535)、短頸壺 (536)、杯蓋 (537)、杯身

(53g,...,_,543)、横瓶 (544)である。中でも535は、精緻な胎士をもつ古式須恵器である。これらの時期

は、 5世紀代から 7世紀にかかるものであるが、 7世紀の初頭をその下限としている。よって落ち込

みの最終的な埋没時期はそれに近いものと思われる。 （高田）
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(7) 渦

溝44(第176図）

10・11D区で検出された洞で、ほぼ北西から南東方向に流走する。溝は全長 6mあまりで、幅85

cm、探さ10cmを測る。南東端は細くなって終わるが、北西端は途切れる。埋士はオリーブ黄色微砂で

ある。時期は検出面から古墳時代と考えられる。 （平井）

溝45(第177図、図版29)

llC・D区で検出された溝で、北東から南西方向に流走するが、樋途中少し蛇行する。規模は幅40,...__,

65cm、深さ 7,...__,15cmを測る。底部は多少凹凸を有する場所もあるが、ほぼ乎坦で、壁は緩やかに立上

る。埋土はオリーブ黄色微砂である。

時期は検出面から古墳時代と考えられ、さらに井戸11に切られていることから 5世紀後半以前と推

定される。 （平井）

溝46(第178図）

llD区で検出された溝で、北東から南西方向に流走する。溝は全長2.5mあまりで、幅65cm.、深さ

10cmを測る。北東端は井戸12に切られて終わるが、南西端はさらに調査区外へ続くものと考えられ

る。溝の底部は幅広く丸みをもっており、壁は緩やかに立上る。埋土は焼土や炭を多く含む褐灰色砂

質土である。

遺物は須恵器の高杯が出上した。時期は6世紀と考えられる。

溝47(第179図、図版65)

llD区で検出された溝で、北東から南西方向に流走する。溝は全長 6m、幅55cm、深さ10cmを測

る。北東端は途切れるが、南西端は調査区外へ延びると考えられる。底部は狭いが平坦で、壁は緩や

（平井）

かに立上る。埋土は賠灰黄色土である。

遺物は須恵器の杯が出士している。杯は口縁部が長く立上り、端部は内傾する面をもつ。

世紀末ないし 6世紀初めと考えられる。

溝48(第180図）

11・12C区で検出された溝で、近接して平行に並ぶ3条のうちの北端に位置する。消はほぼ東から

時期は5

（平井）

西方向に流走するが、全長Bmあまりで、その両端は途切れてしまう。規模は幅1.05m、深さ15cmを

測る。底部は中央寄りやや北よりが最も深くなり、壁は緩やかに立上るが、南側しま一旦少し立上がっ

た後、わずかに傾斜をもつもののやや広い平坦面を形成する。埋土は炭や焼土を含む灰黄褐色土であ

る。時期は検出面から占墳時代と考えられる。 （平井）

溝49(第181図）

11・12C区で検出された 3条の洞のうちの 1条で、

南側を流走する溝50とは接している。溝は東から西へ

380m 
s り~//)>.._ • 7//. 笏

'N 
380cm 

／ 

尻

~ 二／
゜

50,m 

。
50Cffl 

第176図溝44 第177図溝45
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375血

~ 一~
。

50cm 

360cm 

y 炭

。
50血

□ゴロ 雙~~
545 546 ， 10tm 

゜
10cm 

I 

第178図溝46・ 出土遺物 第179図溝47・ 出土遺物

第180図溝48

流走するが、全長5mあまりで両端

とも途切れる。規模は幅95cm、深さ

15cmを測る。底部は幅広くほぽ乎坦

で、壁は緩やかに立上る。埋土は炭

や焼土を含む灰黄褐色士である。

時期は検出面および埋土から古墳

時代と考えられる。 （平井）

溝50(第181図）

12C・D区で検出された洞で、 3 

本が平行に流走するうちの 1条であ

る。溝は東から西方向に流走し、全

長6mあまりを測るが、その両端ほ

途切れる。規模は幅65cm、深さ10cm

を測る。底部は丸みをもち、壁は緩

やかに立上る。埋士は浅黄色微砂で

ある。

時期は検出面から古墳時代と

考えられる。 （平井）

← =--~ 三二三
。

50cm 

第181図溝49・50

溝51(第182図）

11・12C区で検出された溝

で、溝49と50とはX字状に交差

する。溝は南東から北西方向へ

流走するが、全長7mあまりで

両端とも途切れる。規模は幅40"'--'50cm、深

~ 曇,・
345cm 
N 

グ—•一

゜
50cm 

第182図溝51

370tm 
N S 

二

さ3,...,_.,6 cmを測る。埋土しまにぶい黄色微砂

土である。

時期は検出面および埋土から古墳時代と

考えられる。 （平井）

溝52(第183図）

12C区で検出された洞で、東から西方向へ流走す

る。溝の東端は調査区外へ延びると考えられるが、西

端は途切れる。しかし、方向、埋士などから渦49ある

。
50cm いは50と繋がる可能性がある。規模は幅95cm、深さ12

第183図 溝52 cmを測る。底部は多少凹凸があるものの、ほぼ平坦

で、墜は緩やかに立上る。埋土は灰黄褐色微砂であ

る。時期は検出面から古墳時代と考えられる。 （平井）

溝53(第184図）

13C区で検出された溝で、ほぼ南東から北西方向に流走する。溝は途切れながら、北西側は落ち込
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み 1と重なるあたりまで、南東側は溝54近くまでの、全長llmを確認した。規模は幅60cm、探さ10cm

を測る。埋士は浅黄色砂質土である。

遺物は土師器が出士した。時期は百• 古.nと考えられ、溝もおおむねそれに近いと推定される。

（平井）

s
 

350cm 
N 

゜
50cm 

゜
547 10cm 

第184図溝53・出土遺物

溝54(第185図、図版28)

13C・D区で検出された涸で、調杏区を横断するように北

東から南西方向に流走する。溝は全長10mを測り、北東側は

調杏区外へ延びるが、南西側は中世以降に大きく扶られ途切

れている。規模は幅75cm、深さ23cmを測る。

時期は検出面から古墳時代と考えられる。 （平井）

溝55(第185図、図版28)

13・14C・D区で検出された溝で、洞54と一部重なりなが

ら北東から南西方向に流走するが、南西側の微高地端部近く

になると、微高地端部にそって向含を南に変える。さらに南

側は調杏区外へ延びるものと考えられる。規模は幅80"'-'90

cm、深さ15"'-'25cmを測る。底部は多少凹凸を有する場所もあ

るが、ほぼ平坦で、煎は緩やかに立上る。埋土には炭や焼士

を含んでいた。

遺物としては±錘が出土した。完形に近いが、端をわずか

に欠損する。

w 
350cm 
E 

溝55

w 溝55 E
 

゜

溝54

1. にぶい黄褐色 (lOYR

4/3)微砂土

2. 黒褐色 (lOYR 3/2)微

砂土

（炭・焼土含む）

50cm 

第185図溝54・55・ 出土遺物

彎
~cm 

溝の時期は検出面およ

び埋士から古墳時代と考

えられるが、溝54よりは

古い。 （平井）

溝56(第186図）

14・15 C・D区で検出

された栂で、東から西へ

流走する。溝は全長27m

にわたって検出され、東

端は後世の攪乱によって

一部途切れているが、お

そらく両端とも調査区外

z
 

S N 
340cm 
s 

~~~ 
・- . 325cm 
N S 

勿—

。
50cm 

。
50cm 

第186図溝56 第187図溝57
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へ延びると考えられる。規模は幅50cm、深さ 8cmを測る。埋土は灰褐色微砂粘士である。

時期は検出面および埋土から古墳時代と考えられる。 （平井）

溝57(第187図）

15D区で検出した溝である。流走方向は東西で、その両端は調脊区外に延びている。規模は幅52

cm、深さ 5cmと浅く、検出長は9mを測る。壁は緩やかに立ち上がり、埋土は灰褐色粘質微砂であ

る。

出土遺物は摩滅の著しい小片のみである。時期は、溝56と平行することや、検出面とその埋士等か

ら古墳時代と考えられる。 ・ （高田）

溝58

19D区で検出した溝で、調査区端に位置する。北部と西部は調査区外に延びると考えられること

と、近現代の用水路による削平のため、その残りは悪い。東北から南西に流水すると考えられ、規模

は幅70cm以上、深さ15cm、検出長は7.2mを測る。底は凹凸が激しく、東北から南西に向かって徐々に

深くなり、南西端で約30cm落ち込む。壁は急斜に立ち上がり、埋土は灰褐色士である。

出土遺物には、弥生土器、土師器、須恵器小片がある。時期は、検出面と坤土から古墳時代と考え

られる。 （高田）

溝59(第188図）

21C区で検出した渦で、士猥50の北東に位置する。流走方向は東北ー南西方向で、その北部は調査

区外に延びると考えられる。規模は幅66cm、深さ12cm.と浅く、検出長は4.5mを測る。壁は凹凸な底か

ら緩やかに立ち上がり、埋土は暗灰色粘土である。

出土遺物には少量の弥生土器片がある。溝の時期は、検出状況と埋土から、古墳時代に属するもの

と考えられる。 （高田）

溝60(第189図、図版29)

21C・D区を東北から南西に緩やかに蛇行しながら流走する溝である。その北半を微高地上で、南

半を弥生後期末の洪水砂上面で検出した。その両端は調査区外に延びると考えられる。また東北端で

溝61と切り合いがあり、溝61よりも新しい。規模は北半で幅30cm、深さ22cm、南半で幅47cm、深さ23

cmを測る。断面形は、北半が平坦な底の「U」字形、南半が平坦な底で上部が逆「ハ」字形を呈す。

これら而北での違いは、両者の掘削面の堅さによるものと考えられる。

出土遺物には少量の弥生士器、土師器片がある。溝の時期は、検出状況とその埋士や溝61よりも古

いことなどから、古墳時代初頭に属するものと考えられる。 （高田）

溝61(第190図、図版29)

21C・D区を東北から南西に緩やかに蛇行しながら流走する諧である。その北半を微高地上で、南

半を古墳時代初頭の灰黒色士上面で検出している。両端は調在区外に延び、南側は『百間川原尾島遺

跡 2』の「溝78」につながると考えられる。規模は北半で幅75cm、深さ30cm、南半で幅112cm、深さ

30cmを測る。壁は平坦な底から急斜に立ち上がるが、北半は垂直に近い。なお後述する溝63・65・66

とは、ほぼ同様の流走方向、規模、埋士をもつことから、これらの密接な関係が窺われる。

出土遺物には、弥生土器と少量の士師器、須恵器片がある。溝の時期は、検出状況とその埋士、洞

63・65・66との関係から 6世紀後半と考えられる。 （高田）
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溝62(第191図）

22D区に位置する溝で、溝63の南半と重なりながら流走している。その検出面は弥生後期末の洪水

砂上面で、南側は調査区外に延びると考えられる。規模は幅94cm、深さ15cmを測り、壁は平坦な底か

ら急斜に立ち上がる。埋土しま淡灰色粘質微砂である。出士遺物には少量の弥生土器片がある。溝の時

期は、その検出状況から古墳時代と考えられる。 （高田）
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。
50cm 
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第 3章第 1節丸田調査区

溝63(第192図、図版29・65)

22ライン付近を東北から南西に緩やかに蛇行しながら流走する溝である。 22D杭の南西で井戸15

を、さらにその南で溝62を切っている。溝は古墳時代初頭の灰黒色土上面で検出したが、本来はその

上層の灰色微砂粘土層途中から掘り込まれたものと考えられる。その両端は調査区外に延び、南側は

『百間川原尾島遺跡2』の「溝79」につながる可能性が高い。規模は幅90cm、深さ30cmを測る。底は

流水による凹凸がみられるもののほぼ乎坦で、壁は急斜に立ち上がる。

出土遺物には、少量の弥生士器、士師器、須恵器片がある。溝の時期は、図示した須恵器の杯身か

ら6世紀後半と考えられる。 （高田）

溝64(第193図）

22D区の北隅に位置し、弥生後期末の洪水砂上面で検出した、「十」字に交差する溝である。後述す

る洞65にその一部を切られている。この地は微高地と島に挟まれた弥生後期水田上にあたることか

ら、洪水砂の凹みに流れ込む涸という性格が考えられる。規模は幅25cm前後、深さ 5cmを測り、その

埋土は古墳時代初頭の堆積とされる灰黒色土である。

溝の時期は、土師器の細片と埋土から古墳時代初頭と考えられる。

溝65(第194図、図版29)

22C・D区を東北から南西に緩やかに蛇行しながら流走する溝である。溝は古墳時代初頭の灰黒色

（高田）

土上面で検出したが、本来はその士層の灰色微砂粘上層途中から掘り込まれたものと考えられる。そ

の両端は調査区外に延び、南側は『百間川原尾島遺跡

S N W E 

彎

。
50cm 

第193図溝64

2』の「洞80」につながる可能性が高い。規模は幅85

cm、深さ32cmを測る。底は流水による凹凸がみられ、壁

は急斜に立ち上がる。

出士遺物には、少量の弥生土器、士師器、須恵器片が

ある。洞の時期は、検出状況とその埋土や他の構との関

係から、 6世紀後半と考えられる。 （高田）

E
/
 

1

2

 

w
 

w 

1. 灰色粘土 2. 暗灰色粘土（洪水砂ブロック含む）

第194図溝65

。
50cm 

三 w

1 灰色微砂粘土 2. 暗灰色微砂粘土

第195図溝66
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5 . 古墳時代の遺構・遺物

溝66(第195図、図版29)

22C・D区を東北から南西に流走する洞である。溝は、北端を古墳時代初頭の灰黒色士上面で、そ

の他の大部分を弥生後期の島 lの上面で検出している。その両端は調査区外に延び、南側は『百間川

原尾島遺跡2』の「溝81」につながると考えられる。規模は幅85cm、深さ20cmを測る。底は流水によ

る凹凸がみられ、壁は他の溝61・63・65と比較すると緩やかに立ち上がる。

出士遣物には、少量の弥生±器、土師器片がある。溝の時期は、検出状況とその埋土や他の溝との

関係から、 6世紀後半と考えられる。 （高田）

溝67(第196図）

23C・D区を東北から南西に流走する溝である。弥生後期末の洪水砂上面で検出し、その東端は弥

生後期の島の肩に一致する。溝の両端は不明瞭となって終わり、調査区外には延びないようである。

規模は幅120cm、深さ30cmを測る。西壁は緩やかだが、東壁は急斜に立ち上がり、底は部分的に深く

なっている。埋土は黄褐色粘質微砂で、その上層には灰黒色土の堆積がみられる。

出土遺物には少量の弥生土器片がある。溝の時期は、検出状況とその埋士から古墳時代と考えられ

る。 （高田）

溝68

20A区に位置し、調査区の東隅を東西に流走する濶である。弥生後期末の洪水砂上面で検出したも

ので、その東端は調査区外に延びると考えられる。規模は長さ3.2m、幅50cm、深さ10cm前後を測る。

断面形は半円形を呈し、埋土しま褐灰色砂質土である。

出土遺物には少量の土師器と須恵器片がある。溝の時期は、検出状況とその埋土から古墳後期と考

えられる。 （高田）

溝69

20A区に位置し、南北に流走する溝である。弥生後期末の洪水砂上面で検出したもので、その北端

は調査区外に延びると考えられる。近現代用水の削平を受けているため、その規模は長さ2.7m、幅

60cm、深さ15cm前後を測るに過ぎない。壁は急斜に立ち上がり、埋土は褐灰色砂質土である。

出土遺物には少量の弥生土器と須恵器片がある。溝の時期は、検出状況とその埋土から古墳後期と

考えられる。 （高田）

溝70(第197図）

20A区のほぼ中央を南北に流走する溝で、弥生後期末の洪水砂上面で検出した。北端は調査区外に

延びると考えられ、南端は二股に分かれる。その一方は後述の溝71につながる可能性がある。近現代

用水の削平を受けているため、その規模は長さ3.5m、幅125cm、深さ20cm前後を測るに過ぎない。底

はほぼ平坦で、壁は一度垂直に立ち上がった後、逆「ハ」字状に大きく広がっている。埋士は灰色粘

質微砂である。

出土遺物には少量の弥生土器と土師器片がある。洞の時期は、検出状況とその埋土から古墳時代と

考えられる。 （高田）

溝71(第198図）

20A区の溝70の南側に位置し、南北に流走する溝である。その大部分を弥生後期末の洪水砂L面

で、南端のみを弥生後期の島の上面で検出している。溝72と重なるが、埋士に差異はみられず、南端

は調査区外に延びると考えられる。近現代用水の削平を受けているため、その規模は長さ 3m、幅
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1 . 褐灰色 (7.5YR 5/1} 

粘質微砂

2. 禍灰色 (7_5YA 4/3)微砂

125cm、深さ20cm前後を測るに過ぎない。底

はほぼ平坦で、壁は急斜に立ち上がる。埋

土は灰色粘質微砂である。

出士遺物には少量の弥生上器片がある。

栂の時期は、検出状況とその埋士から古墳

゜
50cm 

第200図溝74

時代と考えられる。

溝72(第198図）

（高田）

20A区に位置し、北東から南へ湾曲しな

がら流走する溝である。弥生後期末の洪水砂上面で検出し、その両端は調査区外に延びると考えられ

る。溝71と重なるが、埋土に差異はみられない。規模は長さ 6m、幅90cm、深さ20cm前後を測る。底

は流水による凹凸があるもののほぼ乎坦で、断面形は逆台形を呈する。埋士は灰色粘質微砂である。

出土遺物には少量の弥生土器片がある。溝の時期は、検出状況とその埋土から古墳時代と考えられ

る。 （高田）

溝73(第199図）

20A区に位置し、北東から南へ湾曲しながら流走する溝で、溝72にほぼ乎行する。弥生後期末の洪

水砂上面で検出し、その両端は調査区外に延びると考えられる。近現代の削乎を受けているため、規

模は長さ6.5m、幅55cm、深さ20cm前後を測るに過ぎない。底は流水による凹凸があるもののほぼ平坦

で、壁は垂直に立ち上がる。

出土遺物には少量の弥生土器、土師器片と鉄滓がある。溝の時期は、検出状況とその埋土から古墳

時代と考えられる。

溝74(第200図）

21ライン上の調査区南東隅に位置し、北から南へ弧を描いて流走する溝である。その北半は弥生後

期末の洪水砂上面で、南半は弥生後期の島の上面で検出した。また溝の南端は調在区外に延びると考

（高田）
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5. 古墳時代の遺構・遺物

えられる。規模は長さ2.7m、幅55cm、深さ20cm前後を測る。底は流水による凹凸があるもののほぼ平

坦で、壁は急斜に立ち上がる。

出土遺物には少量の弥生土器、土師器片と鉄滓がある。溝の時期は、検出状況とその埋土から古墳

時代と考えられる。 （高田）
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第3章第1節丸田調査区

6. 中世の遺構・遺物

(1) 井戸

井戸16(第201図、図版31)

llD区の北部に位置し、器77・78の東側で検出した素掘りの井戸である。平面形は円形で、その規
模は径120cm、検出面からの深さ233cmを測る。壁は最上部が逆「ハ」字状に開くものの、以下はほぼ
垂直に落ち込み、下半で少し袋状となる。井底はほぼ乎坦で径80cmの円形を呈し、標高は138cmであ
る。 1 ,..._, 9層ほ、炭・焼土と甚盤士のブロックを含む人為的な埋土と考えられ、何も含まない10層と

潤

1. 灰黄褐色 (10YR 5/2)粘質微砂
（にぷい黄色土斑含，炭・焼土粒含）
2. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘質微砂
（にぶい黄色土斑含，炭・焼土粒含）

3. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘質土
（にぶい黄色土と暗オリーブ灰色土多含，炭・焼土粒含）
4. 灰黄褐色 (lOYR4/2)粘質微砂
（にぷい黄色土小斑含，炭・焼土粒含）

5. 黄灰色 (2.SY 4/1)粘質土
（にぶい黄色土斑含，炭・焼土粒含）

6. 黄灰色 (2.5Y 4/1)粘質土

（暗オリーブ灰色土多含）

7. 灰色 (1OY 5/1)粘質土
（にぶい黄色土斑多含，炭・焼土粒含）

8. 灰色 (lOY4/1)粘土

（炭・焼土粒含）

9. 暗緑灰色 (7.5GY3/1)粘土

（炭粒含，植物遺体含）

10. 灰色 (10Y5/1)粘土

0 50cm 一
549 

第201図井戸16・ 出土遺物
。

!Dem 
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6. 中世の遺構・遺物
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第 3辛第1節丸田調査区

は対照的である。

遺物は土器、獣骨、種子、鉄滓で、主に 9層から出士している。またこれらとともに5'"'-.J15cmの大

きさの川原石の出土が目立っている。土器には備前焼と亀山焼があり、図示したのは備前焼の摺鉢と

甕の口縁部である。獣骨は数個体のネズミとカエルで、種子はモモである。ネズミとカエルは、それ

を食したものかどうかは判らない。

井戸は屋敷地内の一角に設けられたものと考えられ、周辺には数多くの柱穴がみられる。しかし建

物としてまとめられず、井戸との関係も明らかではない。

ヽ

゜

1 . 灰黄褐色 (lOYR6/2)砂質土

（浅黄色微砂斑含，炭・焼土粒含）

2. 灰黄褐色 (lOYR5/2)土

350cm （炭・焼土粒含）

3. にぷい褐色 (7.SYRS/3)--にぶい黄褐色 (10

YR 5/3) 粘質土（浅黄色微砂斑•暗灰黄色土

斑多含，炭・焼土粒含）

4. 灰褐色 (7.5YR5/2)粘質土

（炭・焼土粒少含）

5. 褐灰色 (7.5YRS/1)粘質土

（炭・焼土粒含）

6. 黄灰色 (2.5Y5/1)粘土

（炭・焼土粒少含）

7. 灰褐色 (7.5YR5/2)粘土

8 灰オリーブ色 (5Y6/2)粘土

（褐色粘質土ブロック多含，炭粒少含）

9. 緑灰色 (5G5/1)粘土

（炭粒少含）

10. 灰褐色 (7.SYR6/2)粘質微砂

11. にぷい褐色 (7.5YR5/3)粘質土

12. 浅黄色 (5Y7/4)微砂

13. 灰色 (10Y6/1)粘土

（炭粒・植物遺体含）

一lm 14. 暗緑灰色 (5G4/1)粘土

第205図井戸17
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6. 中世の遺構・遺物

552 

551 。
10cm 

OC19 
0 2cm 一 ロ鵬111111胤m圃II軋II-----

W2  o 

第206図井戸17出土遺物

← ー建順rn1m1讚~... 
W3  

10 cm 

井戸の時期は室町時代と考

えられる。 （高田）

井戸17(第205・206図、図

版32・66)

14D区の北に位置し、溝

83・84の南東側で検出した井

戸である。平面形はほぼ円形

で、その規模は径245cm、検

出面からの深さ217cmを測る。

壁は上部が大きく逆「ハ」字

状に開くものの、以下はほぼ

垂直かやや袋状に落ち込んで

底となる。なお、この大きく

開いた壁の東部には段が設け

られ、扁平な角礫が置かれて

いた。水を汲み上げる際の足

場のようなものが考えられよ

う。井底は2段に掘り込まれ、上段は120X 125cmの隅丸方形状で、さらに径75cm、深さ33cmの円孔を

穿って下段としている。この底はほぼ平坦で径60cmの円形を呈し、標高は126cmである。また底面に接

する 4個の川原石を検出した。

埋土は新 (1...._., 9層） ・旧 (10....._.,14層）二時期の井戸の埋没状況を示している。 10-----,12層は上部の

壁の崩落によると考えられる堆積である。特に12層は弥生後期末の洪水砂と酷似している。掘り方の

規模から井側等の構造物が存在した可能性もあるが、抜き取られたものか、検出をしていない。 1 ,-..,._, 

9層は、最初の井戸が埋没したか、埋没しつつある段階に掘り直されたと考えられる井戸の堆積であ

る。新旧の井戸の底の比高差は約65cmと推定される。

遺物には土器、土製品、木器、鉄滓があり、 1 ,..._, 9層からの出士が多い。土器は備前焼の摺鉢

(551・552)、士師質高台付椀、瓦器片等である。またCl9は土錘、 W2・3は曲物の底板か蓋であ

る。

井戸の廃絶の時期は、室町時代と考えられる。 （高田）

井戸18(第207・208図、図版32・66・68)

15C区の東隅に位置し、溝87の北、溝91の西で検出した井戸である。溝89と士猥78と切り合い関係

にあり、それらよりも新しい。井戸の掘り下げでは、脆弱な壁の崩落が予測されたために一時中断を

し、周囲を旧河道の西肩面まで下げた段階で再開したため、中位の士層の分層をし得なかったことを

記しておく。

平面形は歪な円形を呈し、その規模は径180cm.、深さ305cmを測る。壁は上部が逆「ハ」字状で、中

位は大ぎく広がって袋状となり、再びすぼまって底となる。井底は一辺135cm程度の隅丸方形を呈し、

その標高は55cmである。なお、井戸の規模から井戸枠等の構造物が存在した可能性もあるが、抜き取

られたものかどうかは確認できなかった。
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1. 灰色 {SY5/1)土

2. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)土（黄褐色土含）

3. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)土

4. 黄灰色 (2.5Y5/1)土（炭含）

5. 灰色 (SY4/1)粘質土と黄褐色 (2.5Y5/6)

粘質土混合

6. 黒色 (N2)微砂粘土

7. 暗緑灰色 (7.5GY4/1)微砂粘土

8 灰色 (N5)粘質土～粘土， 
／ 

（ラミナ状の炭暦顕著）

~9. 緑灰色 (10GY5/1)粘土｀ （炭層・植物遺体含）信10, 緑灰色 (10GY51)粘土
d 

／ 

1m 

第207図井戸18

遣物には、少贔の土器と木器、金属器があり、 8層からの出土が多い。土器は備前焼の甕 (553)、

土師質の小皿 (554)のほか、常滑焼、瓦器片等がある。また木器は、曲物の底板か蓋 cw4・6)、
札と考えられる薄板の加工品 cw5)があり、金属器は刀子 (M7)である。刀子は木柄の残る完形
品で、遺存状態は良好であった。その全長は26.7cm、刃部長は16.9cmを測る。
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6. 中世の遺構・遺物

井戸の周辺には多数の柱穴と、東西あるいは南北に流走する溝がある。これらの洞は屋敷地を区画

するもので、井戸もその一角に設けられたと考えられるが、その有機的な関係は明らかでない。

井戸の時期は、室町時代と考えられる。 （高田）

(2) 土城

W4 

l¥ ¥¥ ¥¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥_ \~ ＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＂ 

ヽ
Jlilllnj 

郎

LJ 。

W6 

皿＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼鴫

10cm 

土壊51(第209図、図版33)

lOC区で検出された士漿である。乎面形は隅の

丸い長方形を呈する。土城内は上半部の壁がほぽ

垂直に立上るのに対し、下半部は底部が広がる袋

状をなしている。底部はほぼ平坦である。規模は

長さ1.85m、幅 lm、深さ lmを測る。埋土は大

きく五層に分かれ、 6層は底部に水平堆積した土

であるが、 2 ,...__, 4層は北西側から流入した士で、

斜めに堆積している。 1層は最後まで残った凹み

に堆積した士である。これらの埋士中には炭や焼

士が目立った。

時期は検出面から中世と考えられる。 （平井）

土壊52(第210図）

lOD区で検出された土城である。平面形は長方

形を呈する。規模は長さ1.3m、幅90cm、深さ27cm

を測る。底部はほぼ乎坦で、壁は急傾斜で立上

る。埋士は炭や焼土を含む灰黄褐色粘質微砂であ

る。

遺物は士錘が2点出士した。

□
 

~ 
554 

。
10cm 

W5  
553 

叉

cーィケ．．・：xH,

] @ ］ 

＇ 
冒
M7 

i 5cm 

第208図井戸18出土遺物
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｀
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--------

｀
 

380叩

。
lm 

1. 黄灰色 (2.5Y5/1)粘質微砂（明黄褐色土ブロック多含；炭・焼土粒含）

2. 黄灰色 (2.5Y 4/1)粘質微砂～粘質土（明黄褐色土ブロック多含，炭・焼土粒含）

3. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘質土（明黄褐色土ブロック多含，炭・焼土粒含）

4. 黄灰色 (2.5Y 4/1)粘質土（明黄褐色土ブロック含，炭・焼土粒含）

5. 灰黄褐色 (lOYR5/2)粘質微砂

6. 暗灰黄色 (2.SY4/2)粘質土（明黄褐色土ブロックやや多含，炭・焼土粒含）

第209図土壌51

380cm 

員`

◎
g
 。

lm 

◎ 

゜
C21 

一
2cm. 

第210図 土塘52・出土遺物
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6 . 中世の遺構・遺物

゜liii.iiiiiii. 
m
 

ー

ー

第211図土壌53

□ーニ
lm 城の底部からさらに深く掘り下げている。埋土中には炭

や焼士を多く含む。

遺物は土師器、備前焼、白磁が出土した。土師器は椀

と小皿で、 557には暗文が施されている。 558は備前焼の壺と考えられる。

時期は出土した遺物から13世紀前半頃と考えられる。

土壊56(第214図）

。
第212図土壊54

時期は検出面および埋士から中世と考えられる。 （平井）

土壊53(第211図）

lOD区で検出された土城である。乎面形は北西側が弧を描

＜隅丸長方形を呈する。規模は長さ1.26m、幅1.04m、深さ

21cmを測る。底部はほぼ平坦で、壁は急傾斜で立上る。埋土

は焼土や炭を含む賠灰黄色砂質士である。

時期は検出面から中世と考えられる。 （平井）

土壊54(第212図）

lOD区で検出された士猥であるが、北西端は他の遺構に切

られている。平面形は長方形を呈する。検出時は土城墓では

ないかと考えていたが、人骨は残存しておらず、それを裏付

けるものがないことから土城としておく。規模は長さ1.56 

m、幅68cm、深さ28cmを測る。底部は平坦で、壁は急傾

斜で立上る。埋士は明黄褐色士が混在する賠灰黄色士で

ある。

時期は検出面から中世と考えられる。 （平井）

土壊55(第213図）

llD区で検出された土城である。平面形を見ると、長

楕円形と隅丸長方形の士城が一部重なりあっているよう

に思えるが、断面を観察すると一つの土猥である。南側

の長楕円形の土城は、北側の隅丸長方形を呈する浅い土

（平井）

llD区で検出された浅い土城である。平面形は長方形を呈すると考えられるが、南西側は他の遺構

に切られており、全体の形状は明確にし得ない。規模は長さ1.37m、幅1.13m、深さ 8cmを測る。底

部はほぼ平坦で、壁は急傾斜で立上る。埋士は炭や焼土を含む灰黄色微砂質士である。

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。 （乎井）

土堀57(第215図）

llC区で検出された土漿である。平面形は南側の幅が広く、北側の幅が狭い長楕円形状を呈する。

規模は長さ2.8m、幅1.48m、深さ10cm.を測る。底部は多少高低差はあるが、ほぼ平坦で、壁はやや急

傾斜で立上る。

遺物は±師器や士錘がわずかに出土した。 560は土師器の小皿で、土猥底部に接して出士した。土錘

は細長い紡錘形を呈すると考えられるが、約半分は欠損している。

時期は中世と考えられる。 （平井）
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旦`喜吾3. 黄灰色 (2.5Y5/1)粘質微砂（炭・焼土粒含）

4. 灰オリーブ色 (SY6/2)土
（炭・焼土粒含）

5 にぶい黄色 (2.5Y6/3)土
6. 灰オリーブ色 (SY5/2)土

（オリーブ黄色微砂斑•炭・
焼土粒含）

7. 灰黄色 (2.5Y 6/2)土
（炭・焼土粒含）

8. 灰黄褐色 (10YR6/2)土
（炭・焼土粒含）

9 灰黄色 (2.5Y6/2)砂質土
（炭・焼土粒含）

。
lm 

呵―――
__ , 

555 

叉二
556 

~~ ~ 
文
557 

／
 ， 

5
 
5
 

l
 

]
 

[
 

〇
け
□
558

。
10cm 

第213図土壊55・ 出土遺物

1

1

 ，
 

ー

380cm 

疇
0 lm 

第214図土壌56

土壊58(第216図）

llD区で検出された士城である。平面形は隅丸の長方形を呈す

る。規模は長さ1.16m、幅57cm.、深さ16cmを測る。底部は北側が

深く、南側に向かって徐々に高くなる。壁は急傾斜で立上る。埋

土は炭や焼土を含む灰黄色士である。

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。 （平井）

土壊59(第217・218図）

llD区で検出された士城で、北端東側は一部他の遺構に切られ

ている。平面形は不定形で、南北に長い土城の南側が西へ大きく

張り出した形状を呈している。土城の中央部が最も深く、北側か

ら東側ではそのまま壁が立上るのに対し、南側から西側では少し

立上ったところで乎坦部を形成し、さらに少し立上る。埋土には

炭や焼士を含んでいた。
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6. 中世の遺構・遺物

ぐ＞
→ 

ー三~

゜
560 cm 一

゜
I , ＿ 

;/' 
閃
〗

竺O
l

380cm 1・ 灰黄色 (2.5Y7/2)微砂

灰 ― 質土（炭粒少含）

2 2. 黄灰色 (2.5Y6/1)粘質
/ 微砂

゜
lm 

第215図土壊57・ 出土遺物

380cm 

~ 

遺物は少量であるが、土師器や備前焼が出上した。 561は土師

器の土鍋で、外面には指頭圧痕が粘土帯にそって残り、その上を

荒い刷毛で調整している。 562は備前焼の摺鉢で、口縁部の拡張

はあまり著しくない。

時期は鎌倉時代と考えられる。 （平井）

土壊60(第219図）

llC区で検出された土壊で、検出面からの深さはわずかであ

。
第216図土壊58

1m る。平面形は長方形を呈する。規模は長さ1.46m、幅93cm、深さ

5 cmを測る。底は平坦で、壁は急傾斜で立上る。埋土は明黄褐色

士を混在する黄灰色砂質土である。

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。

土壊61(第220図）

llC・D区で検出された士漿である。平面形は長楕円形を呈する。規模は長さ1.22m、幅64cm、探

（平井）

さ7cmを測る。底部は平坦で、壁は急傾斜で立上る。埋土は炭や焼土を含む灰黄褐色土である。

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。 （平井）

土壊62(第221図）

llC区で検出された士城で、南西側は一部他の遺構によって切られている。平面形は北西側の狭い

短辺に向かって斜めに掘り込むためやや不規則な長方形状を呈する。規模は長さ1.33m、幅76cm、深

さ14cmを測る。底部は平坦で壁はほぼ垂直に立上る。埋士は炭や焼士を含む褐灰色砂質士である。

時期は検出面および埋士に含まれていた上器の細片から中世と考えられる。 （平井）

土壊63(第222図）

llD区で検出された士壊で、南西側は調在区外になる。平面形はやや変形した楕円形と推定され

-159-



第3章第1節丸田調査区

¥
 

e
&
 
8
£
 

~ 
., 
，
 
／
 

I
 .
I
 ／
 

9-こ
＇ ,
2

 

ヽ
ヽ

ヽ

ー

゜
lm 

1. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)微砂質土（炭・焼土粒含） 2. 灰黄褐色 (10YR4/2)土（炭・焼土粒含）

第217図土壊59

る。士猥の底部は平坦で、壁は急傾斜で立J:.る。埋土は炭や焼士を含む暗灰黄色±である。

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。

土壊64(第223図）

llC区で検出された士城である。平面形は検出面で方形を呈するが、底部は長方形になる。規模は

（平井）
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6 . 中世の遺構・遺物

561 → 

一／//`:／／//／/／／/／/／//_______,,,̀ 

。
10cm 

。
lm 

第218図土壊59出土遺物 第219図土壌60

~ ＼` , , -1 

’’ 1. ’’ 

z，＇＼—ゞ＼ー、ロ・,.、

如 NII

380cm 

疇疇瓢／／／／

゜
lm 

゜
1m 

゜
50cm 

第220図土壊61 第221図土墳62 第222図土塘63

370cm 

3即cm

~ ご
0 50cm 一第223図土壊64 。

lm 
563 

O cm 一第224図土壊65・ 出土遺物
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~ 

380cm 

冑
0 50cm 一第225図土壌66

目爾

。

1. 黄灰色(2.5Y6/1)
微砂質土
（炭・焼土粒含）
2. 灰黄褐色 (lOYR
5/2)土（炭・焼土
粒• にぶい黄色土
斑含）

lm 

第226図土壊67

。1. 灰色 (5Y5/1)砂質土（炭・焼土多含）

2 灰色 (5Y6/1)砂質土（鉄分・マンガン多含）

3. にぷい黄色 (2.5Y6/4)砂 4. 浅黄色 (5Y7/3)砂

5. 黄灰色 (2.5Y 6/1)砂質土（マンガン多含）

第227図土壊68(S : 1/60) 

検出面で東西が94cm、南北86cm、

深さ38cmを測るが、底部は南北66

cm、東西46cmになる。底部は西側

より東側が深くなるが、凹凸はな

い。壁は急傾斜で立上る。埋土しま

焼土や炭を含む灰黄褐色士であ

る。

時期は検出面および埋士から中

世と考えられる。 （平井）

土壊65(第224図）

llC区で検出された土城で、西

端部および北東角は他の遺構に切

られている。規模は残存長1.18

m、幅84cm、探さ16cmを測る。底

はほぼ平坦で、壁は急傾斜で立上

る。埋土は焼土や炭を含む褐灰色

砂質土である。

遺物は瓦器の小皿が出土した。
2m 

内面には暗文が認められる。時期

は室町時代と考えられる。（平井）

土猥66(第225図）

llC区で検出された土城で、東

側は他の遺構によって切られてい

る。平面形は隅の丸い長方形を呈する。規模は長さ lm、現存幅55cm、・深さ10cmを測る。底部は北側

より南側が深くなっており、壁は急傾斜で立上る。埋土は焼土を含む黄灰色砂質±である。
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6. 中世の遺構・遺物

時期は検出面および埋士から中世と考えられる。

土壊67(第226図）

12C区で検出された士漿で、北端および西側の一部は他の遺構によって切られている。平面形は隅

丸長方形を呈する。規模は長さ1.48m、幅88cm、深さ26cmを測る。底部は多少凹凸があるが、ほぼ平

坦で、壁は急傾斜で立上る。埋土は二層に分かれ、いずれにも炭や焼士を含む。

時期は検出面および埋士から中世と考えられる。

380cm 

（平井）

（平井）

土壊68(第227図、

版33)

図

。
1m 

第228図 土壌69

360cm 

。
lm 

0・ 
an 
J3 

0 1cm 一

12C区で検出された浅

い士城で、南側および北

東端の一部は他の遺構に

切られている。平面形は

やや不整形な方形を星す

る。規模は東西2.lm、

南北2.3m、深さ10cmを

測る。底部は中央から南

東よりが最も深く、壁際

に向かって徐々に浅くな

る。壁の立上りも緩やか

で、全体として皿状に

なっている。埋土は三層

からなっている。

時期は検出面および埋

土から中世と考えられ

る。 （平井）

/564cm-。

土壊69(第228図、図版33)

12C・D区で検出された土城

である。平面形は長方形を呈す

る。底部は平坦で、壁は急傾斜

で立上る。埋土は明黄褐色土を

ブロックで含む賠灰黄色±であ

る。規模は長さ3.06m、幅1.07 

m、深さ62cmを測る。

時期は検出面および埋土から

中世と考えられる。

土堀70(第229図）

（平井）

第229図 土壊70・ 出土遺物

13C区で検出された土猥であ

る。平面形は楕円形状を呈する
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が、いくつかの士城やピットが璽なったようにも見える。しかし、埋土は同じであり、切り合い関係

も認められなかったことから、一つの遺構とした。規模は長さ2.04m、幅1.44mを測る。

遺物は備前焼および滑石製の臼玉 l点が出土した。時期は室町時代と考えられる。 （平井）

土擦71(第230図）

13C区で検出された土漿である。平面形は長方形を呈する。規模は長さ1.72m、幅 lm、深さ38cm

を測る。底部はほぼ平坦で、壁は急傾斜で立上る。埋土は二層に分かれ、下層には士城を掘り下げた

時の黄色士を多く含む。

,. ＇ 

キ

：／ 
1

2

 

。

時期は検出および埋土から中世と考えられる。

（平井）

lm 

1. 灰オリープ色 (5Y5/3)土

2. 灰オリープ色 (7.5Y 4/2)土（黄色土粒多含）

第230図土壊71

-~ 

土壊72(第231図）

14C杭の北5mで検出した土城で、北端を溝84に切

られている。平面形はやや隅丸の長方形を呈し、軸線

を南北からやや西に振っている。規模は長さ2-09cm、

幅88cm、探さ53cmを測る。底部はほぼ平坦で、壁は垂

直近くに立ち上がる。埋土は三層で、いずれも水平に

堆積している。

遺物には少星の±器片と鉄滓がある。時期は、検出

面と遺物から中世と考えられる。 （高田）

土壊73(第232図）

14D区の北部に位置し、中世洪水で削平された後の

乎坦面で検出した土城である。平面形はやや隅丸の長

方形を呈し、軸線を南北にもつ。規模は長さ190cm、幅

101cm、深さ20cmを測る。

底部はほぼ平坦で、東西の

355cm 

゜

目

~
~
c

1m 

1. 灰黄色 (2.5Y6/2}粘性微砂 2. 灰黄福色 (lOYR 6/2)砂質土

3. 褐灰色 (lOYR 5/1)粘質土

第231図土塘72

壁は垂直に、雨北の壁は急

斜に立ち上がる。埋土は、

上層の微砂と底面に薄く堆

積した粘士からなり、いず

れも炭と焼土を含む。

遺物には少量の土器片が

ある。時期は、検出状況と

埋土から中世と考えられ

る。 （高田）

土壊74(第233図）

14C区の中央やや西寄り

で検出した上城である。乎

面形はほぼ方形を呈し、規

模は100X 95cm、探さ30cm
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6 . 中世の遺構・ 遺物

~ 

｀ 
lm 

[
:
佃

。

費

1 . 黄褐色 (2.5Y5/3)微砂（青灰色粘土含，炭・焼土粒少含）

2. 青灰色 (5BG6/1)粘土（炭・焼土粒少含）

第232図土壊73

第233図土塘74

lm 

第234図土壌75

を測る。底部はほぽ平坦で、壁は垂直に立ち上

がる。埋土は暗オリーブ色土で、炭と焼土を含

む。

遺物には少量の士器片がある。時期は、検出

面と埋土から中世と考えられる。 （高田）

土壊75(第234図）

14C区の中央やや東寄りで検出した士猥であ

る。平面形は長方形を呈し、軸線をほぼ南北に

もつ。規模は長さ120cm、幅75cm、深さ13,,,.,__,19cm

キ

贔督
370cm 

｀
 

゜
1m 

第235図土壊76

-165-



第3章第1節丸田調査区

を測る。底部はやや凹凸があり、壁は垂直近くに

立ち上がる。埋士は灰白色粘質微砂である。

遺物には少量の土器片がある。時期は、検出面

と埋士から中世と考えられる。 （高田）

土壊76(第235図、図版34)

14D区で検出した土城である。土城77と近接

し、さらにその軸線を同ーにする。平面形は歪な

隅丸の長方形を呈し、軸線をほぼ東西にもつ。規

模は長さ268cm、幅76"-'13lcm、深さ30cmを測る。

底部には、径40"-'70cmの円～楕円孔が5箇所に穿

たれ、壁は垂直近くに立ち上がる。埋土は灰白色

砂質士で、炭と黄色士ブロックを含んでいる。

遺物には少量の土器片がある。時期は、検出面

と埋土から中世と考えられる。 （高田）

土壊77(第236図、図版34)

14D区で検出した士城である。平面形は歪な隅

丸の長方形を呈し、軸線をほぼ東西にもつ。規模

は長さ180cm、幅95cm、深さ30cmを測る。底部はほ

ぼ平坦で、壁は垂直近くに立ち上がる。埋土は灰

白色砂質士で、炭と黄色士ブロックを含んでいる。

才

亨

-0-
0~ 

ニ~23
0 2cm 一第236図土城77・ 出土遺物

遺物は少星の土器片と円盤状土製品がある。検出面と埋士から中世と考えられる。 （高田）

土壊78(第237図）

15C区の西部で検出した土城で、井戸18と溝89------91に切られている。調往区外に広がるため、その

全容は明らかではないが、平面形は隅丸の方形を呈するものと考えられる。規模は北西ー南東長9.5

m、南西ー東北長4.3m、深さ15cm前後を測る。底面はほぼ乎坦だが、径20------35cmの円孔が穿たれ、東

西方向の浅い溝93も掘削されている。壁は南壁が急斜に、西壁が緩やかに立ち上がり、埋土は灰白色

粘質微砂で、炭を含む。

遣物には少量の土器片がある。時期は、・検出面と埋土から中世と考えられる。 （高田）

土壊79(第238図）

15C区で検出した士城である。平面形は卵形を星し、軸線をほぼ東西にもつ。規模は長さ105cm、幅

77cm、深さ27cmを測る。底部はほぼ平坦で、壁は急斜に立ち上がる。埋士は砂と砂質土のブロックを

一気に充填しており、人為的な堆積である。

遺物には少量の土器片がある。時期は、検出面と埋土から中世と考えられる。 （高田）

土壊80(第239図）

15D区で検出した浅い土城である。平面形は長方形を呈し、軸線を南北にもつ。規模は長さ160cm、

幅97CII).、深さ 5...__, 8 cmを測る。底部はほぼ乎坦で、壁は比較的緩やかに立ち上がるようである。埋土

は浅黄色微砂で、炭を含んでいる。

遺物には少量の土器片がある。時期は、検出面と埋土から中世と考えられる。 （高田）
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第237図土壊78(S : 1/60) 

。

1 . 明黄褐色(7.5YR7/6)砂
370cm とオリープ褐色(2.SY4/ 

4)砂の混合
2 灰黄色(2.5Y6/2)砂質土
3. 黄灰色(2.5Y6/1)砂
4. 黄灰色(2.5Y 5/1)砂
5. 浅黄色(2.5Y7/4)砂質土
lm 

__,J  6. 灰黄色(2.5Y6/2)砂質土

第238図土壌79
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第 3章第1節丸田調査区

370cm 

言

第゚239固土壊80

(3) 土猥墓

土壊墓 1(第240図、図版34)

12C区のほぼ中央で検出した土城墓で、その東半を落ち込

み 3で切られている。平面形は東辺がやや湾曲するものの、

隅丸長方形を呈する。規模は長さ92cm、幅59cm、深さ40cmを

測り、ほぼ平坦な底から壁が垂直に立ち上がる。埋士は暗灰

黄色砂質土である。

土城内の上部には、長さ20,....,__,50cm、原さ10,....,__,18cmを測り、

平坦面をもつ4個の角礫がある。四角く並ぶが、平坦面の向

きと礫底のレペルが一定していないことから、原位置を移動

しているものと思われる。人骨はこの角礫を除去して検出し

たもので、頭を北に、左を下にして両手両足を折り畳んだ横

lm 臥屈位で埋葬されていた。体を土城壁にほぼ接し、底面から

ほ 1,....,__,5 cm浮いての出士である。遣存状態は比較的良好だ

が、肋骨と脊椎骨についてはほとんど土質化していた。その

性別と年齢は、男性で壮年前半と推定される（付載3)。

遺物には少量の弥生土器、土師器、士師質高台付椀片があるが、副葬品等の出士はない。

以上のことから士城墓は、遺体を土城内に直に埋納し、土砂で埋積した後、その上部に角礫を配し

たもので、時期は検出面と埋士から中世と考えられる。また人骨は、中世人の形質的な資料として貴

重なものとなろう。 （高田）

土壊墓2 (第241図）

20C区の南端で検出した土城墓である。乎面形は歪な長方形を呈し、規模は長さ163cm、幅100cm、

深さ 6""'9cmを測る。底はほぼ乎坦だが、やや西側に傾いている。埋士は灰白色粘土で、底面には人

~ 

370~m 

。
50cm 

第240図土壊墓1

1 . 灰白色粘土 2. 人骨

第241図土壊墓2
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6 . 中世の遺構・遣物

骨片が広がっている。ほとんど士質化しているため、その形状、大きさ、部位等は不明である。長軸

方向を南北からやや西に振ることから、頭位は北にあるものと考えられる。

遺物は少量の土器片があるが、時期の判る資料はない。検出面と埋土から中世と考えたい。（高田）

(4) 落ち込み

落ち込み2 (第242図、図版35・72)

12C・D区で検出された浅い凹みで、南西側は調査区外へ延びる。平面形は南北に長軸をむける長

方形に、南東辺の南寄り側の一部が東へ張り出しているような形状を呈する。底部は多少凹凸が認め

~ 

3
7
0
c
ヨ

370cm 

ーー ー／― ー／ー／／~Adー｀

゜
2m 

1 . 浅黄色 (7.5Y 7/2)微砂（灰オリーブ色粘質微砂混） 2. にぶい黄色 (2.5Y6/3)微砂（浅黄色粘質土

ブロック含，炭・焼土粒含，下面に炭層）

o-
I ¥ 

I I 疇
ぬI 
I I 

◎ ◎ ◎ 
◎ 

C24 
C25 C26 

C27 C28 

゜
◎ 

第242図 落ち込み2・出土遺物

jcm 
C29 
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6. 中世の遺構・遺物
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溝77.出土遺物

0 50cm 一溝79・出土遺物

落ち込み3 (第243図、図版71)

11・12D区で検出された浅い凹みであ

る。ほぼ南北に長い凹みであるが、南側は

中世以後の氾濫によって削られ、北側は謂

介区外へ延びる。平面形同様、 U廣内も不

定形な掘り込みで、底部も凹凸が著しい。

また、北半部にはビットが集中している。

遺物は砥石が 1点出 Lした。砥石は長方形で約3

分の 1は欠損していると思われる。時期は検出面お

よび埋土から中世と考えられる。

(5) 

（平井）

禍

溝75(第244図）

lOD区で検出された渦で、ほぼ北西から南東方向

に流走する。渦の北西端は調奔区外へ延び、南東側

は5mほどで一旦途切れた後また 2mほど検出さ

れ、その先は消えてしまう。規模は幅30"-'60cm、深

さ15cmを測る。底部は平坦で、埋は急傾斜で立L

る。

遺物は備前焼の摺鉢が出土した。時期は室町時代

と考えられる。 （平井）

溝76(第245図）

10•11C·D区で検出された溝で、梢77と平行に

ほぽ南北に流走する。渦は北端、南端ともに調在区

外へ延び、また南半は瑚78が Lに重なる。規模は長

さ27m、幅54cm、探さ13cmを測る。底部は多少刑凸

が認められるが、ほぼ平坦で、粒は急依斜で立上

る。

遺物は上師器と七錘が出士した。567は±:.師器の

士鍋である。時期は室町時代と考えられる。（平井）

溝77(第246図）

llD区で検出された渦で、ほぼ南

北に流走する。濶の南端は調在区外

へ延びるが、北端はllmほどで終

る。規模は輻40cm、探さ10cmを測

る。底部は丸みをもち、競はやや緩

やかに立上る。埋土は黄灰色±であ

-

3
1
5
 

ロ：＇◎
C
2
-

-

o

 

る。
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第3章第 l節丸田調査区

遺物は備前焼の摺鉢が出七した。洞の時期は室町時代と考えられる。

溝78(第245図）

llD区で検出された構で、欝76の南半部を頂なりながら南北に流走する。洞の南端は調査区外へ延

びるが北端は12mあまりで終る。規模は幅30cm、探さ10cmを測る。底部は中央部が最も探く、ほとん

（平井）

ど平坦部をもたないま ま墜がやや緩やかに立上る。

遺物は備前焼の甕が出±した。口縁端部は折り返してやや幅の広い玉縁をつくり出している。構の

時期は溝76より新しいが、出士遺物から近世まで下ることはないと考えられる。 （平井）

溝79(第247図）

llD区で検出された洞で、ほぼ南北に流走する。料の南端は濁雀区外へ延びるが、北端は8mあま

りで途切れる。規模は輻1.05m、探さ13cmを測る。底部はほぽ平坦で、壁はやや緩やかに立上る。埋

土は黄灰色粘質微砂である。

遺物は土錘が出士した。遺構の時期は中世と考えられる。

溝80(第248図）

UC区で検出された料で、ほぽ南北に流走する。北端は凋在区外へ延びるが、南端は7mほどで終

る。規模は幅50cm、深さ10cmを測る。底部は平坦で、墜はやや緩やかに立上る。埋ヒは灰や焼士を少

し含む灰黄褐色 Lである。

（平井）

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。

溝81(第249図）

13C区で検出された澗で、ほぼ東西に流走する。栂の東端は調在区外へ延びるが、西端は3mあま

りで終る。規模は幅30cm、深さ 6cmを測る。底部は弧を描き、陪はやや緩やかに立上る。埋卜はにぶ

い黄色粘質微砂である。

（平井）

37Q~m 

三゚
~,m一第248図溝80

380cm 

冒
゜― ~ tm 

第249図溝81

3~0clll 

冒
0 50cm ― 第250図 溝82

w 
350c., 
E 

0 50cm ― 1. 灰黄色 (2.5Y6/2)粘質微砂（炭・ 焼土

粒少含）

2. 黄灰色 (2.5Y5/1)粘質微砂（炭・ 焼土

粒少含）

第251図溝83

360cm ． 

゜

一
ょ

1. 灰色 (5Y511)粘性微砂

2. 黄褐色 (2.5Y5/3)粘質土

3. 灰色 (JOY4 1)粘土（炭粒含）

第252図溝84
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時期は検出面および埋±から中世と考えられる。

溝82(第250図）

6. 中世の遺構・遺物

（平井）

13C区で検出された洞で、ほぽ南北に流走する。料の北端は謂在区外へ延び、南端は中世以後の氾

濫によって削られている。溝は北半部で船60cm、深さ 7cmであるが、南半部は急激に広くなり輻は3

m前後を測る。埋Lは黄灰色砂質七である。

時期は検出面と埋上から中世と考えられる。 （平井）

溝83(第251図）

13C区で検出された洞で、北東部は北東から南西方向へ流走するが、南西部は南へ曲がる。洞の北

東端は調査区外へ延びるが、南端は中仇以後の氾濫によって削られている。規模は幅94cm、探さ28cm

を測る。埋上はご層に分かれるが、いずれにも炭や焼±粒を含む。

時期は検出面ないし埋上から中世と考えられる。

溝84(第252図）

（平井）

13・14C区で検出した溝で、直線的な東西禍の西端に南北洞が取り付く。渦の東端は謂介区外に延

び、南端は近現代用水と中世以降の洪水に削られて不明である。規模は東西溝が輻1.83cm、探さ53cm

であるのに対し、南北洞は輻40cm、探さ15cmを測るに過ぎない。溝底は数段に蕗ち込み、競は急斜に

立ち J:.がる。—一定方向の流水は考え難く、屋敷地等を区画する掘割りのような機能が推定される。

遺物は少量のJ:.器片と鉄滓が出±.している。士器には備前焼と土師質高台椀等がある。以上のこと

から構の時期は、中世と考えられる。 （高田）

溝85(第253図、図版72)

14C・D区を北から南にやや蛇行して硫走する料である。その北端は調介μ区外に延び、南端は禍87

と直角に合流する。洞底は、北半が 1つであるのに対し、南半は 2つとなり、掘り面しが考えられ

る。規模は北半で幅85cm、標高327cm、南半で幅170cm、標高315cm~317cmを測る。底はやや凹凸があ

り、墜は急斜に立ち上がる。澗87・91とともに屋敷地を区画する渦と考えられる。

遺物は、備前焼 (569~571)、常滑焼、東播系の鉢、 L師質高台椀、瓦、上錘 (C32 · 33) 、円盤状

士製品 (C34~36) 等が出上している。以上のことから洞の時期は、室町時代と考えられる。（高田）

溝86(第254図）

14C区の中央やや南よりで検出した浅い渦状の遺構である。南北に延び、その北端は調介区外に続

くものと考えられる。規模は長さ 7m、幅100cm、検出面からの探さ13cmを測る。底はほぼ平坦で、陪

は緩やかに立ちJ:.がる。埋上は灰白色粘質微砂である。

遺物には、備前焼や±師質高台椀等のい器片がある。以卜のことから渦の時期は、室町時代と考え

られる （高田）

溝87(第255図、図版35・72)

14・15C・D区を東西に流走する構である。東端は禍91に接続し、 14C区のほぽ中央では北側から

直角に渦85が合流する。また、料の西端は調脊区外に延びると考えられる。なお溝の L部には、ほぼ

同一流路で近世洞があり、大量の士器と礫を出土している。

渦の規模は幅150-----200cm、標高310"--316cmを測り、東から西への流水が考えられる。埋±~ま褐灰色

粘質卜で、理は急斜に立ち上がるが、南準はやや緩やかとなる。禍85・91とともに屋敷地を区画する

溝と考えられ、区画外よりもその内部の遺構密度が高くなることを指摘できる。
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1. 灰黄褐色 (10YR52)粘質微砂

2 暗灰黄色 (2.5Y 512)粘質微砂

3. 黄灰色 (2.5Y5,1)粘土

4. 灰褐色 (7.5YR52)粘賣土

5 褐灰色 (7.5Y R 5;1)粘質土

6 灰白色 (7.5Y7/2)粘性薇砂

7. 灰色 (7.5Y61)微砂粘士
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第253図

こ 巴
C35 C36 

? I I I I二cm
溝85・出土遺物

第254図 溝86・ 出土遺物

遺物は 1:器片と七製品が出土している， 七器は、備前焼の壺 (573)、甕 (575)、摺鉢 (576"--578)、

亀山焼の甕 (574)、 1:師質の小皿 (579)、瓦質の火舎 (580)等である。 L製品には、円盤状 t製品

(C37""'41) と土錘 (C42・43)がある。また特筆すべき遺物として、上部の近世禍から出七したC

44の瓦経片がある。上面と一方の側面を残して他は欠蕗し、大きさは縦6.8cm、横4.6cm、財さ2.2cmで
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6. 中世の遺構・遺物

縦の罫線問は1.6cmを測る。表裏にSかれた経文は法梧経である。瓦経の出七としては県内では 6例

めで、近隣では岡山市沢田出 Lの瓦経がある。同じ法華経を甚写していることと、その規格の類似性

が指摘されている（註 2)。

遺物には時期輻が認められるものの、概わ室町時代に機能した構と考えられる。 （絲田）
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-e--o-＼ エノ〗巧拿
578 

, . • .J・ ., 夕.~'l";· . · 
'疇., ヽ,,—. -·-ふ±←ー •・—·,_,:., -. 

~--．-、． 580 -、 0 

巳
579 

10~ cm 

化彩多後鑓
C37 

◎E詈翌i二~C38 - -゚一

-CD-
◎ 

C39 冒 鱈
C42 

C40 

R 
C41 

C43 

573 

C44 

゜一5cm 

第255図溝87• 出土遺物
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溝88(第256図）

14・15C区の北6mで検出した洞である。南北に流走するもので、 15D杭の北で東西の構と直交

し、その北端は調査区外に延びると考えられる。規模は、南北洞で長さ10m、幅16cm、検出面からの

深さ24cm、東西満で長さ1.5m、幅13cm、深さ 4cmを測る。 断面形は「V」字形を呈し、埋上は灰オ

リーブ色土である。

遺物は少量の中世土器片等がある。洞の時期は、 検出面と埋上から中世と考えられる。 （高田）

溝89(第257図）

15C区の東部に位置し、樅90に平行する澗で、井戸18に切られている。そ

の北端は調在区外に延び、南端は講87に接している。規模は幅120cm、検出面

からの深さ19cmを測る。底面はほぼ平坦で、井戸より北の西壁際には浅い渦

がある。 断面形は逆台形を呈し、埋七は灰色粘質微砂である

遺物は少贔の中世 I::器片がある。渦の時期は、検出面と埋土から中世と考

刃
N S 

u
 

D 印cm

ー第256図 溝88 えられる。

溝90(第257図）

15C区の東部に位個し、濶89に平行する渦である。その北端は調査区外に

（高田）
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6. 中世の遺構・遺物

延び、南端は料87に接している。規模は幅78cm、検出面からの探さ15cmを測る。底面はやや凹凸があ

り、墜は急斜に立ちLがる。埋土は渦89と同様、灰色粘質微砂である。

遺物は少計の中世士器片と円盤状土製品がある。溝の時期は、検出面と埋±から中世と 考えられ

る。 （高田）

溝91(第258図）

15C区の東部に位置し、南北に流走する構である。その北端は凋介区外に延び、南端は洞87に接続

する。規模は輻177cm、検出面からの深さ59cmを測り、標高は300cmで渦87よりは花干深い。底面はや

や凹凸があり、断面形は「V」字形を足する。

遺物は備前焼の甕 (581)と摺鉢 (582)、L師質高台付椀等の士器片がある。以 Lのことから柄の時

期は、宰町時代と考えられる。 （高田）

溝92

15C区の士壊78の底面で検出した浅い渦である。東西に流走するが、その束端は調介区外に延びる

と考えられる。規模は長さ5.5m、幅24"-'75cm、検出面からの深さ 5cm前後を測る。埋土は土城78と同

様、灰白色粘質微砂である。埋上に差異がないこと、ほぼt壊底面に収まるとみられることから、 上

漿78に伴う覇と考えられる。

遺物はないが、その検出状況から中世と考えられる。

溝93(第259図）

（高田）

15C区の中央やや東南部に位置し、日城78を切って東西に流走する渦である。規模は長さ3.8m、幅

23cm、検出面からの探さ 7cmを測る。隈は急斜に立ち I:がり、埋Lはオリーブ黒色 I:である。

遺物は少星の中世士器片がある。禍の時期は、検出面と埋 I:から中世と考えられる （高田）

溝94(第260図）

15D区に位置し、屋敷地の東北角を画する渦と考えられる。溝95と切り合い、その西端は15ライン

付近で消滅する。規模は、東西で長さ9.Bm、幅63cm、探さ12cm、南北で長さ6.1、幅34cm、深さ 5cm 

を測る。 断面形は逆台形を呈し、埋土は灰オリープ色砂質±である。埋Lにおける洞95との差異はな

く、その先後関係は確認できない。

遺物は少贔の中世t器片等がある。構の時期は、検出面と埋士から中世と考えられる。 （高田）

溝95(第260図）

14・15D区を東西に流走する溝である。東端はt城80に切られることを確認しているが、後世の撹

乱が激しいため不明な点が多い。また西端は調査区外に延び、『百間川原尾島遺跡 2 』の「洞88~ につ

ながる可能性が高い。規模は輻50cm、探さ13cmを測り、壁は急斜に立ちLがる。埋土は灰オリーブ色

砂質土である。この洞は屋敷地の北端を両するものと考えられ、『百間川原尾島遺跡2』の中世の建物

や井戸との関連が指摘できよう。

遺物は少贔の中世士器片等がある。洞の時期は、検出面と埋土から中世と考えられる。 （隔田）

溝96 ~第261図）

15C・D区に位償し、屋敷地の北西角を画する洞と考えられる。渦94とは6.3m離れてほぽ対照的

な位置にあり、溝95の延長線上にもあたる。また、その両端は調在区外に延びると考えられる。規模

は輻63cm、深さ21cmを測り、準は急斜に立ち上がる。埋土は渦94・95と同様に灰オリーブ色砂質上で

ある。

-177-



第3京第 1節丸田調査区

＂ 
170c• 

弩
、ク//,クZグ／／／／

0 50, .. 一第261固 溝96
祖

~~ 亨三
D SDc• 一第262図渇97

w 
360cm 
E 

2m 

1. にぶい黄褐色(10YR5/2)粘質土 2. 灰黄色(2.5Y6/2)土

第263回溝98

s
 

J~Oc• 

＂ 

•• -------------• ---/三
2m 

第264図溝99

遺物は少贔の中世土器片等がある。禍の時期は、 検出面と埋Lから中世と考えられる。 （高田）

溝97(第262図）

19-----21D区で検出された澗で、ほぽ北西から南東へ流走する。禍の北西端は淵在区外へ延びるが、

南東端は40mあまりで途切れる。また途中は濶98および洞99によって切られている。規模は幅20-----35

cm、探さ 6....... 9cmを測る。埋卜は灰黄色砂である。

時期は検出面および埋十から中世と考えられる。 （平井）

溝98(第263図、図版35)

19C・D区で検出された浅くて幅の広い濶で、北東から南西方向に流走する。梱の北東端は凋査区

外へ延び、南西端もおそらく調在区外へ延びるものと考えられるが、撹乱のため明確にし得ない 規

模は輻3.lm、探さ18cmを測る。構の底部は中央がやや深く、準際に向かって少しづつ浅くなる。舷は

やや緩やかに立上る。

時期は検出面および埋±から中世と考えられる。

溝99(第264図）

（平井）

19・20C・D区で検出された濶で、北束から南西方向に流走する。洞の全長は19mあまりである
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6. 中世の遺構・遺物.7. その他の遺構および包含層の遺物

が、両端は謂介区外へ延びる。北東側の北岸部は撹乱されているため明確ではないが、南西側の南岸

部には瘤状の拡張部が忍められる。このような拡張部がつく洞は、百間川遺跡群の中世の渦に時々認

められるが、 機能については不明である。禍の規模は輻4m前後、探さ70cmを測る。第264図は拡張部

の断面で、禍の底部より拡張部の底部の方が少し探くなっているが、洞は中央が最も探く、岬際に向

かって少しづつ浅くなる。陪はやや緩やかに立Lる。埋土はオリーブ灰色粘竹上である。

時期は検出面および埋土から中世と考えられるが、渦97よりは新しい。 （平井）

溝100

19 · 20C·D~ で検出された澗状の遺構で、ほぼ東西に流走する。東端および西端は調査区外へ延

びる。溝は深さが一定ではなく、東端から12m付近で底が 一旦高くなり、また探い部分が8mあまり

続いた後、今度は士城状の探みが南北方向に 2基並び、その西側はまた洞になる。これらの遺構は一

つ一つが独立して機能していたものとは考えられないが、性格については不明である。

時期は中世と考えられるが、埋上などから近世にさしかかる可能竹もある。 （平井）

7. その他の遺構および包含層の遺物

ここに図示した（第265-----267図、図版68・71)その他の遺構出 L遺物はすべて10-----15C・D区で検

出されたものである。 P995出Lの弥生L器は百 ・後 .IIに屈する。P996出Lの弥生土器は百・後・

11と考えられる。 P36出土のC55は弥牛時代後期の士製品で、円柱状の中央が溝状に凹むが半分は欠

損している。P980出土のMIOは弥生時代後期の銅鏃、 P689出土のJ4はヒスイの勾玉、Pl025出±:

のJ5はガラス製の小tである。士漿49出 LのMBは弥生時代後期の銅鏃である。 P195から砥石cs
28)、上錘 (C46)、石錐 (S29)などが出上した。Pl62からは砥石 (S32)が出土した。 P744から

出士した士製円板 (C54)は中世と考えられる。

包含層出 t追物としては石鏃 (S33・S34・S51)、石錐 (S35・S36)、楔形石器 (S37)、石錘

(S38・S41)、磨製石斧 (S42)、打製石包T (S50)、敲,b(S52)、砥石 (S43-----45・S47・48)、

石製紡錘車 (S46)、メノウ製掛玉 (J6)、板状鉄斧 (Mll)、七錘 (C56-----88)などがある。このう

ち七錘は、多くのものが細長くて中央部が少しふくらむものであるが、 C57・C58・C59のように竹

輪状を唱するもの、また桁F:1形の中央に渦をめぐらすもの (C87)なども認められる。 （平井）
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7. その他の遺構および包含層の遺物
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7. その他の遺構および包＼そ
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1. 従来下調査区の概要.2. 縄文時代の遣構・遺物

第2節従来下調査区

1 . 従来下調査区の概要

従来下調査区は、丸田調査区の附西側にあたる。調査の範囲は右岸側高水敷護岸のうち、河川敷を

北東から南西方向に通る市道およびその両側で、北西から南東方向へ長さ26m、幅5mの細長い部分

である。

調在区は北西側が低位部、南東側が微高地にあたる。微高地では弥生時代後期を中心に、縄文時代

から中世にいたる遣構・遣物が多く検出されている。これに対し、低位部では洪水砂で埋没した弥牛

時代後期の水田、および水田層下で検出した後期の溝などを中心に、古墳時代や中世の遺構がわずか

に検出されている。 （平井）

+19H 

ー8
 

〇
土

＼
 

゜
10m 

第271図従来下調査区縄文時代の遺構全体図 (S: 1/250) 

2. 縄文時代の遺構・遺物

(1) 土城

土漂81(第272図）

19H区で検出された土城であ

る。平面形はやや角張った長楕

円形を呈する。規模は長さ1.2 

m、幅65cm、深さ25cmを測る。底部は西側がや

や深くなるものの、ほぼ平坦である。壁！ま急傾

斜で立上るが、西と東側の壁は少し段を有す

―-寧ガ592 
゜一5cm 

る。

遺物は縄文土器の細片が出土した。器種は浅

鉢で、口縁部内面には沈線がめぐる。時期は晩

期の後半と考えられる。 （平井） ゜
lm 

第272図 土壊81・出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

+19H 

ヽ
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‘ 微高地

O 10m 

第274図 従来下調査区弥生時代後期の洪水砂埋没遺構全体図 (S: 1/250) 

+19H 

溝101 溝110 溝112

。
10m 

第275図 従来下調査区弥生時代後期の遺構全体図 (S: 1/250) 

3. 弥生時代後期の遺構・遺物

(1) 水田

調査区の北西側で弥生後期の洪水砂で埋没した水田が検出

された。これは北側の低水路調査区から続く水田の一部と考

えられる。南東側の微高地上は近現代の削乎が著しいが、残

りの良い部分で田面との比高差は約50cmである。田面に畦畔

は検出されず、小さな凹凸が全面にみられた。田面の標高

は、 298cm前後である。水田層は褐灰色微砂粘土で厚さ 5~

9cmを測り、その下層にも厚さ10cm前後の水平堆積が認めら

れた。このことから少なくとも二時期以上の水田が営まれて

いたと考えられる。 （高田）

(2) 土猥

土壊82(第276図、図版36)

18H区のほぼ中央付近に位置し、弥生後期水田層下で検出

された士城である。一部を溝104に切られている。遺構は調

査区外にも続くためその全容は不明であるが、平坦な底面と

290an 

゜
lm 

第276図土墳82
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第3章第2節従来下調査区

ほぼ垂直に立ち上がる壁の形態から墓城とも考えられる。埋土は粘土と粘質土の塊を充填している。

時期は検出状況と遺構の切り合い等から後期以前と考えられる。 （高田）

(3) 洞

溝101 (第277図、図版36)

18H区の北部中央付近に位置し、弥生後期水田層下で検出した濶である。長さ2.7mを測り、北東か

ら南西に延びるが流水方向は不明である。埋士は灰色粘質土で、規模は幅35cm、深さ20cm前後を測

る。

出士遣物はないが、検出状況から後期以前と考えられる。 （高田）

溝102(第278図、図版36・68)

18H区のほぼ中央、調査区の西隅で弥生後期水田層除去後に検出した洞状の落込みである。大部分

は調在区外に延びるものと考えられ、その東肩側の一部を検出したにすぎない。肩から 3mまでは凹

凸のある底面で緩やかに深さを増し、そこからは急斜となって底に落ち込む。最底面はほぼ平坦とな

り、深さは検出面からl.lm以上を測る。

出土遺物には少星の士器片のほか、使用による摩耗の顕著なサヌカイト製の石包TS53がある。

時期は検出状況等から後期以前と考えられる。 （高田）

溝103(図版36)

18H区の北部中央付近に位置し、弥生後期水田層下で検出した溝状遺構である。溝101に平行する

が流水方向は不明である。埋土は他の多くの水田層下検出遣構と同様に灰色粘質士で、―規模は幅100

cm、深さ 2......... 3cm前後と浅いものである。

E 
290cm 
w 

~ 
。

50cm 

第277図溝101 S53 

。
5cm 

f 
300cm 
w 

1. 暗灰黄色 {2.5Y5/2}粘性土 2. 黄灰色 (2.5Y5/1}粘性土

3. 灰色 (N5)粘土 4. 緑灰色 {7.5GY5/1)粘土

第278図溝102・出土遺物
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

出土遺物は少量の土器片のみで、時

期は検出状況から後期以前と考えられ

る。 （高田）

溝104(図版36)

18H区の北部中央付近に位置し、弥

生後期水田層下で検出した南北に流走

する溝である。溝の規模は幅40cm.、深

さ6cm前後を測り、埋土は褐灰色粘質

士である。第279図の 1,...._, 3層はこの

溝の埋土にあたると考えられることか

ら、溝105埋没後に掘削され、さらに

渦106に続く可能性がある。

出士遺物はないが、以上のことから

時期は後期と考えられる。 （高田）

溝105(第279図、図版36)

18H区の北東部に位置し、弥生後期

水田層除去後に検出した溝である。溝

は南北に流走し、その規模は幅250cm、

深さ20cmを測る。底面はやや凹凸で、

両岸から部分的にテラス状の張り出しがみられる。

出士遺物は少量の土器片のみで、先述の洞104に切られると考えら

れることから、溝の時期は後期以前であろう。

E
 

ー一

1 . 暗灰黄色(2.5Y5/2)微砂粘土 2. にぶい黄色(2.5Y6/3)砂質土

3. 黄褐色(2.5Y5/3)粘質土 4. 灰黄褐色(lOYR5/2)粘性微砂

第279図溝105

s
 

31応

＂ 

0 50cm 一1. 灰褐色 (SYR4/2)粘質土（炭・焼土粒含）

2. 褐灰色 (SYR4/1)粘質土

（炭・焼土粒含）

第280図溝106

300cm 
冑

。
1m 

S ● "' 

~10i:m 

疇
0 50cm 

第281図溝108

剛
o 2cm 
i.............. 

第282図溝109・出土遺物

（高田）

溝106(第280図、図版36)

19H杭の南に位置し、弥生後期水田の微高地端を約20cm掘り下げて検出した溝である。溝の西端は

水田層下で検出している。その規模は幅100cm、深さ40cmを測る。底は平坦で、壁は一度垂直に立上っ

たあと急斜となって肩になる。また、この洞は後述の溝110から分岐することを調査区の北墜断面で

確認している。溝底のレペルでは洞110よりも25cm浅い。

これらの検出状況から碑の時期は、溝110と同様に百・後.IIと考えられる。

溝107(図版36)

（高田）

19H区の北西部で洞106の南に位置し、弥生後期水田の微高地端を掘り下げて検出した遺構である。

溝106との切り合いはみられず、土猥になる可能性もある。その規模は幅120cm、深さ10cmで、検出長

300cmを測る。底は平坦だが、径20"-'40cm、深さ 5,...._,35cmの小穴が並んでいた。遺構の埋土は灰色粘質

土である。

出士遺物は少量の土器片のみで、時期は検出状況から後期以前と考えられる。 （高田）

溝108(第281図、図版36)

19H区の北西部に位置し、微高地を弥生後期水田層除去レベルまで掘り下げて検出した構で、東西

に流走する。その規模は幅30cm、深さ10cmを測り、底は丸く壁は急斜に立ち上がる。埋土は灰色粘質

士である。
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第3章第2節従来下調査区

出土遺物は少星の土器片のみ

で、その時期は検出状況から後

期以前と考えられる。 （高田）

溝109(第282図、図版36)

19H区の北西部に位置し、微

高地を弥生後期水田層除去レベ

ルまで掘り下げて検出した溝で

ある。北東から南西に流走する

が、流水方向は不明である。そ ：一一

s ~ 

1 . 灰オリープ色 (7.5Y5/2)粘質土

2. オリープ灰色 (5GY5/1)粘質土

3. 灰色 (N4)粘土

330cm 

＂ 
の規模は幅40cm、深さ 6cm.を測

り、埋士は灰色粘質土である。

出土遣物はS54のサヌカイト

。
lm 

1 . 褐灰色 (10YR 5/1)粘質土（炭・焼土粒含）

2. 黄灰色 (2.5Y5/1)粘質土（炭・焼土粒含）

3. 緑灰色 (10GY5/1)粘土（炭・焼土粒少含）

4. 灰色 (N5)粘土（炭・焼土粒少含）

゜
5cm 

595 

598 

／
／
 

600 

601 
IOtm 

596 

第283回溝110・ 出土遺物
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

製の楔形石器のみである。溝の時期は検出状況から後期以前と考えられる。 （高田）

溝110(第283図、図版36・69)

19H区の北寄りに位置し、調査区西半の微高地上を北から東へ大きく弧を描きながら流走する溝で

ある。微高地上の他の遺構と同様、近現代の削乎を激しく受けている。残りの良好な部分では幅300

cm、深さ80cmを測るが、本来はさらに大規模な溝と考えられる。濶内は底から30cmと65cm前後に段を

有し、そこからテラス状の平坦面を大きく張り出し、さらに急斜に立ち上って肩となる。

出土遺物には土器と石器があり、主に溝内の中位から出士している。また、これらの遺物とともに

自然の角礫の出士も目立っている。 593,....__,595は長頸壺である。 593と594は口縁端部を上下に拡張し、

外面にヘラ描きの鋸歯文を配す。 596は直口壺の胴部で、突帯上に赤色顔料を塗彩している。 593,....__,

600は高杯で三種三様の杯部の形態を示す。 598は椀形の杯で脚とを別作りしている。 599は浅い杯部

で、口縁部を外方に拡張して上面に凹線を施している。 600は大形の杯で、上方に立ち上げた口縁部外

面にヨコナデによる凹線を施している。また、 S55とS56はサヌカイト製の楔形石器である。

以上のことから溝の時期は、古い様相の土器が混じるものの、概ね百・後.nと考えられよう。

（高田）

溝111(第284図、図版36)

19H区の北西部に位置し、微高地端を東北から南西に流走する溝である。溝の大部分は近現代の削

平を受け、加えて渦110と同時に掘り下げたためにその残りは悪い。最も良好な調査区の北壁断面で

みると、溝内は二段に掘り込まれ、その規模は幅250cm、探さ70cmを測る。底は丸く、底から10cmの高

さで段差を持ち、緩やかに傾斜して立ち上がっている。また、第284図は調査区の南側における溝の最

下部の断面を示す。埋土は灰褐色粘質土である。

出土遺物は少量の十器片のみだが、北壁断面では碑の埋土の上層に約60cmの洪水砂の堆積が認めら

れることから、弥生後期水田と同時期に給排水路として機能し、洪水によって水田とともに廃絶した

溝と考えられる。 • (高田）

溝112(第285図、図版36)

19H区の西寄りに位置し、東北から南西に流走する渦である。溝の上面は他の微高地上の遺構と同

様に、近現代の削乎を大きく受けている。溝内は二段に掘り込まれ、平坦な底面から一度垂直に立ち

上がり、さらに急斜となって肩となる。溝の規模は幅200cm、深さ65cmを測る。この断面形態は百間川

遺跡群の弥生後期に多くみられるもので、本調在区でも洞106などがある。

出士遺物には少量の弥生士器片と士錘Cl08がある。この溝は溝110と切り合い関係にあり、後出す

ることを確認していることから、その時

期は弥・後.II以降と考えられる。

（高田）
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第284図溝111

1. 暗緑灰色 (5G4/1)微砂粘土

2. オリーブ黒色 (5GY2/l)粘土

第285図溝112・出土遺物
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第 3章第2節従来下調査区

+19H 

溝113

＼
 

。
10m 

第286図従来下調査区古墳時代の遺構全体図 (S: 1/250) 

w 
祁知
E 

。
1m 
~
 
二

1. 黄灰色 (2.5 Y6/1)粘質微砂（鉄分沈董，炭・焼土粒含）

2. 灰白色 (2.5Y7/1)微砂（鉄分沈蒼，炭粒含）

3. 褐灰色 (10YR 6/1---5/1)粘質微砂（灰白色微砂混）

第287図溝113• 出土遺物

0 603 
5cm 一

4. 古墳時代の遺構・遺物

(1) 渦

溝113(第287図）

18H区で検出された溝と考えられる遺構であるが、調査区の端に位置するため全体の様相は明確に

し得なかった。遺構は西に向かって少しづつ深くなり、底部は凹凸が著しい。埋土は三層に分かれ、

底部同様、西に向かって下がっていく。

遺物は須恵器が出土した。図示したものはいずれも蓋である。時期は6世紀末から 7世紀初頭頃と

考えられる。 （平井）

5. 中世の遺構・遣物

(1) 溝

溝114(第289図）

18・19H区で検出された溝で、ほぼ東西方向に流走する。溝の西端および東端は調査区外へ延び

る。また東端では溝115を切っている。規模は幅65cm、深さ30cmを測る。
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5. 中世の遺構・遺物

+19H 

溝118

＼
 

笈

゜
10m 

第288図従来下調査区中世の遺構全体図 (S: 1/250) 

z
 

365cm 一..,.,., ,. 
s •一N 

360cm 
s II 

370~ 
s 

゜
50cm 

1 . 浅黄色(2.5Y7/3)微砂

（鉄分・マンガン沈漬）

2. 褐灰色(7.5Y R6/1)粘質微砂

（鉄分沈漬）

第289図溝114

'/ 

。
50cm 

。
Tm 

1 . 灰色(5Y6/1)粘質微砂

（炭・焼土粒含）

2. 褐灰色(lOYR5/l)粘質微砂

（炭・焼土粒含）

第290図溝115

1. 灰黄色 (2.5Y6/2)粘質土（黄灰色 (2.5Y 5/1) 

粘質土ブロック充填）

2 灰黄色 (2.5Y7/2)粘質土（鉄分沈藩）

3. 灰色 (N6)粘土（鉄分沈漬）

第291図溝116

時期は検出面および埋士から中世と考えられる。

溝115(第290図）

18・19H区で検出された溝で、ほぼ東西に流走する。東端は一部溝114に切られるが、東西両端とも

（平井）

調査区外へ延びる。規模は幅50cm、深さ34cmを測る。埋土には炭や焼土を含む。

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。

溝116(第291図）

19Hで検出された溝で、ほぼ東西に流走する。溝の西端は調査区外へ延びるが、東端は3.5mあまり

（乎井）

で消えてしまう。規模は明確にし得ないが、幅は1.5m以上はあり、深さは40cmを測る。埋土は三層に

分かれ、ほぼ水平に堆積している。

時期は検出面および埋士から中世と考えられる。 （平井）

溝117

19Hで検出された洞である。栂の東端は調査区外へ延びるが、西端は2mあまりで消える。規模は

幅30cm、深さ 5cmを測る。埋士は灰黄褐色粘質土である。

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。 （平井）

溝118

19Hで検出された構と考えられる遺構であるが調査区の東端に一部が係っただけである。

時期は検出面および埋土から中世と考えられる。 （平井）
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第3章第3節川内・三ノ坪調査区

第3節川内・三ノ坪調杏区

1 . 川内・三ノ坪調査区の概要

川内•三ノ坪調査区は低位部が大部分を占め、百間川沢田遺跡との境に近く旧河道が存在する。今

回報告する調査区は、 33ラインから37ラインまでの80mで、幅は20mである。旧河道は縄文時代以来

のもので、 35ラインから37ラインまでの間に位置している。河道の東の微高地では縄文時代後期の士

器片が集中して出土していることから、この頃から人間の活動領域に入ったものと考えられる。微高

地部分は集落の中心からは離れていたようで、住居は検出されず、土城も少なかった。むしろ、生産

の場として利用されていたようで、用水路と考えられる溝が多く検出された。

弥生時代前期に入ると、旧河道に人の手が加えられて用水路としての整備がなされ、また、用水を

遠方より引いて、河道の上を樋を使って渡す技術なども導入されるようになり、本格的な水田耕作が

開始される。弥生時代中期になると、ほとんど水路のみになるため、より生産の場として土地利用が

限定されてきている。弥生時代後期になると、一本ないし二本の主要な水路を吠畝として残して全面

が水田化される。やがてここを大洪水が襲い、すべてが厚い砂層の下に埋もれることとなる。

洪水の後の古墳時代前期の遺構は、土城 l基と濶1条にすぎないが、古墳時代後期になると、この

調査区一帯に柱穴列遺構が集中して設けられる。柱穴列遺構の性格については今だ明確にできない

が、柱ないしは杭が打ち込まれていたことは確かで、なんらかの区画施設であったことは想像され

る。この地区が土地利用の上で何らかの境界にあたっていたことを考えさせる。

古墳時代に続いて遺構が検出されるのは中世の鎌倉時代である。中世の遺構は、建物 l棟と土城 l

甚、それに溝 1条と、きわめて少ない。建物は小規模で、棟の方向が現在の周辺の地割りと等しいこ

とから、農作業小屋のようなものと考えられ、調査区一帯は水田であったとみてよい。

第293図がこの調査区の土層断面図である。 5層が百間川遺跡群の鍵層となる砂層で、弥生時代末

期に発生した大洪水の堆積層である。この堆積層によって地形の起伏がならされ、以後は水平堆積層

が続く。洪水砂層の下の 6層は水田の耕作士であ

る。水田は微高地を削平して作られたと考えられ、

それ以前の弥生時代前期、中期の堆積層は水乎で

あったと思われる。

この地区の地形の形成過程と年代を調べるため34

c区において坪掘りを実施した。第292図がその土

層図であるが、海抜90cmで砂質土層との不連続面が

現れる。この層より下は砂質土層が続き、植物の腐

食物を含んでいる。第292図の丸印（海抜45cm)から

出士した木片の放射性炭素による年代測定を1985年

に広島大学文学部地理学教室の藤原健蔵• 白神宏両

氏によって実施していただいたところ、 BP6005 

土｝器年という結果を得た。 （岡本）
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2. 淡灰黄褐色砂質土

3. 灰褐色粘質土

4. 灰黄褐色粘土

5. 黄色粘土

6. 青灰色粘土
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1m 9. 灰色粘性砂質土

。第292図微高地坪掘断面 (S:_ 1/40) 
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第3章 第 3節 川内・三ノ坪調査区

2 . 弥生時代前期の遺構・遺物

(1) l日 河 道

旧河道2 （第296,,...,__,309図、図版37・38・66・67・68・71)

35ラインと36ラインの中間あたりから37ライン近くにかけて存在している。第294図に示したのは

弥生時代前期後葉の段階の河道で、

えられ、用水路としての機能をもつようになってきている。

この時期には横断して橋が設けられるなど、すでに人間の手が加

しかし、河道の存在はそれ以前の縄文時

代まで遡り、河幅もより広かったと想定される。諸般の事情から旧河道の全掘は不可能であったが、

発掘した範囲内からは晩期の土器の出士が知られ、

片が散在して検出されたことなどから、縄文時代後

期あたりには確実に存在していたものと考えられ

る。 おそらく、縄文時代前期から始まった旭東平野

の沖積化の進行によって、徐々に微高地が形成さ

れ、その周辺に残された河道とみることもできよ

う。

第296図は旧河道2の土層断面図である。

したがって、旧河道の時代的な変化を追ってみだ

これに

し、
゜
l層は弥生時代後期の水田耕土層で、

田耕士層下に一面にひろがっているため、

2層も水

この 2層

は共に水田の造成にともなって形成された層と考え

られる。図では溝の中心部分で 1層が落ち込んで厚

くなっているが、第293図の調査区北罹の土層断面

では 2層（図では 6層）の底面が明瞭な不連続面と

なっていて、水田が旧地形を削平して作られたこと

が明らかである。 このため、 4・5層の堆積してい

る幅130cm.、深さ42cmの旧河道の最後の名残である

溝は、氷田造成直前の遺構ということになり、弥生

時代後期に入る可能性が強い。

次に確認される不連続面は23・24層の上面であ

る。 この面と 5層との間には粘質土や粘性砂質土が

重なり、底部の20層は粗砂・細砂層となっている。

自然な堆積でこの不連続面に至ったのではなく、溝

微砂層であり、

の改修によって掘り直されたものであろう。 12層も

この段階での細分も可能である。 4
 

層から22層までの間で出士したことが明らかな土器

は607・612・614であり、 したがってこの段階は弥

生時代中期に対応するとみられる。

さらに、東岸の微高地からは縄文時代後期の士器

この段階での洞
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第3章第3節川内・ 三ノ坪調査区

は輻370cm、探さ90cmを測るが、 10層の堆積部分まで含めれば、幅は580cmとなる。ちなみに、第325図

はこの段階より一時期古い24層除去時の構の姿を示し、 厳密には弥生前期終末の状況と考えられる。

23層より下は弥生時代前期の厚い堆校層である。ほとんどの層が砂層ないしは粘件砂質 七附で、 腐

植物を多贔に含む層が多い。盛んであった流水の様を思い起こさせると同時に、季節変化や人為的な

水流調節でひんばんに繰 り返された通水と滞水の結果とも考えられる。24層の底面もそうであるが、

この段階でもいくつかの不連続面が確認される。その中で、も っとも重要なものが61'"'--65層と48・50

層との境界面で、この面が南側では42'"'--45・53層と23'"'--26・41・46層との境界面に続 くと推測され

る。この段階で河道に大規模な手が加えられて用水路としての整備がなされ、自然河道から人工の水

路に転換させられたと思われる。この最初の用水路の規模は、幅が950cm、探さは200cmと推測され
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2. 弥生時代前期の遺構・遺物

る。後述する橋脚の上端部を検出したのはこの断面図の底面であったが、橋脚列はこの用水路より さ

らに北へ長く延びているため、用水路よりさらに古い段階のものと考えられる。発掘調査時には細か

い分府は不可能であったので確実性に欠けるが、 一部の木器が出土したのもこの底面で、 W7"-'10・

Wl4・15はこの最初の用水路に伴うものと判断している。また、上器では、 606がこの段階で出土して

しヽる。

さらに自然河道であった時代を遡ると、もう一つの1要な境界面に行き当たる。それは73・76層と

80・81層との境である。 73J曽は炭粒や土器片を点々と含み、その上器の年代は弥牛時代前期の百．

前・ 111期であった。 73層の河道斜曲にあたる部分では点々で図にぷしたように炭層が薄く品められ

＼
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第3章第3節川内・三ノ坪調査区

た。これに対して、 80層にも炭の大粒が点々と含まれていたが、層の底、星印で示した地点からは縄

文時代晩期の突帯文七器が出土した。これらのことからすれば、おそらくこの境界面は縄文時代と弥

生時代を分ける面であったと考えられる。 73層が前期の後菓とすると縄文時代晩期との問にかなりの

時間差が考えられるが、 74'"'--76層が河道の底へ厚く堆積しているのであろうか。また、 23層から42----

45 · 53'"'--60層を除いて73層までがすぺて百 • 前.m期とすれば、弥生時代中期の堆栢と比べて異常に
厚く、この要因が何であったか今後検討していかなければならない。弥生時代の初期の段階での河道

の輻は20mに達する。

河道の南岸の土層について検討すると、 43・45層が第293図の13層に対応すると考えられる。この

層は弥生時代前期には微晶地の基盤陪になっていたとみられ、縄文土器を含むようである。したがっ

て、 42'"'--45・53/1'!1と23----25・31・41・46層との境界面が縄文時代と弥生時代との境と考えられる。第

293図によると、 13陪の Fではr11:い淡色の層と薄い賠色の層が交互に堆積していて、『百間川原尾島遺
跡 2』では、ここより縄文時代晩期中頃の い器の出土が報告されている。このような互層の状況は繰

り返された大洪水によって生じたと思われる。淡色屑が洪水堆積附、暗色層が植物の繁茂したIE::!地表

層と考えたい。このような洪水の繰り返しによって河道が埋没していったのであろう。

旧河道 2では、 35D区から36D区にかけて、渦在区の南端に近く橋脚列を検出した（第307'"'--309

図）。橋脚列の南端部分は調査区外に続く可能性があるが、検出部分の全長で21mに逹する。ほぼ値線

状に杭が立ち並び、河道を横断してい

る。立杭に渡したような横木は検出され

なかった。杭の太さは直径5----15cmで、

12cm前後のものがほとんどであった。残

存した長さは最長で227cmを測り、 130'"'--

150cmのものが多かった。杭の材質につ

いては付載で述べられるが、ヤブッバキ

が多くを占めていることが特徴とされ

る。杭列は 2列に分かれるようで、 ヒ流

側をNダ1J、F流側を S列と呼称してお

、△
~ 
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三
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S60 

0 5cm ― 第299図 旧河道2出土遺物 (3)
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2. 弥生時代前期の遺構・遺物

く。それぞれの杭列を観察すると、ある間隔をおいて杭の密集が認められ、その密集部分がN列と S

列で対応しているのが判る。例えば、

に、杭の数についても近似している。

N1・2杭と S1・2杭、

このことから、

N32~35杭と S32~35杭というよう

N列と S列を対とし、 この 2列の杭列を一体と

して一つの橋と考えたい。杭の密集部分の問隔は心々で測ると、北端のN1・2杭とN3,..,__,9杭間が

1.8mである以外は、すべて 2mとなり、この値はS列も同様である。杭の多くは垂直に打ち込まれ、

大きな傾斜を示すものはみられなかったが、 Nl杭とN2杭、 S 1杭と S2杭， N23杭とN24杭、s
 24杭と S25杭など、上方で交差するように打ち込まれていると思われる対の杭があり、 これらについ
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2 . 弥生時代前期の遺構・遺物
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2 . 弥生時代前期の遺構・遺物
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第3章第3節川内・三ノ坪調査区

W23 

第305図 旧河道2出土遺物 (9)

-208-



2. 弥生時代前期の遺構・遺物
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第306図 旧河道2出土遺物 (10)

10cm 

ては交差した又の部分に横木

を架けたのではないかと想像

される。ただ、 Nl杭とN2

杭やS1杭と S2杭などは横

木が杭列と平行する方向では

なく、直交する方向、すなわ

ち、 Nl杭とN2杭でできた

又と S1杭と S2杭でできた

又とにかけて横木を渡したの

ではないかと考えられる・。こ

のように考えると、 N列と S

列で杭の密集部分が対応して

いることは、横木を杭列と恒

交する方向で渡すためではな

かったかと思われてくる。適

当な間隔をおいて杭列と匝交

するように架かった横木を想

像すると、そこに見えてくる

のは橋であり、井堰のような

ものではない。

ここで問題になるのが溝

125の存在である。溝125の流

路は34C区からまっすぐに延

びてちょうど橋の北側の取り

付き部分に突き当たる。反対

の南側に眼を転じると、『百

間川原尾島遺跡 2』の「洞

163」が検出されている（第

295図）。もし、この二つの溝

が同一の溝として一連のもの

であったとしたら、その間を

繋ぐ杭列は橋であり、その上

。さ.゚... ・。 ~゚ •o ． ゜゚¥゚ ゜ヽ• Qp ゜． 。゚l'2ヽ＋'＇ PJ ゜゚ ． 尋， 
も

° ふ -・ .゚ ． ．゚ `  • a, 8 • ヘ・""'、
゜
・.... . 

｀ i 
第307図橋脚列全体図 (S: 1/150) 
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2 . 弥生時代前期の遺構・遺物

ド゚
S

6

t

 

゜
-E 3
0
0
l
 
|
 

I 

三二こ:>
ょ

された杭群と 「溝174.....__.

176」の関係も同じ状況

を呈していることから、

これについても再検討の

必要があるのではなかろ

うか。杭の直径が10cm前

後と細く、 また、橋脚と
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しては所々に密集しすぎ

るという疑問もないこと

はないが、

も、杭が貧弱なのは同様

で、

ら考えて、

井堰として

しかも、構造の上か

2列とも直立
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していることは15mもあ

る河道の井堰としてあり

えないことと思われる。

橋脚列の北側の扶れ部分

は溝と樋の良好な接合を

図るためで、南端の杭列

が第296図の縄文時代と

考えられる53"-'60層の上

面で検出されたことも納

得できる。

楯脚列の周辺からは多

くの木器が出土し注目さ

れる。杭列の検出面から

は広鍬の未製品であるW

7や石斧の柄の未製品

（第309図E) と製品w

14 (第309図C)が出土

／
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し、杭の断面を調べるト

レンチの中から杵W23

（第308図B)や梯子W

24 (第308図A) ．鍬W

゜

25などが掘り出された。

また、 604の百• 前.II 

期の完形の壺もここから

出土している。 （岡本）
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第 3節 川内・三ノ坪調査区

土 城

土壊83(第310図）

33D区の北西隅に位置し、一部33C区にかかる。中央部分をトレンチによって破壊した。不整形な

蛹形の大形士城である。規模は長径375cm、・短径210cm、深さ34cmを測る。城壁の領斜はあまり急では

ない。底部は広い乎坦面となるが、北縁から東縁にかけて窪んでいる。埋土は灰褐色粘質土で、底部

では薄い灰白色粘士層が認められた。遺物は出土しなかったが、検出面からみて弥生時代前期の遺構

と考えている。

土壊84(第311図、

39) 

（岡本）

図版

33D区の西半にあり、士

城83とほ1.3m離れている。

洞119によって一部破壊を

受けている。不整形な隅丸

長方形の平面形をもつ大形

の土城である。規模は長軸

293cm、短軸162cm、深さ32

cmを測る。猿壁の傾斜はあ

まり急ではなく、底部への

移りも滑らかである。底部

は少し凹凸をもつものの、

広い平坦面となっている。

埋土は 2層に分かれ、上層

は褐灰色粘質士、下層は灰

色粘土である。埋土をはじ

めとして、全体の感じは土

猥83とよく類似している。

近接していることからも同

時期の遺構である可能性が

強い。土城84からは縄文時

代晩期ではないかとみられ

る士器の小片が l片のみ出

土し、あるいは、縄文時代

の遺構である可能性も考え
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られるが、 ここでは、弥生

時代前期の遺構としてお

扉 一一 l l l ／ 
280cm 

く。 （岡本）

第310図

~ 

土壊83

m
 

1
i
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2 . 弥生時代前期の遺構・遺物

土壊85(第312図）

34D区に位置し、溝127の溝壁から検出された。遺構の時期から判断して溝127に伴うものではな

く、大きく破壊をうけたものである。平面形は楕円形と想定され、長径132cmを測る。城壁の傾斜は一

様ではなく、北側では扶り込んだようになっている。底部には二つの穴があり、北側の穴は長径62

cm、深さ69cm、南側の穴は長径57cm、深さ72cm.である。出土遺物として百• 前 ・ill期の甕がある。逆

L字形の口縁に刻目を入れ、胴部上端に11条のヘラ描き沈線を巡らせる。 （岡本）

土壊86(第313図）

34D区の東端近くで検出された。溝130によって上部を一部破壊されている。平面形はほぼ円形で、

長径67cm、深さ83cmを測る。城壁の傾斜は急で、途中に屈曲部をもち、これより下はさらに垂直に近

くなる。底部はかすかな凹面となっている。底面の長径は34cmである。形態から考えて井戸ではない

かとも思われるが、底面の海抜は165cmと高く、涌水砂層までは逹していない。出士遺物はなかった

が、検出面から考えて弥生時代前期の遺構と判断される。 （岡本）

土壊87(第314図）

35D区の北西隅で検出された。平面形

は細長い隅丸長方形を呈するが、北西隅

は大きく湾曲している。土城の規模は長

i
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280cm 

。
lm 

1 . 褐灰色粘質土 2. 灰色粘土

第311図土壊84

軸220cm、短軸69cm、深さ10cmを測る。残

_ 220cm 

。
lm 

'---ヽ—

Q615 10cm 

第312図•土壌85· 出土遺物
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第 3章第3節川内・三ノ坪調査区

260cm 

280cm 

冒“”／／ー／／／／／／／／／ー／／摩

。』 lm 

第314固土壊87

0 !iO叩一第313図土壌86
f•>

250cm 

V 
□/ 

260cm 
—'" 0 50cm 一第315図土墳88

りが浅いこともあるが、城壁の傾斜

は緩く、底部との境は明瞭ではな

い。底部は、わずかな凹凸はあるも

のの、ほぼ乎坦面となるが、中軸部

分が2cm程度低い。底面は長軸194

cm、短軸50cmを測る。主軸の方向は東西方向である。暗褐色粘質土で埋まっていた。遺物は出土して

いない。弥生時代前期の遺構ではないかと判断しているが、中期の遺構である可能性もある。形態だ

1. 淡灰黄色粘質土

2. 暗灰黄色粘質土

3. 暗灰色粘質土

4. 淡灰色砂質土

。
Im 

第316図土壊89

けから考えると士城墓と思われるが、それを証明する物証に欠ける。士城87は島状高まり 5の上に位

置しているが、これは単なる偶然と思いたい。 （岡本）

土壊88(第315図）

35D区で検出された小形の土城である。この士城の周りに柱穴状の小穴が取り巻くように検出さ

れ、あるいは住居の中央穴かと考えたが、小穴はうまくまとまらなった。柱穴の平面形は楕円形で、

長径38cm、短径29cm、深さ25cmを測る。出土遺物はなかった。 （岡本）
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2. 弥生時代前期の遺構・遺物

土塀89(第316図、図版39)

35D区に位置する。溝132によって上部を破壊されている。検出面での平面形は不整形な楕円形を

呈し、長径111cmを測るが、 20cm掘り下げると方形になって縮小し、長軸92cmとなる。士壊の深さは

89cm. で、底部の海抜は160cm.を測る。猥壁の傾斜は急で、底部はほぽ平坦な面となる。底面の長径は

67cmである。埋士は順序良い堆積を示し、徐々に埋まったことを思わせる。この土城も井戸とするに

は浅いように考えられる。出土した土器片は百• 前・皿期かとみられる。 （岡本）

(3) 溝

溝119(第342図）

33D区に位置し、島状高まり 4の下から検出された。直線的な溝で、北から南に流れていたと考え

られる。規模は幅100,..__,135cm、深さは30cm.を測る。溝壁の傾斜は緩く、底部との境は明瞭でない。底

部はかすかな凹面となる。断面形は皿状を呈する。南端の底面の海抜は256cm.である。埋士は暗褐灰色

粘質士で、粘性は弱く、焼士を含んでいる。 （岡本）

溝120(第317・342図）

33D区にあり、溝119と平行している。島状高まり 4の下から検出された。弥生時代後期の溝135に

よって東半分を破壊されている。溝の幅は不

贔I ",,/ 
280cm 

E 

／ 巖—“
明で、深さは残存部分で12cmを測る。溝壁の

傾斜はかなり急で、底部は平坦面となる。中

央部分の底面の海抜は278cmである。埋士は

暗灰色粘質土であるが、粘性は弱く、砂を混

じえている。遺物として小形の平基の石鏃が

<!'Zz:,, S 61 

b..J"m~cm 二：
第317図溝120出土遺物〈左〉・

溝121・出土遺物〈右〉

゜
1 . 灰色粘土 4. 淡褐灰色粘質土

2. 淡黄灰色粘質土 5 灰色粘土

3. 淡灰色粘質土 6. 淡灰色粘土

第318図

出士している。 （岡本）

280cm 

lm 

10 

II 

12 

13 

7. 淡灰色粘質土

8. 淡褐灰色粘質土

9. 灰色粘土

溝122〈右〉・ 123〈左〉
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第3章第3節川内・三ノ坪調査区

616 

617 

゜
10cm 

-A-
~ 

S63 
0 2cm 一

溝122出土遺物

溝121(第317図）

33D区で検出された。南から

延び、土披83の近くでなくな

る。底部は北から南に傾斜して

いる。最大幅は82cm、深さは22

cmである。溝壁の傾斜は急で、

底部は凹面となる。断面形は椀

形を呈する。南端の底面の海抜

は251cmを測る。この溝は、 33

C区から33D区に続く低い段と

平行しているようで、その距離

は3mである。高さ 3,.,._,, 8cm程

度のこの段は、弥生時代前期の

水田の東端の線と平行している

ようで、その間には3条の溝が

検出されていて、前記の溝119

もその一つである。おそらく、

290cm ＿．＿  

w 

゜
50cm 

1. 暗褐灰色粘質土 2. 灰色粘土

第320図溝124

前期の水田の造成と併行して水路が設けられたと思われ、溝

121も用水路の一つだったのではなかろうか。遺物としては

石鏃と土器片がある。士器片は前期か中期かはっきり判らな

し、

゜
（岡本）

溝122(第318・319図、図版39)

34C区から34D区にまっすぐ延びるが、わずかに湾曲す

る。調査区北壁の土層観察によれば、渦123・124によって破

壊を受けているため、これらの溝よりは時期が古い。底面の

海抜は北端が222cm、南端は218cmとほとんど傾斜がないが、

地形や隣接する溝の例から、北から南に流れていたと考え

る。規模は幅67,..__,88cm、深さ50cm前後を測る。溝壁の傾斜は急で、底部は狭い平坦面か凹面になり、

断面形はV字形を呈する。埋土は3層からなる。遺物がかなり出土している。図示した士器のうち、

壺は器高が高くて、頸部と腹部にヘラ描きの沈線を 2,..,,__, 3 条巡らす。百•前. illである。 （岡本）

溝123(第318図、図版39)

34C区から34D区と直線的に続く。洞122と溝124を切っていることから、三つの中ではもっとも新

しい。規模は幅160,..,,__,190cm、深さ28,..,,__,37cmを測る。洞壁は湾曲し、なだらかに底部に続く。底部には

凹凸が多く、平坦な面にはなっていない。埋士は3層からなる。底面の面抜は北端で246cm、南端で

248cm. となり、ほとんど傾斜はないに等しい。遣物として百• 前 ・illの士器がある。 （岡本）

溝124(第320図）

34C区から34D区にかけて検出された。直線的な溝である。構122を破壊し、溝123と洞127によって

破壊されている。幅75,..,,__,gocm、深さ46cmを測る。溝壁の傾斜はかなり急で、途中から垂直に近く落ち
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2. 弥生時代前期の遺構・遺物

290cm 280 cm 

w 

゜
lm 

1. 暗禍灰色粘質土

2. 暗灰黄褐色粘質土

270 cm w 

w 

3. 暗灰色粘土

W E 

1 
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一・.---・ 一

, ·~ 

。
50cm 

1. 暗褐灰色粘質土 , : 暗灰色粘質土

。
50cm 

1. 褐灰色粘質土

3. 暗灰色粘質土

第322図溝126

2. 黄褐灰色粘質土

D
 

1m 

1. 褐灰色砂質土 4. 青褐灰色粘土

2. 暗褐灰色粘質土 5. 青灰色粘土

3. 暗褐灰色粘質土

第321図溝125

る。断面形をみると、上半は椀形で、下半は

箱形を呈する。底部は平坦な面をもつ。底面

の海抜は北端で240cm、南端で234cmを測り、

わずかに南へ傾斜しているようである。百．

前・皿期の士器片が出士している。 （岡本）

溝125(第321図）

34C区から35C区を通り35D区に至って橋脚列の北端に逹する。旧河道の項の考察によれば、この

楯に樋が架けられ、さらに南に流れていくと考えられる。きわめて重要な用水路であったとみられ

る。調脊区北壁の士層観察（第293図）によれば溝122・123に切られ、また、澗126・127にも破壊され

ている。周辺の溝のなかではもっとも古い溝となる。規模は幅が85,...._,200cm、深さは47,...._,63cmを測る。

洞徳の傾斜は急であるが、底部の形状は溝127の北と南で異なる。第321図の上が北側で、底部は凹面

となり、断面形はV字形を呈する。下は南側で、底部は平坦面となり、断面形は台形となる。底面の

海抜は北端で219cm、南端で197cmを測る。周辺の他の溝と比べるとかなり傾斜しているということが

できる。埋土は下流の方が層が増える。百• 前.IIIの土器が出土している。 （岡本）

溝126(第322図）

34C区から34D区、 35D区と続く。溝127によって破壊を受けている。規模は幅40,....__,90cm、深さ20,...._,

40cm. を測る。洞の形状は溝127を挟んで北と南でいくらか相違している。北側の断面は第322図の上段

で、断面形は箱形を呈する。南側は下段で、洞壁の領斜はやや緩く、底部は狭い乎坦面のため、断面

形は台形となる。底面の海抜は北端が235cm、南端が237となり、水平に近い。 （岡本）

溝127(第323・324図、図版40)

34C区から35C区、 34D区にわたる大洞である。ただ、 C区側の部分は長年月にわたる改修の結果
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2. 弥生時代前期の遺構・遺物
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第324図溝127出土遺物

であり、最初期の洞はD区の幅程度であったと考えられる。この溝は弥生時代中期末まで用水路とし

て利用されていて、前期の段階の溝は34層より下の部分にあたる。溝127は第323図の上段から明らか

なように、前期には大きく蛇行していたものが、その後の北側壁の掘削を伴う改修によって、やがて

まっすぐになったものである。前期の段階では、幅5m、深さ1.3mと推定される。埋士は何層にも分

けられ、複雑な様相を呈するが、前期の段階の埋土はおおむね粘士層である。前期には速い流水はな

かったようである。このことからすれば、 34層や36層は中期の可能性がある。 （岡本）
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第 3章 第 3節

3 . 弥生時代中期の遺構・遺物

(1) 土

土塚90(第326図、図版40)

35D区に位置する。調査区の南端で検出され、かなりの部分はすでに消失してしまっていた。検出

部分で13mの長さがあり、幅ほ170cmである。溝かとも考えたが、既報告部分にはこの遺構と続く部分

は存在せず、細長い土城と判断した。城壁の傾斜は急で、湾曲し、底部に至る。底部は平坦ではな

く、凹凸に富み、東側では段構造を示す部分も認められるようである。士城の深さは96cmを測る。埋

土を観察するとレンズ状の順序よい堆積を示すが、層の厚さには変化があり、

3層には炭が含まれている。遺物としようである。

川内・三ノ坪調査区

痰

て土器片とサヌカイト片が少し出士している。土器

の示す年代は百•中・ 1 期である。

(2) 渦

（岡本）

溝128(第323・328図）

34C区と34D区に位置し、一部35C区にかかる。

前期に掘削された用水路、渦127の中期に属する部

分を指す。第323図の33層より上の部分にあたる。

時間的に継続する溝とはいっても、第323図の士層

図中に太線で表したように、いくつかの不連続面が

存在し、度重なる改修のあったことが知られる。 こ

の渦ははじめは35C区から34D区へと蛇行していた

が、北半部分が徐々に西へ寄り、最終的には直線状

の溝となっている。最終段階の規模は、幅が365,...._,

410cm、深さは82cmを測る。埋土は観察すると、砂ま

270cm 

04 
1m 

1. 褐灰色粘質土

1 : 暗褐灰色粘質土

2. 淡褐灰色粘質土

第326図

3. 青灰色粘土

4. 淡青灰色粘土

5. 青灰色粘土

土壌90
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3. 弥生時代中期の遺構・遺物

622 

ー］
623 

0 10cm 
~ 

624 

第328図 溝128出土遺物

270cm 

w謬~詈詈‘’霞E
0 50cm 
ー一•一 ・――4 

第329図 溝129

たは砂買 lと粘質Lとが交互に重なり、粗砂や

細砂の層が繰り返し認められるなど、盛んで

あった流水の様を思い起こさせる。仮定ではあ

270 cm 

w多?;1/ E 

2 I /4 
3 

ヽ

0 Im 

1. 褐灰色粘質土 3. 黄褐灰色粘質土

2. 褐灰色砂質土 4. 暗灰色粘質土

第330図溝130

るが、 F流に井堰が設けられ、その開閉に伴って第323図のような複雑な士層堆栢が生じた可能性が

考えられる。かなりの遺物が出土したが、ごく一部を図ホした。 t器の時期は百• 中 ・1から百 ．

中 .mまでの中期全期問に及び、後期のL器かと思われるものもわずかに認められた。 （岡本）

溝129(第329図）

35D区にある。調査区の南端でわずか80cmばかりを検出したにとどまる。輻47cm、深さllcmを測

る。禍準の頼斜は緩く、底部はかすかな凹面となる。遺物の出上はなかったが、禍128から発している

ようにみられることと、 4.3m離れて平行している濶130の時期から判断して、弥生時代中期の遺構と

考えてよかろう。 （岡本）

溝130(第330図）

34D~ から35D区へ直稼的に延びる。船80-----107cm、探さ33cmを測る。禍兜の傾斜は緩く、底部は凹
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第3章第3節川内・三ノ坪調査区

270 C● 270 CII 

w w 

m
 ,n
 

w 

1. 暗褐灰色粘質土 5. 暗灰色細砂 9. 褐灰色粘質土

2. 黄褐灰色粘質土 6. 黄褐色粘質土 10. 黄褐灰色粘質土

3. 黄褐灰色粘質土 （含炭） 7. 暗褐灰色粘質土 11. 暗灰色粘賣土

4. 暗灰色粘質土 8. 灰黒色粘質土 12. 暗灰色粘土

' { c 
625 

10cm 

S71 

゜ 一
-i 

0 2cm 

溝132一溝131
第331図溝131〈左〉 ・132〈右〉・出土遺物

面となり、平坦面はもたない。埋士を観察

すると、 2層が砂質土であり、 3層にも細

砂の塊や炭が含まれるため、水が流れてい

たものと考えられる。渦128から発してい

るようにみられ、出士遺物として百 • 中・

m期の高杯形七器の破片があるなど、弥生

時代中期の遺構と考えられる。『百間川原

尾島2』の 「洞161」に続くか。 （岡本）

溝131(第331図）

35C区から35D区へ蛇行しながら流れる。輻60-----115cm、探さ60cmを測る。北端の底部の海抜高は

192cm、南端では216cmで、この調査区内では北に傾斜している。禍墜の傾斜は垂匝に近く、底部は凹

面となるが、北端部分での断面形は図のように箱形を登する。埋土は細分される。ほとんどが粘土層

であるが、中問に砂層があり、水流に変化のあったことが考えられる。弥生時代前期の上器を出士し

ているが、中期の土器の出 Lした溝132を破壊しているため中期の遺構と判断される。 （岡本）

溝132(第331図）

35C区と35D区に位置する。より東の1B河道部分では検出できなかった。直線的な禍で、 検出部分

では渦底の傾斜は認められない。幅80-----llOcm、探さ43cmを測る。渦準の領斜は急で、底部は少し窪ん

だ凹面となる。渦131に切られている。百 • 中 ・l期らしい t器が出土している。 （岡本）
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

4. 弥生時代後期の遺構・遺物

(1) 水 田（第333,..__,342図、図版4・42)

川内・三ノ坪調査区では全面にわたって弥生時代後期の水田が検出された。今回報告する調査区の

中央より西の34C・34D区に水路をともなった幅9,...,_,13mの吠畝が存在し、 この吠畝を境として、そ

の東と西では水田の小畦の方向が異なっている。弥生時代後期の水田は大畦で大きく区画され、その

中を小畦によって碁盤目に細分されるが、吠畝も大畦と同じ役目を果たしていたとみられる。• ただ、

大畦に対して小畦は直角に取り付くが、今回報告する吠畝の場合は小畦が斜めに取り付いている。吠

畝内の水路は、後述するように、水田開墾以前から存在した水路を改修して利用したものである。つ
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第 3章第3節川内・三ノ坪調査区

280cm 
w 

w 

｀三｀

w 

n
}
 

m
 
1
1
 1. 灰色粘土（水田層）

2. 淡黄灰色砂質土（稲株）
3 暗灰色粘質土

4. 暗灰色粘質土
4: 暗灰色粘質土（褐色味）

第336図

5. 淡黄灰色粘質土 9. 黄褐色粘質土
6. 淡黄灰色粘質土 10. 黄褐色粘質土 (12より
（砂まじり） 暗灰色がかる）

7. 暗灰色粘質土 11. 暗褐灰色粘質土
8. 暗褐灰色粘質土 12. 黄褐色粘質土

大畦土層断面 (S: 1/30) 

まり、水田の設計のなかに旧来の水路を残すようになったた

め、このような吠畝と小畦の関係が生じたと考える。

吠畝から西側の水田は南北方向の区画をもち、南北方向の小

畦はまっすぐ続くのに対し、東西方向の小畦はくい違いをみせ

る。これは、地形が東に向かって高くなっていることと、吠畝

との間にできる区画をある大きさに保つためと思われる。水田

l区画の面積は34,...,_,119nfを測る。田面の海抜高は286........,292cm

である。この水田には区画と同じく南北方向に細長く延びる島

状高まり 4が存在する。

島状高まり 4は第342図にその断面を示しているが、弥生時代後期や前期の遺構がその中に認めら

れ、水田の造成に伴って新たに盛られたのではなく、旧来の地形を削り残して造られた遺構である。

,
 

S72 

0 5cm 

第337図水田層出土遺物

幅4m前後、高さ38cm.を測る。

吠畝から東側の水田は、吠畝付近では島状高まり 5が存在することもあって不規則な区画を呈して

いるが、東へ向かうと方形の区画となり、小畦の方向は北東から南西方向に向く。この方向の小畦は

まっすぐに続くが、南東から北西方向の小畦はくい違っている。水田 l区画の面積は36,..._,78111で、田

面の海抜高は238,..._,268cmを測る。旧河道のある36ラインと37ラインの中間付近がもっとも低いが、こ

れは現在までの堆積土による圧力で地盤沈下したためであろう。

島状高まり 5は長径8m、短径4.5mの不整形な楕円形をしている。高さは26cmである。第339図に

吠畝から島状高まり 5にかけての断面図を掲載しているが、これによれば島状高まり 5も水田の造成

時に削り残されたものであることが判る。削り残した後で、高まりの斜面に粘土を貼って整形してい
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弥生時代後期の遺構・遺物
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第338図 34• 35D区稲株痕 (S: 1/60) 

るようである。

島状高まり 5からは南北に大畦が出ている。大畦は幅が60.---.,70cm、高さは10.....__,15cmと低く、大畦と

しては小型である。第336図は大畦の断面で、左が北の大畦、右が南の大畦で、「島状高まり」 との接

続部を含んでいる。 この観察によると、大畦はまず芯になる部分が作られ、その上に高く粘士を盛り

上げて大畦が完成する。その後に田面一面に均等に粘土を入れたようである。

吠畝のすぐ東、島状高まり 5の南側の水田面に、第338図に示したような稲株の痕跡を検出した。長

径 5,......,10cm. の淡灰褐色微砂の詰まった円形ないしは楕円形の穴が所々密集していて、小畦の上にも検

出された。『百間川原尾島2』のような整然とした列は確認でぎなかったが、その気で見れば小畦と直

行する列をまばらに認めることができる。穴を掘り上げると、底部の片寄るものがある。茎はさまざ

まな方向を向いていたように見えるが、全体としては南西方向の物が多い。

水田層からは主に弥生時代後期の士器片が出土するが、第337図の打製石包丁も出土している。

お、第341図に示すように、吠畝の上面からも打製の石包Tが出士している。

な

この水田の時期であるが、水田層からは百・後.mの土器が出土し、吠畝内の土器溜り 2からは

百・後.IIの土器が一括出土し、 さらに、水田造成以前の遺構と考えられる溝137の中程から百．

後.Nの完形に近い土器が出士したため、百・後 ・Nと考えられる。吠畝内の洪水砂で埋没した溝

139・140が水田の最後の段階で改修されたものとし、洞136・137が水田に伴うと考え直せば百・後・

I11の時期となる。 （岡本）

(2) 溝

溝133(第342図、図版42)

33D区にある島状高まり 4の西側裾から25cmほど離れて乎行して走る。水田層を除去して検出され

た。第342図の 2層が対応する。幅80cm、深さ19cmを測る。枝分かれしたり、段をもったりして形には

変化がある。 また、洞底も凹凸があり、通常の涸とは異なるようである。島状高まりの周辺にはこの
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4. 弥生時代後期の遺構・遣物

-1¼ 

゜
2m 

<2), 

0 S74 
2cm 一1. 灰色粘土（水田層）

2. 暗灰色粘質土（溝133)

3. 黄灰色粘質土

4. 暗灰色粘質土（粗粒）

5. 暗灰色粘質土（溝135)

6. 黄褐灰色粘質土（含砂）

7. 黄褐灰色粘質土（溝134)

8. 暗黄灰色粘質土

8'. 暗黄灰色粘質土 (8より粗粒）

9. 黄灰色粘質土

10. 灰黄褐色粘質土

11. 暗灰色粘質土（溝120)

12. 暗褐灰色粘質土（溝119)

13. 暗褐色粘質土

第342図 島状高まり 4,溝119 ・ 120• 1 33·134·135• 出土遺物 (S: 1/60) 

ような構状遺構が掘られているのが一般的で、水田の開墾に伴う遺構と解釈されている。溝133も同

様の遺構であろう。したがって水田と同時期である。 （岡本）

溝134(第342図、図版42)

33D区の島状高まり 4の中に位置する。第342図の 7層にあたる。溝の東部分は水田の開墾により

破壊されている。現存で幅130,-...,,180cm、深さ28cmを測り、皿状の断面形を呈する。洞133や溝135より

は古い遣構と考えられるが、百・後 ・Nの上器が出土し後期末と考えられる。 （岡本）

溝135(第342図、図版42)

やはり33D区に位置し、溝133と対称するように島状高まり 4の東側裾に10cm離れて走っている。

水田層を除去して検出された。幅60cm、深さ12cmを測る。埋土は暗灰色粘質±で、水田層の士とよく

類似している。構133と同じ性格の溝状遺構と考えられる。 （岡本）

溝136(第339・343・344図、図版43)

34C区から34D区にかけて位置する吠畝の中で検出された。検出面は吠畝の上面である。東に接す

るように溝137が走っている。第339図の断面によれば二つの溝は切り合い関係にあり、溝136が新し

いとされる。しかし、切り合い部分が上端部分であり、後述する溝139と謂140の例から考えて、溝

136と溝137が同時に使用されていた可能性は高い。栂136の規模は、幅が260,-...,,280cm、深さは93cmを測

る。断面形をみると、溝壁はゆるやかな曲線を描き、底部はかすかな凹面に近い。この溝の特徴は、

w 

1. 褐灰色粘質土

2. 暗褐灰色粘質土

3. 灰褐色粘質土

4. 暗灰色粘質土

5. 褐灰色粘質土

6. 暗灰色粘土

第343図溝136

7. 黄褐灰色粘質土

8. 暗褐灰色粘質土
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第3章第3節川内・三ノ坪調査区

626 

第344図溝136出土遺物
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一
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1. 褐灰色粘質土

2. 暗褐灰色粘質土

3 暗青灰色～灰色粘土

4. 灰黒色粘土

第345図溝137• 出土遺物

底面の中央に幅30,..,,_,50cm、深さ10"'-J20cmの溝がさらに掘られていることである。この小溝の断面ほ椀

形を呈する。埋土を観察すると、第343図で、 2層と 3層、 4層と 5層の間に不連続が認められ、改修

のなされたことが判る。溝壁の中程から図示した土器の大形破片が出土した。ともに長首壺で、百・

後.IIと考えられる。 （岡本）

溝137(第339・345図、図版43)

溝136の東側を接するように流れている。幅は65,..,,_,115cm、深さは70cmを測る。断面形は北側の上流

部と南端部では異なっているが、第345図の上段のV字形がほとんどである。断面形にもみられるよ

うに、この洞も、溝136と同様に底部が一段落ち込んで、幅40cm前後の細い溝が掘られている。この細

い溝は、猜137では溝の中心から片側に寄るため、上段の広い洞より強く蛇行している。この渦でも、
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第346図溝138

4. 弥生時代後期の遺構・遺物

第345図の 2層の中位から完形に近い士器が出土した。図示したものがそ

れで、煤が多量に付着した百・後 ・N期の甕である。 （岡本）

溝138(第346図）

35C区から36C区にかけて検出された不整形な溝状遺構である。水田層

を除去した段階で検出され、埋十は水田層の粘土とよく類似していた。幅

15,.......,40cm、深さ 6cmを測る。水田の小畦の方向とは平行せず、かなりずれ

る。遺物は出土していない。 （岡本）

溝139(第340図、図版42)

半“E7.N5m 

＼ 

e
 
- iJ) 

330cm 

。
lm 

O
'―
 

629 
19cm 

第347図 土器溜り 2 (囲樟畝内）・
出土遺物

34C区から35D区に延びる。溝140と平行し、吠畝の

中央を流れる。弥生時代後期の水田を埋めた洪水堆積に

よる砂層と同じ砂によって大部分が埋められていること

から、洪水の発生時に水田と共存していたことは明らか

である。幅180,...,__,210cm、深さは67cmを測る。溝壁の傾斜

はかなり急で、底部との境は屈曲する。底部は平坦面と

はならず、凹面を呈している。埋士は基本的には砂で、

洪水発生時にはわずかに 9層のみが堆積していたか、あ

るいはまった＜堆積層がなかったものと思われる。溝

139は溝136の真上にあって重なっていたが、第343図の

1 ,...,__, 4層を破壊しているため、掘り直されたものであ

る。掘削後すぐに埋没したと思われる。後期の土器が少

し出土している。 （岡本）

溝140(第340図、図版42)

洞139の東を平行して流れる吠畝内の溝である。幅100

,...,__,145cm、深さ29cmを測る。溝壁の傾斜は緩く、断面形は

皿状を呈する。埋土を観察すると、弱い粘性の土が2層

堆積し、間層として砂を挟んでいる。溝139とは明らか

に異なり、洪水発生時には図示した部分はすでに埋まっ

ていたものと考えられる。その位置関係から共存してい

た可能性は高いが、洪水時まで共に機能していたかは疑

問がある。後期の土器が少量出土した。 （岡本）

(3) 士器溜り

土器溜り 2 (第339・347図）

34C 区の吠畝内で、溝136の西側から、東西• 南北と

もに1.7mの範囲で士器片の集中が認められた。第339図

の6層の底面に接し、炭や焼土が共伴していた。近くに

住居はなく、あるいは、水路の祭祀に伴うものであろう

か。百・後・ 11の土器が出土している。 （岡本）
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第 3章 第3節 川内・三ノ坪調査区

5. 古墳時代の遺構・遺物

(1) 士 猥

土壊91 (第349図）

33D区に位置している。平面形は不整形な四角形を呈し、東半は方形に近い。南北方向の長径140

cm、東西方向も140cmである。城壁の傾斜は垂直に近く、底部は広い平坦面となる。この底面の中央か

ら東寄りに不整形な楕円形の落ち込みが検出された。長径42cm、短径38cmで、底面からの深さは15cm.

ちなみに、底面の検出面からの深さは22cmである。埋土は2層で、上層が淡褐灰色砂質土、

下層は暗褐灰色粘質土である。底面の落ち込みの存在から柱穴のような印象を受けるが、柱痕跡は確

を測る。

認されず、埋士の上層も士城の上半全体から落ち込

み内まで埋めている。埋土から判断して、古墳時代 u~ 

前期の遺構と考えられる。

(2) 柱 穴 列

（岡本）

柱穴列2

33D区と34D区の境界に位置する。北西から南東

の方向で4mにわたって 6個の柱穴が並んで検出さ

れた。柱穴の形はきわめて不整形で細長く、底部は

中央が浅くて両端が深くなっている。このために、

北側の柱穴では本来 1個の柱穴が2個の穴として存

在していた。もっとも南の柱穴で長径119cm、短径

口

340cm / 

畏

鑽局 ’ヽlg~~ll!• 
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lm 
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5. 古墳時代の遺構・遺物
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第351図溝145・146・147,柱穴列3・4・5 (S : 1/150) 

54cm、深さ 3cmを測る。他の柱穴列と同じ施設で、時代も古墳時代後期である。

柱穴列 3 (第351図、図版44)

35D区で検出された。 3.6mの間に 6個の柱穴が並んでいる。方向は南西から北東である。柱穴の形

状は不定型だが、ーケ所深い部分があり、柱穴の断面はすり鉢状になる。柱穴の深さは北東側のもの

（岡本）

ほど深くなっていく。州西から 3番目の柱穴で長径59cm.、短径50cm.、深さは22cmを測り、深い部分の

長径は38cmである。古墳時代後期と思われる。 （岡本）

柱穴列4 (第351・352図、図版44)

35C区から35D区まで続き、さらに『百間川原尾島 2』の「柱穴列26」につながる。第352図の下段

の24層がこの柱穴の断面と考えられ、周辺の柱穴列の中ではもっとも古く、柱穴列5や溝145によっ

て破壊を受けている。検出部分で8.5mあり、 14個の柱穴が確認された。柱穴列26からの全長は17mで

ある。北東端付近になると少し附の方へ湾曲する。個々の柱穴の形状は不定型で、数個の柱穴が接合

したような細長い形をしている。全体を観察すると、それぞれの柱穴にニケ所は深い部分があり、そ

れが並んでいるようである。検出されたもっとも南西の柱穴は2個に分かれてしまっている。柱穴の

探さは北東へむかうに従って深くなっていく。南西から 2番目の柱穴の規模は、長径179cm、短径
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2. 灰色粘土
6. 暗灰色粘質土
10. 暗灰色粘土

14. 淡褐灰色砂質土
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22暗灰色粘質土
26. 暗灰色粘土

3. 灰色粘土
7. 暗灰色粘質土
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23. 褐灰色砂質土

3. 灰色微砂

7. 灰色粘土
11. 灰色微砂質土

4. 灰色粘土
8. 灰色砂質土
12. 灰色粘質土
16. 淡褐灰色砂質土
20. 灰色粘質土
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4. 暗灰色砂質土
8. 灰色粘土
12. 灰色粘土

15. 白色砂斑白灰褐色砂質土
19. 暗灰色砂質土

16. 暗灰色砂質土
20. 灰色砂質土

23. 暗灰色砂質土
27. 暗灰色粘土

24. 暗灰色砂質土
28. 淡褐色砂質土

第352図溝145·146·147• 148, 柱穴列4・5(S : 1 / 40) 
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5. 古墳時代の遺構・遺物

49cm、探さ24cmを測る。埋士ほ暗灰色砂質

土で、古墳時代後期の遺構と考えられ

る。 （岡本）

柱穴列5(第351・352図、図版44)

2列の柱穴列が重複していると考えら

れる。柱穴列は南北方向に並んでいる

が、より古い 1列は35C区と35D区の境

界付近から北へ向かうと西へ濡曲して終

わり、新しい柱穴列はこの地点からさら

に4m北に延びる。柱穴の底部の深さは

南と北で大きくは違わない。これらの柱

穴列は溝145と璽なっているため『百間

川原尾島2』では「溝225」として、溝と

柱穴列を一体のものと解釈していたが、

今回報告する調査区では柱穴列が湾曲し

て溝からはずれることが確認されたた

め、溝の底に掘られた柱穴列という考え

は困難に思われる。なお、新しい柱穴列

は碑145Bを除去した面で検出して発掘

し、この面で同時に検出した碑145を掘

り下げた後に古い柱穴列を検出•発掘し

た。

古い柱穴列は22個の柱穴からなり、柱

穴間の距離は心々で35cmである。柱穴は

細長い不定型な平面形を呈し、底部はか

なり凹凸のある面となる。底面の中央部

がもっとも深い柱穴が多いが、なかに

は、もっとも深い部分が底面の西に片

寄ったり、底面の両端がもっとも深い柱

穴もみられた。もっとも大きい柱穴で、長径176cm、短径55cm、深さ25cmを測る。

新しい柱穴列では27個の柱穴を確認した。柱穴の平面形はやはり細長く不定型であるが、古い柱穴

列の柱穴よりは短い。また、調査区の北半と南半では形態が異なり、南半にある柱穴は小さな柱穴が

A
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＼ 

300cm 

B
 

A-

゜

0 2m 

第353図柱穴列6 (S : 1/60) 

3個ほど連なったような形で、底部の凹凸がはげしく、北半のものは底面の中央がもっとも深い単純

な形をしている。北半のもっとも大ぎい柱穴で、長径77cm、短径35cm、深さ11cmを測る。 （岡本）

柱穴列6 (第353図、図版44)

36C区から36D区にかけて検出された。北半の遺存状況は良好で、この種の柱穴列の典型といえ

る。南西から北東方向にわずかに湾曲しながら15mにわたって18個の柱穴を確認した。柱穴間の距離

は心々で70cmである。柱穴の平面形はきわめて細長く、肩部の線が複雑に人り組んだ不定型な形を呈
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1 . 淡黄灰色粘質土

第354図溝141

している。柱穴の壁は傾斜が急で、底部はかなり凹凸のはげ

しい面となる。底面の北西端にとくに深い部分があり、 2本

の柱を立てたような直径20cm前後の穴が 2個接して検出され

た。ただ、柱痕跡は確認できなかった。 A-A' の柱穴で長

径326cm、短径62cmを測り。底面までの深さは10cm、北西端の

柱穴の底の深さは26cmとなる。底面の北西端の柱穴がもっと

も深いものは48cmを測る。埋士は賠灰色粘性砂質土で、他の

柱穴列と同じである。古墳時代後期の遺構であろう。（岡本）

(3) 溝

350叩

w 

~50an 

1. 暗褐灰色粘質土

3. 淡黄灰色粘質土

5. 淡黄褐色砂質土
7. 黄灰色粘質土

9 暗黄灰色粘性砂

11. 褐灰色細砂

2. 灰白色粘質土（溝142)

4. 暗灰色粘質土
6. 暗褐灰色～暗青灰色粘質土
8. 暗褐灰色粘性砂

10. 暗褐灰色～淡青灰色粘性砂

第355図溝142・143

340cm 

ニ
~ 

,. 暗灰褐色土（黄褐色微砂含む）

第356図溝144

m
 
1
i
 

溝141(第354図、図版45)

33C区から33D区に向かってゆるやかに湾

曲して流れる。流路の方向は北から南で、下

流は少し西に振れる。溝の断面形ほ椀形をな

すが、底部付近が一段落ち込み、ちょうど椀

の高台のような形状を示す。溝の幅は130,...._,

150cm、深さは50cmを測る。調査区北端の底

部の高度は海抜292cm、南端は海抜287cmであ

る。溝の底部はゆるやかな凹面となり、平坦

な部分もみられる。底面の幅は30......,40cm程度

である。埋土は淡黄灰色粘質土であるが、微

砂を含み、底部に近づくと黒っぽくなって粘

性が増す。古墳時代後期の遺構で、 7世紀代

に埋没したと考えられる。 （岡本）

溝142(第355図、図版45)

33C区から33D区にかけて位置する。溝

143が埋没した後に、それに沿うように掘ら

れている。調査区の北端では湾曲が強くな

り、溝143の流路からはずれる。洞の幅は

60......,85cm、深さは15cm.測る。断面形は皿状を

呈する。底部の高度を測ると北側が低くなっ

ているが、南端部は溝143とちょうど重なる

ため、あるいは掘りまちがえた可能性も否定

できない。埋土は第355図に示すように、上

段の 2にあたる灰白色粘質土である。古墳時

代後期の 7世紀代の遺構であろう。 （岡本）

溝143(第355図）

33C区から33.D区に向かってゆるやかに蛇
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第357図溝145出土遺物
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10cm 

第358図溝147出土遺物

5. 古墳時代の遺構・遺物

行して流れる。溝141と乎行するようだが、北へ向かって離れてい

く。第355図の断面図からこの溝は一度掘り直されたことが考えら

れ、新しい段階の溝は溝141と同時に存在していたことが埋土の類

似から推定される。むしろ、溝143が先に存在し、必要水量の増加に

伴って碑141を新たに掘ったものであろう。当初の溝は幅が200.--.....

220cm. と広いが、主流路は東に片寄り、｀西側には広い緩傾斜からな

る浅い肩部をもっている。主流路の深さは60cmである。北端の底部

は海抜276cm、南端は270cmを測る。底部の埋士には細砂が含まれ、

流水のあったことが知られる。新しい洞は断面が椀形で、幅が

120,...,_,140cm、深さは40cm前後を測る。埋士は淡黄灰色粘質土で、第

355図の 3が新しい溝にあたる。また、 4の暗灰色粘質士も新しい

諧の埋土である可能性が強い。溝141と溝143を繋ぐように幅110.--.....

130cm、深さ12cmの溝状遺構がある。流量の調節に関わる施設であ

ろうか。 7世紀代に埋没したと考えられる。 （岡本）

溝144(第356図）

34C区にある溝状の浅い落ち込みである。最大幅220cm、深さ10cmを測る。走行方向は後期の洞145

や柱穴列と平行しているが、埋土は黄褐色微砂を含む賠灰褐色士で前期と考えられる。 （岡本）

溝145(第351・352・357図、図版45)

34C区から35D区へ直線的に延びる。幅180,.....,260cm、探さ50cm程度を測る。第352図の上段では13.....__,

16層、下段では11........,13層がこの溝の断面にあたると考えられる。埋士は灰色粘性微砂や白褐色砂質士

で、部分的に砂の塊を含んでいた。埋士から考えると流水のあった溝とできそうだが、柱穴列の埋士

にも砂の塊が含まれているため即断はできない。 6世紀後半の須恵器杯身が出士している。

この渦が埋没した後に掘り直したか、埋没の最終段階にあたるのか、走行を同じくして、規模を小

さくした溝 045B)が重複して存在する。第352図の上段の 1,-....,3層、下段の 2・3層がこれにあた

る。幅120.....__,140cm、深さ35cmを測る。 7世紀代に埋没したと考えられる。 （岡本）

溝146(第351・352図、図版45)

34C区にあり、洞145の東に接して検出された。溝147によって破壊を受けている。 34D区では溝

145の下に重なってしまっているため良好な形で検出することができなかった。第352図の上段では20

.....__,z3層、下段では14・15層がこの溝にあたる。埋土には砂の塊が多く含まれていた。 （岡本）

溝147(第351・352・358図、図版45)

34C区と35C区の境界にあり、濶146のさらに東に接する。 35D区では洞145と重なってしまい、明

確に分離して発掘しえなかった。第352図の上段では17,.......,19層が、下段では12・13層が対応する。幅

90.....__,140cm、深さ37cmを測る。検出部分では中央がもっとも深くなっているが、近接する他の梢と同様

に北から南に流れていたと考えられる。 6世紀後半の須恵器が出土している。 （岡本）

溝148(第352図）

34C区から35D区へ延び、溝145Bと平行する。底部の傾斜から北から南に流れていたと考えられ

る。幅100,...__,zoocm、深さ14cm.を測る。須恵器が出士し、 7世紀代に埋没したか。第352図の下段の 1層

がこの梢にあたる。 （岡本）
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第3章 第3節 川内・三ノ坪調査区

6. 中世の遺構・遺物

(1) 建 物

建物13(第360図、図版46)

2 X 2間の掘立柱建

物と考えられる。建物の中央にも柱穴が検出され、言えば総柱の建物となる。東側桁行の 2柱穴は後

世の削乎によって消失している。乎面形は長方形ではなく、少し歪んだ四角形となっている。南側梁

33C区で検出された。遺存状態がきわめて劣悪であったため完全ではないが、

間の全長は340cm、西側桁行の全長は499cm、面積は約17面を測る。南側梁間、西側桁行ともに、中央

の柱穴は中点からはずれ、梁間の柱間は161cmと179cm、桁行は231cmと268cmというようにその差が大

きく、かなり無造作に設置されている。柱穴は円形

で、その規模は長径13,,..,__,18cmと小さく、深さが10cm

に巌たないものがほとんどであることから、柱のめ

り込み部分のみの検出かもしれない。なお、北西角

の柱穴は深さが22cmもあり、西側桁行の中央柱穴しま

かすかな痕跡にすぎない。柱穴の埋土は灰白色粘性

砂質土で、後述する土猥92等と同様であり、 このこ

とから中世の遺構と判断している。柱穴からの遺物

の出土はなかった。建物の桁行の方向は真北に近く

現在遺跡周辺に残されている地割りと平行する。農

作業のための小屋ではなかろうか。 （岡本）
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6. 中世の遺構・遺物.7 . 包含層の遺物

(2) 土城

土堀92(第362図、図版46)

33D区の北端で検出された。建物13から

3m離れている。北西部分を確認調脊のト

レンチで壊されている。平面形はほぼ円形

で、長径84cm.、深さ14cm.を測る。猥墜の傾

斜は緩やかで、底部はわずかに窪んだ乎坦

面となっている。埋士は灰白色粘性砂質土

である。底面の南端から完形の土師器の椀

が2点出士した。

340cm 

~ 
。

lm 

二
633 

~ 
D 634 

5cm 一第362図 土墳92・出土遺物

出土した2点の椀は同じ形態をもってい

る。きわめて低い貼り付け高台があり、底部内面は凸面とな

り、底部から口縁部にむかってゆるやかに湾曲する。口縁端部

は丸くおさめている。かつて「早島式」と呼ばれた高台付き椀

の最終形態で、高台が消失する直前の段階である。 13世紀末頃

と考えられる。

この士城の類例として、百間）II沢田遺跡高縄手A調荘区で検

出された土城墓群がある。時代的にも接近していて、士城92も

墓と考えたい。群集はみられず、単独墓である。 （岡本）

(3) 渦

溝149(第363図）

33D区にあり、今回報告する調在区の西角で検出され

た。この部分は弥生時代後期水田の島状高まりの裾と重複

するため、その影響が後世まで及んでできた地形のたわみ

の可能性もある。ここでは溝状の遺構として報告する。幅

は110"'--'140cmあり、深さは12cm.と浅い。溝の肩部はジグザ

9 グしていて、そこも凹凸があり、流水のあった溝とは考え

にくい。埋土は淡灰白色粘質土。 （岡本）

7 . 包含層の遺物

董
1 . 淡灰白色粘質土

第363図溝149

A-ヽS78 
蝕

340cm 

。
lm 

G?> 

$79 こ

<I'/硲ー’

sao S82 

。
5cm 

図示した遺物はいずれも石器で、出士した層は第293図 第364図包含層出土遺物

の3・8・9層である。 S78,...__,81は弥生時代の遺物。 82は古墳時代後期の紡錘車である。 （岡本）

註

註l 正岡睦夫他「百間川原尾島遺跡2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 56 1984年

註2 間壁忠彦「備前沢田、備中田中、備後西国寺の瓦経をめぐる」『考古論集』 1993年
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第 4章まとめ

第4章ま とめ

第 l節遺構について

本報告書に掲載した調査地区は、幅80mの低水路掘削予定地のうち、すでに調査を終了して幅40m

の低水路となっている部分の北側に接する幅20mを主に、一部高水敷護岸予定地を加えた6000nfであ

る。このうち上流部の丸田から三股ケ調査区には、百間川原尾島遺跡の中心となる安定した微高地が

形成され、そこには遺構も集中する。しかし、下流部の）I[内・三ノ坪調杏区は低位部となり、遺構は

少ない。

縄文時代の遺構は少なく、丸田調査区で焼土塊の入った士猥や従来下調査区で土猥が認められるの

みで、生活の痕跡をわずかに留めるにすぎない。

丸田調査区と川内・三ノ坪調査区で、縄文時代から弥生時代の河道が検出された。 18河道 1は縄文

時代晩期の士器が出士しており、少なくともその時期には河道として機能していたと思われる。その

後弥生時代中期までにかなり土が堆積し、後期にはほぼ埋没した。旧河道2も弥生時代前期には機能

していたと考えられるが、旧河道 l同様後期にはほぼ埋没している。この旧河道2からは河道を横切

るように 2列の杭列が検出されたことから、当初井堰としての機能を推定していた。しかし、これを

堰とすると、上昇させた水を取り込む酒と考えていた溝125は2列の杭列の中心に取り付くことにな

り、機能を果たし得ない。また杭列を見ると、 1本 1本が列をなすのではなく、数本のまとまりが対

になって列をなしている。これらのことから杭列は井堰というより橋脚ではないかと考えられる。楯

脚は下部しか残存していないが、上には樋が掛けられていたと思われる。この旧河道を横断する樋の

存在によって、涸125と『百間）11原尾島遺跡2』「洞163」 （註 1)とが繋がることになる。

ところで、同じような遣構が旧河道2の南側でも検出されている。前期では『百問川原尾島遺跡

2』の「渦176」と「溝160」が「澗162」の両岸に取り付いている。ただこの場所では杭列などの施設

は認められない。また、中期では『百間川原尾島遺跡2』「溝171」の井堰2の両岸に「溝176」が取り

付き、また「溝173」の「井堰3」の両岸には「溝176」と「渦174・175」が取り付く。中期の井堰は

旧河道2の杭列と異なり、護岸とかねて川幅を狭めるように杭を打ち込んでいるものの、その中心の

両岸に枝溝が取り付く点では類似している。こうした類似遺構を含め、周辺に広がる水田および水路

もあわせて再検討の必要がある。

弥生時代前期および中期の遺構は少なく、丸田調査区の微高地でも土城などが僅かで、川内・三ノ

坪調査区では溝を主体に土城などが認められる。

後期になると丸田調査区の微高地には遺構が密集する。そのほとんどは士城およびピットである

が、ビットの多くには柱痕跡が認められることから、掘立柱建物の存在が推定されるが、ここでは明

確にし得なかった。『百問川原尾島遺跡3』（註2)においても竪穴住居と掘立柱建物が混在してお

り、同じような状況であったと考えて間違いないであろう。竪穴住居は2軒検出された。その分布状

況を見ると未掘部があるため明確ではないが西から南側の微高地縁辺部を端とし、北から東側にかけ
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第 1節遺構について

て約50,...__,60mの環状になるように思える。これらの住居がすべて同時期ではないが、中央に広場をも

つように配置されていることが確実であるとするならば、後期を通じて強い規制が働いていたのであ

ろう。

後期末の水田は丸田調査区と川内・三ノ坪調査区の低位部に広がっている。丸田調査区のうち、

13,...__,15C・D区の水田は大畦畔と小畦畔とで方形に整然と区画されているが、 z1,...__,z4c・D区では島

状高まりに規制されやや不幣形な区画が認められる。川内•三ノ坪調杏区の水田は吠畝を境に畦畔の

方向が変わっている。『百間川原尾島遺跡2』の成果を合わせてみると、吠畝は南西の水田に水を供給

するだけでなく、大きな単位で水田を区画する役目も果たしている。

古墳時代の遺構としては竪穴住居、建物、井戸、土城、溝などが認められる。竪穴住居は7軒が丸

田調杏区の10,...__,12C・D区にまとまっているが、各時期にわたっているため同時期のものは 1ないし

2軒である。

中世の遺構は丸田調査区10,...__,15C・D区に集中している。ここで特徴的な遺構は方形にめぐる溝群

である。東西方向の洞87と南北方向の溝85はそれぞれ南側と西側を画し、また東側は数回の拡張を示

す南北方向の諧89・90・91によって画されている。北側は調査区外のため不明であるが、西辺と北辺

の一部が鍵形に検出されている溝84が東に延びるとすれば共有している可能性がある。この想定が正

しいとすれば南北約20m、東西約20mの区画となる。この区画は屋敷地を画するものであるが、建物

としてまとめることができなかった。しかし、区画内のピットをみると南北あるいは東西に並ぶもの

が多く、規則的に建物が配置されていたことを示唆している。さらに井戸18は建物に付随してこの区

画内に設けられていたものと思われる。

溝84で区画された屋敷地内も建物をまとめることができなかったが、北西のコーナー近くに位置す

る井戸17はこの区画に伴うものと考えられる。なお、区画の南辺は溝87と共有していた可能性が強

く、約20m四方を想定すると溝88が東辺にあたると推定されるが、確証はない。

栂94と溝96もそれぞれ屋敷地を画する溝である。このうち碑94は『百間川原尾島遺跡 2』の「溝

88」と繋がり、建物3棟と井戸が認められる。区画の規模は東四約18m、南北は南辺を画する溝が検

出されていないため不明であるが、建物などの位置から最低25m以上あったものと思われる。←

以上、一部重なり合うもののほぼ4つの屋敷地が推定されるが、これらは溝87と涸94・95のあいだ

を南北方向に貫く幅約5mの道路状遺構を挟んで北側と南側に配置される。

ところで届敷地は調在区の東南側に集中するが、この北西側にも士壊やピットが多く認められる。

ピットは柱痕跡の認められるものが多いことから、区画はされていないが建物の存在した可能性が高

い。同時に土猥墓ないし士城墓と考えられる士猥も多い。士猥と建物が同時存在であるという確証は

ないが、区画された屋敷地内にはほとんど存在しないことと比較すると対照的で、これが一般の集落

の姿ではないかと考えられる。 （平井）

-249-

ヽ—.. 



第4章第2節弥生土器について

第2節弥生土器について

1 . 内面朱付着土器

百問）II原尾島遺跡から、内面に赤色顔料の付着した後期の土器が 2点出土した。出土した遺構は異

なるが、器種はいずれも鉢で、赤色顔料もいま魚島純一氏による蛍光X線分析によって、また 2は本

田光子氏による顕微鏡観察によって水銀朱（以下朱と記す）であることが確認された。

このような土器はこれまで県内であまり注意されていなかったことから、ここでは若干の評価をま

じえて提示し、今後の資料の蓄積に向けて注意を喚起したい。

1~ ま井戸9から出士した。井戸の中層には大量の士器が廃棄されており、 1もその中に手の掌前後

の破片となって分散していた。しかし、一部欠損するものの、ほぼ完形に復元された。器種は片口の

鉢で口径40.9cm、器高21.4cmを測る。胴部外面には黒斑も認められるが、重要なことは煤が付着して

いることである。内面は底部から胴部の一部にかけて暗褐色を呈する部分がある。また、底部内面に

ほ使用による磨耗が認められる。朱は実体顕微鏡で観察すると、口縁部を除くほぼ内面全体に付着し

ているが、肉眼では器表から抜け落ちた砂粒の凹み ぞ~=---c-----'-,~~ ,,..-

に付着しているものしか見えない。

2が出土したP1610 (旧遺構名）は、井戸2の北

西約200mに所在する。最大長 lmあまりの楕円形

を呈するピットで、特に他のピットと異なるもので

はない。器種は鉢であるが、口縁部から底部近くま

で約 1/3程度を欠いており、片口の有無について

は明確にし得ない。法量は口径37.7cm、器高19.7cm

を測る。胴部外面には黒斑を有するが、明瞭な煤の

付着は認められない。胴部内面には手の掌より少し

広い範囲で器表が黒褐色になる部分があり、それに

重なるように有機物が付着している。なお、底部内

面には使用による磨耗が認められる。朱は実体顕微

鏡で観察すると、口縁部を除くほぼ内面全体に付着

しているが、肉眼では部分的にしか見えない。

さて、 2点の内面朱付着士器（註3)はいずれも

鉢で、底部内面には使用によるものと考えられる磨

耗が認められた。また lだけではあるが、通常あま

り煤が付着することのない鉢に煤が認められること

は、朱と火に掛ける行為とが無関係ではないことを

示唆しているようである（註4)。おそらく 2点の

土器は、朱の保管や運搬などに用いられた単なる容

器ではなく、精製された朱の使用に係わる過程で用
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1. 内面朱付着土器.2. 器種組成

いられた道具の一つと考えられる。

これと関連して注目されるのは、 Pl610の南約20mに所在した『百間川原尾島遺跡 2』「竪穴住居

16」出土の石杵である。石杵は長さ15.5cmの安山岩製で、使用面には若干の朱（註5)が付着してい

る。 この石杵と内面朱付着土器とを合わせて考えるならば、先に述べた評価はさらに補強されよう。

今後本資料と相前後して発見された資料の報告書刊行を待って、再度論じたい。

2. 器種組成

（平井）

本報告の原尾島遺跡で出土した土器は、 コソテナ総数で680箱を数える。中でも多数を占めるのが

弥生時代後期の士器である。その数は、遺構出士のものが370箱、包含層を含めると優に400箱を越え

ここでは比較的まとまった出土数のある遺構ごとに器種組成を提示し、その時期的な変化等ている。

について考えてみたい。

出上した器種は、壺・甕．鉢•高杯・器台• 製塩上器・蓋•台付肛口壺•手捏ねである。数量化の

遺構名 時 期 個体数 その他
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第366図 弥生時代後期の遺構別器種組成
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時期 ifffflll 壺 甕 鉢 品杯 その他

百• 前.II 45 

百• 前・皿 36 

百•中 ·II 127 

百・後I・III 706 

百・後皿・NI783 

百•古 ·I I 271 

第367図 百間川遺跡群の時期別器種組成

方法は、土器の復元作業を行なったのち、器種の判明する口縁部と底部のそれぞれを数え、その和を

個体数とした。なお完形品については、口縁部と底部のそれぞれを数えることから、個体数としては

2個体ということになる。また、高杯と器台については口縁部と脚端部の和を個体数とした。

次に、各遺構について個体数に占める各器種の割合を百分率で表した。その際の器種とは、主に

壺・甕•鉢・高杯を指し、器台• 製塩土器・蓋・台付直口壺•手捏ねについては、その他の器種とし
て一括している。

以上の数量化の作業を経て得られた結果が第366図である。対象とした総個体数は9873個で、その

内訳は壺1597個 (16.2%)、甕4645個 (47%)、鉢950個 (9.6%)、高杯1888個 (19.1%)、その他793個

(8.1%)である。以下、各遺構ごとに若干の説明を加える。

土城3は土器溜り 1の下で検出した遺構である。ここで目立つのは、その他に含まれる製塩土器の

多さで、 17% (23個体）を占めている。その結果、壺・甕．鉢•製塩土器がほぼ等分の割合を示すこ

ととなる。

士城7は土器溜り 1に接して検出した遺構で、炭とともに多くの土器が出土している。中でも甕は

61%の高率で、 15個の完形を含んでいる。

井戸 6はその過半を調査区外にもつもので、南東方向から廃棄されたような士器の堆積が認められ

た。ここでは壺の比率が27%で、他の遺構と比べてやや目立っている。

井戸 9は土猥34に近接し、その上部は一連の士器溜りを形成していた。ここではそれらの土器溜り

の遺物を除いたものを井戸 9の個体数として数えている。士器の出土状況は人為的な廃棄行為を示

し、中～上層から炭や焼土とともにまとまって出土している。完形に近いものは中層に多く見られる

が、上層と接合するものも認められる。器種組成では甕が52%で過半を占め、さらに鉢• 高杯•製塩

土器がg,...__,9%とほぼ同率である。

井戸2は竪穴住居 lの北側に接して検出したものである。高杯が30%を越え、甕の比率との逆転が

みられるなど、器種組成で竪穴住居 lとの近似性が指摘できる。士器の出土状況は、最下層に完形品

を主体にしたまとまりがみられ、その他はほぼ中位からまとまって出士している。

井戸3は後期の濡2,...__, 4の下で検出したものである。井戸底面の標高は高いものの、その形態から

井戸として報告している。埋積状況は人為的であり、土器は井戸のほぼ中位にまとまって廃棄されて
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いた。器種組成では高杯が20%を占め、やや高率である。

竪穴住居 1は住居の拡張がみられ、百・後.IIに属する土器の多くは拡張前の住居に伴う柱穴内か

ら出土している。器種組成では高杯が32%と最も高い割合を占め:次いで甕 (24%)、壺 (23%)、鉢

(17%)となっている。

土器溜り 1は一部調査区外に拡がるものの、ほぼ10mx 15mの範囲に形成されていた。百・後.II 

の時期の土器を中心に後期全般を含み、長期にわたって士器廃棄場所として使用されたことが窺われ

る。また士器の中には二次的な被熱により変色したもの、器表が剣離したもの等が目立っている。個

体数は7400個で、本節で対象とした総数の約75%を占めていることもあり、総数の比率に近い。

次に後期の器種組成について整理する。まず、後期を通じて比率の変化の小さい器種は壺と鉢であ

る。壺の割合は士城7で7%とやや低いものの、他では15"-'27%とほぼ同様の比率である。また、鉢

は土城3で23.5%とやや高いものの、他では9"-'17%を示し、やはりほぼ同様の比率を占めている。

なお、土城3で製塩士器が目立ち、土城7では甕が突出した様相を示すことから、それぞれにおける

壺と鉢の偏差は、これら特徴的な器種との相関の可能性が考えられる。さらに、その他の器種に含ん

だ製塩十器は、士城3と井戸3を例外として、他の遺構では3"-'8%の割合で存在する。このことは

製塩上器が組成要素のひとつとなっていることを示し、士器製塩のみならず集落内での運搬等にも用

いられた結果であろう。

以上の壺．鉢•製塩土器に対して、甕と高杯については後期の前半と後半で比率の変化が顕著に認

められる。すなわち、前半を中心とする士猥7、井戸6・9、土器溜り 1では甕がほぼ50%以上、高

杯が8"-'17%を占めるのに対し、後半を中心とする井戸2・3、竪穴住居 lでは甕が24"-'40%に減

り、高杯はzo,..._,,39%を占めるようになる。特に井戸2と竪穴住居 lでは高杯の割合が勝っている。ま

た第367図にみられるように、弥生前期～古墳初頭を通じても弥生後期後半の高杯の突出と甕の低率

は顕著である。このような比率変化については、井戸2・3の埋没状況が人為的であるということ、

特に井戸2では最下層に完形品の一括が認められ、井戸の廃棄時に高杯を中心とした祭祀が行なわれ

たと考えられることから、ここでは対象とした遺構の性格による可能性を指摘しておきたい。ただそ

れが時期的に集中するものか、あるいは別の要因であるかについても今後検討していく必要があろ

う。なお先述したように、壺・ 鉢• 製塩士器の比率変化が後期を通じて小さいということから、甕と

高杯の相関が指摘できる。これらについては、通常の機能的な相互補完は考えられないものの、比率

変化の要因との密接な関係を検討する必要があろう。

ここに提示した器種組成は、あくまで土器の廃棄時のものであり、必ずしも使用時の組成ではな

い。よって遺構の性格等についても、遺構や土器の廃棄行為に関わるものに限って言及せざるを得な

かった。また、土器の一括性や層位ごとの器種組成の詳細な検討を捨象したことから、器種組成の時

期的な変化や遺構の性格についての傾向を事例的に提示したにすぎない。以上、今後の課題とした

（高田）

3. 煤付着土器

士器の外面に煤が付着した土器を観察すると、煮炊きに使用する甕を中心に、少ないながらも各器

種に認められ、また付着状況も多様である。ここでは最も資料の多い後期の甕を取り上げ、煤の付着

する様相を整理しておく。なお、甕以外に壺や鉢にも付着するものが認められるが、量はわずかであ
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る。

さて、ここで対象とした後期の士器は103個体で、このうちの多くは百・後 I・IIに属するもので、

百・後皿 ・Nに属するものはわずかである。まずこれらの甕を煤の付着する部位および範囲によって

類型化しておく。

l類は外面全体に付着するものである。

II類は底部から胴部に連続して付着するが肩部には付着しないもので、さらに口縁部に付着しない

もの (A) と付着するもの.(B) とに分かれる。そしてこれらはさらに胴部への付着範囲によって底

部に近い部分のみ (a) と、最大径あたりまで (b) と、肩部あたりまで Cc) とに細分される。こ

の細分は各類とも共通である。

皿類は、底部付近には付着しないが胴部には付着するもので、さらに口縁部に付着しないもの

(A) と付着するもの (B) とに分けられる。

N類は底部および胴部に付着するが、胴下半に付着しない部分が認められるものである。

以上、煤の付着状態によって四

類に大別したが、このうち最も多

いのは皿類で47%、次いでII類の

38%、そして I類と N類が各6%

である。ただ I類は II類の肩部に

も煤が付着しただけで、本質的な

差はないものと考えられるから、

類月IJ 例 a b C 合計

l類と II類を合わせると44%にな

り、 m類とほぼ拮抗する。した

がって後期の甕に認められる煤の

付着は、大きく II類と lil類の二類

型に収敵されよう。

ところで、こうした二類型の差

が偶然の結果でないとすれば、煮

炊における甕と火の接し方に二通

りの方法があったことが推定され

るし、また火所の構造とも関わっ

てくる。 I・II類から推定される

ことは、底部の下面に煤が認めら

れないことから、底部を直接地面

に置き、その周囲で燃料を燃やし

たということである。この方法

は、現在百間JII遣跡群で判明して

いる後期の竪穴住居内に認められ

る地床炉に対応して理解し得る。

皿類は底部に接して煤の付着が

＇ 

I 
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II 

皿

N 
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第368図 弥生時代後期の甕の煤付着類型 （数字は％）
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第372図煤付着土器 (4)

認められないが、その部分には被熱による赤化などの色調変化が多くのものに認められる。このこと

は、一番火力の強い部分に底部から胴下半が接していたことを示していると考えられる。すなわち甕

は持ち上げられた状態にあり、底部の下で燃料が燃えていたことになる。ここで問題なのは、甕を支

えていたものが何かということである。現状では百間）II遺跡群において、土製ないし石製を問わず支

脚状のものあるいは石囲いの炉は発見されていない。このことほ県内に広げて見ても同様である。

奈良県の矢部遺跡から出土した古墳時代前期の煤付着土器を類型化した藤田至希子（註6)は、 IlI

類のような付着状態を煤類型G・Hとし、いずれもカマド使用によるものとされた。しかし岡山県で

は後期のカマドは発見されておらず、まずカマドとの関係はあり得ない。

岡山県の古墳時代前期の甕、とりわけ下田所式・亀川上層式の甕を見ると、底面から胴部最大径を

越えて、ほぽ全面に煤が付着するものが多く、管見する限りでは底部付近に付着しない部分があると

いうことはない。この様相は後期の末、少なくとも百・後 ・Nの時期の丸底化が始まった段階から認

められる。したがって百・後 ・Nには皿類はほとんどなくなり、底面から胴部へ連続して、あるいは
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3 . 煤付着土器・ 4.黒斑

全面付着するものが主体となる。しかし、こうした変化にも関わらず、炉の構造的変化は百・古.m 

におけるカマドの出現まで認められない。

なお、 N類についても一定量存在することから偶然ではなく、支脚状のものが煤の付着していない

部分に接していた結果であろうと考えられるが、それを証明する遺構・遺物の発見はない。 （平井）

4. 黒斑

完形に復元された弥生土器のほとんどには、焼成時に形成された黒斑と呼ばれる黒色部が認められ

た。この黒斑部の破断面を見ると、表面のみ黒色を星するものと、器墜中心部まで黒色を旦するもの

とがある。また黒斑が認められる部位や大きさも各種認められるが、後期の士器を中心に特徴あるい

は何らかの傾向があるのかどうかを整理しておく。まず器種ごとに見ておこう。

壺は脚台付を除くと、その83%は60や62のように底部底面から胴部下半の一部に広がる。中には

193のようにかなり広がるものもあるが、たいがいは底部付近で収まる。ついで多いのが189や194の

ような胴部最大径付近に認められるもので、 55%を占める。この部位の範囲は基本的にあまり広い範

囲に及ぶことはないが、中には195や203のように広がる場合もある。あと数は少ないが60のようにロ

縁部や、 (452)のように頸部に認められるものもある。黒斑の場所と数は底部付近と胴部最大径付近

のどちらかに 1箇所ずつ認められるものが60%あり、両方認められるのは40%あまりである。これに

ロ縁部を加えた三箇所に認められるものなどがわずかに見られる。

脚台付壺は525のように胴部最大径付近に認められるものがほとんどである。

次に甕を見てみよう。甕は壺で特徴的に認められた底面から胴部下半に連続して見られるものは

48%で、この部位に認められないものの方がわずかに多い。胴部最大径付近に認められるものは、壺

と異なり72%を占める。その他口縁部や胴部下半などに認められるものも少量存在する。黒斑の部位

の組合せは、底部付近ないし胴部最大径のどちらか一箇所だけが79%を占め、両方に認められるもの

は20%、これに口縁部などに認められるものがわずかに加わる。

鉢は底部から胴部下半にかけてと、胴部上半から口縁部にかけての 2箇所に認められる。量が少な

いため明確でないが、底部付近に認められるものは約75%、胴部上半から口縁部に認められるものは

約50%である。また両方に認められるものは約30%と少ない。

脚台付鉢は331のように胴部最大径付近に認められるもの、 (454)のように脚端にみられるもの、

また319のように口縁部に認められるものなどがある。

高杯は口縁部に認められるものが多く、脚端部あるいは脚柱部などにも認められるが、量が少ない

ため明確な傾向は不明である。

実際に土器を焼いて黒斑の形成を見たところ、壺や甕を普通に立並べて焼くと、床面に着いている

底部底面および底部付近、そして士器どうしが接する胴部最大径付近に最も出来やすい。さらに燃料

が最後までくすぶりながら残って、しかもそれが土器に接している場合、あるいは焼成直後でまだ木

などが直接あたると燃え上がる状態のとき、木や草が直に接しても発生する。このような実例から黒

斑の様相を見ると、壺や甕に認められる黒斑は、普通に立並べて焼かれた結果発生したものと理解さ

れる。また高杯にしても口縁部に認められる例が多いのは、口縁部が最大径を示し、そこが他の士器

と接するからである。

ただ壺と甕では底部付近に発生する黒斑の割合が異なっており、壺83%に対し甕は48%である。こ
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4. 黒斑

うした器種での違いが何に起因するものかは不明であるし、また他の遺跡あるいは他の時期のもので

も共通する現象であるのかは今後の課題である。 （平井）
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百間川原尾島遺跡4

付載l 百間川原尾島遺跡から出土した
弥生時代前期橋脚列の柱の樹種

森林総合研究所木材利用部

能城修

百間）II遺跡群は岡山市の中央を流れる旭川の東岸に位置し、その最上流部にあるのが百間川原尾島

遺跡である。当遺跡の南東部には弥生時代前期の流路が検出され、それを横断するように長さ15mに

わたる柱列が見いだされた。柱列は、 lm間隔で2列に平行するかたちとなっており、それぞれ約2

mおきに数本ずつ密集しており、橋脚を形成していたと考えられている。ここでは柱列の柱77本の樹

種を報告する。樹種同定用の顕微鏡標本は、片刃カミソリを用いて横断面・接線断面・放射断面の切

片を切り取り、それをガムクロラール（抱水クロラール50g、アラビアゴム粉末40g、グリセリン20

ml、蒸留水50mlの混合物）で封入して作製した。以下には、見いだされた樹種の木材解剖学的な記載

を行い、それぞれの顕微鏡写真を示して、同定の根拠を明らかにする。

1 . イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia (Knight) K. Koch イヌガヤ科 la-le (OKF-7) 

仮道管と樹脂細胞、放射柔細胞からなる針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材はご

くわずか。木部柔組織は年輪内に均ーに散在し、接線断面でみると水平壁は結節状を星する。仮道

管の内聴には不揃いならせん肥厚がある。分野壁孔はごく小型のヒノキ型で、 1分野に 2-4個。

2. ヤナギ属 Salix ヤナギ科 2a-2c (OKF-65) 

やや小型で丸い管孔が単独あるいは 2-3個放射方向に複合して散在する散孔材。管孔の直径は

年輪界にむけて徐々に減少する。逍管の穿孔は単一。放射組織は単列異性で、道管との壁孔は大型

の蜂の巣状に配列する。

3. クマシデ属イヌヽンデ節 Carpinus sect. Eucarpinus カバノキ科 3a-3c (OKF-13) 

中型の管孔が単独あるいは2ー数個複合して散在する散孔材。管孔の直径は年輪界付近でやや急

に減少する。道管の穿孔は単一。放射組織は同性にちかい異性で 1-2細胞幅、ときに大型の集合

状となり、やや膨らんだ結晶細胞をもつ。

4. コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 4a-4c (OKF-21) 

やや大型で径の不揃いな厚壁で丸い単独管孔が放射方向に配列する放射孔材。木部柔組織は不揃

いな接線状。道管の穿孔は単一。放射組織は同性で、単列のものと、集合状～複合状の大型のもの

とからなる。

5. コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科 5a-5c (OKF-51) 

年輪のはじめに大型で丸い単独管孔が 1-2列配列し、晩材ではやや急に径を減じた薄壁の小管

孔が幅のせまい火炎状に配列する現孔材。木部柔組織は不揃いな接線状。道管の穿孔は洋ー。放射

組織は同性で、単列のものと、大型の複合状のものとからなる。

6. コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops ブナ科 6a-6c (OKF-29) 

年輪のはじめに大型で丸い単独管孔が 1-3列配列し、晩材ではやや急に径を減じた厚壁の単独

管孔が放射方向の塊をなして配列する環孔材。木部柔組織は不揃いな接線状。道管の穿孔は単一。
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放射組織は同性で、単列のものと、大型の複合状のものとからなる。

7. ムクノキ Aphananthe aspera (Thunb.) Planch. ニレ科 7a-7c (OKF-73) 

やや小型～中型で厚壁の管孔が単独あるいは放射方向に 2個ほど複合して、ややまばらに散在す

る散孔材。木部柔組織は翼状～連合翼状。道管の穿孔は単一。放射組織は異性で 1-2細胞幅。

8. ヤマグワ Morus australis Poir. クワ科 8a-8c (OKF-77) 

大型で丸い管孔が年輪のはじめに数列配列し、晩材では徐々に径を減じた管孔が単独あるいは数

個複合して斜め方向に連なる傾向をみせて散在する環孔材。道管の穿孔は単ーで、小道管の内壁に

はらせん肥厚がある。放射組織は異性で8細胞幅くらいとなり、上下端の 1-3細胞が直立細胞か

らなる。

9. シロダモ Neolitsea sericea (BL) Koidz. クスノキ科 9a-9c (OKF-52) 

やや小型の角張った管孔が単独あるいは放射方向に 2-3個複合して、ややまばらに散在する散

孔材。木部柔組織は周囲状で、しばしば小型の油細胞をもつ。道管の穿孔は単一、ときに数本の横

棒からなる階段状。放射組織は異性で2細胞幅くらい、上下端の 1-3細胞が直立細胞からなり、

ときに油細胞をもつ。

10. ヤブッバキ Camellia japonica Linn. ツバキ科 I Oa-1 (OKF-50) 

小型で角張った単独管孔が年輪界にむけて径を減じながら均ーに散在する半環孔材的な散孔材。

木部柔組織は短接線状。道管の穿孔は10本ほどの横棒からなる階段状。放射組織は異性で2-3細

胞幅、背が低く、単列部にしばしば大型の結晶をもつ。

11. サカキ Cleyera japonica Thunb. ツバキ科 lla-1 (OKF-68) 

小型で角張った管孔が均ーに散在する散孔材。木部柔組織は散在状～短接線状。道管の穿孔は30

-40本の横棒からなる階段状。放射組織は単列異性。

12. ヒサカキ Eurya japonica Thunb. ツバキ科 l 2a-l (OKF -69) 

やや小型で角張った単独管孔が均ーに散在する散孔材。木部柔組織は散在状。道管の穿孔は20-

40本の横棒からなる階段状。放射組織は異性で2細胞幅となり、かたちは不揃いである。

13. イボクノキ属 Ligustrum モクセイ科 13a-1 (OKF-2) 

やや小型の丸い単独管孔が年輪のはじめに断続的に配列し、そこから急に径を減じた管孔が単独

あるいは2-3個放射方向に複合して散在する半環孔材的な散孔材。道管の穿孔は洋ー。放射組織

は異性で2細胞幅、上下端の 1-3細胞ほどが直立細胞からなる。

当遺跡の橋脚列の柱材77点中には13の分類群が見いだされた（表 1)。その内訳はヤブッバキが

27.3%ともっとも多く、コナラ属コナラ節 (22.1%)、ヤマグワ (14.3%)、コナラ属アカガシ亜属

(13.0%)、イヌガヤ (9.1%)、コナラ属クヌギ節 (5.2%)と続き、それ以外の樹種はすべて 1点

ずつであった。樹種構成としては、当時の遺跡周辺に普通に生育していたと考えられるものばかり

であり、耐久性の低いヤナギ属が入っているのが特異である。

当遺跡の柱の樹種を、岡山大学の鹿田地区（能城、 1993)および津島地区（能城、 1992)で調査

された木材の樹種と比較してみると、イヌガヤ、アカガシ亜属、コナラ節などが多い点で、津島地

区の縄文時代後期の自然木の組成に近く、乎安時代の両地区の杭がマツ属複維管束亜属やモミ属を

かなり含むのとは異なっている。鹿田地区の弥生時代中後期および古墳時代の木製品は点数は少な

いが、いずれもマツ属複維管束亜属を伴っており、津島地区の縄文時代後期の自然木にもマツ属複
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維管束亜属が含まれていたことから考えると、当遺

跡の柱はマツ属複維管束亜属をまったく含まない点

に特徴がある。今後は、資料点数を増やしていくな．

かで、周辺植生の変遷を明確にし、遺跡周辺の森林

資源と人類による選択的な利用との関連を明らかに

するべきであろう。

表 1 橋脚列の柱の集計表

樹種名 柱

イヌガヤ 7 9.1% 
ヤナギ属 1 1.3% 
クマ、ンデ属イヌシデ節 1 1.3% 
コナラ属アカガシ亜属 10 13.0% 
コナラ属コナラ節 17 22.1% 
コナラ属クヌギ節 4 5.2% 
ムクノキ 1 1.3% 
ヤマグワ 11 14.3% 
シロダモ 1 1.3% 
ャプツバキ 21 27.3% 
サカキ 1 1.3% 
ヒサカキ 1 1.3% 
イボクノキ属 1 1.3% 

総 数 77 

引用文献
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「津島岡大遺跡3-3次調査一」， 169-187.

能城修一.1993. 岡山大学鹿田地区から出土した木製品の樹種．岡山大学埋蔵文化財調査研究センクー絹「鹿

田遺跡3ー第5次調査ー」， 119-146.

表2 百間川原尾島遺跡出土の弥生時代前期橋脚列の柱の樹種

OKF- No. 写真 樹種名 製品名 製品備考 地区 層準

OKF- 1 ヤブッバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D Nl 
OKF- 2* イボタノキ属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N3 
OKF- 3 イヌガヤ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N4 
OKF- 4 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N5 
OKF- 5 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N6 
OKF- 6 イヌガヤ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N7 
OKF- 7* イヌガヤ 柱 弥生前期梱脚列 35・36C・D NB 
OKF- 8 コナラ属クヌギ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N9 
OKF- ， コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D NlO 
OKF- 10 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D NlO 
OKF- 11 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D Nll 
OKF- 12 イヌガヤ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D Nl2 
OKF- 13* クマ、ンデ属イヌシデ節 柱 弥生前期橋脚列 35・360・D N14 
OKF- 14 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N14 
OKF- 15 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D Nl5 
OKF- 16 イヌガヤ 柱 弥生前期橋脚列 35・360・D Nl8 
OKF- 17 イヌガヤ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N19 
OKF- 18 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N20 
OKF- 19 ャブッバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N21 
OKF- 20 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期稲脚列 35・36C・D N22 
OKF- 21* コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36G・D N23 
OKF- 22 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N26 
OKF- 23 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N28 
OKF- 24 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・360・D N29 
OKF- 25 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N30 
OKF- 26 ヤブッバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N31 
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付載 l 百問川原尾島遺跡から出土した弥牛時代前期橋脚列の柱の樹種

OKF-No. 写真 樹種名 製品名 製品備考 地区 層準

OKF- 27 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N31 

OKF 28 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N32 

OKF 29* コナラ属クヌギ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N33 

OKF- 30 ヤブッバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N34 

OKF 31 コナラ属クヌギ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N35 

OKF 32 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N36 

OKF- 33 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N37 

OKF 34 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N38 

OKF- 35 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D N39 

OKF- 36 ヤプツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S39 

OKF- 37 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S42 

OKF- 38 ヤブッバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S4 

OKF- 39 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S5 

OKF- 40 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S6 

OKF- 41 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S7 

OKF- 42 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S8 

OKF- 43 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S9 

OKF- 44 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S10 

OKF- 45 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S 12 

OKF 46 イヌガヤ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S 12 

OKF- 47 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S14 

OKF- 48 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S15 

OKF- 49 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S17 

OKF- 50* ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D Sl9 

OKF 51* コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S20 

OKF- 52* ン`ロダモ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S21 

OKF- 53 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S22 

OKF- 54 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S23 

OKF- 55 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S24 

OKF- 56 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S26 

OKF- 57 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S27 

OKF- 58 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S28 

OKF- 59 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S29 

OKF- 60 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S32 

OKF- 61 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S33 

OKF- 62 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S34 

OKF- 63 コナラ属クヌギ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S35 

OKF- 64 ヤブッバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S36 

OKF- 65* ヤナギ属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S37 

OKF- 66 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S38 

OKF- 67 ヤブッバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S40 

OKF- 68* サカキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S40 

OKF- 69* ヒサカキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S41 

OKF- 70 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S41 

OKF- 71 ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S43 

OKF- 72 ヤブツバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S44 

OKF- 73* ムクノキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S45 

OKF- 74 ヤブッバキ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S47 

OKF- 75 コナラ属アカガシ亜属 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D S50 

OKF- 76 コナラ属コナラ節 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D 43 

OKF- 77* ヤマグワ 柱 弥生前期橋脚列 35・36C・D 23 
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百間川原尾島遺跡4
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1 a-1 C: イヌガヤ (OKF-7),2a-2c: ヤナギ属 (OKF-65),3a-3c: クマシテ属イヌシテ節 (OKF-13);a: 横断面X40,
b: 接線断面X100,c: 放射断面X400(1c), x200(2c, 3c)。

百間川原尾島遺跡の柱の顕微錢写真 (1)
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付載 l 百間）II原尾島遺跡から出土した弥生時代前期橋脚列の柱の樹種
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4a-4c: コナラ属アカガシ亜属 (OKF-21),5a-5c: コナラ属コナラ節 (OKF-51),6a-6c: コナラ属クヌギ節 (OKF-29); 

a: 横断面X40,b: 接線断面xlOO,c: 放射断面X200。

百間川原尾島遺跡の柱の顕微鏡写真 (2)
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百問川原尾島遺跡4
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7a-7c: ムクノ キ (OKF-73),Ba-Be: ヤマグワ (OKFーカ）， 9a-9c:シロダモ(OKF-52);a: 横断面X40,b: 接線断

面xlOO,c: 放射断面x200。

百間川原尾島遺路の柱の顕微鏡写真 (3)
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付載l 百間川原尾島遺跡から出士した弥生時代前期橋脚列の柱の樹種
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10a-10c : ヤプツバキ (OKF-50),11a-11c: サカキ (OKF-68),12a-12c: ヒサカキ (OKF-69);a: 横断面X40,b: 接

線断面X100,c: 放射断面x200。

百間川原尾島遺跡の柱の顕微鏡写真 (4)
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百間川原尾島遺跡4
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13a-13c : イポタノキ属 (OKF-2); a: 横断面x40,b: 接線断面XlOO,C: 放射断面X200。

百間川原尾島遺路の柱の額微鏡写真 (5)
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付載2 百問）JI原尾島遺跡出士の棗玉、勾玉の産地分析

付載2 百間川原尾島遺跡出土の棗韮、勾玉の産地分析

京都大学原子炉実験所

藁科哲男

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかな

いという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ、比重の違

い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析はで

きない。成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって区

別できたならば、•次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しない原産地を

消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧干製勾宝、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析が

行なえる方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功している非破壊で分析を行なう蛍光

X線法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水

洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊で産地分析を行った。碧玉、ヒスイ製玉類は蛍

光X線分析法で元素の種類と含有最を求め、試料の形や大きさの違いの影響を打ち消すために分析さ

れた元素同上で含有量の比をとり、この元素比の値を原産地を区別する指紋として用いる。

棗玉、勾玉の比重及び蛍光X線分析結果

今回分析した玉類は、岡山市原尾島の百間川原尾島遺跡の弥生時代後期の土器溜り 1付近から出土

した棗玉、古墳時代の12C区ビット689(旧遺構名）出土の勾玉である。これらの蛍光X線分析の結果

を図 1、2に示す。棗玉では珪素 (Si) と微量の鉄 (Fe)が親測されたにすぎないため純粋な石英鉱

物で、比重が2.616であり、黄茶色の脂光沢を示すことから、堀瑞製棗玉と考察された。稲瑞の原石産

地の場所および規模などが明確でなく、また、堀瑞は不純物が少ないことが予想されるため、これら

産地が元素組成で区別される可能が非常に低いと思われる。

勾玉ではマグネシュウム (Mg)、アルミニュウム (Al)、珪素、カリ (K)、カルシュウム (Ca)、チ

タニュウム (Ti)、鉄、ストロンチュウム (Sr)、バリュウム (Ba)の各元素が観測された。特にK、

Sr、Baの含有量が相対的に大きく、これら主成分とする鉱物は硫酸塩鉱物が推測されるが、硫黄が検

出限界以下であることから、また、勾下の比菫が2.544と軽く、この鉱物の可能性は低いと思われる。

長石類のカリ長石、バリュウム長石（比重2.8)で構成され、含有されているSr元素はBa元素を置換し

て存在していると推測でき、勾玉の比重が軽いのは、純粋のバリュウム長石のみではなく、置換され

たり、他の鉱物を含むためと推測される。勾玉の構成鉱物を明確にするには、勾玉を破壊し、薄片ま

たは微粉末を作り、顕微鏡とかX線回折計で鉱物組成を疸接観測する必要がある。この勾玉の肉眼観

察では、ヒスイに似る様に思われるため、ヒスイを意識して古代人が原材料を選択したのではないか

と思われる。この勾玉を現在、調査されているヒスイ（硬玉、軟玉）の産地11ケ所、また碧玉の原産

地10ケ所の原石と比較したが、何れの原石とも一致しなかった。
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図2 勾玉の蛍光X線分析スペクトル
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付載3 百間川原尾島遺跡出土の一中世人骨

京都大学名誉教授

池田次郎

岡山県古代吉備文化財センターによる岡山市百間川原尾島遣跡の平成元年度の発掘調査で検出され

た中世の士猥墓（士猥墓 1)から l体分の埋葬人骨が発見された。頭を北に向け、左を下にした横臥

屈位で埋葬されていたが、人骨の残存状態は比較的良好であった。

保存状態

頭蓋骨：脳頭蓋は破損が著しいにもかかわらず、ほぼ完全に復元することができたが、顔面頭蓋は

欠損部が多く、脳頭蓋に接続するのは右頬骨だけで、上顎骨は左右とも体の大部分と左前頭突起を欠

くため頻面を復元することはできない。下顎骨は左右の下顎頭、左筋突起の先端、骨体底部の大部分

を欠損する。 4本の第3大臼歯を含め、すべての歯が上、下顎骨に釘植している。

胴骨：仙骨の破片以外にはほとんど残っていない。

上肢骨：右鎖骨は胸骨端を欠き、左鎖骨は骨体の約半分を残す。右肩甲骨の外側縁付近が残存する

が、左肩甲骨は小破片である。右上腕骨は小頭の一部を破損するだけでほぽ完全であるが、左上腕骨

は近位、遠位両骨端を欠く。右の撓骨は遠位端を、尺骨は両骨端を欠損し、・左の椀骨は近位約半分、

尺骨は近位の一部を残すだけである。手骨としては、左の小菱形骨のほか指骨の破片が残存する。

下肢骨：全体として右側の骨が比較的よく残っている。寛骨は左右とも腸骨、坐骨の一部の破片で

ある。右大腿骨は大転子と遠位端を欠くだけであるが、左大腿骨は近位部の半分程度を残すだけで、

しかも大・小転子を欠損する。膝蓋骨は右は膝蓋骨尖のみ破損、左は小破片である。右腔骨の遠位部

約半分がよく残っているが、近位部は破損が著しく、右排骨は近位端のみ欠損する。左の胚骨と排骨

はともに骨体破片を残すだけである。左右の足根骨全部と中足骨、指骨が残存するが、完形を保って

いるのは右の距骨、第2中足骨、第 1基節骨だけで、それ以外はすべて破損している。

性、年齢の推定

寛骨の形状から男性骨と推定される。大臼歯の磨耗は軽度で、主要な頭蓋縫合に癒合が認められな

いので、壮年前半と推定される。

形態特徴（表 1、2) 

頭蓋最大長は、岡山古墳人、畿内現代人よりはるかに長く、津雲縄文人、鎌倉材木座、熊本尾窪の

中世人の数値と一致する。最大幅は、縄文人よりはるかに、古墳人、現代人よりやや小さく、また材

木座中世人よりやや大きいが、尾窪中世人と同程度である。したがって、長幅示数 (75.5)は中型と

長型の境に入り、縄文人、古墳人、現代人のいずれより著しく、尾窪中世人よりやや小さく、材木

座、山口吉母浜の中世人の数値に近い。バジオソ・ブレグマ高は縄文人、古墳人より大きく、現代人

およびすべての中世人と大差ない。長高示数 (75.0)は高型の下限にあり、現代人と縄文人の中間
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で、古墳人よりやや大きく、材木座、尾窪中世人と一致する。高型に属す幅高示数 (99.3)では、縄

文人、古墳人よりはるかに大きく、材木座、尾窪中世人、および現代人の数値に近いが、吉母浜中世

人よりやや小さい。それ以外の脳頭蓋計測値では、正中矢状頭頂弧長がきわめて長く、最小前頭幅、

上顔幅など前頭骨前方の幅径が小さいのが特徴的である。

頻面頭蓋で計測できたのは鼻幅だけであるが、これは比較集団のいずれよりも大きい。歯槽側面角

は耳眼窓面が設定できないので計測不能であるが、歯槽性突顎がきわめて強いことは確かである。

下顎骨は比較的頑丈で、下顎角幅は現代人、中世人より大きく、縄文人に匹敵し、下顎長、下顎枝

幅は材木座中世人に近い。咬合型は鋏状で、ムシ歯はない。

上肢骨骨体の計測値、示数はほとんどすべて吉母浜中世人の平均値に近い。大腿骨骨体の中央周

は、吉母浜中世人、縄文人とともに現代人より大きいが、矢状径が小さいため、横断示数 (89.3)は

著しく小さく、比較集団のなかでこれに最も近いのほ西日本古墳人である。排骨骨体の諸径も吉母浜

中世人と大差なく、中央横断示数もそれと一致する。

以上、百間川原尾島遺跡土城慕l出土の中世人男性骨は、長頭、突顎という中世人頭蓋の時代的特

性を示しており、また四肢骨計測値においても吉母浜中世人の数値に近く、中世人の一般的形態を具

えているといえよう。

表 1 頭蓋計測値

1 . 頭蓋最大長 184 8/1 長幅示数 75.5 

3 . グラペラ・ラムダ長 178 17/1 長高示数 75.0 

7 . 大後頭孔長 33 17/8 幅高示数 99.3 

8 . 頭蓋最大幅 139 20/1 長耳ブレグマ高示数 63.6 

9 . 最小前頭幅 87 20/8 幅耳ブレグマ高示数 84.2 

10. 最大前頭幅 123 9/10 横前頭示数 70.7 

16. 大後頭孔幅 30 9/8 横前頭頭頂示数 62.6 

17. バジオン・ブレグマ高 138 30/27 矢状頭頂示数 89.4 

20. 耳ブレグマ高 117 31/28 矢状後頭示数 84.1 

23. 水平周 532 31(1)/28(1) 矢状上鱗示数 98.3 

24. 横弧長 (319) 43 上顔幅 101 

27. 正中矢状頭頂弧長 141 54 鼻幅 (28) 

28. 正中矢状後頭弧長 107 66 下顎角幅 105 

28(1) 正中矢状上鱗弦長 60 68 下額骨長 77 

30. 正中矢状頭頂弦長 126 69(3) 下顎体厚右 14 

31. 正中矢状後頭弦長 90 71 下顎枝幅右 37 

31(1) 正中矢状上鱗弦長 59 左 37 

79 下顎枝角 127 
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表2 四肢骨計測値

上肢骨 右 左 F 肢骨 右 左

鎖骨 大腿骨

4. 中央垂直径 10 11 6. 中央矢状径 25 

5 中央矢状径 12 11 7. 中央横径 28 

6 中央周 37 38 8. 中央周 87 

4/5 中央横断示数 83.3 100.0 ，． 骨体上最大径 32 31 

上腕骨 10'. 骨体上最小径 23 23 

5 中央最大径 21 21 15. 顎垂直径 31 30 

6 中央最小径 17 18 16. 顎矢状径 23 23 

7 最小周 63 63 17. 顎周 91 88 

7 a 中央周 67 67 18. 頭垂直径 43 

， 頭最大横径 42 19. 頭横径 49 

10. 頭最大矢状径 40 6/7 中央横断ホ数 89.3 

6/5 骨体横断示数 81.0 85.7 10・/9'骨体状部横断示数 71.9 74.2 

挽骨 16/15顎横断示数 25.3 26.1 

3 最小周 41 19/18頭横断示数 102.3 

4 骨体横径 14 14 腔骨

4 a 中央横径 14 6. 最大下端幅 43 

5 骨体矢状径 11 11 7. 下端矢状径 35 

5 (a) 中央矢状径 12 誹骨

5 (5) 中央周 43 2 中央最大径 14 

5/4 骨体横断示数 78.6 78.6 3 中央最小径 10 

尺骨 4 中央周 43 

3. 最小周 35 4 a 最小周 37 

11. 前後径 13 3/2 中央横断示数 71.4 

12. 横径 14 

13. 上横径 18 19 

14. 上前後径 25 25 

11/12骨体横断示数 92.9 

13/14扁平示数 72.0 76.0 
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付載4 百間川原尾島遺跡出上の人骨について

岡山理科大学理学部

濱 田 穣

百間川原尾島遺跡の濶98より出七した人骨は、 F顎、椎骨、寛骨（右と左半）の 4つであり、これ

からは、寛骨の形態や大臼歯の摩耗状況から、同一個体の30代の男性からのものであろうと思われ

る。以下、各骨について残存状況や特徴などを記す。

① 下顎

ほぽ全体が良好に残存しており、筋突起の先端などの骨の薄い部分まで残っている。欠損するのは

左切歯椒槽部前面わずかの部分のみである。 歯は永久依がすぺて萌出し、第て大臼歯にもいくらか磨

耗が見られる。前歯部分が脱落しているが、すべて死後脱落である。右側歯列では、中切歯から第一

小臼歯まで脱蕗している。第一ー小臼歯は歯根はのこるが、頸部で頬側=-.分の二が欠けている。左側歯

列では、中切街から犬歯まで脱落している。

表． 原尾島遺跡下顎骨計測値と関東人平均値からの偏差＊

原尾島 関東人からの偏差

下顎角幅 [66]" 98.72mm 0.283 

願高 [69] 28.68 -2.200 

下顎枝高 [70] 57.14 -1.006 

下顎枝幅 [71] 31.22 -0.533 

下顎枝示数 [71/70] 54.64 0.271 

下顎枝角 [79] 123.8" 0.092 

＊ ［原尾島計測値ー関東人平均値：／関東人標準偏差
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下表のようにいくつかの下顎計測項目について計測し、結果を関東人平均値（山口， 1978)と比較

した（［ ］内はマルティン計測項目ナンバー）。全体的には関東人平均値よりやや小さいが、下顎角

幅、下顎枝示数などに関東人平均値をうわまわる項目がある。これらの項目は咀咽力と関連すると考

えられるが、願隆起 •願結節が発達し願下切痕が見られること、下顎角部内側面にある翼突筋粗面も

よく発達していることは、この個体の咀咽力が強力であったことを示唆する。下顎体原は願孔位置

[69(3)]で12.46mm、第二大臼歯位償 [69bJで16.30mmである。

② 椎骨

椎体の大きさと椎孔の形状より、第四腰椎と推定される。 棘突起、下関節突起はよく残存．するが、

肋骨突起と上関節突起はその基部を残すのみで、その他椎骨頭方の小さな突起はすべて欠く。椎体は

ほぼ完全であるが、左側面で体の上縁と下縁で骨皮質を欠く。 椎孔計測値は横径18.80mm、矢状径

9.54mmである。

③ 寛骨：左半

腸骨部分は、部分的に欠けるところがあるが、外側面ではよく残存している。しかし、そこから下

方の恥骨・坐骨部分は、ほとんど欠ける。腸骨前方では腸骨稜結節から前方は縁部を全て残し、上 ・

下前腸骨稜から寛骨臼部までよく残存している。腸骨稜部の中央で円弧状に欠担があるが、そこから

縁部は後方、上後腸骨稜すぐ上までを残す。上後腸骨稜から下後腸骨稜にかけての部分で内に向って

約 1cm程度の輻で欠ける。そこから F後腸骨稜から下方はほぼ坐骨棘付近までを残し、 性別判定に用

いた大坐骨切痕も欠けなく 観察できる。

腸骨内側面では、腸骨稜部分の欠損は稜の中ほど腸骨結節のすぐ後ろより欠け、そこから前下方に

皮質部が欠損部し海綿状の骨質が見られる。腸骨の背側部での欠損は内側面ではほとんど広がらず、

耳状面などはよく保存されている。

恥骨はまったく残存しない。半骨は坐骨棘部分から斜め前方に坐骨枝の一部までの坐骨上側三分の

一ほどを残す。寛骨臼は関節面部をほぼ全部残すが、恥骨部分から寛骨臼切痕部にかけて欠ける。
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④ 寛骨 ：右半

外側面は前縁では、寛骨臼から腸骨稜結節付近までを残すが、腸骨稜より内側に五分の一程度の輻

で欠け、さらに腸骨翼前方＝＿分の一あたりで上下にほぽ綿状に欠ける。寛骨臼部分 ・ 坐骨•恥骨の残

存状況は寛骨左半に似るが、坐骨後方は欠ける。内側面では、皮質の欠損が著しく、残存部の後方三

分のーは油綿質や外側血骨皮質をのぞかせる。

参考文献

山口 敏， 1978.日本人の骨。『人類学講座6 日本人Il』（池田次郎編）、雄山閣、 pp.143-174. 
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付載5 百間川原尾島遺跡出土ガラス玉およびガラス滓

株式会社ニコン・相模原製作所

苅谷道郎

1 . 資料および実体顕微鏡観察結果

資料の色、重量、見掛け比重をその表面の組成分析値とともに表 1tこ示す。比重はアルキ人デス法

で測定した。

実体顕微鏡観察によれば資料 1は空色ガラス小玉であり、孔の軸方向に乎行な泡の配列が観察され

る。また表面・孔内部に乎滑な仕上げ加工の痕跡がある。資料2は淡緑色の円筒状ガラス玉で表面に

筋状の凹凸がある。また偏心した位置に貫通孔があり、表面の筋状の凹部と孔の内面に白色粉末が付

着している。資料3のガラス滓は灰色塊状で多孔質であり、圧着されたと推定される溝状・（幅約 6

mm)の痕跡がある。実体顕微鏡観察によれば内部に多量の泡と未溶融物を含有する暗緑色のガラス部

分とガラス化が進んでいない燒結体部があり、表面に砂粒が多量に付着している。資料3は百間川今

谷遺跡出士の「ガラス滓」あるいは鹿田遺跡出土の「ガラス滓」と同類の資料である。

2. 分析結果と組成の推定

資料をエネルギー分散型X線分析装置（フィリップス ED  A XPV9900)で分析した。分析は大森

厚夫氏（株式会社ニコン技術工房•分析センクー）に依頼した。分析結果を表 l に示す。資料 2 の

Tiは本分析法ではBaLa線と重複し確認できないため螢光X線分析で確認した。

本分析法ではガラス表面の約 lμmまでの組成を半定量分析している。またガラスが地中埋蔵中に

水に接触し表面の可溶成分が溶出し、表面組成は内部組成と異なっていることが予想される。そこで

比重測定値と酸化物ガラスの水との反応をによる表面成分の変化を考慮し、資料 lはSi02-Ab03-

N20-K20系ガラスであり、その内部組成の主成分はおおよそSi0265%、N2012%、K2010%、MgO

1%、Ca02%、Ah038%、 Fe03%と推定される。

資料2はSi02-PbO-BaO系ガラスであり、その白色部は前記のガラス表面と水との反応をによる

生成物である。ガラス部分析値は比重測定値から推定し、内部組成に近いと推定される。資料3のガ

ラス滓のガラスは不均質であり、本分析法では表面の微小部分を分析しているため、組成として 2点

の分析値を示した。

3. 着色原因の推定

表 1に示す分析結果から着色原因は次のように推定される。

資料 lの空色は主としてFeOによる着色である。 Cuは発色に寄与していず、 CuOとして存在する酸

化条件下ではFeはFe203となり、本含有星では暗緑色となる。資料 lは強還元条件下で溶融され、主

としてFeOによって空色を呈すると推定される。

資料2の淡緑色は鉛ガラス中のCuOによる着色である。

資料3のガラス部の暗緑色はFe20iこよる着色である。
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表 1 百間川原尾島遺跡出土ガラス玉・ガラス滓の比重およびその表面の組成分析結果

資料 1 (ガラス小玉） 2 (ガラス玉） 3 (ガラス滓）

重量 (g) 0.0659 0.982 3.696 
見掛け比重 2.29 3.30 1.25 
色 空色 淡緑色 灰色、ガラス部暗緑色

組成 Cwt%) ガラス部 白色部 部位a 部位b

Si02 73.0 38.2 74.1 61.3 57.2 
Na20 0.8 3.2 0.8 6.1 5.4 
K20 8.3 0.2 0.6 2.3 2.6 
PbO 36.5 12.3 ,, __ 

MgO 0.8 0.6 0.7 2.1 2.3 
CaO 1.2 1.1 2.0 3.8 2.3 
Ah03 11.3 3.8 5.9 9.2 15.7 
Ti02 0.5 

゜゜
0.8 1.6 

Fe20a 2.8 0.6 0.9 12.7 11.7 
BaO 11.5 2.5 

CuO 0.8 1.1 0.3 

s 0.2 

Cl 0.3 3.2 0.4 1.0 0.8 
MnO 0.8 0.5 

出土地点 21C区渦25 33C・D区溝143 13・14C・D区溝16

弥生時代 古墳時代 弥生時代後期

注） FeおよびCuの化学状態はそれぞれFe20sおよびCuOとして計算した。 O印は1.0%以下

4. 製造方法の推定

資料 lは実体顕微鏡観察による泡の配列と加工痕から、ガラスを加熱し引伸し丸棒とし、冷却後切

断し、中心に穿孔し、外形を荒削り研磨し、玉としたと推定される。

資料2の表面の筋状の凹凸は地中埋蔵中に水に接触し、ガラスの強い脈理部分が化学的耐久性の違

いによって強調されたと推定される。したがってこの脈理から、離型材をつけた芯棒に溶融したガラ

スを巻きつけ、冷却後芯棒を抜き両端を切断し、玉としたと推定される。

5. ガラス滓に関する考察

資料3の主成分の組成を分析法は異なるが百間川今谷遺跡出士のガラス滓、鹿田遺跡出士のガラス

滓 l)、および92年度分析の津寺遺跡中屋出士のガラス滓2)、百間川原尾島遺跡 9・1oz区出土ガラス

滓 3)と比較し表2に示す。

資料3は92年度分析の百間川原尾島遺跡 9・10Z区出士ガラス滓と同様の傾向を持ち、その他遺跡

出士ガラス滓と比較しNa20およびMgOが少なく、 Fe心が多い。その他成分は中間値を示す。塊状の

表面に圧着された溝状の痕跡があることも百間）II今谷遺跡出土のガラス滓と類似している。
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表2 ガラス滓の主成分の比較

資料 百間川原尾島遺跡 津寺遺跡中屋 鹿田遺跡 百間川今谷遺跡

93年度分析 92年度分析 （岡山県埋文調報51)

Si02 59.2 50.6 55.0 60.7 

Na20 5.7 2.5 8.9 9.4 

K20 2.4 1.5 2.4 2.0 

MgO 2.2 3.3 4.6 5.7 

CaO 3.0 2.3 2.7 3.6 

Ab03 12.4 20.8 15.3 9.7 

Fe20a 12.2 14.7 9.6 5.1 

注）単位 wt%、平均値を示す。

参考文献

1)三浦定俊、苅谷道郎 岡山大学構内遺跡発掘報告第3冊鹿田遺跡 I、p463

2)山陽自動車道建設に伴う発掘調査で出士した。報告書は未刊。

62.6 

11.5 

1.3 

4.9 

2.6 

9.5 

4.2 

3)苅谷道郎 「百間川原尾島遺跡 9・10Z区出土ガラス滓」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 88

1994年
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付載6 百間川原尾島遺跡出土の種実同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

百間川は、 1669(寛文9)年に岡山城下を旭川の洪水から守るために、岡山藩が構築した人工河川

である。本河川は岡山市中島の付近で旭川より分岐して南東に流れ、同市原尾島付近で東方向に流れ

を変える。さらに同市米田付近で南に流れを変えて児島湾に注ぐ。

百間川流域や本河川底からは、縄文時代から中世の遺跡が多く分布し、百間川遺跡群として知られ

ている。その中でも、百間川原尾島遺跡（岡山市原尾島所在）では、縄文時代晩期～中泄にわたる遺

構・遺物が検出され、自然堆積層（遺物包含層）や溝•井戸址埋積物から種実遺体が出士した。
今回の自然科学分析調査では、出土した種実遣体の種類を明らかにし、当時の植物利用について検

討するために種実遺体同定を行うこととした。なお、本分析調査の試料は岡山県古代吉備文化財セン

クーにより採取• 選択された。

1 • 試料

試料は、弥生時代前期および後期の遺物包含層と古代および中世の碑や井戸址から出士した種実遣

体 9 点（試料番号 2• 3・4・6・7・_23・27・32・33)である。試料の一覧表を表lに示す。

2. 同定方法

肉眼あるいは双眼実体顕微鏡下で種類を同定した。

3. 結果

結果を表 lに示す。以下に各種類の形態的特徴について記す。

• マツ属 Pinus sp. マツ科

球果が得られた。側面観は卵形状の円錐状卵形。長さ 3cm、径約2cm。種鱗は長楕円状の短形で、

先端ほ肥厚する。外部に露出する部分の中央に「へそ」があるが突出しない。これらの形態からおそ

らく複維管束亜属 (subgen.Diploxylon)であると考えられる。

• オニグルミ Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim) Kitamura クルミ科

核が検出された。褐灰色。大きさは2.5cm程度。側面の両側に縫合線が発達する。広卵形で、墓部は

丸くなっているが先端部は尖る。表面は荒いしわ状となり、縦方向に濡が走っている。内部は子葉が

入る 2つの大きなくぼみがある。

• コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus sp. 

核斗が検出された。大きさは径2cm程度で半球状。核斗の鱗片は瓦状に並び互いに強く合着する。

• コナラ属 Quercus sp. ブナ科

虫えいが検出された。黒褐色で大きさは2.5cm.程度。総包が異常に大型化し発達している。総包片は

広線形で螺旋状に密につき、互いに圧着していない。虫の産卵などの影響により、組織が異常発達し
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たものと思われる。

• モモ Prunus parsica Batsch バラ科

核（内果皮）が検出された。褐色。大きさは 2cm程度。核の形は楕円形でやや偏平である。下端に

は丸く大きな腑点がある。一方の側面にのみ縫合線が顕著に見られ、表面は不規則な線状のくぼみが

あり全体としてあらいしわ状に見える。

• トチノキ Aesculus turbinata Blume. トチノキ科

種子および果皮の破片が検出された。種子は黒褐色で、大きさは2.5cm程度、種皮は薄く堅い。果皮

は、褐色で大ぎさは3cm程度。原くて柔らかく弾力がある。

• ヒョウタン類 Lagenaria siseraria Standlay ウリ科

種子が検出された。果実片は大きさ 6cm程度。色は褐色。肉厚で弾力がある。種子は淡褐色。長さ

1 cm程度。長楕円形をしており、縦軸方向に深いしわが数本存在する。

4. 考察

今回同定された種類のなかの多くは、人間にとって有用であり、古くから食料などに利用された植

物である。

オニグルミは、生食が可能で貯蔵もきくことから古くから利用されていたとみられ、縄文時代以降

の全国各地の遺跡から多数の検出例が知られている。コナラ属やトチノキ属についても長期保存が可

能なために古くから食用とて利用されている。これらを食用にするためには何らかの方法での「あく

ぬき」が必要となるが、この技術については縄文時代中期以降に広く用いられるようになったといわ

れている（渡辺， 1984)。モモは、栽培のために持ち込まれた植物といわれ、古くは縄文時代前期に検

出例が知られているが（長崎県伊木力遺跡）、検出例・個体数が増加するは弥生時代以降である（粉

表種子同定結果

試料番号 出土地区 出土遺構・層位 時代 同定結果

2 36D 旧河道2 弥生時代 トチノキ（種子； 1) 

ヒョウタン類（果皮； 2) 

3 15C・D 旧河道1の灰黒色粘士層下 弥生時代前期 トチノキ（種子； 5'果皮； 6) 

コナラ亜属（殻斗； 1) 

4 15C・D 1B河道 1の灰黒色粘土層下 弥生時代前期 オニグルミ（核； 7) 

ヒョウタン類（果皮； 12) 

6 llD 井戸16 中世 コナラ属（虫えい； 1) 

7 19D 古代講（旧） 古代 マツ属（球果； 1) 

モモ（核； 1) 

トチノキ⑭足皮： 1) 

23 13C 溝1(旧） 近世 ヒョウタン（種子： 1) 

27 15C・D 旧河道 1の灰黒色粘土層 弥生時代前期 同定不能

32 18H 溝113 古墳時代後期 モモ（核； 2) 

33 llD 井戸2 弥生時代後期 モモ（核； 1) 
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川， 1988)。花の観賞用のほか果実を食用にし、また種子も食べられる（薬用）。ヒョウタン類は、栽

培のために持ち込まれた植物であるといわれている。日本での検出例は縄文時代前期にまでさかのぽ

ることができるが（千葉県富津市の貝塚、福井県の鳥浜貝塚）、多くの検出例が知られるようになるの

は弥生時代以降である（粉川， 1988)。ヒョウタン類には、果皮を容器として利用されるヒョウタンの

ほか、果肉を食用とする（干瓢）ユウガオがある。

このように今回同定された種実遺体も、これまで述べたような用途で利用されていたものと考えら

れる。

〈引用文献〉

渡辺 誠 (1984)縄文時代の植物食. p. 247., 雄山閣

粉川昭平 (1988)穀物以外の植物食．弥生文化の研究2 「生業」， p112-115., 雄山閣．
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3 コナラ属コナラ亜属 殻斗（試料蕃号3)

5. モモ 核 （試料蕃号7)

7. トチノ キ 果皮（試料蕃号3)

9. ヒョウタン類果皮 （試料奮号4)

2. オニグルミ 核 （試料蕃号4)

4. コナラ属 虫えい（試料奮号6)

6 ヒョウクン類種子（試料蕃号23)

8. トチノキ 種子（試料蕃号3)
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付載7 百間川原尾島遺跡出tの木器樹種同定、種-fμij定

パリノ ・サーヴェ イ株式会社

01985年度樹種同定分 （抄）

1 . 試料

試料は39点で、原尾島遺跡より出士した木製品と自然木である。試料の用途や推定される時代など

を試料表にまとめた（表 1)。このうち、試料番号40-----54の橋脚列の柱は、付載 lと同じ遺構から出 t

したものである。

表 1 試料表 （抜粋）

試料番号 用 途 地区 時代 試料番号 用 途 地区 時代

1 石斧柄 原尾島 弥生前期 21 彫刻板材 原尾島 弥生前期

2 鍬 原尾島 弥生前期 22 鋤？ 原尾島 弥生前期

3 鉢形容器 原尾島 弥生前期 23 杵 原尾島 古墳後期

4 ？ 原尾島 弥生前期 40 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

5 鉢形容器 原尾島 弥生前期 41 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

6 舟形容器 原尾島 弥牛前期 42 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

7 広鍬 原尾島 弥牛前期 43 橋脚の柱 原尾島 弥牛前期

8 木片 原尾島 弥生後期 44 橋脚の柱 原尾島 弥生前期， 又鍬 原尾島 弥生前期 45 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

10 鉢 原尾島 弥生前期 46 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

11 梯 厭尾島 弥生前期 47 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

12 広鍬未製品 原尾島 弥生前期 48 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

13 鋤 掠尾島 弥生前期 49 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

14 ？未製品 原尾島 弥生前期 50 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

15 杵 原尾島 弥生前期 51 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

16 ？刺突具 原尾島 弥生前期 52 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

17 鋤 ？鍬 ？ 原尾島 弥生前期 53 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

18 匙形容器 掠尾島 弥牛前期 54 橋脚の柱 原尾島 弥生前期

19 板（鍬？） 原尾島 弥生前期 65 流木 原尾島 弥生前期

20 鍬？ 原尾島 弥生前期

2. 方法

剃J]の刃を用いて、試料の木ロ・柾H・板目二面の徒手切片を作成、ガム ・クロラール (Gum

Chloral) で封入、生物顕微鏡で観察 • 同定した。同時に、 顕微鏡写真図版も作成した。
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3. 結果

詞定結果を一覧表で示す（表 2)。

表2 同定結果 （抜粋）

試料番号 種 名

1 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp. [コナラ属（アカガシ亜属）の一種］

2 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp 

3 環孔材

4 Quercus (subgen. Lepidobalanus sect. Prinus) sp. [コナラ属（コナラ亜属コナラ節）の一種］

5 Zelkova serrata (ケヤキ）

6 Prunus sp. (サクラ属の一種）

7 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp 

8 Quercus (subgen. Lepidobalanus sect. Cerris) sp. [コナラ属 （コナラ亜属クヌギ節）の一種］

9 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp 

10 I Z. serrata 

11 cf. Actinodaphne SP. (カゴノキ属類似種）

12 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp. 

13 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp. 

14 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp. 

15 C . arnelha Japomca (ヤブッバキ）

16 Cepholotaxus harrmgtoma (イヌガヤ）

17 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp 

18 Morus bornbycis (ヤマグワ）

19 Castanopsis sp. (シイノキ属の一種）

20 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp. 

21 Quercus (subgen. Lepidobalanus sect. Cerris) sp 

22 散孔材？

23 C . a. Japomca 

40 C . a. Japomca 

41 C . a. Japomca 

42 C . a. Japomca 

43 Quercus (subgen. Lepidobalanus sect. Prinus) sp. 

44 Actinodaphne sp. 

45 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp. 

46 Quercus (subgen. Lepidobalanus sect. Cerris) sp. 

47 ~Sp. (ヤナギ属の一種）

48 C . a. Japomca 

49 M. bornhyc1s 

50 C . a. Japomca 

51 C . a. Japomca 

52 C . a. Japomca 

53 C . a. Japomca 

54 Quercus (subgen. Lepidobalanus sect. Prinus) sp. 

65 Salix sp. 
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4. 考察

考察は、同時に同定した百問川沢田、百問川米田遺跡から出土した26点を含めて行う。同定した65

点のうち自然木は 1点のみで残る64点は加工材である。使用樹種はアカガシ亜属（カシ類）が最も多

く、 次いでヤブッバキ (10点）、コナラ節（コナラと考える） (6点）、クスノキ科 (5点）などとなっ

ている。この結果から、これらの材料を供給したであろ う森林は暖温帯常緑広葉樹林 （照葉樹林）で

あったと考える。ただし、木製品およびその原木は、時にかなりの遠方からも搬入されることがあ

り、出土地周辺に照葉樹林が成立していたとは断言できない。

次に、しな用材をみてみよう。

• 柄

石斧と鋤の柄各 l点があるが、ともにカシ類を用いている。

•鍬 ・鋤

未製品、不確定のものを含め 8点があるが、7点がカシ類であり、カシ材を選択しているといえ

る。 鍬 • 鋤は上記の柄とともに強度の要求されるものであるが、 比較的大径木が入手しやすく、強度

的に優れるカシ類の特長をいかした用材選択といえる。カシ類製の鋤や鍬の出士例は西南日本に多く

見られるが（松田 1984)、東京でも知られている。その出土地は、現在の極相林が照葉樹林であると

考えられる地域（照業樹林帯）内にあり、当時の遺跡周辺には照菓樹林があった可能性は大きいと考

える。このようにカシ類が入手できる状況下にありながら、あえて別種を用いているようにみえる

No.22 (鋤 ？）は、その用途を再検討する必要があるかもしれない。

• 容器

鉢、鉢形など 5点がある。使用樹種はケヤキ (2点）、ヤマグワ ・サクラ属 ・種類不明（各 l点）で

あった。

●杵

2点があるが、ともにヤブッバキであった。使用された

と考えられる時代は、弥生時代前期と古墳時代後期と500

年以上の差がありながら同一樹種が用いられている。

• 橋脚の柱・杭

縦• 横木合せて26点があり、その内訳は弥生時代前期の

橋脚の柱 (15点）と同後期の杭 (11点）である（表3)。使

用樹種はヤブッバキが最も多く、コナラ・カシ類などがこ

れに次ぐ。杭の材は、他の加工材と比べると遠隔地からの

搬入の可能性はかなり小さく、遺跡の周辺に成立していた

煕葉樹林から採取した材を用いているものと考えられる。

ヤブツバキの材は、割裂 • 加工は困難であるが耐朽性が

高く、杭材として用いるには適した樹木である。ただ、前

期に全体の半数を占めるほど使用されていたものが後期に

は全く使用されていない。後期にもカシ類 ・クスノキ ・

モッコク ・ヒサカキなどの暖温帯性樹種が使用されている

ことから、周辺には引続き照葉樹林が成立していたものと
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表3 弥生時代の柱と杭の用材

種 名＊ 前期 後期 合計

ニョウマッ 1 1 

ヤナギ属 1 1 

カシ類 1 3 4 

コナラ 2 3 5 

クヌギ類 1 1 2 

ヤマグワ 1 1 

クスノキ 1 1 

カゴノキ 1 1 

ヤブツバキ 8 8 

モッコク 1 1 

ヒサカキ I 1 

合 計 15 11 26 

＊ ：亜属・節は省略し通称を用いたものもある。
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考えられ、植生的にはヤブツバキが少なくなったとは思われない。使用場所が百問川原尾島遺跡1B河

道 2の橋脚（前期）と、百問川沢田遺跡水EBの畔（後期）と異なるが、これがヤブツバキを用いない

理由であろうか。あるいは、ヤブッバキは剪定には耐えないとされることから、切りすぎたものであ

ろうか。針葉樹の使用例は、 4種類 (Taxa)6点しかなく、広葉樹では代用できないような特殊な用

途に用いられたものかもしれない。

以上みてきたように、弥生～古墳時代を通して、遺跡周辺には照葉樹林が成立していたことは、ほ

ぼ確実と考える＊（奈良時代以降は試料数が少なく判断できない）。試料の多 くは、その森林から採取

されたものであろう（ただし、弥生時代後期以降、ヤブツバキの使用例がほとんどなくなる点には、

疑問が残る）。そして、それぞれの樹種の材質 • 特性を熟知した上で、用材を選択していることがうか

がえる。

＊ ：当遺跡の約70km東に位置する姫路市長越遺跡（弥生時代後期後半～古墳時代前期中葉と推定され

る）では、スギ・ヒノキ材の検出数が多 く（嶋倉 1978)、花粉分析結果でもスギなど湿帯性のものが

かなり出現し、典型的な暖帯林の要素がやや少ないことから、現在よりやや冷涼な気候が推定され

（中西 • 前田•松下 1978)、当遺跡での推定とはやや異なっている。この問題の解明には、今後の

デークの蓄積が必要である。

5. 引用文献

松田 隆嗣 (1984) 山賀（その 3)遺跡より出土した木製遺物の樹種について．「山賀（その 3)近畿自動車

道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」，大阪府教育委員会・ （財）大阪文化財センター，

pp.429-436. 

中西 哲•前田 保夫•松下 まり子 (1978) 総合的考察による古環境の復元．兵庫県文化財調査報告書

第12冊「姫路バイパス建設工事に伴う播磨•長越遺跡一昭和49·50年度調査報告書ー（本文編）」 兵庫県

教育委員会， pp.378-382.

嶋倉 巳三郎 (1978) 長越遺跡から出士した木質物の樹種の説明，兵庫県文化財調在報告書 第12冊「姫路

バイパス建設工事に伴う播磨•長越遺跡一昭和49·50年度調査報告書ー（本文編）」 兵庫県教育委員会．

pp.357-371. 
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． 

Cephalotaxus harringtonia No.16 

木口 x36 柾目 x90 板目 X90 

Salix sp. No.65 
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Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp. No. 17 

Quercus (subgen. Lepidobalanus sect. Prinus) sp. No. 43 
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i
 

木口 x36 柾目 x90 板目 x90 

Quercus (subgen. Lepidobanus sect. Cerris) sp. No. 21 

木口 x36 柾目 x90 飯目 x90 

Castanopsis sp. No.19 
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木口 x36 

Zelkova serrata No. 5 

Morus bombycis No.49 
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板目 X90 

Actinodaphne sp. No.44 

Prunus sp. No.6 
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木口 x36 柾目 x90 飯目 x90 

Camellia japonica No.48 
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百間川原尾島遺跡4

01986年度種子同定分 （抄）

1 • 試料

試料は、 原尾島遺跡から検出された14点である。各試料は、弥生時代前期から古墳時代後期のもの

とされている（表 1)。

表 1 百間川遺跡出土種子試料表

試料番号 遺 跡 地 区 遺 構 時 代

11 原尾島 34C No. 17-A (構）〈旧〉 占墳時代後期

12 ＂ 35C No. 17-B (溝）〈18〉
＂ 

13 " 34C No. 17-B PitC〈18〉
＂ 

14 " 34・35C 溝147
＂ 

19 II 34C No. 33 (溝） (1B〉 弥生時代後期

21 ＂ 36D 旧河道2 弥生時代前期

22 " 36C・D 旧河道2
＂ 

27 ＂ 36D 旧河道2
＂ 

2 方法及び結果

試料を肉眼及び双眼実体鏡で観察し同定した。同時に写真図版も作成した。 [Ii]定結果を一覧表で示

す（表 2)。

表 2 百間川遺跡出土種子同定結果

試料番号 種 名 部位

11 T. Kirilowii var. japonica 種f

12 T. Kirilowii var. japonica 
＂ 

13 P. salicina （スモモ）
" 

14 Cornus controversa （ミズキ）
＂ 

19 T. Kirilowii var. japonica 種子

21 Styraェsp. （エゴノキ属の一種）
＂ 

22 A. turbinata 果皮

27 L. siceraria 種f
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2
 3

 
4 

零,..  

.=-.・ ,,. 一 ． ＇ ， 
iJ i ., 

, 

- ．．竺Z

1 : Prunus salicna No.13 2: Styrax sp. No.21 3: Cornus controversa No.14 

4 : A. turbanata No.22 5 : L. siceraria No.27 

スケール： 1, 2は5mm.3は2mm.4は10mm.5は50mm.
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付叔8 百間川原尾島遺跡から出tした
鉄剣形銅剣についての自然科学的研究

1 はじめに

東京国立文化財研究所保存科学部

平尾良光

鈴木 浩子

榎 本 淳子

岡山県古代吉備文化財センクーの依頼により、岡山市百問川原尾島遺跡から出上した鉄剣形の銅剣

について、蛍光X線分析法による化学組成と鉛l司位体比法による材料の産地推定を行なった。

2 分析法

1)蛍光X線分析法

蛍光X線分析はフィリップス社製の波長分散形蛍光X線分析装置で行った。 機器の使用条件はスカ

ンジウム管球を用い、 60kV、50mAで一次X線を発光させて、試料に照射した。試料から発生する二次

X線は元素ごとに波長が異なるため、フッ化リチウムの結晶でX稼を角度ごとに分散させ、分散角度

におけるX線強度を測定した。

2)鉛同位体比法

産地推定のために鉛同位体比法を利用した*ll。鉛同位体比はVG社製全自動表面電離型質贔分析

計Sector-Jで測定した。資料の錆の一部を採取し、溶解し、含まれている鉛を覚気分解法で精製分離

した。この鉛の一定贔を質趾分析計に装着し、鉛の同位体比を測定した。値はNBS-SRM-981で規格化

した*2)。

3 資料

この資料に関する古代占備文化財センクーからの情報によれば、百問川原尾島遺跡の丸山調在区10

-----13C・D区竪穴住居9から出 Lしており、推定された時代は古墳時代初頭とのことである。形式・

出じ状況などの考古学的な知見はここでは行略する。

4 蛍光X線分析の測定と結果

1)蛍光X線分析の測定

試料は古代吉備文化財センターから少最がポリエチレン袋で送られてきた。錆の採取箇所は不明で

ある。この試料の一部に関して蛍光X綜法で化学組成を測定した。

2)測定値

得られた蛍光X線スペクトル図を図 1aと図 lbで示した。これらは全体像の (a)図と、 縦軸を

10倍に拡大した (b)図で表されている。これらのスペクトル強度を表 lとしてまとめた。

図2のスペクトルから判断すると、鉄剣形銅剣のt成分は銅、スズ、鉛であり、少贔の鉄と微贔の
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付載8 百間川原尾島遺跡から出土した鉄剣形銅剣についての自然科学的研究

表1 百間川原尾島遺跡から出土した鉄剣形銅剣が示す蛍光X線スペクトルの強度比*'

アソチモソ スズ 銀 鉛 ヒ素 亜鉛 銅 ニッケル 鉄 銅強度

角度*2 (13.5) (14.0) (16.0) (28.3) (34.0) (41.8) (45.0) (48.7) (57.5)°(cpm)*3 

鉄剣形銅剣 1.0 

(F L250) 

30 1.6 28 ＋ 100 14 2300 

* 1)数値は角度45.0度におけるX線強度を100としたときの各元素の強度比
*2) 20で表された各元素の励起X線の位置

* 3) 1分間に測定されたX線の強さ

2.5 
kCPS 

2.0 

1. 5 

1.0 

0.5 

0.0 

LIF200 FL250 FL250-l 

こ

銅

ス
ズ

鉛 鉛

20 40 60 

2Theta [Degrees) 

図 1a 鉄剣形銅剣の蛍光X線スペクトル図

アンチモン、銀が含まれていた。これらの微量成分が含まれるということは、古代青銅の成分として

よく見られることであり、典型的な古代の鉛入り青銅と理解できる。表面の錯を測定しているゆえ

に、鉛、スズが見かけ上多く見えるが、これも士中埋蔵環境において銅が流失したと推定され、一般

的な傾向である。この組成からだけでは、弥生・古墳などの時代判定はできない。

5 鉛同位体比の測定と考察

1)鉛同位体比の測定

試料は蛍光X線分析で用いた微少贔の錯を使用した。この試料に関して、鉛同位体比を測定した。

試料を石英製のビーカーに入れ、硝酸を加えて溶解し、蒸留水で希釈した。この溶液を白金電極を用

-303-



百間川原尾島遺跡4

0kC .25 S I LIF200 FL250 
p I It 

ス
ズ
11 
ス

0.20~ 11ズ

0.15 

0.10 

0.05 

0.00 

11鉛 11鉛 11銅 I I銅

20 40 

図1b 鉄剣形銅剣の蛍光X線スペクトル図

鉄

FL250-l 

＂失

60 

2Theta [Degrees] 

いて 2Vで電気分解し、鉛を二酸化鉛として陽極に集めた。析出した鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解

し、希釈した。 0.2μgの鉛をリン酸ーシリカゲル法で、レニウムフィラメント上に載せ、 VG社製の

全自動表面電離型質量分析計Sector-]に装着した。分析計の諸条件を整え、フィラメント温度を1200

℃に設定して鉛同位体比を測定した。同一条件で測定した標準鉛NBS-SRM-981で規格化し、測定値

とした。

表2 百間川原尾島遺跡から出土した鉄剣形銅剣の鉛同位体比

鉄剣形銅剣

(HS056) 

誤差範囲

206Pb 
ー・ー,,__ _ 

巫Pb

17.733 

士0.010

2)鉛同位体比測定値

201pb _, _____ _ 
204Pb 

15.543 

土0.010

巫Pb 201pb 
—-··· -・-
巫Pb 20spb 

38.398 0.8765 

士0.030 士0.0003

208Pb _____ ., 
勾spb

2.1654 

士0.0006

測定された鉛同位体比を表2で示した。鉛同位体比による産地推定の原理および応用については省

略する。得られた値を今までに測定された値と比較してみると、図 2と3のようになった

*3} *4) *5) *6) *7) 
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図2は縦軸が20spb/20spbの値、横軸が201Pb/2ospbの値である。この図をA式図と呼ぶこととする。

この図で鉛同位体比に関して今までに得られている結果を模式的に表わし、今回の結果をこのなかに

プロットした。すなわち日本の弥生時代における東アジア地域において、 Aは中国前漢鏡が主として

分布する領域で、後の結果からすると華北の鉛である。 Bは中国後漢鏡および三国時代の銅鏡が分布

する領域で、華南産の鉛と推定される。 C は現代の日本産の大部分の主―屡~滋訂立,t)、ーる領域。 D は朝

鮮半島産の多紐細文鏡と細形銅剣が分布するラインとして示されることが判っている。また aは弥生

時代の後期銅鐸が示した画ー的な鉛を意味する領域である。

この図の中に、本測定値を「●」で示した。

この鉄剣形銅剣は a領域に含まれた。即ち華北産の鉛であり、しかも後期銅鐸にみられた画ー的な

鉛であると見ることができる。そこで、もう一つの鉛同位体比の図を調べた。これを図 3で表わし

た。この図では縦軸が201Pb/204Pbの値、横軸が20spb/204Pbの値である。この図をB式図と呼ぶことと

する。図 2 の中で、 A'B'C'D'~ま中国華北、華南、日本、朝鮮半島産の鉛領域を表わす。ここ

でも鉄剣形銅剣の値は「●」の印で表され、 A'領域に含まれた。結果として、この鉛同位体比の値

からすると、用いられた鉛は中国華北産の材料である。

今までの鉛同位体比の研究から、古墳時代の青銅製品は測定値がB領域に出ることが多い。しか

し、この鉄剣形銅剣はその時代が古墳時代初頭と推定されているのに、 a領域、つまり弥生時代後期

銅鐸に見られる画ー的な鉛を材料として使っていることが示された。ということは、この銅剣が弥生

時代後期の資料であり、それが古墳時代にもたらされたと見てもいいし、弥生時代後期の材料が、古

墳時代にもたらされたという可能性もある。銅剣の型式分類に関連して、弥生時代と古墳時代の過渡

的な時代の資料である可能性を含んでいる。大切な例である。

引用文献

(1) 乎尾良光：古代日本の青銅器： Material Analysis and Characterization Science 4 , 22-33 (1991) 

(2) 平尾良光，馬淵久夫：表面電離型固体質量分析計VG-Sectorの規格化について：保存科学 28, 17-24 

(1989) 

(3) 馬淵久夫，平尾良光：鉛同位体比法による漢式鏡の研究； MUSEUM No. 370, 4 -10 (1982a) 

(4) 馬淵久夫，平尾良光：鉛同位体比から見た銅鐸の原料；考古学雑誌 68, 42-62 (1982b). -

(5) 馬淵久夫，乎尾良光：鉛同位体比法による漠式鏡の研究 C=); MUSEUM No.382, 16-26 (1983) 

(6) 馬淵久夫，平尾良光：東アジア鉛鉱石の同位体比一青銅器との関連を中心に一；考古学雑誌 73, 199-

210 (1987) 

(7) 馬淵久夫，平尾良光：福岡県出土青銅器の鉛同位体比；考古学雑誌 75, 385-404 (1991) 
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付載9 百間川原尾島遺跡出土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所
言―→ ● ● -- - . . . . - - -

白 石純

1 . はじめに

この分析では、原尾島遺跡（丸田調査区）出土の弥生時代後期前半から後半の土器を分析し、以下

の点について検討した。

Cl)遺跡内出土土器で、時期および器種が異なるもので、胎土の分析値に違いがみられるかどう

か。また、 1993年度に分析した原尾島遺跡の三股ヶ・丸田調査区 (l)土器溜り・溝からの出士資料と

の比較をおこなった。

(2)現在までに、筆者が分析データを蓄積している備中南部の足守川流域の足守川加茂A・B遺跡

(2) (古墳時代初頭）、矢部南向遺跡 (3) (弥生時代後期後半）および周辺遺跡の総社市窪木薬師遺跡

(4) (古墳時代初頭）との比較をおこなった。

2. 分析方法および測定資料

分析は、波長分散型蛍光X線分析装置で測定し、測定方法・条件・資料などは、現在までにおこ

なっている方法である (5)0 

測定した資料は、表 1 の弥生時代後期前半および後半の壺• 甕• 高杯・鉢• 製塩土器、計51点の土

器である。

3. 分析結果

分析の結果、 (1)の検討課題である同一遺跡内での時期ごとにより胎土の分析値に差がみられる

かどうかでは、第 1図K/Ca-Fe/Tiの散布図から、後期前半の壺 (35,37, 39, 48)、甕 (1,...__, 

10)、高杯 (23,...__,26)、鉢 (31,...__,34)がほぼ一つにまとまる傾向を示した。一方後期後半の土器は前半

の士器を包み込むように広く散漫な分布をした。このことから、前半の土器の胎土の方が特定の場所

の土または、特定の土を意識的に選別している可能性が推測される。

また、器種別により差があるかどうかではほとんど差がみられなかった。ただ、高杯 (21,22, 

28, 29)の精製された粘±を使用しているものとそうでない高杯 (23,...__,27)とでは別々のグループを

つくるようである。

次に、 1993年度に分析した三股ヶ・丸田調査区の士器溜り・溝出士の弥生時代後期および古墳時代

初頭の土器との比較をおこなった。

この結果、第 1図K/Ca-Fe/Ti、第2図K/Ca-Sr/Rbの各散布図に見られるように、 1993年度に

分析した三股ヶ・丸田調査区の士器は弥生時代後期の前半および後半の土器ともほぼ重複し、明確な

差はみられなかった。ただ、壺 (36,38) ・甕 (51) . 高杯 (49) ・ 製塩土器 (41)は弥生時代後期

と古墳時代初頭の甕（ボウフラ）の領域の間にプロットされ、別のグループをつくる可能性がある。

また、甕 (20)は1993年度の分析の古墳時代初頭の領域にプロットされた。この甕は、表面に赤色顔
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料が塗られた特異な甕である。

甕 (45,47, 50)は讃岐系土器の領域と一部重なる。これらは従来言われている讃岐からの搬入土

器と考えられる。また、この甕の胎士の肉眼観察ではいずれも胎土中に角閃石、雲母の鉱物を多く含

んでいる。そして、 47は肉眼親察で他の土器とあまり差異が見られないが、分析値からは他の讃岐系

士器の中でも離れてプロットし、讃岐系の土器の中でも別グループをつくる可能性がある。

(2)の検討課題である備中南部の足守川周辺地域の遣跡との比較検討では、足守川矢部南向遺跡

（弥生時代後期後半）、足守川加茂A・B遺跡（古墳時代初頭）、窪木薬師遺跡（古墳時代初頭）の各

遺跡と比較した。この結果、第3図K/Ca-Fe/Ti、第4図K/Ca-Sr/Rbの各散布図から、原尾島遺

跡の士器が、加茂A•B遺跡の胎士に角閃石を含まないAグループの土器群とほぼ重なる以外は、他

の矢部南向、加茂A・BCBグループ）、窪木薬師の各遺跡と識別でき、大きく二つのグループに別れ

るようである。

4 . まとめ

この分析でわかったことをまとめると、

(1) 原尾島遺跡出土土器で、器種により胎土の分析値に差があるかどうかでは、特に差がなかっ

た。ただ、高杯のうち胎士に精製した粘土を使用しているものは、他の器種と少し異なる分布をし

た。なお、弥生時代後期の矢部南向遺跡の高杯を分析したときも、精製したものとそうでないもの

に、分析値に違いがみられた (6)0 

また、以前分析した三股ヶ・丸田調査区出士土器との比較では、一部の土器をのぞいてほぼ重なっ

た。ただ、一部の土器 (20, 36, 38, 41, 49, 51)は古墳時代初頭の甕（ボウフラ）の領域に近いと

ころに分布する。これらの士器の胎土には、角閃石などの特徴ある砂粒が少々含まれている。 (2)備

中南部の足守川流域の遺跡との比較では、足守Jl[A・B遺跡の古墳時代初頭のAグループと原尾島遺

跡の弥生時代後期（前半、後半）の土器とが重なる以外は、矢部南向遺跡（弥生時代後期後半）およ

び古墳時代初頭の加茂A・B遺跡 (Bグループ）、窪木薬師遺跡のグループと分布する領域が異なっ

ている。

このように現段階では、分析した遺跡数（地域ごとの数も含めて）の制約もあるが、岡山県南部地

方の弥生時代後期から古墳時代初頭の土器に使用されている粘土は、大きく二つに別れる可能性があ

る。一つは備中南部の足守川流域の胎土に角閃石を含むグループ、もう一つは百間川原尾島遺跡を含

む旭川流域のグループである（ただ、足守川加茂A・B遺跡の角閃石を含まないAグループは原尾島

の領域に入る例外をのぞけば）。そして、これらの土器の分析値の差が角閃石の有無による違いの可

能性もあるが、今後さらなる資料の蓄積をおこなう必要がある。また、これらの問題点の解決策の一

方法として、分析資料となる壺・甕•鉢など、器形的に地域差がある程度わかる器種に限定し、分析

対象地域も広範囲の地域• 水系ごとのデータを比較する必要がある。

讃岐系土器に関しても今回の分析で3点ほど、前回 (1993年度分析）の分析値と同じものが見られ

たが、 47の甕が一点離れて分布した。今後の検討を必要とするが、讃岐地方の出土土器も地域によ

り、胎土の分析値に差があることが推測され、讃岐平野の土器を分析することにより、どの地域から

の搬入品であるかが今後の分析で可能かもしれない。

この胎土分析をおこなうにあたり、亀田修一先生には終始御指導頂いた。また、資料収集では、岡
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山県古代吉備文化財センターの職員の方々にお世話になりました。末筆ながら記して感謝の意を表し

ます。
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表 1 百間川原尾島遺跡出土土器の胎土分析一覧表

資料番号 器種（部位） 出土地区 出士遺構・屠位 時代・時期 備 考

1 甕（口縁部） lOC・D 土器溜り 1 弥生時代後期前半
2 ＂ ” ” ” 3 
＂ ＂ ” ” 4 
＂ ” ” ” 5 
＂ ＂ ＂ ＂ 6 ＂ ” ＂ ” 7 ＂ ” ＂ ＂ 8 ＂ ＂ ＂ ＂ ， ,, 
＂ ＂ ＂ 10 

＂ ＂ ＂ ＂ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -----------------&&•---~~& 
-+~ 噌噌冒冒・・・・-・・・・・・・・・・ --------------------------... 噌--冒------------------------------ ----------冒-----------------------------・・ ――山—ー〒青一冒~―---------

11 甕（口縁部） lOC・D 土器溜り 1 弥生時代後期後半
12 
＂ ＂ ＂ ＂ 13 
＂ ＂ ＂ ＂ 14 
＂ ＂ ＂ ＂ 15 
＂ ＂ ＂ ＂ 16 ,, 
＂ ＂ ＂ 17 

＂ ＂ ＂ ＂ 18 
＂ ＂ ＂ ＂ 19 
＂ ＂ ” ＂ 20 
＂ ＂ ＂ ” 表面：丹塗り

21 高杯（口縁部） lOC・D 士器溜り 1 弥生時代後期前半 精製粘土使用
22 
＂ ” ＂ ＂ ＂ 23 
＂ ＂ ” ＂ 24 
＂ ＂ ＂ ＂ 25 
＂ ” ＂ ＂ 26 
＂ ＂ ＂ ＂ 27 
＂ ” ＂ ＂ ------------------

---------------------ー一―--
・・・・・・・・・------------- ---------··----·······--—-~-• -------------・--------------・ ー--・・・・・・ 儡•一〒冒冒-------・--.. ----.. --------44・・・ ー・.-~-—―― rr 冒------

28 高杯（口縁部） llC・D 包含層(L=3.6mまで） 弥生時代後期後半 精製粘土使用
29 
＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 30 
＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 

31 鉢（口縁部） lOC・D 土器溜り 1 弥生時代後期前半
32 
＂ ＂ ＂ ＂ 33 
＂ ＂ ＂ ” 34 
＂ ＂ ＂ ” 

35 壺（口縁部） lOC・D 土器溜り 1 弥生時代後期前半
36 ” ＂ 土器溜り 1 弥生時代後期後半
37 
＂ ＂ 土器溜り 1 弥生時代後期前半

38 壺（頸部） llD 包含層(L=3.6mまで） 弥生時代後期後半
39 
＂ 

11・12C・D 包含層(L:::3.65mまで） 弥生時代後期前半
40 壺（口縁部） 120・ 包含層(L=3.57mまで）

＂ 
41 製塩土器（脚） lOC・D 土器溜り 1 弥生時代後期前半
42 
＂ ” ＂ ＂ 43 
＂ ＂ ＂ ＂ 44 
＂ ＂ ＂ 弥生時代後期後半

45 甕（胴部） llC P996 弥生時代後期後半
46 
＂ 11D P997 

＂ 47 
＂ lOD Pl295 

＂ 
48 壺（口縁部） IOC・D 土器溜り 1 弥生時代後期前半

49 高杯（口縁部） lOC・D 士器溜り 1 弥生時代後期後半

50 甕（口縁部） lOC・D 土器溜り 1 弥生時代後期後半
51 甕（底部） llC・D 包含層(L::::3.4mまで）

＂ 
※備考欄ほ分析者が記載し、その他は資料提供者による。
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付載10 百間川原尾島遺跡出土の鉄滓の調査

和鋼博物館

弥生時代後期～中世に至る遺構より出士した鉄滓について岡山県古代吉備文化財センクーより調査

の依頼を受けたので金属学調査を行なった。その結果と若干の考察を加えたので併せて報告する。

1 . 資料

資料の明細を表 lに示す。

表 1 各資料の明細

番号 資 料 名 明 細 重量(g)

No. 1 
120・D落ち込み2 表面黒色であるがやや軽い感じのもので、炉壁のように思わ

20 
鉄 滓 れる。

No. 2 
llD竪穴住居7 表面黒色なるも、軽い感じのもので、底面側に赤色の士状の

15 
鉄 滓 ものが溶着している。

No. 3 
13C井戸14上層

表面側は黒色、底面側はやや赤味がある。やや重たい感じ。 15 
鉄 滓

No. 4 
13C鍛冶炉 l 表面やや赤味を帯び、粒子状のものを溶着している。重たい 55 

鉄 滓 感じ。 20 

Na. 5 
12C井戸13

約15mmがのもので表面黒色、気泡があって軽い感じ。 2 
鉄 滓

No. 6 
llD井戸12炭層以下 表面黒色で、軽い感じのもので、気泡があり、底面側に炉材

6 
鉄 滓 粒子状のもの溶着。

No. 7 
11・12C溝48

表面やや赤味を帯び凹凸で鍛冶滓様な鉄滓 22 
鉄 滓

No. 8 
lOC・D土器溜り l

表面黒色で光沢があり流出滓的な感じのもの。 16 
鉄 滓

No. 9 
20A溝5(18) 表面黒色で光沢があり、凹凸状、大きな気泡あり、やや軽い

115 
鉄 滓 感じ。

Na.10 
13C栂83

表面やや赤味があり凹凸状で鍛冶滓様な鉄滓
16 

鉄 滓 8 

No.11 
20A溝73

表面黒色で軽い感じのもの、土状のものが溶着している。 12 
鉄 滓

Na.12 
13C・D落ち込みl

表面黒色でやや光沢があり流出滓様のもの。
55 

鉄 滓 12 

2. 化学組成

各資料から試料を採取し、化学分析を行なった。各資料の化学組成を表2に示す。このうち炭素お

よび硫黄は堀場製作所EMIA-1200型C・S同時定量装置による赤外線吸収法により、その他の元素は

島津製作所高周波誘導フ゜ラズマ発光分光分析装置 (ICPV-1012型）により定量した。
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表2 各資料の化学組成（重量％）

C Si02 MnO p s Ni Cr203 Na K CaO Mg(J 

Ml 1殴l2みC2・鉄D落滓ち 0.102 50.08 0.24 0.25 
黒色部

0.004 0.01 0.03 0.99 1.60 2.24 

ぬ 1 (B込粘l2土みC部2・ 鉄D落滓ち 0.105 50.29 0.18 0.30 0.004 0.01 0.02 1.23 2.'51 2.39 

N:i.2Wll7鉄D竪滓穴住居
0.039 41.62 `  0.30 0.14 

黒色部
0.001 0.01 0.03 1.23 2.36 3.70 

油 2(8)粘ll7鉄士D竪滓部穴住居 0.048 60.50 0.74 0.12 0.001 0.01 0.03 l.25 2.64 1.54 

1'il. 3 
J::13展C井戸14

0.14 18.50 0.14 0.062 
鉄滓

0.028 0.01 0.03 0.72 0.63 2.72 

13C鍛冶炉1
Nn4 鉄滓 。.18 18. IO 0.20 0.18 0.039 0.01 o.oa 0.54 0.68 3.48 

12C井戸13
Na 5 鉄滓 50.96 0.38 0.40 0.01 0.03 1.02 1.52 4.09 

llD井戸12炭層

池 6以下鉄滓 0.073 51.29 0.30 0.25 0.003 0.01 0.03 0.98 l.15 5.30 

11・12C溝48
油 7鉄滓 0.17 21.25 0.30 0.19 0.040 0.01 。.02 0.65 0.55 3.23 

lOC・D士器溜

No. 8 り1鉄滓
0.104 21.10 0.18 0.17 0.022 0.01 0.02 0.83 0.58 1.90 

20A溝5 (旧）
No. 9 鉄滓 0.046 26.30 0.55 0.15 0.026 0.01 0.02 1号19 1.08 4.22 

No.IO 鉄13滓C溝83 0.39 14. 町 0.18 
囀゚25
0.015 0.01 0.02 0.46 0.40 1.84 

No.11 2鉄0滓A溝73 0.086 58.90 。.17 0.13 0.001 0.01 0.02 0.97 2.31 1.32 

12 落13ちC・D 
No. 込み1鉄滓

0.11 16.18 0.23 0.12 0.025 0.01 。.02 0.39 0 36 1.81 

注 1. 資料No.7, 8は若干Cuが高い

2. 資料No.6, 9は若干CaOが高い

3. 資料No.5のC,Sは試料不足にて分析せず

3. 顕微鏡組織

資料の顕微鏡組織を写真 1,.._. 12に示す。

1.24 

1.68 

0.78 

0.45 

2.15 

1.39 

1.00 

1.70 

0.98 

0.81 

1.39 

0.61 

0.95 

0.60 

VzOs 

0.032 

0.032 

0.032 

0.023 

0.021 

0.021 

0.025 

0.027 

0.021 

0.021 

0.021 

0.021 

0.030 

0.019 

Ti02 Cu Aiz~ T.Fe FeO Fe203 M.Fe 

0.33 0.01 12.90 17.74 15.35 8.35 o.rn 

0.33 0.01 16.60 13.18 10.96 6.10 0.17 

D.13 0.01 14.43 11.26 4.31 11.32 0.20 

0.14 0.01 18.30 3.20 1.48 2.94 0.06 

0.11 0.02 4.34 48.42 船.66 17.52 0.33 

0.12 0.02 7.10 47.95 38.93 25.41 0.37 

0.30 0 01 14.40 16.29 20.36 0.03 0.44 

0.28 0 02 8.81 16.60 12.20 10.21 0.09 

0.094 0.04 5. 心 44.57 33.78 26.29 0.20 

0.14 0.03 7.54 48.47 49.11 14.87 0.25 

0.17 0.01 9.55 40.52 44.91 8.16 0.30 

0 12 0.01 1 60 届.80 21.19 43.43 0.41 

0.37 0.01 9,84 10.52 9.02 5.04 0.17 

0.096 0.01 4.97 52.44 49.26 20.38 0.48 

資料No.1 , No. 2 , No. 5 , No. 6 , No .11は炉壁であり溶融黒色部から採取した試料の組織を示す。

またマグネタイトが主体である。

資料No:3, No. 4, No. 7, No. 8, No. 9, No.10, No.12はファイヤライト，ヴスクイトおよびマグ

ネタイトの結晶が主体である。
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付載IO 百間川原尾島遺跡出土の鉄滓の調査

{x 100) 

写真l 資料No.l白色の結晶物はマグネタイ ト

{xlOO) 

写真2 資料No.2白色の結晶物はマグネタイト

(x 100) 

写真3 資料No.3淡灰色の棒状結晶はファイヤライト 白色の樹枝状結晶はヴスタイ ト

(x 100) 

写真4 資料No.4淡灰色の小さな棒状結晶はファイヤライト白色の小豆状結晶はヴスタイト
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(x 100) (X400) 

写真5 資料No.5淡灰色の小さな棒状結晶はファイヤライト

(X 100) (x400) 

写真6 資料No.6淡灰色の大きな棒状結晶はファイヤライト白色の小さな樹枝状結晶はヴスタイト

(x 100) (x400) 

写真7 資料No.7淡灰色の棒状結晶はファイヤライト 白色結晶物はヴスタイ ト

(x 100) (x400) 

写真8 資料No.8淡灰色の小さな棒状結晶はファイヤライト 白色結晶物はヴスタイト
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(x 100) 

写真9 資料No.9淡灰色の棒状結晶はファイヤライト白色の小さな樹枝状結晶はヴスタイト

(xlOO) 

写真10 資料No.10白色の小さな樹枝状結晶はヴスタイト

(xlOO) 

写真11 資料No.11白色の結晶物はマグネタイト

(xlOO) 

写真12 資料No.12淡灰色の棒状結晶はファイヤライト 白色の小豆状結晶はヴスタイト
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百間川原尾島遺跡4

4. 構相成の解析

前項で観穿した試料を用い、走査型電十顕微鏡 (SEM)による微細組織の観察ならびにEDX(エネ

ルギー分散型X線分析）による局部的な定性分析を、また粉砕試料を用いてX線回折を行なし構成結

晶の同定を行なった。

またこれらの結果を総括し、各資料の構成相を示すと表 3のようになる。

表 3 資料のX線回折による相解析

番号 資料 名
ファイヤライト ヴスクイト マグネクイト ヘマクイト シリカ 甚 地
Fe,SiO. FeO Fe,O, Fe,O, Si02 （ガラス質）

No. 1 
12C・D落ち込み2

◎ ◎ 0 
Si-Al-Ca-Fe-

鉄滓 K-Ca-Mg 

No. 2 
llC・D竪穴住居7

◎ 

゜
Si -Ca -Al -K -

鉄滓 ◎ 
Fe-Mg 

No. 3 13C井戸14上附鉄滓 ◎ ◎ 

゜
Si-AI-K-Ca-
Fe-Na 

No. 4 13C鍛冶炉 1鉄滓 ◎ ◎ 

゜
Si -Al -Ca -Fe -
K-T1-Na 

No 5 12C井戸13鉄滓 ◎ ◎ 
Si -Ca -Al -Fe -
Na-Ti 

~6 
llD井戸12炭層以 F

◎ ◎ 
Si-Al-Ca Fe-

鉄滓
。
K-Na 

No. 7 11・12C溝48鉄滓 ◎ 。 ◎ 
Si-Al-Ca Fe-
K-Na 

No. 8 
lOC・D土器溜り l

◎ 0 ◎ 
Si-Al -Fe -Ca -

鉄滓 K-Na 

No. 9 
20A溝 5(旧）

◎ 
Si-Ca-Al-Fe-

鉄滓 K-Na-Ti 

NnlO 13C謁83鉄滓 c ◎ 
Si-Fe-Ca-AI — 

K-Mg-Na-Mn 

~11 20A謁73鉄滓 ◎ ◎ 
Si -Ca -Al -Fe -
K-Mg 

~12 
13C・D洛ち込み l

◎ ◎ 
Si-Ca Fe-Al 

鉄滓 K-Na 

5 考察

大沢iE巳氏(I)が調在された古墳出 L鉄滓の化学組成，構成相に本鉄悴との比較を表4にホす。

表4により資料が艘錬滓か、 鍛治滓かあるいは使用原料が砂鉄か鉱石（岩鉄）かについて考察して

みる。

(1) 資料NO.3, NO. 4, NO. 7, NO. 8, NO. 9, NO.IO, N0.12につし、て

鉄分が40.52% ,-..,52. 44%とやや高く、造滓成分23.56%-----41.46%はやや多いが、 Ti02畠：

0.094%"-'0.17%, V贔： 0. 011%"-'0. 012%はともに低く、また顕微鏡組織がファイヤライト＋

ヴスタイトであることから製錬滓ではなく 鍛治滓と思われるが、鉄分が低いことから粕錬鍛治粋

と推定される。
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表4 資料の化学組成おび構成相の比較

化学組成 （重量％）
名 称

造滓成分 Ti02 V T.Fe 

製錬滓 （砂鉄） 福岡地方
16.8 1.1 0.006 37.5 
,..._,39,8 "-'8. 2 ,...__,0.576 --57.6 

岡山地方
17.1 5.03 0.02 32.1 

＂ ＂ ,...,,,25.9 ,......,19.8 "-'0.18 ,..__,41.8 

鉱石系製錬滓
-44.5 0.35 0:-007 27.5 .. 
,..__,54_9 "-'0.57 ,...,_,0.010 ,......,38. 0 

精錬鍛冶滓（砂鉄系） 福岡地方
21.0 0.22 0.009 49.1 
""-'33.5 r-...-Q.9 "-'0.010 .-...,55_5 

＂ ＂ 岡山地方 21.4 5.6 0.12 51.7 

鍛錬鍛冶滓（砂鉄系） 福岡地方
10. l 0.1 0.013 62.2 
,--..,12.6 :----0. 7 .......,0.288 ......,64.0 

岡山地方 7.52 
0.06 

0.06 
50.1 

” ＂ ,..__,0.19 ,........64.0 

No. 1 12C・D落ち込み2 岡山県 66.46 0.33 0.018 17.74 
鉄滓 原尾島

No. 2 12C・D竪穴住居7
鉄滓

＂， 60.53 0.13 0.018 11.26 

No. 3 13C井戸14上層鉄滓 ＂ 27.71 0.11 0.012 48.42 

No. 4 130鍛冶炉 1鉄滓 ＂ 30.07 0.12 0.012 47.95 

池 512C井戸13鉄滓 ＂ 70.45 0.30 0.014 16.29 

No. 6 llD井戸12炭層以下
鉄滓 ＂ 67.1 0.28 0.015 16.60 

No. 711• 12C溝48鉄滓 ＂ 30.91 0.094 0.012 44.57 

No. 8 lOC・D土器溜り 1
鉄滓 ＂ 31.35 0.14 0.012 48.47 

No.・9 20A洞5(旧）鉄滓 ＂ 41.46 0.17 0.012 40.52 

No.10130溝83鉄滓 ＂ 24.92 0.12 0.012 46.80 

Na.1120A溝73鉄滓 ＂ 71.01 0.37 0.017 10.52 

No.12 鉄13滓C・D落ち込みl
＂ 23.56 0.096 0.011 52.44 

注：造滓成分 (SiOサ Al20サ CaO+MgO)

W: Wustite. F: Fayalite. M: Magnetite. U: Ulvospinel. H: Hematite 

・I : Ilur:nenite. S: Silica 
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W+F,W+M+F,M+F 

W+F. U+I+F 

・F+.( -wM)微、量-

W+F 

W+M+F 

W+F 

W+F 

F+M+S 

M+H+S 

F+W+M 

F+W+M 

F+S 

F+H+S 

F+M 

F+W+M 

F 

W+M 

F+M 

F+W 
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表5 各種釜土の化学組成比較（重量％）

資 料 名 Si02 A'203 Ti02 CaO MgO 

l¥1o. 1 
12C・D落ち込み2

50.08 
溶融部 (A)

12.90 0.33 2.24 1.24 

l¥1<1 1 粘士部 (B) 50.29 16.60 0.33 2.39 1.68 

No. 2 
llC・D竪穴住居7

41.62 
溶融部 (A)

14.43 0.13 3.70 0.78 

Na. 2 粘土部 (B) 60.50 18.30 0.14 1.54 0.45 

Na. 5 12C井戸13 50.96 14.40 0.30 4.09 1.00 

No. 6 llD井戸12炭層以下 51.29 8.81 0.28 5.03 1. 70 

Na.11 20A溝73 58.90 9.84 0.37 1.32 0.95 

(1) （製錬炉）

座王古墳出土鉄滓付着土
68.00 25.00 0.49 0.31 0.38 

(2) （製錬炉）

← 屋床たたら炉壁 (Na.3 -2) 
・69.20 22.37 0.90 0.38 1.33 

(3) （製錬炉）
69.40 

下大仙子製鉄遺跡炉壁No.14
23.71 0.60 1.20 1.13 

(4) （製錬炉）
65.59 

砥波炉元釜土（古来の砂鉄製錬法）
18.63 0.23 Tr 

(4) （製錬炉）
67.16 

石見国価谷炉元釜土( ＂ ） 
14.91 0.03 Tr 

(5) （製錬炉）

靖国たたら釜土
68.54 13.12 —• 0.25 0.26 

(6) （製錬炉）
64.44 

日本鉄鋼協会復元たたら釜土
13.60 ー・ 0.20 0.38 

(7) （鍛冶炉）

鳥上作刀鍛練場火床羽口取付粘土
54.28 19.10 0.89 1.17 1.33 

(8) （鍛冶炉）
55.30 

庄原市則清遺跡鍛冶炉壁
19.10 0.14 1.00 0.95 

(9) （鍛冶炉）

益田市上久々茂士居跡遺跡鍛冶炉壁
58.30 19.31 0.20 0.10 0.41 

注： (1)和鋼記念館：座王古墳出土鉄滓の調査 昭和59年7月28日

(2)和鋼記念館：島根県野波屋床たたらの鉄滓及び炉材の調査 昭和59年 6月20日

(3)和鋼記念館：下大仙子製鉄遺跡より出土した鉄滓，炉壁，炉床及び木炭の調査 昭和60年1月31日

(4)俵 国一：古来の砂鉄製錬法、丸善 1933 

(5)小塚寿吉：日本古来の製鉄製錬法“たたら＂について，鉄と鋼 第52年第12号

(6)日本鉄鋼協会：たたら製鉄の復元とその錨について 昭和46年2月27日

(7)和鋼記念館：鳥上作刀鍛錬湯鍛冶滓の調査 昭和63年6月30日

(8)和鋼記念館：庄原市則清遺跡出土鉄滓の調査 平成5年 1月13日

(9)和鋼博物館：益田市上久々茂土遺跡出土鉄滓，鉄釘の調査 平成6年3月11日
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17.74 

13.18 

11.26 

3.20 

16.29 

16.60 

10.52 

2.61 

3.13 

3.66 

3.37 

1.91 

3.10 

2.83 

4.62 

7.07 

2.80 
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(2) 資料NO.1 , NO. 2 , NO. 5 , NO. 6 , NO. 11について

各資料いずれも造滓成分60.53.-......71.01と高く、鉄分10.52%.-......17.74%と低いことから炉壁と推定

される。本資料の化学組成と従来調査した釜士の組成比較を表5に示す。

組成的にみると本資料のNO.2粘土部(B)はT.Feが低いことからこれが元来の釜土組成と見倣して

比較を行なうと製錬炉釜土よりSi02が低く、鍛冶炉用炉壁の組成に近いことから、本資料は鍛冶
T. Fe(A) 

炉用炉壁と推定される。またBに対するAの鉄分富化率を資料NO.2でみると =3.5であT. Fe(B) 
り、従来調査した製錬炉炉壁の鉄分富化率： 2.37.-......3. 06より本資料が高いことからかなり高い温

度で鍛冶が行なわれたものと推定される。

(3) 使用原料は砂鉄か鉱石か

使用原料を区別する指標となるものはTiとV量2)である。表4より砂鉄を原料とした精錬鍛冶滓

の〔TiO』/〔Fe〕の比を求めると0.01,...,_,0.llである。これに対し本資料0.00183.-......Q. 0042と低

い。またVについて表4から砂鉄系精錬鍛冶滓における〔V〕／〔Fe]の値を求めると福岡で

0.0012, 岡山で0.0023となる。一方本資料では0.00021,...,_,0.000296であり、ともに低い値を示すこ

とから砂鉄系ではなく鉱石（岩鉄）系を原料とした精錬鍛冶滓と推定される。

6. 結 言

岡山県百間川原尾島遺跡出土鉄滓および炉壁について調査を行なった。結果を要約すると次の通り

である。

(1) 資料NO.3 , 4 , 7 , 8 , 9 , 10, 12鉄滓は鉱石（岩鉄）系精錬鍛冶滓と推定した。

(2) 資料NO.1 , 2 , 5 , 6 , 1 Hま鍛冶用炉壁と推定した。

以上の調在は日立金属株式会社治金研究所で実施し、日立金属テクノクス清永取締役に御指導を賜

わった。
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付載11 百間川原尾島遺跡出士の赤色顔料について

福岡市埋蔵文化財センター

本田光子

宮内庁正倉院事務所

成瀬正和

百間川原尾島遺跡で出土した士猥内埋土中の赤色物と赤色塗彩の土器1点について顕微鏡観察とX

線分析（士城出士赤色物についてのみ）を行い、赤色顔料の種類や特徴を調査した。墳墓出土例や士

器・木器等の彩色例に関する現在までの知見に寄れば、出土赤色物は鉱物質の顔料であり、酸化第2

鉄Fe203を主成分とするベンガラと、赤色硫化水銀HgSを主成分とする朱の 2種が用いられている。こ

れ以外に古代の赤色顔料としては、四三酸化鉛を主成分とする鉛丹があるが、出土例はまだ確認され

ていない。ここでは、これら三種類の赤色顔料を考えて調査を行った。試料の一覧と分析結果及び推

定される赤色顔料の種類を表に示した。

試料

土城11出士の赤色物は「赤味を帯びた土」である。赤色物が凝集した小塊は認められない。これを

実体顕微鏡下で観察すると、この「赤味を帯びた土」は何等かの有機物が腐朽したものと思われ、赤

色物は全体に拡散している。•土と赤色物の明確な分離は無理であったが、出来る限り土を除去し、針

先に付く程度を検鏡用に、残りをX線分析に供した。

一般に丹塗磨研土器と呼ばれる焼成前塗彩の赤彩の残りは良好である。本資料は焼成前塗彩なので

良好な状態である。

顕微鏡観察

光学顕微鏡により透過光・反射光40----.,400倍で検鏡した。検鏡の目的は、赤色顔料の有無・ 状態・

種類を判断するものである。古代の三種の赤色顔料（朱、ペンガラ、鉛丹）は特に微粒のものが混在

していなければ、粒子の形状、色調等の違いから検鏡により見極めがつく。

No2土器片はそのままで落射光により40----.,100倍で検鏡し、赤色顔料の有無、その種類、付着残存

状態を観察した。また、赤色部分から針先に付く程度の量を採取しプレパラートを作製し、透過光・

落射光40.......,400倍で検鏡した。

No2は赤色顔料としては、 iまっきりしたベンガラ粒子は認められず、いわゆる広義のペンガラと呼

ぶ赤士に近い状態であった。ペンガラにはいわゆるパイプ状粒子と呼ばれている管状の粒子が含まれ

ることがあり、産地を示すものかと議論を呼んでいるが、今回の試料には見い出せなかった。

蛍光X線分析

赤色顔料の主成分元素の検出を目的として実施したものである。宮内庁正倉院事務所の理学電機工

業（株）製蛍光X線分析装置を用い、 X線管球；クロム対陰極、印加電圧； 40kV、印加電流； 20mA、
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付載11 百問川原尾島遺跡出土の赤色顔料について

分光結晶；フッ化リチウム、検出器；シンチレーション計数管、ゴニオメーター走査範囲 (2()) : 

10~65° の条件で行った。その他の諸条件は適宜設定した。

鉛は検出されなかったので、表には鉄と水銀の有無のみ記した。赤色顔料の主成分元素としては鉄

が検出された。この他、マンガン、ストロンチウム、ルビジウムなどの元素が検出されるが、それら

はみな主として土部分に由来するものなので、省略した。

X線回折

赤色の由来となる鉱物成分の検出を目的としたものである。宮内庁正倉院事務所設置の理学電機

（株）製文化財測定用X線回折装置を用い、 X線管球；クロム対陰極、フィルター；バナジウム、印

加電圧； 25kV、印加電流； lOmA、検出器；シンチレーション計数管、発散および受光側スリッ・ト；

0.34° 、照射野制限マスク（通路幅） ： 4 mm、ゴニオメーター走査範囲 (28) ; 30,...._,66° の条件で
行った。その他の諸条件は適宜設定した。表には辰砂 (Cinnabar赤色硫化水銀）、赤鉄鉱 (Hematite酸

化第二鉄）の有無のみについて記した。赤色顔料の主成分鉱物としては赤鉄鉱 (Hematite)が同定さ

れた。そのほかに石英、長石などが確認されたが、それは主として混入土砂に由来するものなので、

やはり省略している。

まとめ

No 1の土漿出土赤色顔料の種類はベンガラであり、パイプ状粒子は含まない。ベンガラは土城内全

体に拡散していたと見られ、遺構の性格を考える上で興味深いものである。

No 2の上器は焼成前塗彩であり「丹発磨研土器」の赤色は、当然のことであるが焼成による鉄分の

酸化による発色である。そのため、本来的に酸化鉄含有量の多い「ベンガラ」が使われる湯合と、本

来の酸化鉄含有星は少ないが適度の焼成条件により明るい赤色に発色するような「赤土」を用いる場

合がある。前者はペンガラという赤色頻料が必要であるが後者は「赤土」があれば良く、磨きの状態

ではそれさえ必要でない場合がある。 No2の赤色はいわゆる丹塗であり酸化鉄による発色であるが、

検鏡において顕著なペンガラ粒子は見いだせず、赤い土砂である。つまり、 No2は赤色顔料としての

ベンガラは使用していない可能性が高く、赤い土砂を使ったかあるいは使っていないかも知れない。

しかし実際には赤く発色している。このような状態の酸化鉄系赤色顔料を筆者は広義のベンガラと呼

んでおり、表中では（ベンガラ）で示した。

表 試料の一覧と分析結果及び推定される赤色顔料の種類

蛍光X線分析 X線回折
赤色顔料 挿

出土遺構 遺物 顕微鏡観察
の種類 図

鉄 水銀 鉛 赤鉄鉱 辰砂

第
1 llC 土猥11 赤色土 ＋ ＋ ベンガラ ベソガラ 75 

図

2 lOCD土器溜り l
壺形 .. . . . .. .. -- • I• • • 湯. . ．．．． （ベソガラ） （ベンガラ）V 土器

．．．．：未測定 ＋：検出 ー：未検出
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付載12 百間川原尾島遺跡出土の
赤色顔料の蛍光X線分析結果

百間川原尾島遺跡出士の赤色顔料については、徳島県立博物館の魚島純一氏に蛍光X線による分析

を依頼し、その結果を頂いたので抜粋して掲載する。なお、分析にあたっては徳島県立博物館および

同館の天羽利夫氏には格別の御配慮を得た。あわせて厚く御礼申し上げます。

表 蛍光X線分析試料と結果

掲載番号 遣 構 名 器種 時代・時期 結果 備 考

260 井戸 9 鉢 百・後.n 水銀朱
28 竪穴住居16 石杵 百・後・皿 水銀朱 『百間川原尾島遺跡2』

15 旧河道 l 空...J...• 百• 前.II ベンガラ

17 旧河道 1 空_,_. 百• 前・ 11 ベンガラ

76 井戸2 空...L.• 百・後.m ペンガラ
446 溝13 空....L・ 百・後.w ベンガラ

ペソガラは本来のベンガラと、赤土を含むもので、蛍光X線では明確に区分することができないため、広義の意味で使

用している。

l(OP•> 

:.,e.e 

ニョ .e'

20.e' 

::i.~. a 
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S.  0; 

0.0. 

I (OPS)  

-4e.e 

3:5 _ e: 

30.0  

2:5.0 

之0.0

~= 

図 1 井戸9出土の鉢〈260〉

r.:: 

ビ2

.e 

,:;-=, • 0 

図2 「竪穴住居16」• 『百間川原尾島遺跡2』出土の石杵〈28〉
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図3 旧河道1出土の彩文壺〈15〉
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図4 旧河道1出土の彩文壺〈17〉
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図5 井戸2出土の壺〈76〉
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出土遺物一覧（観察）表

1 . 土器観察表

2 +石製品一覧表

3 +士製品一覧表

4 +金属製品一覧表

5 +木製品一覧表

6 . 玉類一覧表

7 . 新旧遺構名称対照表
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出士遺物一覧（観察）表

凡 例

1 . 士器観察表の実測番号は、実測時の整理番号であり、掲載番号が本報告書掲載図の番号にあた

る。

2. 士製品、石製品、金属製品、木製品、玉類一覧表の番号は整理番号であり、掲載番号が本報告書

掲載図の番号にあたる。・

3. 遺構名の欄は新（報告書作成時）遺構名であるが、（ ）を付すものは旧遺構名である。

4. 各一覧表の時代・時期は遺構の時期を示しており、必ずしもその遺物の時期を示すものではな

し、
゜
5. 石製品の形式は、石鏃についてのみ以下の分類を行なっている。

I . 平基式 II . 凹基式 III . 凸基 I式 N. 有茎式 V. 扶り入り式 VI. 凸基 II式

△ △ u O Ll 0 
ー II m

 

Wi 
＞
 

VI 

6. 士製品の形式は、士錘についてのみ以下の分類で行なっている。

A. ずん胴で穴が中央を貰通 I 長80mm以上、幅30mm以上、若干不正形

II① 1よりも細目、長80mm近い

II② 長70mm程、幅30mm未満、中形

II③ 長70~未満、幅30mm未満、小形

m 長60mm未満、幅30,...__,35mm、長丸

N 長60mm程、幅50mm程

B. 上下の口部分が細い中太の紡錘形 I 中太で長い大形品

II 先細で長い

I11 中太で短い

N 先細で中位の長さ

V 先細で短い

C. 楕円形、長軸にそって溝がある

D. 球形で溝と穴がある

E. 両端に穴のある腕骨形

7. 新旧遺構名称対照表の新名称は報告書作成時に付したもので、旧名称は発掘調在時のものであ

る。
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土器観察表

闘 闘 遺構•土層名 種 別 器 種
法量 Cm)

備 考
ロ径底径器高

1 368 旧河道 1 縄文土器 深鉢 44.2 頸部ナデ・胴部ケズリ

2 359 旧河道 1 縄文土器 深鉢 ロ緑部横ナデ・頚部ナデ

3 366 旧河道 1 縄文土器 深鉢 ロ緑部横ナデ・頸部2枚貝条痕・胴部ケズリ

4 371 旧河道 1 縄文士器 深鉢 2.0 内外面ナデ・外面接合痕顕著

5 354 旧河道 1 縄文土器 深鉢 頸部外面ナデ・胴部外面ヘラケズリ

6 350 旧河道1 縄文土器 深鉢 内面ナデ

7 357 旧河道 1 弥生土器 壺 外傾接合•砂粒多く含む・外面煤付着
8 367 旧河道 1 弥生士器 壺， 365 旧河道 1 弥生土器 蓋 23.2 9.7 

10 370 旧河道 1 弥生土器 蓋 18.8 10.0 

11 356 旧河道 1 弥生土器 壺 内外面ヘラミガキ•砂粒多く含む
12 369 旧河道 l 弥生土器 壺 頸部下端と胴部に削り出し突帯

13 360 旧河道 1 弥生土器 壺 13.8 胴部削り出し突帯•砂粒多く含む
14 363 旧河道 1 弥生土器 壺 彩文•砂粒多く含む
15 364 旧河道 1 弥生土器 壺 彩文•砂粒多く含む

16 351 旧河道 1 弥生土器 壺 外面ヨコヘラミガキ•砂粒多く含む
17 362 旧河道 1 弥生土器 壺 外面黒色物塗布・彩文•砂粒多く含む
18 376 旧河道 1 弥生士器 壺 胴部に削り出し突帯・外面ヘラミガキ・内面ナデ

19 377 旧河道 1 弥生土器 壺 胴部に削り出し突帯・外面ヘラミガキ・内面ナデ

20 348 旧河道 1 弥生土器 壺 外面ヘラミガキ・内面ナデ•砂粒多く含む

21 352 旧河道 1 弥生土器 壺 外面黒色物塗布• 内外面ヘラミガキ
22 353 旧河道 1 弥生土器 壺 内外面ヘラミガキ•砂粒多く含む

23 375 旧河道 1 弥生土器 壺 胴部に削り出し突帯• 内外面ヘラミガキ
24 349 旧河道 1 弥生土器 甕 胴部内面ナデ•砂粒多く含む

25 358 旧河道 1 弥生土器 甕 ロ緑部横ナデ・胴部内外面ナデ• 砂粒多く含む
26 343 旧河道 1 弥生士器 甕 ロ縁部内外面横ナデ・胴部内外面ナデ

27 342 旧河道 1 弥生土器 甕 21.1 胴部内外面ナデ•砂粒多く含む

28 344 旧河道 1 弥生士器 甕 胴部内外面ナデ•砂粒多く含む
29 361 旧河道 1 弥生土器 鉢 11.0 5.1 9.5 砂粒多く含む

30 347 旧河道 1 弥生土器 甕 ロ緑部横ナデ•砂粒多く含む
31 345 旧河道 1 弥生土器 甕 胴部外面タテハケ・内面ヘラミガキ•砂粒多く含む

32 372 旧河道 1 弥生士器 甕 外面煤付着•砂粒多く含む
33 373 旧河道 1 弥生土器 壺？ 8.8 底部には焼成後の穿孔•砂粒多く含む
34 374 旧河道1 弥生土器 壺 内外面ヘラミガキ• 砂粒多く含む

35 355 旧河道 1 弥生土器 壺 内外面ヘラミガキ•砂粒多く含む

36 346 旧河道 1 弥生土器 甕 砂粒多く含む

37 315 士猥 l 弥生土器 壺 20.0 

38 690 土壊2 弥生土器 甕

39 159 竪穴住居 l 弥生土器 甕 15.3 4.5 25.6 底部赤色化している。

40 166 竪穴住居 l 弥生士器 甕 12.9 5.0 21.0 底面ヘラミガキ

41 162 竪穴住居 l 弥生土器 鉢 15.4 4.9 10.6 調整不明瞭

42 160 竪穴住居 l 弥生土器 鉢 15.3 5.2 13.8 ロ縁部下に円孔一対あり

43 165 竪穴住居 l 弥生土器 壺？

44 161 竪穴住居 l 弥生土器 台付鉢 8.5 3.7 5.5 

45 163 竪穴住居 l 弥生土器 高杯 11.0 水濾し粘土

46 164 竪穴住居 l 弥生土器 高杯 16.7 

47 175 竪穴住居2 弥生土器 甕 14.8 

48 179 竪穴住居2 弥生土器 鉢 33.3 

49 167 竪穴住居2 弥生土器 鉢 18.2 4.7 8.4 

50 108 井戸1 弥生士器 台付長頚壺 12.9 11.0 28.5 ロ縁部内面に5条の凹線めぐる。

51 117 井戸1 弥生士器 鉢 23.7 

52 118 井戸1 弥生土器 鉢 16.0 

53 116 井戸1 弥生土器 甕

54 114 井戸1 弥生土器 涵杯

55 112 井戸1 弥生土器 高杯 10.8 脚台部

56 119 井戸1 弥生土器 器台 15.6 ロ縁端部上面に3の字状半裁竹管文めぐる

57 111 井戸1 弥生土器 器台

58 113 井戸1 弥生土器 台付鉢 4.6 

59 21 井戸2 弥生土器 長頚壺 17.7 7.5 35.4 ロ縁端部外面に記号状の刺突

60 29 井戸2 弥生土器 長頸壺 18.9 7.0 34.8 ロ緑焙部外面に記号状刺突

61 30 井戸2 弥生土器 長頸壺 17.8 7.7 31.2 

62 24 井戸2 弥生土器 長頸壺 21.2 5.8 31.9 胴部外面に籠目痕

63 78 井戸2 弥生土器 長頸壺 16.2 ロ緑端部外面に4条の記号状線刻

64 76 井戸2 弥生土器 長頸壺 18.3 ロ緑端部上面に 3条の沈線めぐる

65 53 井戸2 弥生土器 長頸壺 7.0 
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闘 闘 遺構•土層名 種 別 器 種
法量 (cm)

備 考
ロ径底径器高

66 82 井戸2 弥生土器 壺 16.3 

67 39 井戸2 弥生土器 壺 18.2 9.0 32.9 

68 40 井戸2 弥生土器 壺 18.2 9.0 36.2 底面ヘラミガキ

69 22 井戸2 弥生士器 ． 空 13.15 7 26.6 

70 87 井戸2 弥生土器 .... 空 9.5 

71 52 井戸2 弥生土器 壺 16.3 9.3 33 

72 19 井戸 2 弥生土器 直口壺 8.6 6.2 12.6 水濾し粘土

73 16 井戸2 弥生土器 直口壺 7.2 4.1 12.3 底部ヘラミガキ•水濾し粘土

74 50 井戸2 弥生土器 台付直口壺 4.6 8.1 11.3 

75 65 井戸2 弥生士器 台付直口壺 6.9 水濾し粘士

76 64 井戸2 弥生土器 直口壺 6.8 水濾し粘土

77 41 井戸2 弥生土器 台付直口壺 8.8 水濾し粘土

78 42 井戸2 弥生土器 台付直口壺 7.3 水濾し粘土

79 15 井戸2 弥生土器 壺 11.2 5.4 20.6 

80 89 井戸2 弥生土器 甕 15.8 6.8 26.9 底面ヘラミガキ

81 86 井戸2 弥生土器 甕 14.4 6.7 24.1 底部煤付着

82 25 井戸2 弥生土器 甕 13.2 4.7 22.2 焼成後底部穿孔

83 33 井戸2 弥生士器 甕 14會6 6會2 27.9 底部に焼成後穿孔

84 32 井戸 2 弥生土器 甕 15.2 6.3 22.7 底面ヘラミガキ

85 47 井戸2 弥生土器 甕 14.2 6.4 24.3 底面ヘラミガキ

86 34 井戸2 弥生土器 甕 14.6 5.7 27.0 底面ヘラミガキ

87 46 井戸2 弥生土器 甕 15.5 5.9 26.8 底面ヘラミガキ

88 84 井戸2 弥生土器 甕 14.2 

89 85 井戸2 弥生上器 甕 16.5 

90 91 井戸 2 弥生土器 甕 17.1 

91 94 井戸 2 弥生士器 甕 13.4 5.0 24.0 胴部外面被熱による剣離顕著

92 23 井戸 2 弥生土器 甕 15.7 4.6 25.9 底部は焼成後穿孔

93 93 井戸 2 弥生土器 甕 17 .1 肩部に記号状の刺突4箇

94 18 井戸 2 弥生土器 甕 14.6 6.2 24.2 底面ナデ

95 28 井戸 2 弥生士器 甕 14.4 4.5 26.5 胴部外面タタキ

96 35 井戸 2 弥生土器 甕 3.7 18.9 

97 37 井戸 2 弥生土器 甕 5.1 5.1 18.0 底部焼成後穿孔

98 38 井戸2 弥生土器 甕 9.8 4.9 13.6 

99 66 井戸2 弥生土器 鉢 11.2 4.2 11.6 調整不明

100 20 井戸2 弥生土器 鉢 10.5 3.9 10.2 底面ヘラミガキ

101 27 井戸2 弥生士器 鉢 16.2 6.5 15.8 

102 92 井戸2 弥生士器 鉢 20.6 

103 90 井戸 2 弥生土器 鉢 22.0 8.5 17~8 

104 31 井戸 2 弥生土器 台付鉢 17.2 10.0 17.3 

105 88 井戸2 弥生土器 鉢 29.0 9.8 15.5 

106 72 井戸2 弥生土器 鉢 胴部外面煤付着

107 73 井戸2 弥生土器 鉢 胴部外面ハケメ後ヘラミガキ

108 75 井戸2 弥生土器 鉢

109 69 井戸2 弥生土器 製塩土器 3.5 

110 70 井戸2 弥生土器 製塩土器 3.6 

111 71 井戸2 弥生土器 製塩土器 5.0 

112 74 井戸 2 弥生土器 鉢 胴部外面ヨコヘラミガキ

113 62 井戸2 弥生土器 鉢 10.9 4.0 4.4 底面ハケメ•水濾し粘土

114 80 井戸2 弥生土器 鉢 14.5 4.3 6.3 

115 51 井戸2 弥生土器 鉢 13.1 3.25 5.9 

116 54 井戸2 弥生土器 高杯

117 55 井戸2 弥生土器 高杯

118 68 井戸2 弥生土器 高杯

119 67 井戸 2 弥牛土器 高杯

120 81 井戸 2 弥生土器 高杯 37.2 ロ縁部内面に8条の沈線めぐる

121 58 井戸 2 弥生土器 高杯 16.6 

122 48 井戸 2 弥生土器 高杯 17.5 11.8 8.8 水濾し粘土

123 36 井戸 2 弥生士器 高杯 24.3 13.8 11.6 水濾し粘士

124 45 井戸2 弥生土器 高杯 17.0 10.5 8.7 水濾し粘土

125 26 井戸2 弥生土器 高杯 16.3 11.5 8.9 水濾し粘土

126 61 井戸2 弥生土器 高杯 16.5 11.0 9.1 調整不明•水濾し粘上

127 49 井戸 2 弥牛土器 尚杯 16.2 水濾し粘土

128 63 井戸 2 弥生土器 尚杯 9.2 水濾し粘土

129 44 井戸2 弥生土器 高杯 17.9 水濾し粘土

130 60 井戸2 弥生土器 高杯 18.2 水濾し粘土

131 43 井戸2 弥生土器 高杯 16.4 10.8 10.0 水濾し粘土
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百問川原尾島遺跡4

闘 闘 遺構•土層名 種 種
法景 (cm)

備 考
； 

別 器
ロ径底径器高

132 56 井戸2 弥生土器 高杯 15.5 水濾し粘土

133 57 井戸2 弥生土器 高杯 18.1 水濾し粘土

134 59 井戸2 弥生土器 高杯 16.5 

135 17 井戸2 弥生土器 高杯 11.5 10.2 6.9 

136 77 井戸2 弥生土器 I器台 9.4 水濾し粘土

137 79 井戸2 弥生土器 器台

138 83 井戸2 弥生土器 器台

139 138 井戸3 弥生士器 甕 20.9 10.6 35.7 
140 123 井戸3 弥生土器 甕 14.2 

141 121 井戸3 弥生土器 甕 13.5 

142 128 井戸3 弥生土器 高杯 18.9 13.4 11.5 水濾し粘土
143 127 井戸3 弥生土器 高杯 12.9 水濾し粘士

144 153 井戸4 弥生士器 甕

145 154 井戸4 弥生土器 高杯 内外面ともにヘラミガキ

146 134 井戸 5 弥生土器 壺 19.6 11.0 36.4 
147 124 井戸5 弥生土器 長頸壺 19.2 

148 135 井戸5 弥生士器 甕 21.1 8.0 149と同一個体

149 133 井戸 5 弥生土器 甕 8.3 

150 122 井戸 5 弥生土器 甕 12.6 胴部内面ナデ

151 126 井戸5 弥生土器 甕 13.1 4.7 19.0 調整不明
152 131 井戸 5 弥生土器 鉢 16.0 4.5 7.8 

153 130 井戸5 弥生土器 製塩土器 4.0 

154 125 井戸 5 弥生土器 高杯 11.8 

155 132 井戸5 弥生土器 高杯 17.8 

156 129 井戸5 弥生土器 高杯 12.7 

157 151 井戸6 弥生土器 壺 8.8 

158 136 井戸6 弥生土器 壺 14.0 

159 145 井戸6 弥生土器 甕 15.3 胴部外面にククキ残る

160 137 井戸 6 弥生土器 甕 14.2 5.9 29.4 底面ヘラミガキ

161 146 井戸 6 弥生土器 鉢 42.8 11.5 17.3 

162 148 井戸6 弥生土器 器台 35.4 

163 140 井戸6 弥生土器 高杯 25.0 ロ縁端部上面3条の凹線めぐる
164 139 井戸6 弥生土器 高杯 13.1 

165 147 井戸 6 弥生土器 高杯 16.7 11.2 12.5 粗雑なつくり
166 141 井戸 6 弥生土器 高杯 10.5 

167 144 井戸 6 弥生土器 7.4 脚台部

168 142 井戸6 弥生士器 製塩土器 4.7 調整不朋

169 143 井戸 6 弥生士器 製塩土器 5.5 

170 155 井戸 7 弥生土器 長頸壺 16.1 5.8 29.3 
171 149 井戸 7 弥生土器 長頸壺 18.5 

172 150 井戸 7 弥生土器 甕 14.4 

173 152 井戸7 弥生土器 鉢 16.3 4.0 8.6 
174 327 井戸8 弥生土器 鉢 44.0 

175 607 井戸9 弥生土器 長頸壺 10.4 

176 581 井戸 9 弥生土器 長頸壺 15.37 6.55 32.5 頸部の沈線はラセン状
177 550 井戸 9 弥生土器 空...LJ 18.6 

178 744 井戸 9 弥生土器 長頸壺 18.3 

179 605 井戸9 弥生土器 長頸壺 15.2 

180 543 井戸9 弥生土器 長頸壺 15.0 

181 606 井戸9 弥生土器 長頸壺 16 

182 546 井戸 9 弥生土器 長頸壺 13.2 

183 539 井戸 9 弥生土器 長頸壺 14.2 ロ縁部上端面に 3条の凹線めぐる
184 506 井戸 9 弥生土器 壺 6.2 4.9 13.9 
185 553 井戸 9 弥生土器 長頸壺 6.8 

186 534 井戸 9 弥生土器 長頸壺 6.4 外面調整不明

187 509 井戸9 弥生土器 長頸壺 10.8 4.5 17.7 
188 603 井戸9 弥生士器 壺 11.8 

189 536 井戸9 弥生士器 長頸壺 6.2 外面調整不明

190 537 井戸 9 弥生土器 空....., 18.4 10.8 37.8 底部ナデ
191 580 井戸 9 弥生土器 壺 14.5 7.6 31.2 外面丹塗り
192 579 井戸 9 弥生土器 長頸壺 13.1 

193 532 井戸9 弥生土器 空...Ll 13.2 5.5 24.1 底部には焼成後の穿孔
194 551 井戸9 弥生土器 壺 12.1 5.4 26.1 頸部に4条の線刻
195 741 井戸9 弥生土器 壺 底面はナデ

196 538 井戸9 弥生土器 壺 11. 7 頸部に線刻

197 583 井戸9 弥生土器 壺 13.7 内外面調整不明
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士器観察表

雷臀 鍔 遺構・士層名 種 別 器 種
法盤 (cm)

備 考
ロ径底径器高

198 588 井戸 9 弥生土器 空..I., 11. D 

199 544 井戸9 弥生士器 壺 12.6 肩部に記号状の刺突

200 585 井戸9 弥生土器 短頸壺 11.1 砂粒わずかに含む・ロ縁下部に一対の円孔

201 535 井戸9 弥生土器 壺 11.4 9.1 26.1 

202 533 井戸9 弥生土器 壺 12.6 6.7 21.3 

203 530 井戸9 弥生土器 ..., 立 12.3 8.0 20.9 底面ヘラミガキ・頸部に記号状刺突 l箇

204 743 井戸9 弥生士器 台付壺 10.8 9.0 21.1 

205 531 井戸9 弥生土器 台付壺 9.8 

206 545 井戸9 弥生土器 台付壺 10.0 脚部に4方向の円孔

207 554 井戸9 弥生土器 台付壺？ 13.6 脚部の円孔は6方向

208 595 井戸 9 弥生土器 壺 13.4 ロ緑部内面に記号状の刺突4箇

209 598 井戸9 弥生士器 壺 15.3 

210 599 井戸9 弥生土器 壺 16.1 

211 604 井戸9 弥生土器 壺 15.8 

212 601 井戸 9 弥生土器 壺 14.3 

213 587 井戸 9 弥生土器 壺 12.0 

214 549 井戸 9 弥生土器 壺 16.4 

215 542 井戸 9 弥生土器 甕？ 19.9 

216 505 井戸9 弥生土器 甕 9.0 3.4 10.4 

217 576 井戸9 弥生土器 甕 13.7 6.5 26.4 底部には焼成後の穿孔

218 568 井戸9 弥生土器 甕 13.4 5.5 24.5 

219 569 井戸 9 弥生土器 甕 14.6 5.5 22.8 底面ナデ

220 540 井戸 9 弥生土器 甕 16.8 

221 572 井戸 9 弥生土器 甕 15.9 5.5 24.3 底面ナデ

222 548 井戸9 弥生士器 甕 22.6 

223 573 井戸9 弥生土器 甕 12.8 5.8 22.4 底部には焼成後の穿孔

224 592 井戸9 弥生土器 甕 13會4

225 586 井戸 9 弥生土器 甕 15.9 

226 541 井戸 9 弥生土器 甕 17.3 

227 600 井pg 弥生土器 甕 14.2 

228 597 井戸 9 弥生士器 甕 13.2 

229 562 井戸9 弥生土器 甕？ 14.2 6.9 25.8 

230 564 井戸9 弥生土器 甕 13.4 5.4 24.1 

231 578 井戸9 弥生土器 甕 12.6 胴部はハケメ後下半のみヘラミガキ

232 563 井戸9 弥生土器 甕 13.2 

233 577 井戸9 弥生土器 甕 13.1 5.3 22.3 底面ヘラミガキ

234 566 井戸9 弥生土器 甕 13.2 5.6 22.5 噴きこぽれ痕あり

235 571 井戸9 弥生土器 甕 12.1 5.5 18.8 

236 596 井戸9 弥生土器 甕 14.l 

237 574 井戸9 弥生土器 甕 11.8 5.3 18.5 底面はナデ

238 594 井戸 9 弥生士器 甕 10.7 

239 593 井戸 9 弥生土器 甕 12.2 

240 565 井戸 9 弥生土器 甕 12.7 

241 591 井戸 9 弥生土器 甕 11.4 

242 567 井戸 9 弥生土器 甕 9.3 3.8 19.3 

243 556 井戸 9 弥生土器 甕 14.1 6.2 18.1 ロ縁部の穿孔は 1箇

244 575 井戸 9 弥生土器 甕？ 13.1 7.0 16.5 ロ縁部下には 2箇一対の円孔

245 590 井戸 9 弥生土器 鉢 14.8 ロ縁部下には 2箇一対の円孔

246 510 井戸 9 弥生土器 鉢 14.5 6.3 13.0 

247 559 井戸 9 弥生士器 鉢 16.0 5.8 15.9 焼成後に底部穿孔

248 555 井戸 9 弥生土器 鉢 16.4 6.5 11.6 

249 589 井戸 9 弥生土器 鉢 15.8 

250 584 井戸 9 弥生土器 鉢 16.4 6.8 10.9 

251 582 井戸 9 弥生土器 鉢 15.8 

252 523 井戸 9 弥生土器 製塩土器 9.7 3.9 12.7 

253 507 井戸 9 弥生土器 台付鉢 9.1 3.5 8.0 外面ナデ

254 557 井戸 9 弥生土器 鉢 19.0 7.0 13.7 ロ縁部の穿孔は2箇一対

255 508 井戸 9 弥生土器 鉢 16.0 4.0 9.4 底部に一対の穿孔

256 558 井戸9 弥生土器 台付鉢 14.2 7.7 13.2 〇縁部下に 2箇一対の穿孔

257 512 井戸 9 弥生土器 高杯 13.0 6.6 10.1 

258 561 井戸9 弥生土器 鉢 41.8 

259 570 井戸9 弥生土器 甕 12.9 5.4 14.6 ロ縁部内外面とも指押さえ

260 560 井戸9 弥生士器 片口鉢 41.0 10.9 21.8 内面には水銀朱付着

261 514 井戸9 弥生土器 函杯 23.4 15.4 16.5 透しは脚柱部 3 方向•脚部 2 箇一組が 3 方向
262 516 井戸9 弥生土器 両杯 22.3 14.4 17.0 透しは脚柱部の 2 箇 1 組で 3 方向•脚部は 9方向

263 520 井戸9 弥生土器 高杯 30.4 16.6 21.5 透しは脚柱部 6 方向•脚部 2 箇 l 組で 4 方向
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百間川原尾島遺跡4

闘 闘 遺構• 土層名 種 別 器 種
法量 (an)

備 考
ロ径底径器高

264 524 井戸9 弥生土器 高杯 16.6 

265 521 井戸9 弥生土器 渦杯 26.5 17.1 20.0 透しは脚柱部4方向・脚部2箇1組で3方向
266 518 井戸9 弥生土器 高杯 14.,3 透しは脚柱部3方向・脚部5方向
267 529 井戸9 弥生土器 高杯 23.9 14.5 17.9 透しは脚柱部4方向・脚部5方向
268 511 井戸9 弥生土器 高杯 11.7 9.5 10.0 脚部の透しは2箇一組が4方向
269 526 井戸9 弥生土器 為杯 15.7 
270 513 井pg 弥生土器 高杯 14.1 12.0 14.0 
'Zll 515 井戸9 弥生土器 高杯 16.7 13.0 15.0 
'l:72 519 井戸9 弥生土器 高杯 12.1 

273 527 井戸9 弥生土器 高杯 12.0 
274 517 井戸9 弥生土器 偽杯 10.9 
275 522 井戸9 弥生土器 高杯 26.5 12.2 17.7 透しは脚柱部 3 方向•脚部 2 箇 l 組で 3 方向
276 528 井戸9 弥生土器 岱杯 22.9 
277 745 井戸9 弥生土器 高杯 21.5 
278 525 井戸9 弥生土器 高杯 18.6 13.2 16.4 
279 742 井戸9 弥生土器 器台 20.0 20.0 17.3 ＇ 

280 552 井戸9 弥生土器 器台 25.3 24.1 20.8 透し 5 方向•脚部に 4 条の線刻
281 302 士猥3 弥生土器 壺 11.8 底部は上げ底

282 298 土城3 弥生土器 空...L, 胴部の突帯間に棒状浮文が3本一単位
283 293 土城3 弥生土器 壺 10.8 
284 299 土漿3 弥生土器 壺 13.0 6.2 22.0 ロ縁部に補修粘土
285 301 土猥3 弥生土器 甕 12.2 4.7 18.8 底部は上げ底
286 300 土壊3 弥生土器 甕 12.7 6.2 26.2 底面はヘラミガキ
287 288 土城3 弥生土器 鉢 15.5 5.0 11.0 ロ縁部下に円孔一対
288 294 土擁3 弥生土器 鉢 27.2 10.0 13.5 
289 291 土猥3 弥生土器 鉢 50.0 ロ縁端部上面に5条の凹線めぐる
290 295 土猥3 弥生士器 高杯 24.7 
291 292 土城3 弥生土器 高杯 12.8 
292 289 土披3 弥生土器 高杯 16.8 杯底部は円板充填

293 287 土擁3 弥生土器 晶杯 12.2 10.4 10.2 
294 290 土城3 弥生土器 台付鉢 9.8 3.5 6.4 
295 297 士痰3 弥生土器 台付鉢 10.1 6.7 11.1 
296 296 士擁3 弥生土器 製塩土器 3.4 砂粒多く含む

297 305 土城4 弥生土器 甕 13.7 
298 306 土壊4 弥生土器 甕 14.0 
299 317 土猥5 弥生土器 空ー上 23.9 類部から胴部外面は細かなヘラミガキ

300 279 土漿7 弥生土器 壺 18.5 8.2 34.8 底部わずかに上げ底
301 277 土漿7 弥生土器 壺 15.0 
302 261 土城7 弥生土器 壺？ 15.6 
303 253 土壊7 弥生土器 甕 13.7 4.4 23.7 
304 274 土痰7 弥生土器 甕 11.1 4.2 21.8 底部に焼成後の穿孔あり
305 260 ±猥7 弥生土器 ？ 6.3 

306 273 土城7 弥生土器 甕 14.7 5.4 25.8 底部はわずかに上げ底
307 263 土城7 弥生土器 甕 14.7 5.5 25.6 
308 262 土城7 弥生士器 甕 14.3 5.6 23.3 
309 276 土猥7 弥生土器 甕 14.9 5.5 25.9 
310 267 土披7 弥生土器 甕 15.3 5.3 25.3 底部はわずかに上げ底
311 257 士痰7 弥生土器 甕 11.8 5.6 24.1 
312 258 土披7 弥生土器 甕 12.7 5.0 23.6 底部はわずかに上げ底
313 275 土披7 弥生土器 甕 15.7 5.0 23.0 底面はナデ

314 259 土壊7 弥生土器 甕 13.4 4.3 21.4 底部は上げ底
315 268 土城7 弥生土器 甕 13.5 4.2 20.6 底部は上げ底
316 272 土城1 弥生土器 甕 12.3 4.3 19.1 底面はハケメ

317 266 土壊7 弥生土器 甕 11.2 3.6 17.0 底面ナデ
318 256 土披7 弥生土器 甕 11.1 4.0 14.0 
319 254 土擦7 弥生土器 台付鉢 16.8 8.2 12.2 
320 278 土凜7 弥生土器 鉢 36.2 7.8 19.9 ロ縁部のヒピ割れを粘土で補修
321 252 士漿7 弥生土器 鉢 15.2 4.7 12.6 調整不明
322 270 土漿7 弥生土器 無頸壺 8.5 5.4 10.3 ロ縁部に一対の穿孔
323 255 土漿7 弥生士器 鉢 16.4 4.5 12.5 底部わずかに上げ底
324 271 土城7 弥生土器 製塩土器 4.4 

325 265 土城7 弥生土器 扁杯 27.6 19.8 16.9 ロ縁端部上面に凹線めぐる
326 264 土披7 弥生土器 高杯 26.0 14.8 17.5 水濾し粘土

327 251 土披8 弥生土器 甕 14.53 

328 286 土痰11 弥生土器 甕 14.8 5.6 23.2 底面はナデ
329 282 土漿11 弥生土器 甕 14.2 5.9 22.5 ロ縁部にヒビ割れ補修2箇所

-332-



土器観察表

闘 闘 遺構・士層名 種 別 器 種
法量 (cm)

備 考
ロ径底径器高

330 284 土猥11 弥生土器 甕 12.4 4.4 17.0 

331 285 土猥11 弥生土器 台付鉢 13.8 7.8 16.5 

332 283 土城11 弥生土器 高杯 14.l 脚柱部の透し 3 方向•脚部の透し 6 方向

333 310 土猥11 弥生土器 甕 14.5 6.5 21.6 

334 314 土猥12 弥生土器 高杯 15.9 

335 314 土城12 弥生土器 高杯 15.8 12.4 水濾し粘土

336 311 土披12 弥生土器 台付鉢 11.5 3.0 7.2 

337 304 ±猥13 弥生士器 甕 16.8 6.0 20.4 

338 307 士漿13 弥生土器 甕 15.2 5.7 19.2 肩部にヘラ描あり

339 303 土猥13 弥牛土器 直口壺 10.0 水濾し粘士•脚台が付く

340 318 士猥17 弥生土器 甕 15.4 5.2 21.9 

341 312 土凜17 弥生土器 鉢 18.0 5.8 10.9 調整不明

342 313 土頻17 弥生土器 高杯 26.1 

343 316 士擁17 弥生土器 器台

344 652 士壊21 弥生土器 甕 15.4 4.3 22.5 

345 619 土猥21 弥生土器 台付鉢 15.4 

346 618 ±漿21 弥生上器 高杯 11.1 

347 616 土城23 弥生士器 甕 10.7 5.3 16.4 底部は被熱による赤化

348 614 土墳23 弥生土器 鉢 10.3 3.3 7.6 

349 611 土壊24 弥生土器 甕 11.3 

350 612 土痰24 弥生土器 甕 13.2 

351 615 土城24 弥生土器 高杯 17.2 脚柱部に 5方向の円孔

352 617 士壊25 弥生土器 長頸壺 12.1 7.2 屑部に線刻あり

353 751 土城25 弥生土器 鉢 33.4 9.0 18.8 

354 628 土城28 弥生土器 空....., 14.8 調整不明

355 610 土壊28 弥生土器 長頸壺 13.4 

356 623 士漢28 弥生土器 ． 空 11.6 

357 609 土演29 弥生士器 長頸壺 18.5 

358 608 土漿29 弥生士器 甕 18.8 

359 651 士漿34 弥生土器 長頸壺 16.3 

360 664 土城34 弥生土器 長頸壺 12.9 

361 676 土城34 弥生土器 ． 究 12.5 7.1 20.7 

362 658 土城34 弥生土器 壺 15.4 

363 696 土城34 弥生土器
空_,__, 

16.6 

364 655 ±猥34 弥生土器 立..L・ 16.4 8.8 28.6 

365 642 土漿34 弥生土器 壺 11.1 5.0 23.6 

366 672 土城34 弥生土器 長頸壺 14.5 

367 684 ±城34 弥生土器 壺 9.2 

368 621 土城34 弥生土器 壺 10.5 5.1 21.1 

369 637 土擁34 弥生土器 壺 11.9 6.4 20.4 胴部外面被熱による剥離と赤化

370 646 土城34 弥生上器 甕 11.8 3.7 24.0 

371 629 土城34 弥生土器 甕 13.8 4.6 18.8 胴部に被熱による船j離

372 635 士凛34 弥生士器 甕 11.9 4.3 15.2 胴部外面は被熱による剥離と赤化

373 631 土凛34 弥生土器 甕 10.2 4.5 11.5 底部わずかに上げ底

374 677 士漿34 弥生土器 甕 15.5 

375 647 土猥34 弥生土器 甕 15.1 5.0 20.2 

376 668 土壊34 弥生土器 甕 13.3 

377 645 土城34 弥生土器 甕 12.2 5.4 23.9 胴下半は被熱による赤化

378 653 土城34 弥生土器 甕 15.8 9.2 28.5 

379 654 土猥34 弥生土器 甕 14.1 6.1 28.3 

380 638 土壊34 弥生土器 甕 13.4 

381 683 土痰34 弥生土器 甕 17.8 

382 656 士猥34 弥生土器 甕 14.2 6.8 29.7 

383 632 土漿34 弥牛土器 甕 10.8 4.9 16.5 底面はナデ

384 666 土城34 弥生土器 甕 12.5 

385 657 土演34 弥生土器 甕 15.1 

386 649 土猥34 弥生土器 甕 22.4 13.6 43.0 

387 624 土擁34 弥生土器 甕 12.5 4.0 23.7 底面ヘラミガキ

388 641 土撰34 弥生士器 鉢 12.4 4.2 9.6 ロ縁部には一対の円孔

389 663 土猥34 弥生土器 鉢 10.2 

390 650 ±城34 弥生土器 鉢 7.7 4.6 7.3 

391 640 士壊34 弥生土器 鉢 13.7 6.0 16.2 底面はナデ

392 639 土漿34 弥生土器 台付鉢 20.0 14.0 17.0 脚部には6方向の円孔

393 636 土披34 弥生土器 台付鉢 14.7 5.1 12.8 

394 669 土披34 弥生±器 鉢 16.l 

395 682 土壊34 弥生士器 片口鉢 30.0 6.8 17.7 
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闘 闘 遺構•土層名 種 別 器 種
法量 (cm)

備 考
ロ径底径器高

396 630 ±摸34 弥生土器 鉢 13.0 7.0 12.1 ロ縁部に一対の円孔

397 643 ±漿34 弥生土器 鉢 16.0 4.2 8.6 

398 678 ±城34 弥生土器 高杯 15.6 

399 644 土壊34 弥生土器 台付鉢？ 15.6 

400 673 土漿34 弥生土器 高杯 15.3 
: 401 675 士壊134 弥生土器 高杯 14.0 

＇ '402 671 土壊34 弥生土器 高杯 14.1 

403 681 土壌34 弥生±器 高杯 26.0 

404 633 土壌34 弥生士器 高杯 25.4 17.6 23.8 脚部の透しは3方向

405 680 土壊34 弥生土器 高杯 28.1 

406 662 士壊34 弥生士器 高杯 11.6 

407 670 土城34 弥生土器 高杯 24.8 

408 648 土披34 弥生士器 高杯 28.4 17.0 17.9 

409 674 土漢34 弥生土器 高杯 13.0 

410 634 土痰34 弥生土器 高杯 25.0 13.8 18.9 透しほ脚部4方向・脚端部7方向
411 679 士壊34 弥生士器 器台 14.0 15.8 14.9 

412 665 土城34 弥生土器 製塩士器 11.0 4.7 16.08 

413 660 土壊34 弥生土器 製塩土器 4.9 

414 659 士撰34 弥生土器 製塩土器 5.l 

415 661 土壊34 弥生土器 製塩土器 4.5 

416 625 士猥35 弥生士器 壺 11.9 4.8 ロ縁部内外面に櫛描波状文

417 622 土城35 弥生士器 甕 14.4 

418 627 土猥35 弥生土器 高杯 15.4 脚部の穿孔は2箇 l組
419 693 ±痰35 弥生土器 製塩土器 10.5 

420 694 士凛35 弥生土器 製塩土器 4.5 

421 695 士壊35 弥生士器 製塩土器 4.8 

422 692 土城37 弥生士器 台付直口壺 7.5 

423 230 濡7 弥生土器 長頸壺 14.3 調整不明

424 231 溝7 弥生土器 台付鉢 6.6 

425 225 溝4. 5 弥生土器 甕 18.0 

426 224 溝4. 5 弥生士器 壺 10.6 

427 227 構4. 5 弥生土器 高杯 18.7 

428 229 洞2 弥生上器 甕 17.0 

429 228 溝3 弥生土器 高杯 18.6 

430 233 溝5 弥生土器 甕 ｛ 14.0 

431 222 溝5 弥生土器 高杯 22.7 13.8 13.0 脚部の円形透し穴5方向

432 190 溝9 弥生土器 台付鉢 16.1 8.3 20疇8

433 185 器9 弥生土器 高杯 17.3 11.8 10.9 

434 234 溝12 弥生土器 壺 14.8 

435 223 溝12 弥生土器 壺 19.6 

436 226 溝12 弥生士器 ミニチュア 8.0 3.3 8.1 

437 212 構13 弥生土器 長頸壺 8.0 胴部外面には籠目痕

438 221 溝13 弥生土器 壺 21.2 8.5 37.1 

439 208 碑13 弥生土器 壺 7.5 底面ミガキ・胴部外面タクキ

440 210 溝13 弥生土器 壺 19.3 8.2 35.0 潤部にククキメ残る

441 214 構13 弥生土器 壺 22.5 

442 197 聘13 弥生土器 壺 19.0 

443 219 溝13 弥生土器 壺 27.3 

444 199 構13 弥生土器 壺 18.0 

445 216 溝13 弥生土器 壺 16.6 

446 191 碑13 弥生土器 壺 13.8 外面丹塗り

447 203 洞13 弥生土器 壺 6.4 2.4 10.5 

448 218 溝13 弥生土器 甕 3.6 外面タタキメ

449 207 溝13 弥生土器 甕 15.7 23.9 肩部に記号状の刺突3箇

450 209 溝13 弥生土器 台付直口壺 10.3 13.3 21.1 水濾し粘土

451 213 栂13 弥生土器 甕 15.4 4.8 24.4 チョコレート色の胎土・角閃石多く含む
452 211 溝13 弥生土器 甕 13.6 5.0 20.1 チョコレート色の胎土・角閃石含む
453 215 罷13 弥生土器 甕 17.5 31.6 31.4 底面ヘラミガキ

454 195 洞13 弥生土器 甕 14.7 3.0 17.6 胴部外面下半ヘラミガキ

455 217 溝13 弥牛士器 鉢 15.8 5.7 13.8 底部穿孔

456 193 溝13 弥生士器 鉢 15.1 3.3 7.6 

457 206 溝13 弥生土器 台付鉢 15.0 9.7 13.0 

458 204 溝13 弥生土器 鉢 21.4 7.5 15.3 底面ハケメ

459 205 溝13 弥生土器 18.9 脚台部

460 196 溝13 弥生土器 鉢 10.7 8.01 

461 220 栂13 弥生土器 高杯 17.3 12.2 10.5 調整不明
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闘 闘 遺構•土層名 種 別 器 種
法量 (cm)

備 考
ロ径底径器高

462 194 溝13 弥生土器 高杯 17.4 

463 198 溝13 土師器 高杯 20.8 13.6 15.4 杯部調整不明

464 201 溝13 弥生土器 手捏ね 5.3 1.8 2.5 

465 202 溝13 弥生土器 手捏ね 4.9 1. 7 2.9 

466 200 溝13 弥生土器 手捏ね 4.4 3.2 1. 6 

467 192 溝13 弥生土器 器台 14.2 

468 386 溝13 弥生土器 長頸壺 22.2 頸部の沈線はラセン状

469 387 溝13 弥生土器 壺

470 385 溝13 弥生土器 甕 14.6 胴部内面下半指頭圧痕

471 383 溝13 弥生土器 甕 13.3 
-. 

472 379 溝13 弥生土器 鉢 18.4 5.8 10.4 

473 382 溝13 弥生土器 甕 12.6 チョコレート色・胎士に角閃石含む

474 380 溝13 弥生上器 台付鉢 11.4 3.0 9.4 

475 381 溝16 弥生±器 甕 22.8 

476 378 溝16 弥生士器 甕 14.2 

477 752 溝17 弥生土器 甕 19.1 8.0 35.9 底面はヘラミガキ

478 388 溝17 弥生土器 甕 14.l 7.2 底部は上げ底

479 700 溝25 弥生土器 壺 12.6 

480 699 溝25 弥生士器 ． 空 11. 7 5.3 20.7 全体的に被熱による赤化

481 708 溝25 弥生土器 壺 10.6 6.0 24.4 

482 707 溝25 弥生士器 高杯 23.8 11.3 17.0 

483 702 溝25 弥生土器 甕 10.6 4.8 19.6 ロ縁部外面には強い横ナデによる凹凸がめぐる

484 705 溝25 弥生土器 甕 13.3 5.6 24.8 底部に焼成後の穿孔

485 698 溝25 弥生土器 甕 11.9 4.6 21.3 胴部外面ハケ後ヘラミガキ

486 704 溝25 弥生土器 甕 13.3 4.4 23.2 

487 709 溝25 弥生土器 甕 12.1 5.4 21.6 底面はナデ

488 701 器25 弥生土器 鉢 10.7 3.2 8.7 

489 703 溝25 弥生土器 鉢 13.0 6.0 15.0 口縁部に円孔が一対

490 180 竪穴住居6 土師器 高杯 15.5 

491 182 堅穴住居7 土師器 甑 25.6 

492 181 竪穴住居7 土師器 甕 12.3 

493 183 竪穴住居7 須恵器 杯身 10.7 底部ヘラケズリ右

494 158 竪穴住居10 土師器 甕 13.3 16.9 

495 184 竪穴住居10 土師器 ．甕 11.9 胴部内面ナデアゲ

496 186 竪穴住居10 土師器 甕 13.3 

497 157 竪穴住居10 土師器 甕 22.0 13.25 27.7 ロ緑部外面に記号状のP3形刺突
498 187 竪穴住居10 土師器 鉢 12.5 

499 156 堅穴住居10 土師器 甑 20.6 9.9 25會゚ 底部近くに 1対の円孔あり

500 174 建物8 須恵器 杯蓋

501 10 井戸11 士師器 直口壺 10.2 胎土は水濾し粘土

502 13 井戸11 土師器 甕 17.1 ロ縁上端部に凹部めぐる

503 3 井戸11 土師器 甕 13.5 12.5 胴部内面ほ指押え後ナデ

504 2 井戸11 土師器 甕 14喩7 17 胴部内面ほ指押え後ヘラケズリ

505 14 井戸11 土師器 甕 18.6 胴部内面粘士紐接合痕あり

506 11 井戸11 士師器 甕 17 ロ縁端部上面に凹部めぐる

507 l 井戸11 土師器 鍔甕 15.1 22.4 焼成後底部穿孔

508 8 井戸11 須恵器 杯蓋 12.9 4.4 ロ縁端部に凹部めぐる

509 4 井戸11 須恵器 杯蓋 13.1 ロ縁端部に凹部めぐる

510 9 井戸11 須恵器 杯身 10.6 4.7 底部ヘラケズリは左

511 7 井戸11 須恵器 杯身 9.8 

512 6 井戸11 須恵器 杯身 ロ縁上端部に凹部めぐる

513 99 井戸12 土師器 空_L• 11.8 調整不明

514 100 井戸12 土師器 カマド？

515 95 井戸12 須恵器 杯蓋 13.0 4.5 

516 96 井戸12 須恵器 杯蓋 11.9 

517 97 井戸12 須恵器 杯身 11.9 3.9 底部ヘラケズリ左

518 98 井戸12 須恵器 杯身 10.4 4.1 底部ヘラケズリ右

519 102 井戸12 須恵器 '高杯 11.3 I 8.6 12.5 長方形透し 2方向
520 105 井戸12 須恵器 高杯 13.8 長方形透し2段 2方向

521 101 井戸12 須恵器 高杯 12.7 9.1 7.4 

522 103 井戸12 須恵器 尚杯 8.9 

523 104 井戸12 須恵器 高杯 9.2 

524 115 井戸13 士師器 甕 13.0 15.3 全体的に赤色化している

525 120 井戸13 土師器 甑 22.3 11.4 26.9 把手が一対つく。底部近くに円形穿孔あり

526 110 井戸13 須恵器 杯蓋 13.9 3.9 天井部ヘラケズリ

527 109 井戸13 須恵器 高杯 11.8 
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備 考
ロ径底径器高

528 325 井戸13 須恵器 杯身 11.0 底部ヘラケズリ右

529 324 井戸13 須恵器 廼

530 240 土撲40 士師器 甕 14.7 

531 244 ±壊48 須恵器 杯身 11.6 4.3 底部ヘラ切り末調整

532 243 ±援48 須恵器 I高杯 9.0 

533 403 落ち込み l 土師器 空...LJ 19.7 
！ 

534 404 落ち込み l 土師器 壺 11. 7 

, 535 407 落ち込み l 須恵器 甕 18.8 

536 410 落ち込み l 須恵器 短頸壺 9.7 

537 409 落ち込み l 須恵器 材 11.4 天井部ヘラケズリ左

538 406 落ち込み 1 須恵器 杯身 11.0 底部ヘラケズリ左

539 414 落ち込み 1 須恵器 杯身 10.9 3.3 底部はヘラ切り未調整

540 405 落ち込み l 須恵器 杯身 10.8 

541 415 落ち込み 1 須恵器 杯身 12.1 3.7 底部はヘラケズリ右

542 416 落ち込み 1 須恵器 杯身 12.5 底部はヘラケズリ左

543 417 落ち込み 1 須恵器 杯身 12.6 4.2 底部はヘラ切り未調整

544 408 落ち込みl 須恵器 横瓶 11.5 ロ縁部にヘラ描

545 176 溝46 須恵器 高杯 14.0 

546 177 溝47 須恵器 杯身 10.6 4.7 

547 319 溝53 土師器 壺 14.2 21.l 底面ヘラミガキ

548 686 溝63 須恵器 杯身 13.1 5.1 

549 107 井戸16 備前焼 摺鉢 38.3 

550 106 井戸16 備前焼 甕

551 322 井戸17 備前焼 摺鉢 26.2 

552 323 井戸17 備前焼 摺鉢 31.5 

553 321 井戸18 備前焼 甕

554 320 井戸18 土師質 小皿 11.8 7.1 2.4 

555 238 土痰55 土師質 高台付椀 14.6 6.6 5.3 

556 250 土痰55 土師質 皿 13.2 6,4 3.1 底部ナデ

557 249 土披55 瓦器 小皿 9.4 4.5 1.8 

558 308 士痰55 備前焼 甕

559 239 土痰55 白磁 椀 15.9 

560 235 ±城57 士師質 小皿 9.8 1.8 

561 242 土城59 土師質 土鍋 30.0 

562 245 土披59 備前焼 擢鉢

563 248 土披65 瓦器 小皿 9.4 3.8 1.9 暗文あり

564 246 土披70 備前焼 甕

565 173 溝75 備前焼 摺鉢

566 172 溝76.78 備前焼 甕

567 171 溝76.78 土師質 土鍋 胴部外面タテハケ

568 170 溝77 備m」焼 摺鉢

569 338 溝85 備前焼 空_,_, 15.2 

570 339 溝85 備前焼 摺鉢

571 341 溝85 備前焼 摺鉢 14.0 11.3 

572 340 溝86 備前焼 摺鉢 29.8 14.8 11.6 

573 335 溝87 備前焼 壺 10.6 

574 330 溝87 亀山焼 甕 胴部外面格子目ククキ・内面ナデ

575 333 溝87 備前焼 甕

576 331 溝87 備前焼 摺鉢

577 328 溝87 備前焼 摺鉢

578 329 涸87 備前焼 摺鉢

579 332 溝87 土師質 小皿 10.7 7.0 2.6 底部糸切り

580 334 溝87 瓦質 火舎 11.0 8.8 4.5 

581 337 溝91 備前焼 甕

582 336 溝91 備前焼 摺鉢 28.6 

583 428 (P995) 弥生士器 空_,_,. 14.8 8.1 32.1 

584 429 (P995) 弥生土器 台付鉢 11.5 5.0 10.1 

585 430 (P995) 弥生土器 甕 14.0 5.5 27.8 胴部下半被熱による赤化

586 427 (P995) 弥生土器 甕 13.7 7.0 20.6 胴部下半から底部は被熱による赤化

587 422 (P996) 弥生土器 甕 13.0 5.4 24.5 

588 423 CP996) 弥生土器 尚杯 21.5 15.8 14.8 

589 426 (P996) 弥生土器 甕 14.4 5.2 2-6.7 底部やや上げ底でハケメ

590 424 (P996) 弥生土器 甕 10.6 4.6 16.0 

591 425 (P996) 弥生土器 鉢 14.5 4.5 14.8 底面ハケメ

592 401 士猥81 縄文土器 浅鉢

593 396 禅110 弥生土器 長頸壺 26.2 
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士器観察表

闘 闘 遺構•土層名 種 別 器 種
法旦 (cm)

備 考
ロ径底径器高

594 390 溝110 弥生土器 長頸壺 18.8 籾痕付着

595 395 溝110 弥生土器 長頸壺 17.4 

596 389 溝110 弥生士器 壺 胴部の突帯のみ丹塗り

597 402 碑110 弥生土器 甕 14.4 

598 394 碑110 弥生土器 高杯 10.6 9.2 9.2 

599 397 溝110 弥生土器 高杯 25.4 

600 391 溝110 弥生士器 高杯 37.5 

601 392 溝110 弥生土器 器台 脚柱部に 6方向の円孔が 2段

602 399 溝113 須恵器 杯蓋 11. 2 4.3 天井部はヘラ切り未調整

603 400 溝113 須恵器 杯蓋 10囀8 4.3 天井部はヘラ切り未調整

604 739 旧河道2 弥生土器 ． 空 13.0 8.1 25.7 頸部下端は削り出し突帯

605 723 旧河道 2 弥生土器 甕 胴部内面ナデ・胎士に砂粒多く含む

606 728 旧河道 2 弥生土器 甕 胴部内面ヘラミガキ・外面煤付着・胎土に砂粒多く含む

607 724 旧河道 2 弥生土器 立_., 胎土に砂粒多く含む

608 730 旧河道 2 弥生土器 壺 8.0 

609 733 旧河道 2 弥生土器 壺 粘土紐は外傾接合

610 729 1B河道2 弥生土器 壺？ 9.6 底面ナデ・胎土に砂粒多く含む

611 735 旧河道2 弥生土器 壺 11.5 6.3 22.0 底面はナデ

612 726 旧河道2 弥生士器 ギ空 15.5 胎上に砂粒多く含む

613 737 旧河道2 弥生土器 壺 15.6 6.5 41.4 底部はやや上げ底・胴部下半煤付着

614 736 旧河道2 弥生七器 空_L• 14.9 11.9 56.5 

615 722 士城85 弥生土器 甕 20.7 外面煤付着・胎±に砂粒多く含む

616 732 溝122 弥生土器 -立 15.6 胎土に砂粒多く含む

617 731 溝122 弥生士器 """' 空 10.4 胎上に砂粒多く含む

618 734 溝122 弥生土器 蓋 21.3 胎土に砂粒多く含む

619 727 潤127 弥生土器 鉢 24.2 籾庄痕・外面煤付着

620 738 溝127 弥生土器 甕 46.1 10.5 47.7 外面煤付着

621 714 清128 弥生土器 甕 胴部外面ハケメ・内面ヘラミガキ

622 719 溝128 弥生土器 甕 胴外面ハケメ・内面ナデ・胎士に砂粒多く含む

623 713 碑128 弥生土器 甕 20.5 調整不明

624 710 溝128 弥生士器 高杯 20.0 ロ縁端部上面には 2条の凹線めぐる

625 725 溝132 弥生士器 長頸壺 16.4 ロ縁部横ナデ

626 720 溝136 弥生土器 壺 15.0 

627 721 渦136 弥生土器 長頸壺 19.6 粘土紐の接合は内傾

628 715 溝137 弥生土器 甕 13.3 5.2 25.4 肩部には記号状の刺突2箇

629 740 士器溜り 2 弥生土器 壺 13.8 6.6 25.0 底面はナデ

630 716 碑145 須恵器 杯身 12.3 4.1 底部のヘラケズリ左

631 718 溝147 須恵器 杯身 14.6 4.2 天井部のヘラケズリ左

632 717 溝147 須恵器 高杯 9.2 4方向の円孔

633 711 土凛92 士師質 小皿 10.7 4.7 3.0 内外面横ナデ

634 712 土城92 土師質 小皿 10.5 4.5 3.0 内外面横ナデ
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百間川原尾島遺跡4

石製品一覧表

番号 闘 出土地区 遺構•土層名 時代・時期 器 種 型式
計穂最大値（口）

重(g)紐 石 材 残存備 考
長 幅・径 厚

1 23・24C・D （下層水田埋土） 弥生 石鏃 n 19.5 14.5 2.8 0.6 サヌカイト 完

2 S29 21D (±~50) 古墳 石錐 32.5 14.0 5.0 2.1 サヌカイト 欠損

3 22D CT層水田埋土） 弥生 石鏃 N 36.5 14.0 5 5 2.9 サヌカイト 完形

4 S20 21C 溝25 弥生後期 石屈丁 135.0 41.D 11.0 52.6 サヌカイト 完形 打製

5 21D 黄灰褐色土厖 石鏃

＂ 
35.0 14.5 3 5 2.0 サヌカイト 欠損

6 S12 21D ±壊35 弥生後期 石鍍 ,~ 46.5 17 0 7 D 5.7 サヌカイト 欠損

7 SH 21C・D ±摸34 弥生後期 石錘 105.0 89.0 67.0 21. 7 花巌岩 完形 有溝

8 2lD 黄灰褐色士屈 石庖丁 38.D 42.5 12.0 913.2 サヌカイト 破片 打製

s 22・23D （下層水田屈） 弥生 削器 力.5 26.0 5.5 4.6 サヌカイト 完形

10 14・15C・D 溝87 中・近世 礎石？ 179.5 90.4 3.95kg 花廊岩 完形

11 S14 13D 洞9と13の合流部礫床 弥生後期 敲石 71.5 61.0 44.0 267.2 花巌岩 完形

12 S82 36D 暗灰色粘士層 紡錘車 38.0 38.0 11.5 21.2 滑石 欠損

13 S60 35D 旧河道2扶れ部砂層 弥生前期 敲石 101.0 101.0 32.0 512.3 花巌岩 完形

14 S77 34C 溝137 弥生後期 石様 ［ 25.0 14.5 3.3 LO サヌカイト 完形

15 S76 340 溝136 弥生後期 石鏃 D 16.0 17 .5 4.0 1.1 サヌカイト 欠損

16 S75 34C 溝136断面 弥生後期 石鏃 I 40.0 21.0 5.2 3.5 サヌカイト 完形

17 S74 33D 溝135 弥生後期 石鏃 V 14.0 13.0 3.0 0.3 サヌカイト 完形

18 S61 33D 溝120 弥生前期 石鏃 V 16.5 12.5 2.4 0.7 サヌカイト 完形

19 S70 34C 溝128断面 弥生中期 石錐 32.0 ll.O 5.0 1.9 サヌカイト 欠損

20 S67 34C 溝128溝底 弥生中期 石庖丁 108.0 50.5 10.8 62.8 サヌカイト 欠損 打製

21 S68 34C 溝1碑底 弥生中期 石鏃 D 訂.o 16 5 3.0 1.3 サヌカイト 完形

22 S69 340 溝128下層粗砂陪 弥生中期 石鏃 D 21.5 17.0 3.8 1.0 サヌカイト 完形

23 S65 34C・D 溝127 弥生前期 石錢 I 18.0 14.5 2.7 。.6 サヌカイト 完形

24 S66 34C・D 溝127 弥生後前期 石鏃 D 19.0 17.0 2.8 0 1 サヌカイト 完形

25 S64 34C・D 溝1打 弥生前期 削器 57.5 32.5 6.5 13.4 サヌカイト 完形

26 S57 36D 旧河道2腐蝕土 弥生前期 石鏃 D 23.0 23.0 4 3 2.1 サヌカイト 欠損

27 S58 36C 旧河道2 弥生前期 石庖T 99 a 52 0 11.0 60.l サヌカイト 欠損 打製

28 34C 土器溜り 2Nnl9 弥生後期 削器 41.5 22 0 5.0 5.0 サヌカイト 完形

29 S63 34C 溝122 弥生前期 石鏃 D 14.5 15.5 3.0 0.5 サヌカイト 完形

30 S62 33D 溝121 弥生前期 石鏃 I! 18.0 15.0 4.0 0.9 サヌカイト 完形

31 S71 35D 溝131 弥生中期 石錐 37.5 10.0 5.5 2 2 サヌカイト 完形

32 33D (No.59)灰色粘士 石鏃 II 17 5 14.5 2.5 0.5 サヌカイト 完形

33 S79 33D 島状高まり上面暗褐色粘士 弥生 石鏃 V 11.5 9.0 2.1 0.2 サヌカイト 完形

34 33D 島状高まり上面暗褐色粘士 弥生 石鏃 II 18.5 13 0 2.0 0.5 サヌカイト 完形

35 33C 水田層？ 弥生 石鏃 II 22 0 16 0 3 0 0.9 サヌカイト 完形

36 35C・D 弥生後期水田層 弥生後期 石鏃 I 19.0 18 5 4.5 1.2 サヌカイト 完形

37 35D 水田層 弥生 石鏃 n 19.0 )4.0 3會5 0.7 サヌカイト 完形

38 34C・D 弥生後期水田層灰黒色粘士 弥生後期 石鏃 N 36.0 14.0 4鼻。 2.3 サヌカイト 完形

39 35D 弥生後期水田陪 弥生後期 石鏃 1ir 糾.5 13.5 6.0 2.1 サヌカイト 完形

40 34D 弥生後期水田陪 弥生後期 石鏃 N 36.5 16.0 5.5 2.9 サヌカイト 完形

41 sso 灰黄褐色粘質土吠畝上層 弥生 石鏃 w 43.5 16.0 3.5 2.4 サヌカイト 完形

42 S72 36D 後期水田屈 弥生後期 石庖丁 82.0 37.0 10.0 40.4 サヌカイト 完形 打製

43 33--36C・D 表採 削器 75.0 46.5 5.0 26.8 サヌカイト 完形

“ 
S59 36C 旧河道2灰色粘質土層上面 石錘 80.5 58.5 16.5 114.5 流紋岩の熔岩 完形 打欠

45 S73 34D 吠畝上面 弥生 石庖丁 87.0 53.5 8.5 侶.4 サヌカイト 完形 打製

46 34D 吠畝上層 弥生 石鏃 I 25.0 11.5 4.0 1.0 サヌカイト 完形

47 34D 黄褐色粘土 弥生 石鏃 D 26.0 16.0 3.0 1.1 サヌカイト 完形

48 35D 灰褐色粘性士水田層直下 弥生 石鏃 D 18.5 17.0 3.0 0.9 サヌカイト 欠損

49 S78 34C 暗褐色粘性士吠畝西肩 弥生 石鏃 D 24.0 15.5 2.8 1 1 サヌカイト 完形

50 35C 灰色粘士（上陪） 削器 56.0 33.0 7.0 11 7 サヌカイト 欠損

51 S81 35C 微高地東端斜面上面 石庖丁 54.0 46.0 8.5 21.9 サヌカイト 破片 打製

52 S23 lOC・D 土器溜り 1 弥生後期 砥石 50.0 26.5 18 5 41.2 流紋岩の凝灰岩 欠損
53 S43 10-130 北側溝 砥石 120.0 38 0 43.5 159.6 流紋岩の凝灰岩 欠損
54 S32 llD (P162) 中世 砥石 78.0 22 5 29.0 92.5 流紋岩の擬灰岩 欠損
55 S45 12C・D 包含層 砥石 93.5 42 0 8.5 48.7 頁岩 欠損

56 S26 12C 井戸13 古墳後期 砥石 92.0 45.0 32.0 126.4 流紋岩の誤灰岩 欠損

57 沼 llC・D 包含層 砥石 72.0 41.0 35.0 69.0 流紋岩の凝灰岩 欠損
58 szr 12C・D 落ち込み3 中世 砥石 62.0 28.0 14.0 55.8 流紋岩の熔岩 欠損

59 S53 18H 溝102 弥生後期 石庖丁 51.5 13.0 10.0 68.4 サヌカイト 完形 打製

60 S21 19・20A 潤 弥生後期 石鏃 ][ 24.D 17.0 3.5 。.9 サヌカイト 欠損

61 19H 北側溝 削器 41.5 'l:l.O 6.0 6.5 サヌカイト 欠損

62 S55 19H 溝110 弥生後期 鰯石器 38.5 39.0 14.0 26.2 サヌカイト 完形

63 S56 19H 溝llO 弥生後期 楔形石器 29.0 24.5 7 5 6尋3 サヌカイト 完形

64 S54 19H 溝109 弥生後期 楔形石器 25.0 24.0 5.0 3.7 サヌカイト 完形

65 519 14C 欝19b 弥生後期 石鏃 w 61.0 14 0 5.2 3.9 サヌカイト 完形
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石製品一覧表

番号 闘 出土地区 遺構・士層名 時代・時期 器 種 型式
計測最大値 (mm)

重(g)嚢 石 材
長 幅・径 厚

残存 備 考

66 S50 14D 中世洪水砂層 中世 石庖丁 81.0 41.5 10.0 43.5 サヌカイト 完形 打製

67 13C・D 微高地東水田層中 弥生後期 石鏃 rv 30.0 12.0 4.0 1 4 サヌカイト 欠損

68 S祁 14D 中世洪水砂層下層 中世 砥石 40.0 16.0 14 0 13.6 流紋岩の躾灰岩 破片

69 S1 150 D 旧河道1灰黒色粘士層 弥生前期 石庖丁 81.5 42 0 7 5 27.4 サヌカイト 完形 打製

70 13C 黄褐色甚盤上 弥生 石鏃 n 20.5 13.5 3.0 0.7 サヌカイト 欠損

71 S28 13C・D （微高地東水田層下の溝） 弥生後期 砥石 61.0 51 5 23 0 142.5 安山岩 破片

72 S47 13・14C・D 中世包含層 中世 砥石 45.0 32 0 20 5 41.6 流紋岩の凝灰岩 破片

73 S25 12C 井戸13 古墳後期 敲石 103.0 90.0 61.0 821.3 安山岩？ 完形

74 S9 llD 士城9 弥生後期 石錘 77.0 67.0 49.0 344 5 花閥岩 完形

75 lOC・D 表土 石錘 82.0 62.0 48.0 320.0 花闘岩 欠損

76 S38 llC・D 黄色土層まで 弥生 石錘 69.0 63.0 25.0 150 0 流紋岩の熔岩 完形 打欠

77 S22 lOC・D 土器溜り l 弥生後期 石錘 83.0 64.0 51.0 317 7 花閾岩 欠損 有溝＇

78 S15 13D 溝9と13の合流部の礫床 弥生後期 石錘 99 5 80.0 50.0 580 0 花扁岩 完形 有講

79 S7 llD 井戸2 弥生後期 石錘 62.0 50.0 38 0 152.7 花箇岩 完形 有澗

80 S41 lOD 包含層 石錘 45.5 43.0 36.0 91.9 花巌岩 完形 有溝

81 S42 12D 中世洪水 中世 石斧 117.5 68 0 44.0 540.1 安山岩？ 欠損 磨製

82 13C （土壌22) 古墳 紡錘車 39.5 13.0 14.0 滑石 破片

83 S46 13C 中世落ち込み 中世 紡錘車 36 D 11.5 16.5 滑石 欠損

84 lOD (P1642) 弥生後期 石鏃

＂ 
28.0 16.0 3.5 1. 7 サヌカイト 完形

85 12C (P725) 中世 削器 39.0 33.5 8.0 11.1 サヌカイト 完形

86 S3 llD 竪穴住居 1P4 弥生後期 石鏃 n 25.0 19.0 3.0 0.9 サヌカイト 完形

87 llD 井戸9灰黄色層 弥生後期 石鏃 II 18 0 10.5 2 7 0 4 サヌカイト 破片

88 S8 12・13C 井戸7Cドテ） 弥生後期 石庖丁 68.0 51.0 10.0 31 0 サヌカイト 破片 打製

89 110 土城64 中世 石鏃 31 5 21 5 3 5 2 0 サヌカイト 欠損

90 13C （溝 l) 石鏃 II 18 0 15 5 3.0 0.5 サヌカイト 完形

91 Sl8 13C 溝13 弥生後期 石鏃 I 20.0 15.5 3.0 2 8 サヌカイト 完形

92 12C （溝27) 石鏃 m 25.5 15.0 4.0 l尋5 サヌカイト 欠損

93 S17 13D 溝9と13の合流部の礫床 弥生後期 石庖丁 59.0 38.0 9.0 24.7 サヌカイト 完形 打製

94 l0~13C·D 側溝 削器 48.5 30.0 3.5 5.6 サヌカイト 完形

95 llC (P48) 中世 石鏃 n 27.0 19.0 3.5 1.5 サヌカイト 欠損

96 llD (P 1009) 弥生後期 石鏃 II 30.5 15.0 4.3 1.4 サヌカイト 欠損

97 12C CP1049) 弥生後期 石鏃 I 28.5 21.0 4.0 3 0 サヌカイト 欠損

98 UC (Pl116) 弥生後期 石鏃 I 31.0 16.0 4.0 1 5 サヌカイト 欠損

99 llC (P 1227) 弥生後期 石鏃 II 19.0 13.0 4.0 0 9 サヌカイト 欠損

100 S30 12D (P 1403) 弥生後期 石鏃 N 22.5 12 0 3.5 1.1 サヌカイト 完形

101 S49 ll・l2C・D 包含層 石庖T 76.5 37.5 9.5 36.5 サヌカイト 完形 打製

102 12D 表土 石庖丁 57.0 50.0 8.5 30.0 サヌカイト 破片 打製

103 UC・D 表採 石鏃 N 32 5 17.0 5.0 2.8 サヌカイト 完形

104 lOC・D 表土 石鏃 N 48.5 16.5 4.5 3.1 サヌカイト 完形

105 13C・D 表土 石錐 29 5 31 5 5.5 6.3 サヌカイト 欠損

106 S35 llD 包含層 石錐 49.0 34.0 
8尋゜
9 6 サヌカイト 完形

107 S33 lDC・D 包含層 石鏃 I 24.0 14 0 3 5 0.9 サヌカイト 完形

108 lOC・D 包含層 石銭 n 13.5 11.0 2.8 0.4 サヌカイト 欠損

109 S34 13C 包含屑 石鏃 ll 17.0 16.5 2.8 0.7 サヌカイト 完形

110 S36 11・12C・D 古墳包含層 古墳 石錐 26.5 11.5 4.8 1.4 サヌカイト 欠損

111 S5 11D 井戸2 弥生後期 砥石 43 5 39.0 13.0 18.4 安山岩？ 破片

112 S4 llD 井戸2 弥生後期 エンFスクレイバー 42.5 55.5 10.0 19.6 サヌカイト 完形

113 S51 23,.__25c-D 包含層 石鏃 I 23.0 13.0 4 0 1 2 サヌカイト 完形

114 S52 20C・D 包含層 敲石 220.2 78.0 74.0 1659 6 花湖岩 完形

115 19C・D 黄色±の上層 弥生 UF 41.0 25.0 6.0 6 0 サヌカイト 破片

116 llD (P538) 中世 削器 27.5 34.5 9 5 8 6 サヌカイト 破片

117 CD ±撲51北半上層 中世 UF 55.0 41.0 7 0 16.6 サヌカイト 欠損

118 SID llD 士城13 弥生後期 削器 36.5 24.5 8.0 7.3 サヌカイト 破片

119 S24 lOC・D 士器溜り 1 弥生後期 削器 53.0 44.0 9 5 14 4 サヌカイト 破片

120 lOD 土壌53 中世 UF 36.5 22.5 5.0 4.7 サヌカイト 欠損

121 S2 12D 土凜1 弥生前期 削器 32.0 49.D 7.0 13.5 サヌカイト 欠損

122 S16 13C 溝13 弥生後期 削器 41.0 38.0 11 0 15.8 サヌカイト 欠損

123 S6 11D 井戸2 弥生後期 石核 107.0 141.0 19.3 322.8 サヌカイト 完形

124 S37 lOC・D 包含層 楔形石器 ぷ'.0 40.0 13.0 'l:f.6 サヌカイト 完形

125 13・14C・D 表士 削器 74.5 40.5 10.0 27.5 サヌカ~ ~ 完形

126 S39 lDD 古墳包含層 古墳 削器 68.0 45.5 11.0 36.3 サヌカイト 欠損

127 l5C 旧河道1東トレソチ 弥生前期 エソFスクレイた 22.5 38 5 7.0 6.6 サヌカイト 欠損

128 lOD 古墳包含層 古墳 楔 26.5 26.0 6.0 5.0 サヌカイ~ 完形

129 13-15C・D 中世面清掃中 削器 36.0 32.0 4.5 5.4 サヌカイト 欠損

130 lOC・D 表 石庖丁 42.0 33.5 8.5 16會6 サヌカイト 破片 打製

131 12・l3C 北閲溝 UF 29.0 38.0 5.0 6.4 サヌカイト 欠損
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百間川原尾島遺跡4

番号 闘 出土地区 退構•土厖名 時代・時期 器 種 型式
計測最大位（口）

重(g)豆 石 材 残存 備 考
長 幅・径 厚

132 13D (P1019) 弥生後期 削器 31.0 25.0 5.5 5.1 サヌカイト 欠損

133 UC (Pll28) 弥生後期 UF 47.5 23.5 3.5 4.8 サヌカイト 欠損

134 l炉 13C・D 包含層 石鏃 ［ 18.0 16.5 3.5 1.4 サヌカイト 欠損

135 12・13C (P1629) 弥生後期 削器 25.0 28.5 4.0 3.0 サヌカイト 欠損

136 S40 1恥 13C・D 包含屡 UF 訊.5 始.0 7.5 15.7 サヌカイト 完形

137 lOCD 表土 削器 47.5 26.5 3.0 5.4 サヌカイト 欠損

138 Sl3 12C 溝5 弥生後期 石鏃 m 29.5 18.5 4阜5 2.3 サヌカイト 欠担

139 S31 11D P961 弥生 石鏃 m 40.0 23.5 10.0 8.8 サヌカイト 完形

140 19CD 包含層 削器 33.0 54.0 6.5 10.9 サヌカイト 欠損

141 11D 井戸2 弥生後期 浮子？ 42.5 26.5 4.7 軽石 完形

142 350 微高地束端斜面上面 石斧 126.0 仕.o 18.0 109.l 結晶片岩 完形 打製

143 35・36D 旧河道2卜い./チ部 弥生前期 楔形石器 岱.0 29.0 6.0 10.2 サヌカイト 完形

144 350 溝131 弥生中期 楔形石器 41.5 13.0 7 5 1.8 サヌカイト 欠損

145 34D 弥生後期水田層 弥生後期 楔形石器 19.5 26.5 8.0 4 3 サヌカイト 破片

l蛉 33D 烏状高まり上面 弥生 楔形石器 36.0 28.5 5.5 6.1 サヌカイト 完形

147 3.5D 微高地東端斜面上面 楔形石器 17.5 30.5 9.0 5.2 サヌカイト 完形

148 34・35C・D （沌148) 古墳 スポール 28.0 5.0 5.0 0.7 サヌカイ J, 完形

149 34C 溝128断面 弥生 削器 31.0 17.5 9.5 10.1 サヌカイト 阪片

150 350 溝128中層 弥生中期 削器 67.5 47.0 6.0 15.0 サヌカイト 欠担

151 34C 溝138粗砂層 弥生中期 削器 29.0 29.5 8.0 6.8 サヌカイト 欠損

152 35C 溝128下層粗砂層 弥生中期 削器 34.0 36.5 12.0 18.3 サヌカイト 欠損

153 34・35C・D 洞lZl 弥生前期 楔形石器 59.0 53.0 9.0 27.7 サヌカイ t 欠損
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士製品一覧表

土製品一覧表

番号 闘 出土地区 遺構・士層名 時代・時期 器 種 型式
計測最大値 (mm)

重(g最) 残存 備
長 幅・径 厚

考

1 C44 150 溝87 中・近世 瓦 68.2 46 21 欠損

2 Cl04 23C・D 近現代攪乱 土錘 BV 39.5 ， 2 欠損

3 C105 20・21C・D 近現代攪乱 土錘 BV  39 10 3 欠損

4 近現代攪乱 士錘 B 20 13.5 3 欠損

5 Cl07 210 北側溝 土錘 B 30 10 2 欠損

6 
--・--- --

表土（砂層） 土錘 B 26 12 2 欠損

7 表土（砂層） 土錘 BV  33.5 ， 3 欠損

8 (No. I) 近世 土錘 B 36 10 3 欠損・

， Cl09 34C 満127底部 弥生前期 紡錘車 47 10 28 完形

10 C96 13~15C·D 中世面清掃中 中世 土錘 B 45 27 33 欠損

11 12C・D 包含層掘下げ中 土錘 B 20.5 . 12 1 欠損

12 C65 11・12C・D 古墳包含層 古墳 ±錘 Bffl 33 11 4 完形

13 C61 12・13C 北側清 士錘 B 33 23 16 欠損

14 C48 lOD (P495) —, 中世 士錘 B皿 34 10 3 完形

15 C82 lOC・D 表士 土錘 BV 43 9 5 3 完形

16 C52 llC (P893) 土錘 B 30 5 14 5 欠損

17 C20 lOD 上痰52 中世 土錘 B皿 35 13 6 欠損

18 C21 IOD 土凛52 中世 土錘 B皿 36 12 5 欠損

19 13D Gfi:世溝 1) 近世 士錘 B 50 10.5 4 欠損

20 C70 12D 表採 上錘 Bm  41 15 7 欠損

21 C76 12D 表採 土錘 B 35.5 12 4 欠損

22 C62 12D 表採 土錘 Bl 70 20 26 欠損

23 C73 12D 表採 士錘 BY  48.5 11 4 完形

24 C79 12D 表採 士錘 B 40 11.5 4 欠損

25 C22 llC 土凛57 中世 士錘 B 24 12 3 欠損

26 C84 12D 中世洪水層 中世 上錘 BV 38.5 9.5 3 完形

27 C47 (P706) 中世 土錘 B 39 10 3 欠損

28 12C・D （近世溝 1) 近世 土錘 B 35.5 10 3 欠損

29 C88 lOC・D 表士 土錘 B 37.5 11 4 欠損

30 C86 12C・D 包含層 士錘 BV  33.5 8 2 欠損

31 C25 12C・D 落ち込み2 中世 士錘 BN  

“ 
12 4 完形

32 C24 120 D 落ち込み 2 中世 士錘 BN  47.5 9.5 4 欠担

33 C17 llD 土擁41 古墳 土錘 B 41.5 12 5 欠損

34 C85 10・11C・D 表士 土錘 BV  37 ， 2 欠損

35 C26 12C・D 落ち込み2 中世 土錘 B 37 12 5 6 欠損

36 C3 13C・D 栂13 弥生後期 土錘 B 27 5 13 4 欠損

37 C29 13C 落ち込み2 中世 士錘 Bfil 61 17 15 欠損

38 C28 13C 落ち込み2 中世 士錘 B 43 11 4 欠損

39 C31 llD 溝79 中世 士錘 B 24 10.5 2 欠損

40 12・13D （近世溝 1) 近世 土錘 Bfil 49 13.5 7 欠損

41 C77 lOC・D 表士 土錘 Bl¥l 44 9.5 5 完形

42 C60 12C・D 表士 土錘 B 言 41 28 28 欠損

43 C75 12C・D 表士 土錘 BY  47 10 4 完形

“ 
C64 12C・D 表土 土錘 Bill 48 14.5 10 完形

45 C58 lOC・D 表土 土錘 AD① 63.5 41 109 完形

46 C78 11・12C・D （近世溝5) 近世 ±錘 Bll 53 11 5 完形

47 C81 12D 表採 士錘 BV  41 10.5 4 完形

48 C4 13D 溝13 弥生後期 士錘 Alli 63 38 91 完形

49 C30 llC 溝76 中世 士錘 B 62 26 34 欠損

50 C56 11・12C・D 古墳包含層 古墳 土錘 BI 67 24 38 完形

51 Cl3 IID 竪穴住居1 占墳後期 上錘 B! 68 19 24.6 欠損

52 C16 12C 井戸13 古墳後期 土錘 BI 59.2 19.4 21.6 完形

53 C50 11D CP140) 中世 土錘 Bl 41 10 3 欠損

54 13C （溝 1) 士錘 B 20 ， 1 欠損

55 13C （溝 l) 士錘 B 31 10 2 欠損

56 C83 130-D 表土 士錘 B 38 10 4 欠損

57 UC  (P645) 中世 這 B 46 5 11 5 欠損

58 Cl4 llD 井戸11 古墳後期 這 B旧 51 17.5 12.6 完形

59 Cl5 llD 井戸11 古墳後期 這 Bl 64 4 21 31. 7 完形

60 12D (P417) 中世 土錘 B 11.5 8.5 1 欠損

61 C49 llD (Pl71) 中世 土錘 B皿 38 13 5 欠損

62 表土 ±錘 B皿 52 18.5 12 欠損

63 表土 士錘 B 28.5 11 3 欠損

64 C71 13CD 表 士錘 B阻 41 12 6 欠損

65 C66 13CD 表士 上錘 Bill 36 12 3 欠損
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百間川原尾島遺跡4

番号 闘 出士地区 遺構•土屈名 時代・時期 器 種 型式
計潤最大値 Cw

重(g)量 紐 備 考
長 幅・径 厚

66 C63 13C・D 表土 土錘 B 61 61 18 14 完形

67 C87 lOC・D 表士 士錘 C 41尋5 31.5 18 欠損

68 C68 13C・D 表土 土錘 B皿 44 16 ， 欠損
69 12・13C・D 表土 土錘 BV 2 欠損

70 cso 12・13C・D 表土 土錘 B 34.5 15 8 完損

71 C67 11・12C・D 包含層 土錘 B 33.5 11 2 欠損

72 C59 11・120-D 包含屈 士錘 Al 95 52 289 欠損

73 C57 llD 古墳包含層 這 Ari 64 船 93 完形

74 lOD 土墳54 中世 土錘 B 36 25.5 17 欠損

75 C53 (P笠7) 土錘 B 72 24 37 欠損

76 cs 13C 溝13 弥生後期 土錘 Af/ 68.5 45 144.3 完形

77 C6 13C 溝13 弥生後期 士錘 Am 58.4 38.3 94.8 完形

78 C69 13D 中世洪水砂 中世 這 Bil 38 15 8 欠損

79 C14 13D 中世洪水砂 中世 土錘 Bftl 46 11 4 完形

80 C72 13D ，中世洪水砂 中世 土錘 B 47.5 ll 5 欠損

81 Cl08 19H 溝112 弥生後期 土錘 B 25.5 10 2 欠損

82 C94 l5C・D 表土 士錘 BV 39 ， 2 欠損

83 C8 13C 溝19a 弥生後期 這 Br-I 49 II 4 完形

84 C7 l3C• D 溝15 弥生後期 這 Affi 60.5 35 84.6 完形

85 Cl8 14D 溝55 古墳 土錘 B 80.5 24 50 欠損

86 C43 14・15C・D 溝87 中・近世 土錘 BW 祁 12 5.4 完形

87 C33 l4C・D 溝85 中世 土錘 B 46 12 4 欠損

88 CIOO 13・14C・D 表土 土錘 B皿 船 17 13 欠損

89 C90 13・14C・D 表士 這 Bl 75 24 44 欠損

90 Cl02 l4C 表採 土錘 B皿 34.5 13 B 完形

91 C99 13・14C・D 古墳時代遺構清掃中 士錘 B fl 45 12 5 欠損

92 C92 14D 中世洪水砂 中世 土錘 BV 41 10 3 完形

93 C93 14D 洪水砂 中世 土錘 BV 41 10 4 完形

94 C32 14C・D 溝85 中世 土錘 B fv 49.5 12 4.8 完形

95 C97 13-lSC・D 古墳時代包含層 古墳 土錘 B 36 24 20 欠損

96 C91 I3-15C・D 古墳時代包含陪 古墳 士錘 B 訊 23.5 26 欠損

釘 C95 13・14C・D 中世包含層 中世 士錘 B zr 11.5 3 欠損

98 ClOl 13・14C・D 中世包含園 中世 土錘 B 40 10.5 3 欠損

99 C89 15C• D 中世包含層 中世 土錘 Bl 96 ~ 92 欠損

100 C98 14C・D 中世包含層 中世 土錘 B 68 24 36 欠損

IOI 140 （溝2) 士錘 B 30 10 2 欠損

102 C46 15D (P 195) 士錘 A ID 56 35 77 欠損

103 Cl9 13・14C 井戸17 中世 土錘 B 57 23 30 欠損

104 C42 14C・D 溝87 中・近世 土玉 18 20.5 6 完形

105 C35 14C D 溝船 中世 円板状土製品 33 10.5 13 完形 備前焼片

106 C36 14C・D 溝邸 中世 円板状土製品 33 11 16 完形 亀山焼片

107 C34 14C・D 溝85 中世 円板状士製品 31 9.5 12 完形 備前焼片

108 C55 IOD (P36) 弥生後期 ？ 64 72 337 欠損

109 C2 IOC ±猥5 弥生後期 土錘 E 53 22 16 20 欠損

llO C9 IOCD 土器溜り 1 弥生後期 分銅形土製品 54 89 10.5 図6 欠損

111 Cl2 lOC・D 土器溜り 1 弥生後期 土玉 35 22 20 完形

112 llC (PZfl) 中世 士錘 B 32 13 4 欠損

113 I0~13C·D 円板状士製品 26.5 6 5 完形

114 Cl06 19・20C・D 表土攪乱 土錘 BV 41 10 3 完形

115 Cl llD 竪穴住居 l 弥生後期 土錘？ B且 21 10 2.3 完形

116 13C （溝 I) 土錘 B 39 11 4.7 欠損

ll7 C23 14D ±摸77 中世 円板状土製品 32 12.5 16 完形 備前焼片

118 ClO lOC D 土器溜り 1 弥生後期 分銅形土製品 8.9 欠損

119 cu !OC・D 土墳溜り 1 弥生後期 土錘 A皿 67 5 41.5 125 3 完形

120 Cl03 22D 下田所屈 古墳 土錘 Bl 81 24.5 54 0 完形

121 C45 ISC 溝90 中世 円板状土製品 33.7 19.5 29.2 完形 備前焼片

122 C27 12C・D 落ち込み2 中世 円板状士製品 32.5 18 21.5 完形 瓦片

123 C54 12C (P744) 中世 円板状士製品 25雫5 11 10 完形 備前焼片

124 C51 IOC (P863) 中世 土錘 B 34.7 10.5 3.2 欠損

125 C39 14・15C・D 溝 中・近世 円板状士製品 2.5 ， 7 完形 備前焼片
126 C'?ir 14・15C・D 溝 中・近世 円板状土製品 30 8.5 9.9 完形 備前焼片

127 C38 14C・D 溝 7 中・近世 円板状土製品 34 8 11.5 完形 亀山焼片

128 C40 15C・D 溝81 中・近世 円板状土製品 35.5 14 5 23.6 完形 備前焼片

129 C41 14・15C・D 溝87 中・近世 円板状土製品 57.3 14 60.2 完形 備前焼片
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金属製品一覧表

番号 闘 出土地区 遺構•土層名 時代・時期 器 種
計測最大値 (mm)

賃(g扇) 材 質 残存 備 考
長 幅・径 厚

1 M7 15C 井戸18 中世 刀子 267 22.5 4 77.21 鉄 完形 木柄残

2 13C CP954) ？ 84 29 8 14.91 鉄 欠損

3 a 20D 西側溝 鉄片 祁.5 10.5 4.5 4. 71 鉄 欠損

3 b 20D 西側溝 鉄片 55 10.3 4.4 5.12 鉄 欠損

4 Ml 21D ±猥26 弥生後期 鏃 44 4 25.5 4.5 5. 72 鉄 欠損

5 23C・n-・ 灰色粘士 キ・・ .. , 
鉄片 32 , 27.3・ 4.2 4.03 鉄・- - - 欠損

6 M2 21C・D ±城34 弥生後期 錨？ 50.5 12.5 5 6 51 鉄 欠損

7 22D 古墳包含層 古墳 釘？ 41.7 5 4.5 1.34 鉄 欠損

8 20D (P27・28) 鉄片 23 14.6 4 1 74 鉄 欠損

， 33D 表土砂層 銭 25 1.5 3 75 銅 完形 開元通宝

10 表土砂層 銭 23. l 1 1.66 銅 完形 寛永通宝

11 表士砂層 銭 22.0 1.5 2.15 銅 完形

12 20A （溝2) 近世 銭 22.7 1 1.48 銅 完形 寛永通宝

13 14C・D 欝87 中・近世 銭 22.5 1.4 1.8 銅 完形 煕寧元宝

14 14C・D 溝87 中・近世 銭 25.1 1.5 1.88 銅 欠損 永楽通宝

15 14C・D 溝87 中・近世 銭 24 1 3 1.17 銅 破片

16 M9 13D (P 192) 中世’ 銭 24.7 1.3 3.3 銅 完形 熙寧元宝

17 14C 構85 中世 釘 29 4.5 3.2 0.85 鉄 欠損

18 13・14C・D 中世包含層 中世 釘 26.2 5 5 5.8 1 17 鉄 欠損

19 14D 土披76 77 中世 釘？ 24 5 5 9 4.5 0.84 鉄 欠損

20 14C （土II) 中世 釘 33 8 5.2 1.65 鉄 欠損

21 140 (P65) 釘 34 3 5 2 5.2 1.45 鉄 欠損

22 14C （土猥13) 中世 釘 37.3 5.8 5.3 1.38 鉄 欠損

23a 15C・D 溝87 中・近世 釘 43 9 8 5 4 2.75 鉄 欠損

23b l5C・D 溝87 中近世 釘 25 9.3 6.7 1.15 鉄 欠損

24 14C (P64) 中世 釦 54尋4 6 6 3.37 鉄 欠損

25 13・14C 井戸17(上層） 中世 釘 16.4 6.4 5 7 0.84 鉄 欠損

26 14・15C・D 猜87 中・近世 釘 28.8 8 1 8 3 2.77 鉄 欠損

27 14CD 溝87 中・近世 釘 60 10.8 5 4.59 鉄 欠損

28 13D 中世洪水 中世 釘 37.2 7 7 2.54 鉄 欠損

29 14C・D 溝87 中・近世 釘 47.8 9 2 9.2 8.08 鉄 欠損

30 14C・D 溝87 中・近世 釘 50.9 5.7 7 2.90 鉄 欠損

31 14C・D 溝87 中・近世 釦 36 7 2 6.8 2.46 鉄 欠損

32a 14C・D 構87 中・近世 釘 26.4 14.4 10 4.20 鉄 欠損

32b 14C・D 講87 中・近世 釘 26 6.3 6.2 1.91 鉄 欠損

32c 14C・D 清87 中・近世 釘 17.4 4 4 4 0.37 鉄 欠損

33 M8 llD （土49) 弥生 鏃 22.4 13.1 3.6 1.34 銅 欠損

34 MlO llD (P980) 弥生 鏃 37.2 12.5 3電4 2. 79 銅 完形

35 llD 包含層 環 25.8 4 6.19 銅 完形

36 llD 表士 銭 23.8 1.3 2.47 銅 完形 聖宋元宝

37 llC (P45) 中世 銭 23.8 1.3 2.98 銅 完形

38 MS 12C 竪穴住居9 古墳 ？ 95 41.5 6 5 37.18 鉄 欠損

39 llC 竪穴住居5 古墳前期 鉄片 31.2 12.6 3.7 2.47 鉄 欠損

40a lOD 建物8 古墳後期 鎌 91.3 15.4 3.1 12.52 鉄 完形

40b lOD 建物8 古墳後期 ？ 44.3 21 7.3 6.38 鉄 完形

41 llD 井戸2 弥生後期 釘？ 44.5 5.2 4.4 3 35 鉄 欠損

42 llD 井戸2 弥牛後期 鉄片 36.4 29.1 3.2 7.17 鉄 欠損

43 IOC 土痰51北半上層 中世 釘 76.3 17 14.9 14.09 鉄 ？ 

44 11D 土壊59 中世 釘 24.3 5.1 4.7 1.02 鉄 欠損

45 llC （士32) 刀子 73.7 8.5 3.9 4.69 鉄 欠損

46 UC 土壊17 弥生後期 鉄片 50 20.2 11.4 6.64 鉄 欠損

47 11・12C 溝48 古墳 釘？ 25.4 5.1 5.9 1 72 鉄 欠損

48 M3 llD 溝 9 弥生後期 施 36.5 15 4 1 85 鉄 欠損

49 M4 130 溝13 弥生後期 鉄片 34.5 8 3.8 1 61 鉄 欠損

50 11D (Pl01) 中世 鉄片 22.7 16.9 4.7 3.78 鉄 欠損

51 llC (P249) 中世 鉄片 33.3 14 14 6.49 鉄 欠損

52 12C (P296) 鉄片 20.5 17.3 11.5 6.77 鉄 欠損

53 12D (P379) 中世 鉄 16.5 19.2 12 6.58 鉄 欠損

54 12D (P39l) 鉄片 83 44.3 5 23 77 鉄 欠損

55 llC (P618) 中世 釘？ 49.7 7 6.6 4.37 鉄 欠損

56 12C (P688) 中世 釘？ 33.2 6.5 6 2 24 鉄 欠損

57 llC (Pl249) 中世 釘？ 30 8 7.5 2.7 鉄 欠損

58 llD (P 1439) 釘？ 56.5 ，會7 7 9.01 鉄 欠損

59 12C （土壊 環 37.3 6.3 12.23 鉄 完

60a l2C・D 落ち込み3 中世 鉄片 38.9 13 8 4.1 3 鉄 欠損
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I ｛番号 麿臀 出土地区 遺構・士層名 I時代・時期 器 種
計測最大信 (Ge)

重(g量) 材 質 紐 備 考
長 幅・径 厚

60b 12C・D 落ち込み3 中世 鉄片 26.5 9.4 8.8 2.09 鉄 欠損

61 llC・D 包含層 I 鉄片 31.5 14.1 4 3.16 鉄 欠損

62 13D 中世洪水砂 鉄片 22.7 26.5 3.5 5.56 鉄 欠損

63 lOC 土器溜1 弥生後期 鉄片 糾.7 13.4 6. 7 16.39 鉄 欠損

糾 1111 130 北側溝 鉄斧 93 45 6.8 64.75 鉄 欠損

65 13C 落ち込み 1 古墳後期 釘 47.5 8 6.7 16.39 鉄 欠損

66a llC・D I 釘 52 6.5 5 2.68 鉄 欠損

66b llC・D 釘 位.7 4.7 4.5 1.52 鉄 欠損

61 11D 古墳包含屈 古墳 釘 47.4 8.5 7.7 5.44 鉄 欠損

68 lOC・D 表土 鉄斧 47 俎 ， 81.67 鉄 欠損

69 19C・D 表土撹乱 銭 23 0.9 1.39 銅 完形 寛永通宝

70 19・20C・D 表士攪乱 銭 25 1.3 3.34 銅 完形 寛永通宝

71 13C 表 銭 24 1.4 2.45 銅 完形 元祐通宝

72 116 120 竪穴住居9 古墳前期 鉄剣形銅剣 207 31.5 4.5 87.93 銅 完形

73 14C (Pl08) ？ 118.6 86.5 9.5 117.67 鉄 欠損

74 llD 竪穴住居7 古墳後期 刀子 30 12.6 8 l 2.78 鉄 欠損
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木製品一覧表

木製品一覧表

番号 誓魯 出士地区 遺構•土層名 時代・時期 器 種
計測最大値 (mm)

長 幅・径 厚
重(g員) 樹 種 残 存 備 考

I W7 36D 旧河道2橋脚実測面 弥生前期 広鍬未製品 419.0 215.0 56.0 アカガシ亜属 完形

2 36D 旧河道2橋脚検出面 弥生前期 斧柄未製品

3 36D 旧河道2橋脚検出面 弥生前期 斧柄未製品

4 胃15 36D 旧河道2橋脚実測面 弥生前期 浅鉢 298.0 67.D 72.8 ケヤキ 1/3 

5 WU 35D 旧河道2 弥生前期 鋤 214.5 91.0 30.0 アカガシ亜属 先端部

6 36D 旧河道2 弥生前期-, 鋤
一

・" アカガシ亜属 柄取付部

7 渭17 36D 18河道 2 弥生前期 容器 116.0 144.0 43.0 環孔材 1/3 

8 胃13 35D ［日河道2 弥生前期 舟形 198.0 71.0 57.5 サクラ材 1/3 
， 胃16 35D 旧河道 2砂層 弥生前期 容器 80.0 100.0 ヤマグワ 底部完存

IO 35・36D 旧河道2 弥生前期 鋤 散孔材？ 小破片

11 胃19 36C 旧河道 2砂層・腐蝕士層II 弥生前期 容器 65 0 ケヤキ

12 W22 36D 旧河道2腐蝕士層 I 弥生前期 箆状木器 144.0 25 0 4 0 完形

13 胃21 35 36D 旧河道2 弥生前期 鏃 119.0 15.0 8 5 ほぽ完形

14 胃18 容器 64 54.0 

15 屑12 ほぞ穴材 204.5 102.0 22.5 

16 『l lSC・D 旧河道 l 弥生前期 柄 181.0 75.0 38.59 1/2 

17 W6 15C 井戸18下層 中世 曲物底板 130.0 5.5 完形

18 15C 井戸18下層 中世 椀

19 W4 15C 井戸18下層 中世 底板 196.0 8.0 ほぽ完形

20 W5 150 井戸18下層 中世 札？ 189.5 14.5 5.5 完形

21 W3 13・14C 井戸17 中世 曲物底板 92.0 7.0 1/2 

22 冒2 13・14C 井戸17 中世 曲物底板 67 7.0 完形

23 19D （古代溝） 古代 加工木

24 W24 35D 旧河道2橋脚実測面下砂屑 弥生前期 梯 1150. 0 106.5 94.5 カゴJキ属類似種 1/6? 

25 19・ZOC・D 溝99 中世 椀 底部1/3

26 W23 35D 旧河道2橋脚下砂層中 弥生前期 杵 912 5 68.0 ヤブッバキ 1/2 

27 Wl4 36D 旧河道2橋脚打込面 弥生前期 石斧柄 361.5 189 5 49 5 アカガツ而属 完形

28 胃8 360 旧河道2腐蝕±層 弥生前期 鋤 408.5 126.0 15電。 カシ

29 胃20 35D 旧河道2橋脚下砂層中 弥生前期 蓋？ 278.5 241.0 25.0 イヌガヤ ほぼ完形

30 胃25 36D 1B河道2 弥生前期 広鍬 418.5 78 0 8.5 アカガシ亜属 1/2強

31 胃10 35D 旧河道2砂層 弥生前期 又鋤 154.0 53.0 ，阜o アカガシ亜属 先端部

32 36C 旧河道2 弥生前期 鍬 174.0 63.0 30.5 カシ

33 35・36D I日河道2 弥生前期

34 35D 1日河道2砂層 弥生前期

35 35D 旧河道2橋脚下砂層中 弥生前胡

36 35・36C・D 

37 35・36D 旧河道2 弥生前期

38 35D 旧河道2扶部分砂層 弥生前期

39 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期

40 35D 旧河道2砂層 弥生前期 薄板

41 36D 柱穴列6函 4 古墳

42 36C 旧河道2腐蝕土層底 弥生前期

43 35・36D 旧河道2 弥生前期

44 36C・D 旧河道2腐蝕土層2 弥生前期

45 36C・D 旧河道2腐蝕士層 弥牛前期

46 36C・D 旧河道2粒砂層 弥生前期

47 34D 欝127暗灰色粘土層 弥生前期

48 35D 旧河道2楢脚杭ーN4 弥生前期 杭先 イヌガヤ

49 35D 旧河道2橋脚杭ーN12 弥生前期 杭先 イヌガヤ

50 35D 旧河逍2橋脚杭ーN19 弥生前期 杭先 イヌガヤ

51 36D 旧河道2橋脚杭ーN23 弥生前期 杭先 98.5 アカガシ亜属

52 35D 旧河道2橋脚杭ーN42 弥生前期 杭先 114 5 コナラ節

53 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 杭先 83.0 

54 35・36D 旧河道2橋脚杭ーS2 弥生前期 杭先 107.5 ヤブツバキ

55 35・36D 旧河道2橋脚杭ーS12 弥生前期 杭先 107.5 ヤプツバキ

56 35・36D 旧河道2橋脚杭ーS32 弥生前期 杭先 121.0 ヤブッパキ

57 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 杭先 94.0 

58 35・36D 旧河道2栖脚 弥生前期 杭先 100.0 

59 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 杭先 110.0 

60 35・36D 旧河道2橋朕l 弥生前期 杭先

61 35・36D 1B河道2橋脚 弥生前期 杭先

62 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 杭先

63 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 杭

64 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 杭先

65 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 紐
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: 番号 闘 出土地区 遺構•土層名 時代・時期 器 種
計測最大値 (ICII)

重(g猛) 街 種 残 存 偏i 考
長 幅・径 厚

66 I 35・36D 18河道2緬脚 弥生帥期 杭先

67 35・ 祁D 1日河道2嬌脚 弥生前踪 杭先 I 
68 35・36D 1日河道2橋脚 弥生前期 杭先

・69 35・36D 旧河道2橋胸 弥生前期 杭先

70 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 杭先

71 35・36D 旧河道2橋脚 弥生前期 杭先

＇ '72 35・36D 1B河道2橋胴 弥生前期 杭先

73 35・36D 113河道2橋脚 弥生前期 杭先

74 15D (P?) 柱

75 21D (P114) 柱

76 15C 井戸18下層 中世 枝材•竹

11 15C 井戸18 中世 竹？

78 12C (P757) 中世 柱

19 35D 旧河道2檎脚実測面上 弥生前期 加工材？

80 35・36D 旧河道2橋脚下砂層 弥生前期 割木

81 15D 旧河道 1灰黒色粘士 弥生前期

82 12C 土披“ 古墳

83 35D 旧河道2橋脚検出面 弥生前期
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玉類一覧表

玉類一覧表

番号 闘 出土地区 遺構・士陪名 時代時期 器 種
計測最大値 Cmm)

重(g嚢) 材 質 残存 備 考
長高幅・径内径

1 Jl 21C 溝25 弥生後期 小玉 3 4.2 0.07 ガラス 完形

2 21C 溝25 弥生後期 小玉 ガラス 破片

3 33D 溝143溝底 古墳 小玉 ガラス 完形

4 J6 lOD 士器溜り 1付近 弥生後期 棗玉 15 8.8 l.5 1.8 聘瑶i 完形

5 」4 l2C (P689) 勾玉 17 6 2 0.2 蛇紋岩 完形

6 J2 l3C 落ち込みl 古墳後期 臼玉 3 6.5 2 0.07 滑石 完形

7 J3 12D 土墳42 古墳 臼玉 2.6 5 1.3 0.1 滑石 完形

8 JS llC CP1025) 弥生後期 小玉 3. l 5.1 2 0.13 滑石 完形， llD 中世面消掃中 臼玉 2 l 5.1 0.07 滑石 破片

10 llD 中世面清掃中 臼玉 3 4 1 0.05 滑石 完形

11 llD 中世面清掃中 臼玉 4 2會4 1.5 0.04 滑石 完形
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新旧遺構名称対照表

報告貧遠構名 調査時遺構名 調査区 担当者 年 度 報告白遺構名 調査時遺構名 調査区 担当者 年 度

焼填i 焼±±墳 IOC 乎•藤•高 1989 溝6 溝29 12C 平• 藤・高 1989 

旧河道 1 潤 14・15C・D 乎•藤•高 1989 溝7 欝30 12C 平•藤•高 1989 

土撲 l 土壊68 12D 平•藤• 高 1989 溝8 溝34 12C 乎•藤• 高 1989 

土漿2 土墳21 21D 平• 岡・高• 阿 1988 溝9 溝19 ll-13D 平•藤•高 1989 

溝1 溝21 21・22C・D 平• 岡•高• 阿 1988 洞IO 溝21 UD  平•藤•高 1989 

竪穴住居 l 住8 HD  乎•藤• 高 1989 溝11 溝28 12D 平•藤•高 1989 

竪穴住居2 住9 ll・12C・D 平•藤• 高 1989 溝12 潤23 12D 乎•藤•高 1989 

竪穴住居3 溝4・5 20D 平•藤・村 1990 溝13 潤20 13C・D 平•藤•高 1989 

建物 l 建物2 20D 平・亜・村 1990 溝14 溝22 13D 平•藤•高 1989 

建物2 建物5 20D 乎•藤・村 1990 獨15 誇25 13C・D 平•藤•高 1989 

建物3 建物4 20C 乎•藤・村 1990 潤16 溝30 13·140• D 乎•藤•高 1989 

建物4 建物 l 20D 平•藤・村 1990 溝17 溝29 13・14C・D 乎•藤・高 1989 

建物5 建物5 ZOD 乎•岡・裔• 阿 1988 溝18 溝36 130 平•藤• 高 1989 

建物6 建物7 20・21D 平• 岡・高• 阿 1988 溝19 溝26a・溝'l:fb 13・140・D 乎•藤•高 1989 

建物1 建物6 21D 乎• 岡・高阿 1988 溝20 溝蕊 14C・D 平• 藤•高 1989 

井戸 1 井戸6 11D 乎•藤•高 1989 溝21 溝33 150 乎•藤• 高 1989 

井戸2 井戸5 llD 平• 藤•高 1989 溝22 溝35 15C 乎• 藤•高 1989 

井戸3 井戸7 120 乎• 藤• 高 1989 溝23 溝 7• 15 19・21C・D 平• 藤・村 1990 

井戸4 井戸IO 12C 平•藤•高 1989 溝24 溝6 20C 平• 藤・村 1990 

井戸5 井戸8 12D 乎• 藤•高 1989 溝25 濶12 21C 平• 岡•高• 阿 1988 

井戸6 井戸 9 12C 平• 藤•高 1989 晋26 溝13 21C 乎• 岡・高• 阿 1988 

井戸7 井戸II 12 13C・D 乎• 藤・高 1989 溝打 狗14 21D 乎• 岡・高• 阿 1988 

井戸8 井戸4 14D 平• 藤・高 1989 溝28 溝20a・ 溝20b 21・22C・D 平• 岡•高•阿 1988 

井戸9 井戸2 20C・D 乎• 岡・高• 阿 1988 溝29 溝16 22C・D 平• 岡・高• 阿 1988 

井戸10 井戸3 21・22D 平• 岡•高• 阿 1988 溝30 溝17 22C• D 乎• 岡•高• 阿 1988 

土撲3 土撲61 lOC 乎• 藤•高 1989 溝31 溝22 22・23C・D 乎• 岡•高• 阿 1988 
土撲4 土墳63 lOD 乎•藤•高 1989 溝32 溝18 23C・D 平• 岡・高•阿 1988 

±披5 士凛76 lOD 平• 藤• 高 1989 溝33 洞19 23C・D 平• 岡•高• 阿 1988 

土城6 士痰75 lOC 平•藤•高 1989 溝34 溝13 19・20A 平• 藤• 高 1989 

土凛7 土城60 lO・llC 乎• 藤•高 1989 溝35 溝14 20A 平• 藤•高 1989 

土墳8 土痰58 llC 乎• 藤• 高 1989 溝36 溝11 20A 乎• 藤•高 1989 

土撲9 土墳56 llD 平• 藤• 高 1989 溝37 溝15 20A 乎• 藤•高 1989 

±披10 土凛64 UC  平• 藤•高 1989 溝38 溝18 20A 乎• 藤•高 1989 

士撲11 ±墳73 UC  平• 藤・高 1989 溝39 溝19 20A 平• 藤•高 1989 

士城12 士摸62 UC  乎•藤•高 1989 溝40 溝16 20A 平• 藤•高 1989 

土披13 土城70 llD 平• 藤•高 1989 溝41 溝17 20A 平• 藤•高 1989 

土壊14 土墳71 llD 平• 藤•高 1989 溝42 溝20 20・21A 平• 藤•高 1989 

士撲15 土墳72 llD 平•藤・高 1989 溝43 溝12 20・21A 平• 藤•高 1989 

±城16 士墳69 12C 乎•藤•高 1989 士器溜り 1 土器溜り lO・llC・D 平• 藤• 高 1989 

土披17 士壊67 12D 乎•藤•高 1989 竪穴住居4 住1 lO・llC 平• 藤•高 1989 

土被18 土城25 13C 平• 藤•高 1989 竪穴住居5 住2 lO・llC 平• 藤・高 1989 

土撲19 土墳2 19D 平• 藤・村 1990 竪穴住居6 住3 110 平•藤•高 1989 

土撲20 土墳4 20D 平• 藤・村 1斑O 竪穴住居7 住4 llC・D 平•藤•高 1989 

±茨21 ±摸3 20D 平• 岡・高• 阿 1988 竪穴住居8 住6 12D 乎•藤・底 1989 

±城22 士痰20 20C 乎•岡・高• 阿 1988 竪穴住居9 住7 12D 平• 藤・渇 1989 

土披23 士凜2 20D 乎•岡・高• 阿 1988 竪穴住居10 住5 12C 乎• 藤•高 1989 

土披以 土墳5 20C 乎• 岡•高• 阿 1988 建物8 建物 1 lOC 乎• 藤• 高 1989 

土摸25 土披4 20D 乎•岡・高•阿 1988 建物9 建物2 20C・D 平• 岡・高• 阿 1988 

土擁26 土墳16 20・21D 平• 岡・高• 阿 1988 建物10 建物3 20C 乎• 岡•高・阿 1988 

土摸27 土漿18 21D 平• 岡• 高• 阿 1988 建物11 建物 l 20C・D 乎• 岡•高• 阿 1988 
±接28 土摸9 21D 平• 岡・高• 阿 1988 建物12 建物4 20D 平• 岡• 高• 阿 1988 

±壊 士撲7 21D 平• 岡・涵• 阿 1988 井戸11 井戸 3 llD 平• 藤・高 1989 

土城30 士痰6 21D 乎•岡高• 阿 1988 井戸12 井戸2 llD 平•藤高 1989 

土摘31 士墳22 21D 乎• 岡• 高• 阿 1988 井戸13 井戸4 12C 平• 藤• 高 1989 

土披32 士墳23 21D 乎•岡•高• 阿 1988 井戸14 井戸 3 13C 平• 藤• 高 1989 

土壊33 土墳以 21D 乎• 岡•高• 阿 1988 井戸15 井戸 1 22D 平• 岡• 高• 阿 1988 

土壊34 土披14 21C・D 平• 岡• 高• 阿 1988 土摸38 土壊29 llC 乎•藤•高 1989 

土凛35 土漿13 21D 平• 岡• 高• 阿 1988 土摸39 土壊祁 llD 平• 藤•高 1989 

士壊36 土墳打 21D 平• 岡・高• 阿 1988 土摸40 土撲お llD 平•藤• 高 1989 

±披37 士凜33 22D 平• 岡・高・阿 1988 士凜41 土摸38 11D 平•藤• 高 1989 

柱穴列 l 柱穴列 210 乎• 岡• 高• 阿 1988 士凜42 土摸50 12D 平• 藤• 高 1989 

炉l 炉 llC 乎•藤高 1989 士凜43 土披44 120 平•藤•高 1989 

溝2 溝33 II・l2C 乎•藤・高 1989 土墳44 ±披37 12C 平• 藤•高 1989 

溝3 潤 2 l2C 乎• 藤•高 1989 土壊45 土墳46 12C 平• 藤• 高 1989 

潤4 溝31 l2C 平•藤・高 1989 土凛46 土演43 12C 乎藤•高 1989 

溝5 溝26 l2C 平• 藤・高 1989 土漿47 土披53 13D 平•藤•高 1989 
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新旧遺構名称対照表

報告杏遺構名 調査時遺構名 調査区 担当者 年 度 報告四遺構名 調査時遺構名 調査区 担当者 年 度

土濱48 土濱48 13D 平• 藤• 高 1989 土濱80 土廣2 15D 乎•藤•高 1989 

土痰49 ±凛20 l4C・D 平• 藤• 高 1989 土城慈 l 士擁墓33 12C 平• 藤・高 1989 

土演50 ±墳 l 21D 乎• 岡・高• 阿 1988 士城慈2 ±擁墓 1 20C 平•岡・高• 阿 1988 

鍛冶炉 l 鍛冶炉 13C 平• 藤・高 1989 落ち込み2 中世落ち込み3 12C・D 平• 藤•高 1989 

落ち込み 1 古墳落ち込み 13C• D 平• 藤•高 1989 落ち込み3 中世落ち込み 1 11・12D 平• 藤高 1989 

溝“ 溝17 10・11D 平• 藤• 高 1989 溝75 溝 6 lOD 平• 藤•高 1989 

溝心 溝16 llC・D ・ 平•藤高ー 1989--』 溝76-~- 溝 5 10ー・ llC • D 平•藤•高 1989 

溝46 溝13 llD 平• 藤•高 1989 溝11 溝4 llD 平• 藤•高 1989 

溝47 溝15 llD 平• 藤•高 1989 溝78 溝 3 llD 平• 藤•高 1989 

潤邸 溝8 11・12C 平• 藤•高 1989 溝79 溝14 llD 平•藤高 1989 

溝49 溝IO 11・12C 乎• 藤• 高 1989 溝80 溝 9 IIC 平• 藤• 高 1989 

溝50 溝11 12C・D 平• 藤・涵 1989 溝81 溝 2 13C 平• 藤•高 1989 

欝51 溝12 11・12C 平• 藤• 高 1989 碑82 溝 6・17 l3C 平• 藤•高 1989 

溝52 溝12 12C 平• 藤•高 1989 溝83 溝23 130 平• 藤•高 1989 

溝53 溝24 13C 平• 藤• 高 1989 溝84 欝16 13 l4C 平• 藤•高 1989 

溝54 溝22 13C・D 平• 藤•高 1989 溝85 溝14 14C・D 平• 藤•高 1989 

溝55 溝21 13・l4C・D 乎• 藤•高 1989 溝86 濤6 14C 平• 藤• 高 1989 

碑56 溝19 14・15C・D 乎• 藤•高 1989 溝87 溝 1 14・150・D 平• 藤・高 1989 

欝57 溝20 15D 平• 藤• 高 1989 溝88 溝 8 14・15C 乎• 藤• 高 1989 

溝58 土猥 1 19D 平• 藤・村 1990 溝89 溝12 14・15C 平• 藤•高 1989 

溝59 溝 8 210 平• 岡•高• 阿 1988 溝90 欝13 15C 平• 藤・高 1989 

溝60 溝 7 21C・D 平•岡•高• 阿 1988 溝91 溝 3 15C 平• 藤• 高 1989 

溝61 溝 6 21C・D 平岡・届• 阿 1988 溝92 潤11 15C 平• 藤• 高 1989 

溝62 溝9 21C・D 平• 岡・高・ 阿 1988 講93 溝9 15C 平• 藤・高 1989 

洞63 溝 5 21・22C・D 平• 岡・高・阿 1988 溝94 溝5 14・15D 平•藤・高 1989 

溝64 溝10 22C・D 平岡・高• 阿 1988 溝95 満5 14・15D 平• 藤•高 1989 

溝65 溝 4 220 D 平• 岡•高• 阿 1988 溝96 欝7 15C・D 乎• 藤・高 1989 

溝66 溝 3 22C・D 平• 岡•高• 阿 1988 溝97 溝 l・2 l9-21D 平• 藤・村・高 1989・90 

溝67 碑11 23C・D 平• 岡• 高•阿 1988 溝98 溝2 19C・D 平• 藤・村 1990 

溝68 溝 7 20A 平•藤高 1989 溝99 溝3 19・20C・D 平• 藤・村 1990 

溝69 洞8 20A 平• 藤・高 1989 溝100 中世欝 21・22C・D 平• 岡・高• 阿 1988 

溝70 講6 20A 平•藤高 1989 土猥82 土漿3 18H 平• 藤•高 1989 

溝71 溝10 20A 平• 藤•高 1989 溝101 溝14 18H 乎• 藤•高 1989 

溝72 溝9 20A 平•藤•高 1989 碑102 溝8 lBH 平• 藤行裔 1989 

溝73 溝4 20A 平• 藤・高 1989 欝103 洞15 18H 平• 藤• 高 1989 

溝74 溝3 21A 平• 藤• 高 1989 溝104 溝16 18H 平• 藤•高 1989 

井戸16 井戸 l 11D 平• 藤•高 1989 溝105 溝 9 18H 平• 藤• 高 1989 

井戸17 井戸2 13・14C 平• 藤• 高 1989 溝106 溝IO 18H 平•藤高 1989 

井戸18 井戸 l 15C 平• 藤・高 1989 溝107 溝13 19H 乎•藤•高 1989 

±擁51 士城4 lOC 平• 藤高 1989 溝108 溝11 19H 平• 藤•高 1989 

土猥52 土壊 l lOD 平• 藤•高 1989 洞109 溝12 19H 平•藤•高 1989 

土壊53 土撲2 10D 平• 藤•高 1989 洞no 溝7 19H 平•藤・忘 1989 

土濱54 土演3 lOD 乎• 藤•高 1989 溝lll 士擁2 19丑 平•藤•高 1989 

土廣55 土猥13 llD 平• 藤•高 1989・ 溝112 溝4 19H 平•藤・高 1989 

土凛56 土猥12 llD 平• 藤高 1989 澗113 溝6 18H 平•藤•高 1989 

士凛57 土猥19 11C 平藤・裔 1989 溝114 溝 1 18・19H 平• 藤・高 1989 

±廣58 ±城7 llD 平藤•高 1989 溝115 溝2 18・19H 乎•藤•高 1989 

土墳59 土凛14 llD 平• 藤•高 1989 溝ll6 溝5 19H 平•藤•高 1989 

土凛60 土猥5 llC 平• 藤•高 1989 溝117 なし 19H 平•藤•高 1989 

土凜61 ±墳6 llC・D 平• 藤•高 1989 溝118 ±横6 19H 平•藤•高 1989 

土凛62 ±濱8 llC 平• 藤•高 1989 旧河道2 ~43d 35・36C・D 岡・山 1984 

土墳63 士撲15 llD 平• 藤•高 1989 ±城83 池49 33C・D 岡•山 l_Q84 

土墳64 士演23 llC 平• 藤•高 1989 土墳84 池58 33D 岡・山 1984 

士演65 土墳9 llC 平• 藤・麻 1989 土壊85 池62 34D 岡・山 1984 

士城66 土演28 UC  平• 藤•高 1989 土濱86 1'b.63 34D 岡・山 1984 

土撲67 土壊10 l2C 平•藤•高 1989 土撲87 No.44 35D 岡・山 1984 

土撲68 土壊11 l2C 平•藤•高 1989 土撲88 No.64 35D 岡・山 1984 

土披69 土漿20 12C・D 乎• 藤•高 1989 士濱89 !≪<i.61 35D 岡・山 1984 

土漿70 土撲50 13C 乎• 藤•高 1989 溝119 Ni.38 33D 岡・山 1984 

土撲71 土撲17 13C 平•藤•高 1989 溝120 ~39 33D 岡・山 1984 

土撲72 士撲16 14C 平•藤高 I 1989 溝121 泌4 33D 岡•山 1984 

土洟73 ±撲22 14D 平•藤高 1989 溝122 没145 34C・D 岡・山 1984 

土凛74 士墳15 140 乎•藤•高 1989 溝123 没船 34C・D 岡・山 1984 

土凜75 士城6 14C 平• 藤•高 1989 溝124 没50 34C・D 岡・山 1984 

土濱76 土撲5 14D 乎• 藤•高 1989 欝125 池51・56 34・35C・D 岡・山 1984 

土隣11 土凛4 14D 乎• 藤•高 1989 溝126 N:i.41・54 34・35C・D 岡・山 1984 

土漬78 土擁14 15C 平• 藤• 高 1989 溝1訂 N:!40 C 34・35C・D 岡・山 1984 

士凛79 ±凛 l 15C 平藤•高 1989 土凜90 池57 35D 岡・山 1984 
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百問川原尾島遺跡4

報告書遺構名 調査時遺構名 調査区 担当者 年 度

溝128 Nll40 a. 34C D 岡・山 1984 

溝129 No.60 34D 岡• 山 1984 

欝130 池53 34・35C・D 岡・山 1984 

溝131 ぬ52 35C・D 岡• 山 1984 

溝132 Na55 35C・D 岡・山 1984 

溝133 No37 33D 岡• 山 1984 

溝134 NCl35 33D 岡山 1984 

溝135 r≪i.36 33D 岡山 1984 

溝136 Nn34 34C・D 岡•山 1984 

溝137 No.33b 34C・D 岡•山 1984 

溝138 Nn.42 35・36C 岡・山 1984 

溝139 吠畝内の溝24 34C・D 岡山 1984 

溝140 吠畝内の溝25 34C・D 岡•山 1984 

士器溜り 2 吠畝内士器溜り 34C 岡・山 1984 

土墳91 No.19 33D 岡・山 1984 

柱穴列2 Nn20 33・34D 岡・山 1984 

柱穴列3 Nn33a 35D 岡山 1984 

柱穴列4 池32 35C・D 岡山 1984 

柱穴列5 No.26 34•35C·D 岡・山 1984 

柱穴列6 l'bl8 36C・D 岡・山 1984 

溝141 No.14 33C・D 岡・山 1984 

溝142 No.16 33C・D 岡•山 1984 

溝143 Nnl5 33C・D 岡・山 1984 

溝144 池23 34C 岡・山 1984 

溝145 No.訂 34・35C・D 岡•山 1984 

溝146 Nn28 34C 岡・山 1984 

溝147 &29 34・35C 岡•山 1984 

溝l岱 No.22 35C•D 岡・山 1984 

建物13 No.11 33C 岡・山 1984 

土壌92 No. 8 33D 岡・山 1984 

溝149 N'.1.13 33D 岡・山 1984 

担当者欄の文字は平＝平井、岡＝岡本、藤＝藤田、高＝

高田、阿＝阿部、村＝村田、山＝山本 の略語である。
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門所ふ収り遺が跡な名
ふりがな

市町村 i遺跡番号
調脊期間 調査原因

所在地
O I II ゜, ,, 

ひ百ゃっ間けん川がわ原は尾らおじ島ま 北岡かや山ま県けん岡文か山やま市し
33201 34度 133度 丸田・低水路 旭川放水路

原はら尾北じ島ま
40分 57分 10"'-'13 C・D （百間川）

12秒 23秒 19890901"-' 河川改修に

19891115 伴う事前調
19891226,..._, 査
19900524 1254 
丸田・低水路
13,....__.15C・D 
19890401,....., 
19890918 972 
丸田・低水路

19・20 C・D 
19900509,...._, 
19900618 422 
丸田・低水路
20,...,,_,23C・D 
19880401......, 
19880819 1178 
丸田・低水路

23・24C・D 
19880304,-._., 
19880331 200 
丸田・高水敷護岸
19"-'21A 
19891212 ......... 
19891227 190 
従来下•高水敷護岸
18・19H 
19891118,...__, 
19891207 184 
川内・三ノ坪・低水路
33,..,._,36C・D 
19840402......., 
19850122 
19850312--...,, 
19850416 
19850501~ 
19850530 1600 
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

百問川原尾島 集落 弥生時代前期 IB河道 2条 縄文土器、弥生土 旧河道内から弥生時
生産遺跡 士披 9基 器、土師器、須恵 代前期の木製農具・

溝 10条 器、備前焼、輪入陶 工具等が出土
ーー・-------------: ----------- ···----―ー•• T• •••••••• •••••• •• ----- 磁器、石製品（石庖
弥生時代中期 土猥 l甚 丁•石鏃•石斧•石 旭東乎野における弥

渦 5条 錘・紡錘車・砥石）、 生時代後期の母村的
--------···-~~ 七ー―――------ー・ ---------------------------···-—--

木製品（広鍬・鋤． 大集落の一端を検出
弥生時代後期 竪穴住居 3軒 杵• 斧柄•木鏃・

建物 7棟 梯．蓋．鉢．椀・底 弥生時代後期の井
井戸 10茎 板）、金属器（鉄斧・ 戸• 土猥から内面に

I 土猿 36基 鉄鏃•銅鏃•鉄剣形 水銀朱の付着した鉢
炉 l基 銅剣・刀子・銅銭）、 が出土
柱穴列 l列 土製品（土錘・瓦
溝 62条 経）、玉類（棗玉・ 古墳時代前期の竪穴，
土器溜り 2カ所 勾玉・ガラス小玉） 住居内から鉄剣形銅
水田 剣が出士

・・・・・・・・・・・-・---一疇-・・-・44●
·~ ——〒ー---·------------------------ ： 

古墳時代 竪穴住居 7軒 県内で 6カ所めとな
建物 5棟 る瓦経片の出土
井戸 5基
土城 14基
鍛冶炉 1甚
柱穴列 5列
落ち込み 1茎
満 62条

- -•• a & ---.... a,_• ---.... --& & .... T ・・・ ・ ・ ----------鴫 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

中世 建物 1棟
井戸 3甚
土猥 31基
土漿墓 2甚
落ち込み 2基
溝 32条
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図版2
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4 22C区北壁断面

（南西から）
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焼土土壌

（南西から）

2 旧河道 1

（北から）

3 溝 1

（北東から）
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図版4

........ 

1 13-15C・D区弥生時代後期の水田（北西から）

2. 21-24C・D区弥生時代後期の水田（北西から）



1 23・24C・D区

弥生時代後期の

水田

（北東から）

2. 19-21 A区弥生

時代後期の水田

（南東から）
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図版6

1 . 10-13C・D区弥生時代後期の遺構 （北西から）

ーー 、-
2 竪穴住居 1 (北東から）



図版7
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1. 竪穴住居2 (北東から）

2. 19C・D区弥生時代の遺構 （北東から）
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.`
 ヽ
＼ ＼ 

1 20C・D区弥生時代の遺構 （北東から）

2. 20・21 C・D区弥生時代の遺構 （南東から）



1 21-24C・D区

弥生時代後期の

遺構

（南東から）

2. 19-21 A区弥生時代

の遺構

（南東から）
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図版10

1 建物1・2

（南東から）

2 建物3

（南西から）

3 建物4

（北東から）



図版11

1 建物5・6・7

（北西から）

2 建物5

（北東から）

3. 井戸 1

（北東から）



図版12

•二•・-
1. 井戸2

（北東から）

2 井戸2の断面

（南東から）

3 井戸2の遺物出土

状況

（東から）
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図版13

1 井戸3

（西から）

2 井戸4

（西から）

3. 井戸6

（南西から）



図版14

1 . 井戸7

（南西から）

2 井戸7の井戸枠

出土状態

（南西から）

3 井戸8

（南西から）



図版15

、1

1 井戸9

（南西から）

2 井戸9の遺物出土

状況

（北西から）

3. 井戸10

（南東から）



図版16

1. 土壌11の断面

（西から） 量

2 土墳21

（北西から）
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~-~ 

3 土壌23

（東から）
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1. 土壌28

（北から）

2. 土壌34¥左J • 

35冴右ヽ

（北西から）

＼ー、

3. 土墳34遺物出土状態（北から）

図版17
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4. 土壌35の断面（南西から）
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1. 炉 1

（北西から）

2
 

炉 1の断面

（南東から）

3. 溝9

（北西から）
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溝13

（北東から）

2 溝9と溝13の合流

部の礫床

（東から）

3 溝13・15・16

（北東から）

図版19



図版20

1 . 溝17・18・19・20
（北東から）

2 溝25
（南東から）

3. 溝28a・28b
（北東から）

• 
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1 土器溜り 1

（北西から）

2 竪穴住居4・ 5

（北東から） ~= -.-.:>:i.. ―.;-;; ― 
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（東から）
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図版22

竪穴住居7

（南東から）

. --・-．． "(_ ' 

'. 

2 竪穴住居8

（南西から）

3. 竪穴住居8の

カマト

（南西から）
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竪穴住居9

（南西から）

2. 竪穴住居9の鉄剣

形銅剣出土状況

（北東から）

3 竪穴住居10

（北東から）

図版23
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1 建物8

（北西から）

2 建物9・10・11

（北東から）

3. 井戸11

（北東から）

， ... 
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図版25

1. 井戸11の遺物出土

状況

（北東から）

2. 井戸12の遺物出土

状況

（西から）

3 井戸12の断面

（南西から）
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固版26

1 井戸13遺物出土

状態

（西から）

2 井戸13

（北から）

f

争

3. 井戸14

（南から）



図版27

井戸15

（南東から）
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2. 井戸15の断面

（南東から）
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土壌42の断面

（南西から）
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図版28

1. 土壌44

（西から）

2 溝54・55

土壌49

（北から）

3. 鍛冶炉 1

（北西から）
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溝45

（北東から）

2 溝60 · 61 · 63 • 65・66 (北東から）



図版30

10~13C · D 区の中世遺構 （南東から）

2. 10~13C·D 区の中世遺構 （北から）



図版31

井戸16

（北から）

2. 井戸16の礫出土状態

3. 13-15C・D区の中世遺構 （北西から）



図版32

1 井戸17

（南から）

3 井戸18

（北から）

2. 井戸17の遺物出土状態

（東から）

• I 

4. 井戸18の遺物出土状態

（南から）
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図版33

1 土頃51

（北東から）

.』~-.
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2 土墳68

（北から）
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3 土頃69

（西か ら）
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図版34

1 土墳76 手前

77 向う側‘

（西から）

2. 土壌墓 1の石組

（東から）

3. 土壌墓 1の人骨出

土状況

（東から）
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図版35

1. 落ち込み2

（北から）
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溝87遺物出土状況

（東から）

3
 

溝98

（北東から）
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図版36

1 19H区弥生時代の

遺構 溝110

（北東から）

2. 18H区弥生時代の

遺構

（北西から）
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図版38

2. 旧河道2の橋脚列

（南から）

3. I日河道2の断面

1 . 旧河道2の橋脚列 （南東から）
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1. 土壌84

（東から）

＼
 

2 土墳89

（南から）

3 溝122 右 ．

溝123 左

（北東から）



図版40

1 溝127

（北東から）

2 溝127の断面

（北東から）

3. 溝127の断面

（北東から）

4 土壌90

（南東から）
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2. 33~36C · D 区弥生時代後期の水田 （北西から ）



図版42

34・ 35D区の稲株

痕

（北東から）

2. 町畝 I溝138・139〉

（北東から）
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溝133・134・135 

（北東から）
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図版43

1. 溝136(右．

137'左〉

（北東から）

2 溝136の遺物出土

状態

（北東から）

3 溝137の遺物出土

状態

（南西から）
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図版44

柱穴列3・4・5

（南東から）

2 柱穴列5

（南東から）

3 柱穴列6

（北東から）



1 溝141 右，．

142 ~ 左）
（北東から）

2 溝145・146・14 7 

（南東から）

3 溝145

（南東から）
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図版46

1 . 建物13

（南から）

2 土墳92

（東から）

3. 33-----36C • D区

作業風景

（南東から）



図版47

11 

30 

31 

28 

10 

7
 

，
 

旧河道 1出土遺物
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1 旧河道1出土遺物
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2. I日河道2出土遺物 3 土墳 1出土遺物



回版49

) . 

40 
41 

42 

/’ヽ

59 

44 

61 
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井戸2出土遺物
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井戸2出土遺物
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井戸2・3出土遺物
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165 
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井戸3・5・6・7・9出土遺物
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井戸9出土遺物
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242 219 223 
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235 259 244 

井戸9出土遺物
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井戸9出土遺物
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井戸9. 土墳3・7出土遺物
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311 

314 
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土頃7出土遺物
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土墳7・13出土遺物
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土墳34出土遺物
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土頃34・37・溝13出土遺物

441 



図版63

449 453 452 
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溝13・17・25出土遺物
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489 495 
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497 498 

溝25・竪穴住居10出土遺物
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529 539 546 

井戸11・12・14・ 落ち込み 1・溝47・63出土遺物
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旧河道2出土木製品
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